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本市乙金の髙原（康）家は、江戸時代には代々庄屋を、明治時代には初

代大野村村長を務めるなどした旧家です。同家が所蔵する古文書の年代

は、慶長から昭和までの約 350 年にわたります。その内容は、村と藩が

やり取りした公文書、村や村人からの各種願い出・それらに対する申し

渡しなど公的なものから、村人の日々の生活の記録、庄屋の書簡や折々

に詠んだ和歌など日常的・個人的なものにまで及んでいます。平成９年

には、長きにわたってこの地域の人々の暮らしがどのように営まれ、変

化していったかがわかる貴重な史料である、として大野城市の有形文化

財（古文書）に指定されています。

髙原（康）家文書の調査は、昭和 56 年から開始されました。その一部

については『大野城市史』などにおいて紹介されてきましたが、全体を

把握するには至っていませんでした。今回、元大野城市史編さん室長平

田善積氏をはじめとする大野城古文書を読む会の皆さんのご尽力により、

現存する史料の悉皆調査が完了し、髙原（康）家文書の全貌をこのよう

に報告書としてまとめ、刊行することができました。

本報告書の刊行にあたっては、大野城古文書を読む会その他関係各位は

もとより、多大なご理解とご協力を賜りました髙原康夫・靖子ご夫妻に

対し、深く感謝の意を表する次第です。

最後になりましたが、本書が今後、地域の歴史・文化財への理解を深

める一助となるとともに、教育や学術分野で広く活用されることを心か

ら願っています。

令和２年９月 30 日

大野城市教育委員会

                      教育長  吉富 修
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写真1　庄屋役儀永続の賞与として善一郎が「御吸い物御酒頂戴」を賜った証書

　大野城市役所の一室には、明治 22 年４月１日「市制・町村制」施行による

大野村発足から、大野町時代を経て、大野城市時代の現在に至るまでの、ちょ

うど 130 年間にわたる歴代首長 11 人の肖像写真が掲げられている。

　その最左端に掲げられているのが、初代大野村村長髙原善造である。今回調

査させていただいた文書の所有者である髙原康夫氏は、この髙原善造の末孫で

髙原家第 15 代当主である。

　髙原家の家系については、髙原家当主からの聞き取りのほかに、このたびの

調査で得られた文書資料や墓碑・墓籍などの照合によって作成した「髙原家系

図」のとおりである。

　さいわいに初代髙原平兵衛以前の来歴に関しても、９代当主善蔵美信が先祖

から伝承してきたという記憶をもとに慶応２年に、『髙原氏伝言録』として書

き残しており、また上記初代大野村村長となった 11 代善造も祖父の９代善蔵

に倣って『記』と題して、髙原家の来歴書の作成を試みている。その『記』の

なかには、慶応４年４月福岡藩最後の藩主黒田長知から「役儀永続御賞与の御

書付」を賜り、「御吸物御酒頂戴」を申し付けられたことも書き入れている。

髙原（康）家文書概要調査報告書・解題

元大野城市史編さん室長　　平田　善積

１　髙原（康）家について

（１）　庄屋役、初代より欠代なく 10 代永続の家柄

　この「御書付」は、いまも髙原家に保管されているが、その文面をみると、

髙原家 10 代当主である善一郎宛てになっており、「その方先祖の者以来、父代

迠二百余年代々永続役儀相勤候、・・」という文言で始まっている。つまり髙

原家は「その方善一郎の先祖以来、善一郎の父の代まで 200 年余り代々永続役
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写真2　慶長7年検地帳

儀を勤めてきた」という証明とねぎらいのことばが書かれているのである。

　役儀永続というのは、『記』によると髙原家が黒田家の筑前入国の慶長時代

から乙金村の庄屋役を勤めた平兵衛から明治維新まで、10 代欠けることなく

代々庄屋役に就いたということである。

　誤解を招かないよう、この役儀永続のところは少し説明を加える必要がある。

実際の庄屋の辞令（申渡書）を見ていくと、髙原家が乙金村の庄屋を独占的に

世襲で継続勤めてきたということではなく、髙原家 10 代 10 人がすべて庄屋役

を一度以上経験したということである。庄屋は藩（直接には郡役所）と自村の

百姓との間にあって極めて重要な役職であり、且つ郡役所役人と村人の板挟み

にもなるような微妙な立場にあり、病弱であったり、あるいは年齢的に未熟で

あったり、反対に高齢で老耄の身であっても務まらない。

　役務形態も畑詰村入庄屋とか、武蔵触入大庄屋などがあり、勤務年数も本人

の実績次第のようで、７代和作は没年の 70 歳まで勤続 51 年間、８代善四郎は

計 41 年間、９代善蔵は 45 年間で特別に長期間であるが、そのほかは７年から

５年の期間である。庄屋役は実力次第で世襲ではなく、人物と実務能力を必要

とする役柄であるので髙原家も無役の時代がある一方、７代、８代、９代の時

代は父子でそれぞれ別村の庄屋、あるいは庄屋と大庄屋役を親と子で別々に同

時期就任の期間もできている。
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　明治になって 11 代の善造は、先代まで庄屋役が 10 代続いてきた証拠のひと

つとして、髙原家には慶長７年の「御水帳」から明治８年の地租改正前までの『田

畠名寄帳』が保存されていることを挙げているが、この御水帳も今回の調査で

実見することができ、「慶長７年」の文字には感動さえ覚えた。

　ここで１つ、髙原家の来歴調査をしているなかで大変残念な思いをしている

ことがある。

　それは髙原家伝来の「伝家の系図」紛失事件のことである。この「伝家の系

図」紛失の経緯については、『髙原氏古語覚書』の中で作成者の９代善蔵（晩

年太平と改名）が痛恨の思いで綴っている。

それを要約すると、「髙原氏には『系

図記録帳面』という髙原家系図が納め

られた柳筥（やなぎばこ）１つが伝来

していたが、今はない」と前置きし、

続いて筥（はこ）がなくなった理由が

詳しく語られている。すなわち、こ

の「柳筥」が髙原家からなくなったの

は、善七（善七ではなく、７代和作の

誤記と思われる）より２代前の５代善

蔵の代である。善蔵自身が庄屋役を務

め、自分の村でもある乙金村の若者衆

から、銭 50 目の借銭相談を受けたが、

有り合わせの銭がなく申し出を断った

ところ、若者衆が「お宅にある『系図

記録帳面』の筥があれば銭はいつで

も借用できます。」という。そこで隣

村である中村の今屋敷某のところへ行

き、「柳筥」を質種として銭 50 目を借

用した。

　その後、今屋敷某から質種を返却したいという申し出があったが、50 目の

銭が出来ないので質種の取り返しが延びのびになっていたところ、今屋敷某は

「このような品を百姓家に置いていては宜しくない」といって、裏の山に持っ

て行って焼き捨ててしまったということだ。

　この柳筥がなくなったことについては、当の善蔵はもとより、代々の髙原家

当主が残念な思いをし、一族の中に「髙原家系図」復元の手掛りになる書き物

はないかなど、いろいろと親戚筋を尋ね廻ったという先祖の苦衷も記されてい

る。

写真3　慶応2年に髙原太平善蔵が記した髙原氏古語覚書
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　善蔵の嗣子６代善市郎は、髙原家代々の役儀を調べ直すにあたって、「善蔵

の代に、先祖から持ち伝えてきた書類は、故あって悉皆焼失したので５代から

上の役儀  ・  進退の年歴は詳らかに相知れ申さず候」と書き残している。つまり、

髙原家には初代平兵衛から５代善蔵までの役儀関係の原本は、「慶長７年の御

水帳」関係以外は遺されていないということである。

　ここで、また元に返るが、「系図記録帳面」の中に、「髙原氏は、むかし水城

の関守（せきもり）であった」ことが書かれていたが、口伝としても残ってい

たという。

　水城の関というのは苅萱説話で人口に膾炙している「苅萱の関」と同じく、

室町時代までは関所として機能していたと思われ、『筑前国続風土記』には、

その場所は「水城大堤の東の山ぎわに関の跡あり」と記されている。水城の関

は髙原家からも近く、現在太宰府市の北部、大野城市との行政界にあり、水城

跡と県道 112 号線が交わる道路脇東側に比定されている。水城の関守は世襲で

代々、髙原氏と花田氏が引き継いできたと記述されている。

　この関守の話に次いで、「系図記録帳面」に記された髙原家に関する古い記

述は、天正 14 年７月半ばの岩屋城の戦いのさなか、髙原氏が秀吉の軍監黒田

官兵衛孝高の使者・小林新兵衛に頼まれて案内人を付けてやると、小林新兵衛

は島津に包囲された岩屋城に忍び入ることができ、籠城中の城主・高橋紹運に

官兵衛孝高の口上を伝えたという話

である。この話に符合する記述は「岩

屋軍記」にも見られる。

　ここのところの記述は「髙原氏伝

言録」ではもう少し具体的で、髙原

家が案内人を出してやると、官兵衛

孝高の使者は乙金村の裏山から迂回

して間道を通って岩屋城に忍びこむ

ことができたということである。

　「髙原氏伝言録」のなかで、黒田

孝高の使者の小林新兵衛は大音六左

衛門の家来で、髙原氏が新兵衛に付

けた道案内人は、隠居の身で名字は

わからないが、名を道政といったと

いう。小林家にはその書き物が今も

残っているということである。

　念のため「福岡藩の分限帳」を開

いてみると大音六左衛門の名は、寛写真4　慶応4年に髙原太平善蔵が記した髙原氏伝言録
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文時代以降、中老格としてその名があることから、大音家は代々「六左衛門」

を名乗ることが多かったとおもわれ、一方小林新兵衛の名は「慶長分限帳」に

200 石拝領の代官衆として記載されている。

　こう見てくると、一次資料は焼亡しているとはいえ、「髙原家系図」と「髙

原氏伝言録」や『岩屋軍記』等には根本的な齟齬はないと思われ、結論として

髙原家が慶長５年の黒田氏筑前入国以前から、現乙金地域を拠点にした有力な

一族であったことがわかる。

　  （２）　歴代庄屋役を務めた髙原家の事績

　髙原家といえば、「享保子丑餓死枯骨塔」のことを想起する人も多いことだ

ろう。この石碑は、単に「枯骨塔」と呼びならわされて、近郷ではむかしから

よく知られた享保の大

飢饉による犠牲者の供

養塔である。

　享保 17 ～ 18 年の飢

饉当時、乙金村の庄屋

役であった髙原家６代

の善市郎は、村民の餓

死回避のために全力を

尽くし、また村内で

50 人を超えた死者に

は僧侶を請じて葬礼は

営んだものの、その後

は十分な追善の供養を

する余裕はなかった。

枯骨塔は、善市郎以来

やり残してきた享保の

犠牲者の供養を大飢饉

からちょうど 100 年後

の天保２年に、孫にあ

たり当時上大利村の入

り庄屋であった髙原家

８代善四郎が、飢饉の

惨状を石に刻み僧侶を

招いて死者の追善を行

ったものである。

写真5　享
きょうほうねのうし

保子丑餓死枯骨塔
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　この碑文の末尾は「庄屋というものは天が幸いしたとしても、善を積むこと

を怠っては長くは続かないものだ」という字句で結ばれているが、この語句は、

髙原家の庄屋役としての平素の自戒や心がけを末代に伝えてきた家訓のような

ものではなかったろうか。

　以上述べた飢饉に関連する「枯骨塔」のことは、長い髙原家の歴史のなかで

も特異な事績であるが、初代大野村村長でもあった 11 代善造の、前掲『記』

の中には、髙原家歴代の庄屋としての功績として次のことが箇条書きで列挙さ

れている。

○庄屋として、享保の大飢饉で凄惨な乙金村村民の凶荒と飢餓状況を体験した

６代善市郎は、後年の凶荒を考えて、その予備のため藩有地 58 町歩余を村

民林として払い下げてもらい村民は今にいたるまでその恩徳を受けている。

○６代善市郎の自作の田地１町１反余が蝗害を免れたので、村民を救うことが

できた。

○６代善市郎と、その子和作、その子善四郎、またその子の善蔵（晩年大平善

四郎と改名）と４代にわたって凶年備えに力を尽くし、自ら率先して金穀を

出して、村民にもそれを勧めた。その結果、村政がうまくいったので藩から

褒賞をうけた。善蔵は性格が寛厚で数村の庄屋役を歴任して、のちに大庄屋

役に任命された。

○８代善四郎は、敬神尊王の心が篤く、青年のころから応神天皇の御生誕の日

12 月 14 日には毎年、宇美八幡宮に参拝した。そのころまでは応神天皇の誕

生日を知っている者は少なかったのに、だんだん聞き伝えられて年を追うご

とに宇美八幡宮の参詣者が増えてきたということだ。

○ 10 代善一郎は、生来読書を好み、慈しみの心が厚く尊王攘夷の意志が強か

った。慶応３年秋、太宰府にご滞座の五卿が、我が家の分家である隣家の髙

原善郎方へお越しの節、善一郎所有の山林での茸狩りをお誘い申し上げたと

ころ、収穫が多くてご満足に思召された。

　また、善郎宅と続きになっている本家善一郎宅の溜池の水を落としてお魚と

りを遊ばされ、これまたご満悦であった。

写真6　第11代福岡藩主黒田斉 から乙金村庄屋髙原善蔵への礼状
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　茸山は、かねて人が盗み取らないように番人を付けておいたので、その苦労

を思われて白銀２両２歩を賜われた。

　以上、善造は髙原本家の遺徳や誇らしく思うことを大きく５項目挙げている

が、最後の項目の慶応３年秋の五卿の乙金来訪については、別にも史料があり、

10 代続く庄屋家精神が如実に出ているエピソードがあるので参考として引用

したい。

　この五卿一行に随行した、福岡藩士で国学者でもあった海妻甘蔵が、のちに

自著『筑前人物遺聞』のなかで「太宰府寓紳の乙金詠歌」と題して、当時の福

岡藩の立場を参酌しながら、当日の髙原家での清遊の裏話も書留めている。五

卿一行は髙原善郎に招待されて乙金を訪問したのであった。善郎家は本家髙原

善一郎・善蔵の分家で、居宅は隣同士であった。面白いことに、招待主は分家

の善郎で、清遊したのは本家の善一郎・善造宅である。

　海妻甘蔵の観察するところ、善一郎と善造親子は、隣同士で本家と分家の関

係でもありながら、しかも自分たちの所有する池や山での鯉捕りや茸狩りにも

かかわらず、表向き五卿一行には一切関係せず、応接にも出なかった。なぜな

ら、福岡藩主黒田長溥は佐幕の立場であり、幕府は尊攘派五卿を危険人物とし

て藩士や一般民衆が五卿と接することを極力警戒していたからである。

　分家した善七郎や、その孫髙原善郎と謙次郎兄弟は勤皇家として知られてい

たが、本家髙原家は、福岡藩主・黒田家入国以来の庄屋筋という矜持と、黒田

家に対する忠誠心から五卿との接触には慎重であり微妙な立場にあったことが

窺える。

　以上は、髙原家 11 代善造が伝え聞いていた髙原家の庄屋としての幕末まで

の功績やその関連事項であるが、維新以降の善造自身の履歴を次のように記し

ている。

　髙原善造は、23 歳の年に明治維新を迎え、明治４年の水城村庄屋役拝命以来、

戸長、御笠郡農業組合長、御笠高等学校務係、席田・御笠・夜須三郡勧業試験

場長、大野村村長等、22 か年間にわたり公的役職を歴任した。

　  （３）　文書から見えてくる家族としての髙原家

　以上は主として髙原家歴代の庄屋役としての事績の概略を記してきたが、家

長の役儀とは別に髙原家に遺されてきた日記、書簡類、蔵書等から庄屋役とは

違った、もうひとつの一家の家長としての私生活もみえてきて、時代も変わっ

た後世の者にはすこぶる興味をそそられることが多い。

　歴代の当主すべてについての生活の様子がわかるわけではないが、たとえば

10 代の当主・善一郎が庄屋役を離れた時期の、「安政六未年日記」や「文久四

年甲子日記」を読むと当時の髙原家の日常が手に取るように見えてくる。
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　この２つの日記には、元日から大晦日まで１日の空白もなく、しかも喜怒哀

楽の感情表現や飾り言葉も一切なく、１日１日、ただその日の身辺の事象や出

来事のみが記録されている。それだけに、当時から 150 年余の時間を隔てて読

むわれわれにも日記を付けた善一郎氏の人柄はもとより、庄屋筋の家庭の日常

生活、人の出入り、下男下女のこと、四季それぞれの里山や田畑での作業、あ

るいは１年を通じての祭事や地域の行事などの情景が、視覚として伝わってく

るようだ。庄屋の家柄だからといって決して徒食の生活をしているわけではな

い。士農工商でいえば、家業は農業である。庄屋の仕事は殿様側からの信頼

と、村民からの人望がなければ務まらない。髙原家の家族一人ひとりの仕事の

持ち場は家長、長幼、男女、下男下女、手伝いなどそれぞれ違っていても家業

の農業はいわゆる家族労働で、全家族員が自分の持ち場を懸命に守っていると

いうことは、一般農民の家庭と基本的には変わらなかったかもしれない。

　ただ、一般農家と異なるであろう生活と言えることは、日記の筆者である当

人髙原善一郎父子の日常が、一口でいえば「晴耕雨読」の１年である。なかでも、

特に長男、のちに大野村初代村長となる善造に対する親の教育姿勢と本人善造

の勉強ぶりは、これが庄屋家の人づくりの要諦かとつくづく感服させられる。

　たとえば、「安政六未年日記」のなかには、１年間に多くの書物名が出てくる。

これがすべてではないが、「古史通或問」「闢邪小言」「関ヶ原軍記」「小学内篇

初巻」「小学」「詩林広記」「雨夜燈」「宇治拾遺」「関ヶ原」「朝鮮太平記」「源

平盛衰記」「平家物語」「絵本信長記」などなど、善一郎本人や善造の勉強、知

人に貸し出したり、返却してもらったり、あるいは気の知れた友人との講読に

使用したものである。

写真7　髙原善一郎「安政六未年日記」 写真8　髙原善一郎「文久四年甲子日記」
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　嗣子善造（日記では幼名久米吉）や次男の房五郎の勉学の一つとしての、手

習いや素読は日課のようなものであったろうと思われるが、さらに一対一の家

庭教師の役割をしていた人が複数人いたことが、同じく善一郎の日記のなかか

ら読み取れる。

　その一例が「文久四年甲子日記」の１月 21 日の条に次のような内容で書か

れている。このとき善造は数えで 19 歳であるが、「父・善蔵が、地行町の海妻

久左衛門様方へ行く。去年１年間、月に１度太宰府参詣の帰路、わが家にお泊

りになって論語と孟子の講釈をしていただいたので、そのお礼として正金１歩

１朱と酒１升を持参した。」と書き付けている。

　少し注釈を加えると、善蔵は善一郎の父で当時 73 歳、善造の祖父に当たる。

善蔵は御笠郡内の庄屋、入り庄屋、大庄屋など連続 40 年間務めあげた人でも

ある。善蔵は孫の善造に「論孟」の講釈をしてくれた海妻先生の自宅のあった

現福岡市地行までお礼に行ったのである。海妻久左衛門とは、先に五卿随行で

名前が出てきた国学者・海妻甘蔵のことである。高原家が学問好みで、学者を

いかに大事していたかが窺えよう。

　雨が降れば書物を開き、ときには好学同好の友を呼んで講読し、論談に耽る。

また機会があれば遠来の学者の来訪をうけて新知識に触れる。これがおおよそ

の非役の時の善一郎の仕事以外の楽しみをかねた勉強のようである。

　善一郎の楽しみといえば、日記のなかに囲碁と武術のことがよく出てくる。

腕前のほどと、入れ込み方の程度はわからないが、囲碁の方は雨天の日や仕事

じまいの夕方など、機会を見つけては碁盤を囲むという熱の入れ方である。一

方、武術については近所の正栄寺や山田村の慶伝寺にたびたび剣術の稽古に出

向いているが、これは道楽や趣味ばかりでなく、当時異国船の近海出没が激し

くなり、福岡藩が武士はもとより地方の有力者に武芸稽古（軍事教練）を奨励

したこともあったからと思われる。福岡藩は文久３年には博多湾を中心に砲台

を８か所築立し、仏教教団にたいしても財政的また戦闘員としての働きを求め

るようになった。特に真宗教団との関係は密接なものになっていった（「福岡

地方史研究」鷺山智英　1996 年５月号）。日蓮宗の髙原家の当主が真宗の正栄

寺や山田村に出かける意味も、宗派を超えた福岡藩の海岸防備策に対する庄屋

家の当然の義務履行だったのかもしれない。

　つぎに善一郎の跡継ぎ善造が、激務を離れ晩年没頭したと思われる和歌の世

界を覗いてみよう。善造がこよなく心を寄せた風雅の道である。

　善造は、父善一郎の日記や家蔵の書籍を見ると、若いころから漢籍に親し

み、国学者の海妻甘蔵に教えを受けたことから和漢の詩歌にも通じていたと思

われ、生前に『自詠発句集』という句集を撰している。しかし、国学との出会

いからか後年は和歌に並なみならぬ興味を示し、当時福岡で高名な歌人であり、
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玄洋社社員であった末永茂世を師と仰いで、晩年の歌の道への入れ込みは病膏

肓に入った感がある。

　自らも歌の心得のあった妻朝子は、善造の１周年祭に当たる大正６年１月

21 日、『千代廼屋集』と題する善造の遺詠集を上梓して、親戚知友に頒布した。

ちなみに「千代廼屋」とは、髙原家の家屋の中で、善造が書斎と客室を兼ねた

１室のことである。

　こうして髙原家を見てくると、堅実な日常の生活を営みつつも常に庄屋家と

しての人間陶冶を忘れない教育と自己研鑽が行われていたことが垣間見えてく

る。素封家、名望家の名には、それに相応しい素養と識見が伴うものであろう。

２．髙原（康）家文書について

（１）　文書の特徴

　〇　髙原家は、初代平兵衛から第 15 代康夫まで続いている大野城市の旧家

である。髙原康夫家はその本家である。それだけに所蔵されている文書の

数も多く多岐にわたり、大野城市の文化財に指定されている。また平成

16 年発行の「大野城市史資料編」には 46 点が収録されている。

　〇　初代より、永続 10 代の庄屋役の家柄だからであろうか「申渡書（任命状）」

や「褒状」が多く見られる。

　〇　第 10 代当主善市郎の日記「安政六未年日記」「文久四年甲子日記」は、

当時の農民の日常生活が窺える貴重な歴史資料である。

　〇　第 11 代善造は、明治になって七ヶ村戸長や初代大野村村長など公務に

追われる日々を過ごしたが、後年、和歌を愛し作歌に力を入れ、歌会を主

宰し、それらの記録を巻物にしている。

　〇　特徴的なのは書誌である。哲学、易学、歴史、地学、文学、軍記物など

多くの分野にわたって収集され読破されている。その読書意欲には驚かさ

れる。書誌の総冊数は 555 冊にのぼる。木版印刷本が多いが筆写されたも

のも多く見られる。殊に「関ヶ原軍記大成」全 45 冊は、手写しをし、４

分してそれぞれを柿渋紙に包んで蔵している。このことからも髙原家の

方々が書物を大切にされている心を知ることができる。

　  （２）　調査方法

　　　髙原（康）家文書の調査は、諸事情により大きく第１次調査から第５次

調査まで、５回にわたって行われてきたが、最終的には現存史料のすべて

が洩れなく調査されたことになった。

　　　その５回の調査の時期と調査主体は次のようになる。
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　第１次調査は、昭和 56 年度の福岡県文化会館による「福岡県古文書緊急調査」

で、第２次調査は、昭和 61 年度に始まり福岡県立図書館が行い「福岡県立図

書館：収集文書目録」全７分冊として報告書が出されている。この２回の調査

は福岡県の文化行政として実施された古文書調査であった。

　第３次調査は、平成 10 年度に始まった「大野城市史編さん事業」に伴って

の市史編さん室による市史編集資料を主目的とした調査の一環として実施され

たものである。

　第４次調査は、市史編さんが終結し、いったん中断されていた髙原（康）家

文書の調査作業を、当「大野城市の古文書を読む会」が調査報告書を作るとい

うことを目的として作業を進めてきたものである。そこで読む会のメンバーは、

まず文化会館を手始めに県立図書館・市史編さん室と調査してきた資料を次頁

に掲げた調査カードによって調査し目録を作成した。調査番号は、後々の混乱

を防ぐために県立図書館ほかそれぞれの調査者で使用された番号の付け方を踏

襲することとした。

　なお第１次～第３次までの調査分の主たる文書については、それぞれの部署

でマイクロフイルムに収め、当市ではそれを紙焼きにして保存している。

　ところが、調査作業中の平成 26 年９月のある日、翌 27 年１月 21 日が髙原

家第 11 代善造の 100 回忌に当たることがわかったのである。これを聞かれた

当主髙原康夫氏は、早速善造翁追善供養を発起され急遽「髙原家第 11 代善造

100 回忌記念：髙原（康）家文書概要調査報告書」を上梓することになった次

第である。

　ここで「読む会」のメンバーは、調査作業の進行を一時ストップし、平成

21 年から 26 年までの調査分をまとめて整理のうえ、報告書の編集作業に入る

ことになる。これを一区切りに読む会の独自の調査分として第４次調査とした。

　そして残りの断簡零墨までと意気込んだ第５次調査分の 246 点が最終調査と

なり髙原（康）家文書の悉皆調査は完了したと考えている。第５次の調査期間

は平成 27 年から 29 年までの約２年半であった。

　実は第３次調査の際は、読む会のメンバー４人は市史編さん室のスタッフと

して、市史編集委員の先生方の指示を受けて、文書の取出しや整理・解読な

ど、足かけ５年にわたり大野城市内の古文書類や歴史資料などの調査作業に携

わっていたのであった。

　ここで報告書をまとめるにあたり一つ気がかりなことがある。本来５回行わ

れた調査は、文書所蔵家が同じ家であるから、文書整理体系は全体すべて同一

でなければならないが、一部分とはいえ整理方法に一貫性を欠いていることで

ある。理由はこの古文書調査が長期にわたり、しかも調査者が実質３回代り、

また所蔵者による文書収蔵場所の変更などがあったとはいえ諸事情から修正を
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　　髙　原　(康)　家　文　書                    番

　　　（裏面）

　（メモ）

　（関連事項）

　（調査年月日）                           　（調査者名）

　　　　　平成　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

　（充　所）

　　　　　　　綴 じ 方 … 一ツ綴 ・ 二ツ綴 ・ 四ツ綴 ・ 三ツ目綴 ・ 四ツ目綴 ・ 五ツ目綴 ・　かぶせ綴 ・ 下げ綴

・ 　　　　　　　　　　　　　下げ二目綴 ・ 下げ四ツ目綴 ・ 列帖綴 ・ 鎖綴 ・　ひねり綴 ・ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　綴じ紐 … こより ・ 糸 ・ ひも ・ 平紙紐 ・ わら紐 ・ 麻紐 ・ 木綿紐 ・ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

文　書　調　査　カ　ー　ド

　（表　題）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          （機　能）　書簡 ・ 証文 ・ 備忘 ・ 通達 ・ 上申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           照会 ・ 回答 ・ 案文 ・ 書簡＋証文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           その他 （　　　　　　　　　　　　　　　）

　（作 成 年 月 日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　 （記 載 年 月 日）

　（作 成・発 給）

　　　　　　　破損状況  ；  前欠 ・ 後欠 ・ 前後欠 ・ 上欠 ・ 下欠 ・ 虫損 ・ 水損 ・ その他 （　　 　　　　　　　　　　　）

　（内　容）

　　　　　　　容　器  … 包紙入 ・封筒入 ・ 袋入 ・ 箱入 ・ 表紙付 ・ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　法 量 　；　　　　　×　　　　/　　　丁数　；　表紙共紙数　　　　　丁　（墨付　　　　丁　　/一括点数　　　　　枚/点）

　（形　状）　料 紙　…　楮 紙・斐 紙・洋 紙・その他（　　　　　　）　/　記 入…墨・鉛 筆・ペン・カーボン・活 字・その他

　　　　　　　 様 態　…  無地　（色；　　　　）　罫紙　（色；　　　　　銘；　　　　　　）　専用紙　（　　　　　　）　印刷物　（　　　　　版）

　　　　　　　 形 態　…　竪 紙・折 紙・半 切・横 折・続 紙（　　　　枚継）　・切 紙・切 継 紙（　　　　枚継） / 同 折・封 式・断簡

　　　　　　　　　　　　　　　/　竪帳 ・　横 帳 ・ 小横帳 ・ 綴 ・ 冊子 ・　書籍 /　巻子・ 折本 ・　畳物　/  その他（　　　　　　　　　）

する時間が持てなかったのはかえすがえすも残念である。

　  （３）　調査した文書数

　　①　「福岡県文化会館」調査分　昭和 56 年　　　　　　　　　　　 55 点

　　②　「福岡県立図書館」調査分　平成５年　　　　　　　　　　　 341 点

　　③　「大野城市史編さん室」調査分　平成 10 ～ 12 年　　　　　   768 点

　　④　「大野城市の古文書を読む会」調査分　平成 21 ～ 26 年　　　  30 点

　　⑤　「大野城市の古文書を読む会」２次調査分　平成 27 ～ 29 年　 271 点

　　　　総点数　1,632 点　　書誌　167 点（総点数に含まれる）

　　＊なお、今回使用した調査カードを後掲している。
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　　髙　原　(康)　家　文　書                    番

　　　（裏面）

　（メモ）

　（関連事項）

　（調査年月日）                           　（調査者名）

　　　　　平成　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

　（充　所）

　　　　　　　綴 じ 方 … 一ツ綴 ・ 二ツ綴 ・ 四ツ綴 ・ 三ツ目綴 ・ 四ツ目綴 ・ 五ツ目綴 ・　かぶせ綴 ・ 下げ綴

・ 　　　　　　　　　　　　　下げ二目綴 ・ 下げ四ツ目綴 ・ 列帖綴 ・ 鎖綴 ・　ひねり綴 ・ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　綴じ紐 … こより ・ 糸 ・ ひも ・ 平紙紐 ・ わら紐 ・ 麻紐 ・ 木綿紐 ・ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

文　書　調　査　カ　ー　ド

　（表　題）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          （機　能）　書簡 ・ 証文 ・ 備忘 ・ 通達 ・ 上申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           照会 ・ 回答 ・ 案文 ・ 書簡＋証文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           その他 （　　　　　　　　　　　　　　　）

　（作 成 年 月 日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　 （記 載 年 月 日）

　（作 成・発 給）

　　　　　　　破損状況  ；  前欠 ・ 後欠 ・ 前後欠 ・ 上欠 ・ 下欠 ・ 虫損 ・ 水損 ・ その他 （　　 　　　　　　　　　　　）

　（内　容）

　　　　　　　容　器  … 包紙入 ・封筒入 ・ 袋入 ・ 箱入 ・ 表紙付 ・ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　法 量 　；　　　　　×　　　　/　　　丁数　；　表紙共紙数　　　　　丁　（墨付　　　　丁　　/一括点数　　　　　枚/点）

　（形　状）　料 紙　…　楮 紙・斐 紙・洋 紙・その他（　　　　　　）　/　記 入…墨・鉛 筆・ペン・カーボン・活 字・その他

　　　　　　　 様 態　…  無地　（色；　　　　）　罫紙　（色；　　　　　銘；　　　　　　）　専用紙　（　　　　　　）　印刷物　（　　　　　版）

　　　　　　　 形 態　…　竪 紙・折 紙・半 切・横 折・続 紙（　　　　枚継）　・切 紙・切 継 紙（　　　　枚継） / 同 折・封 式・断簡

　　　　　　　　　　　　　　　/　竪帳 ・　横 帳 ・ 小横帳 ・ 綴 ・ 冊子 ・　書籍 /　巻子・ 折本 ・　畳物　/  その他（　　　　　　　　　）

（表面）

（裏面）
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題　箋

書　扉

版　心

　（形　　状）

(裏面）

（備考）

書　誌　調　査　カ　ー　ド

法　量（タテ×ヨコ）　　　×　　　/     丁数　; 　表紙共　　　丁　（墨付　　　丁）　/ 　頁　　　

綴じ方　…（　　）ツ綴　・（　　）ツ目綴・列帖綴・鎖綴　・かぶせ綴・その他 （　　　　　　）

（巻号）

綴じ紐　…こより・平紙紐・麻紐・木綿紐・その他　（　　　　　　　　　　）

材　料  …和紙・洋紙・（　　　　　　）その他 （　　　　　　　　　　　　）

形　態　…竪帳・横帳・小横帳・巻子・折本・畳物・原稿・その他　（　　　　　　　　　）

印刷本　・　自筆本　・　手写本　・　影写本　・　コピー本
蔵版（板）

（書誌名）

蔵印　有　無

 髙　原　（康）　家　文　書　　 　　　　　　　　　　　　番

　　　　平成　　　　年　　　　月　　　　日調査　　　　　　　　調査者

（作　成　・　発　行）（　　　　年　　　月　　　日）

（破 損 状 況）　　　虫喰（無・有・大）　　　　　 摩耗（無・有・大）　　　　　　　シミ（無・有・大）

　　　　　　　　　　　　冊　　（全　　　　　　冊一揃）

（シリーズ名）

　　　　　　　　　　　　破損（無・有・大 ）　　　　　修復緊急度（緩・普・急）

　　　　　　　　　　　　その他 （　　　　　　　　　　　　　　）

（関連資料）

タイプ・カーボン・コピー・その他（　　　　　　　　）

木版・石版・金属版・写真版・色摺・謄写版・その他（　　　　　　　）　

墨書・鉛筆・その他（　　　　　　　　）

（冊数） （内容・分類）

（表面）

（裏面）



髙原（康）家文書目録





№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
　

月
　

　
日

作
　

成
・
発

　
給

宛
　

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

容

1
1

御
法

令
写

天
明

８
年

８
月

髙
原

和
作

写
宝

暦
1
2
年

か
ら

明
和

８
年

ま
で

に
出

さ
れ

た
法

令
集

8
2
項

目
を

写
し

た
も

の
。

捨
子

禁
制

・
窮

民
養

育
そ

の
他

多
岐

に
わ

た
っ

て
い

る
。

髙
原

善
蔵

分
と

あ
る

2
2

御
公

義
様

御
觸

状
写

帳
寛

政
３

亥
年

７
月

1
8
日

ﾖ
ﾘ

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
寛

政
３

年
よ

り
文

化
３

年
ま

で
に

出
さ

れ
た

触
状

の
写

し
　

陰
陽

道
の

事
　

そ
の

他
５

項
目

3
3

御
制

札
并

村
制

札
三

ヶ
条

元
治

元
年

乙
丑

８
月

関
逸

太
郎

写
之

天
和

２
年

５
月

よ
り

弘
化

５
年

３
月

ま
で

に
出

さ
れ

た
「
定

」
「
條

々
」
　

「
覚

」
　

な
ど

を
写

し
た

も
の

を
一

冊
に

ま
と

め
た

も
の

　
（
元

本
は

中
村

 白
壁

氏
蔵

書
）

4
4

〔
御

達
書

・
御

書
付

写
集

〕
天

保
４

年
～

７
年

御
達

書
・
覚

・
上

申
書

の
案

文
な

ど
多

種
の

も
の

を
ま

と
め

て
あ

る

5
5

諸
指

出
控

〔
文

政
９

年
戌

３
月

～
文

政
1
3
年

〕
殞

牛
馬

の
届

出
・
入

人
帰

参
人

・
出

産
に

関
す

る
届

出
・
切

支
丹

宗
門

改
め

な
ど

２
６

項
目

の
届

出
の

控

6
6

乙
金

村
中

萬
記

録
正

月
吉

祥
日

庄
屋

　
竹

原
善

市
郎

美
武

元
禄

1
3
年

外
　

田
数

書
上

・
享

保
５

年
６

月
大

洪
水

・
宝

永
８

年
御

湯
立

の
大

神
楽

・
享

保
1
9
年

の
鳥

居
木

笠
木

仕
替

え
の

書
上

な
ど

1
9
項

目
あ

り

7
7

窮
民

救
備

願
写

〔
文

政
４

年
1
1
月

〕
〔
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
〕

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
代

御
役

所

御
證

文
山

の
松

木
を

拝
領

し
そ

の
売

渡
代

金
を

備
え

に
差

し
出

す
願

　
善

四
郎

大
庄

屋
格

と
な

る
　

相
続

の
忰

代
迄

御
参

勤
往

来
の

節
箱

崎
松

原
出

仰
せ

付
け

ら
る

な
ど

４
件

8
8

倹
約

作
法

書
天

明
８

年
申

正
月

兵
左

衛
門

質
素

、
倹

約
に

つ
い

て
書

か
れ

て
い

る
　

御
停

止
の

品
（
書

院
・
床

・
長

押
・
絹

袖
・
上

方
染

）
　

婚
礼

の
時

の
持

参
の

品
（
蒔

絵
・
鼈

甲
・
銀

櫛
・
か

ん
ざ

し
）
な

ど
禁

止

9
9

窮
民

救
備

一
件

文
政

４
年

辛
巳

1
1
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
代

御
役

所

近
年

凶
作

が
続

き
、

村
の

成
り

立
ち

が
悪

く
、

御
證

文
山

を
切

り
払

い
窮

民
の

備
え

と
し

た
い

と
の

願
書

申
渡

　
願

の
通

り
仰

せ
付

け
ら

れ
る

上
、

大
庄

屋
格

を
申

し
付

け
ら

る

10
10

御
笠

郡
乙

金
村

百
性

中
御

請
書

物
帳

文
政

元
年

寅
1
0
月

庄
屋

　
善

蔵
那

珂
・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
代

御
役

所

御
演

達
　

郡
々

困
窮

の
根

元
は

農
業

を
お

ろ
そ

か
に

す
る

こ
と

に
あ

る
　

庄
屋

は
百

姓
を

農
業

一
途

に
お

互
い

に
助

け
合

い
、

出
精

の
者

に
は

褒
美

、
等

閑
の

者
に

は
罪

科
に

処
す

べ
し

と
あ

る
　

（
乙

金
百

姓
連

名
の

奥
書

あ
り

）

11
11

乙
金

村
人

拂
帳

明
和

４
年

～
文

政
1
3
年

明
和

４
年

か
ら

文
政

1
3
年

ま
で

の
乙

金
村

人
員

の
記

録
　

男
女

・
出

生
・
死

亡
・
入

人
帰

参
人

な
ど

　
ま

た
宗

旨
改

め
の

時
、

宗
旨

帳
に

書
載

の
人

数
書

上
げ

を
合

冊
し

た
も

の

形
　

態

竪
帳

竪
帳

竪
帳

綴
り

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

福
岡

県
文

化
会

館
調

査
分

7
9

福岡県文化会館調査分 №１～11
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福
岡

県
文

化
会

館
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
　

月
　

　
日

作
　

成
・
発

　
給

宛
　

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

容
形

　
態

12
12

御
笠

郡
乙

金
村

組
頭

源
六

正
左

衛
門

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
弘

化
３

年
３

月
乙

金
村

組
頭

 　
源

六
正

右
衛

門
那

珂
・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
代

御
役

所

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

半
次

　
善

吉
　

旅
人

亀
太

郎
　

慶
助

が
当

村
宮

山
で

博
奕

を
し

た
事

に
つ

い
て

の
口

上
の

覚
 そ

の
他

８
編

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

る

13
13

御
笠

郡
乙

金
村

御
救

銀
拝

借
引

當
證

文
帳

　
村

控
天

保
５

年
午

８
月

乙
金

村
庄

屋
　

逸
平

（
印

）
組

頭
　

次
右

衛
門

（
印

）
同

　
　

 作
次

（
印

）
他

組
頭

取
御

救
御

役
所

９
月

２
日

　
二

日
市

郡
家

で
の

寄
り

合
い

の
節

、
書

法
を

決
め

た
御

救
銀

拝
借

引
当

田
地

余
米

書
上

証
文

帳

14
14

地
方

官
心

得
書

〔
明

治
〕

地
価

調
査

に
関

す
る

地
方

官
の

心
得

が
第

１
章

か
ら

第
4
4
章

ま
で

詳
細

に
定

め
ら

れ
て

い
る

15
15

添
申

書
明

治
2
1
年

1
1
月

1
4
日

御
笠

郡
筒

井
村

外
七

ｹ
村

戸
長

髙
原

善
造

福
岡

県
知

事
　

安
場

保
和

殿
部

内
白

木
原

村
分

村
の

請
願

に
対

す
る

上
申

書
　

筒
井

村
外

７
か

村
民

連
名

押
印

16
16

田
畑

方
面

寄
明

治
3
8
年

旧
1
2
月

土
地

台
帳

　
東

南
部

　
中

部
　

原
口

此
岡

方
面

　
西

北
部

筒
井

分
に

分
け

て
　

田
畑

反
別

　
小

作
米

付
口

　
反

当
　

小
作

人
な

ど
を

表
に

ま
と

め
て

あ
る

　
合

計
 田

 ５
町

９
反

2
5
歩

畠
 ２

町
７

畝
1
0
歩

　
総

計
　

７
町

９
反

８
畝

５
歩

17
17

〔
所

有
地

反
別

地
価

地
租

小
作

米
調

〕
〔
明

治
3
5
年

４
月

〕

髙
原

達
太

郎
所

有
の

田
畑

の
所

在
地

反
別

地
租

小
作

米
　

地
価

な
ど

を
表

に
ま

と
め

て
あ

る
　

原
野

　
山

林
の

部
は

高
原

善
造

分
も

あ
る

　
合

計
　

田
７

町
３

反
３

畝
1
3
歩

　
此

地
価

2
,8

1
2
円

7
1
銭

　
　

畑
　

２
町

１
反

５
畝

９
歩

　
此

地
価

　
2
7
3

円
3
9
銭

18
18

荷
車

廃
業

届
明

治
1
3
年

９
月

2
3
日

御
笠

郡
中

村
士

族
　

林
勝

平
御

笠
郡

・
那

珂
郡

・
席

田
郡

　
郡

長
　

小
河

久
四

郎
殿

小
車

壱
輌

鑑
札

を
受

け
運

用
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

今
般

廃
車

致
し

ま
す

の
で

鑑
札

を
返

納
し

ま
す

　
そ

の
他

過
去

帳
旧

證
文

山
地

税
　

議
員

選
挙

に
関

す
る

も
の

な
ど

が
綴

ら
れ

て
い

る

19
1
9
-
１

文
化

・
文

政
・
天

保
・
嘉

永
免

用
普

請
願

并
仕

廻
目

録
1
9
-
2
～

1
9
-
2
1
ま

で
を

綴
じ

た
表

紙
横

帳

20
1
9
-
２

御
笠

郡
乙

金
村

御
免

用
瓶

井
樋

新
規

御
願

帳
文

政
元

年
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
同

村
組

頭
　

藤
七

同
　

　
　

　
　

 善
七

天
野

藤
九

郎
様

小
河

次
右

衛
門

様
毛

所
瓶

井
樋

１
か

所
　

新
規

築
立

て
の

願
い

出
横

帳

21
1
9
-
３

御
笠

郡
乙

金
村

去
々

子
年

洪
水

荒
内

御
普

請
夫

掛
帳

文
化

３
年

２
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
源

三
（
印

）
村

上
清

内
様

御
役

所
牛

月
、

め
ぐ

り
町

の
洪

水
荒

普
請

の
夫

掛
り

人
数

5
0
5
人

の
内

訳
横

帳

22
1
9
-
４

御
笠

郡
乙

金
村

堤
底

樋
仕

調
夫

積
書

上
帳

文
化

８
年

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

 善
七

（
印

）

村
上

又
左

衛
門

様
御

役
所

乙
金

村
山

目
の

堤
底

樋
仕

替
の

人
夫

、
材

料
費

な
ど

の
書

上
横

帳

こ よ り で 一 括

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

8
0

福岡県文化会館調査分 №12～22
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
　

月
　

　
日

作
　

成
・
発

　
給

宛
　

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

容
形

　
態

23
1
9
-
５

御
笠

郡
乙

金
村

原
口

堤
立

樋
前

仕
替

御
願

帳
文

化
９

年
1
0
月

申
1
1
月

６
日

聞
届

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

 善
七

（
印

）

松
岡

太
郎

左
衛

門
様

御
役

所
原

口
堤

の
普

請
仕

替
願

い
　

下
大

利
村

大
庄

屋
　

左
作

の
奥

書
あ

り
横

帳

24
1
9
-
６

御
笠

郡
乙

金
村

石
橋

新
規

御
願

積
書

上
帳

文
化

1
2
年

亥
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

同
村

組
頭

　
　

 藤
七

　
　

善
七

同
村

普
請

庄
屋

　
和

作

松
岡

太
郎

左
衛

門
様

御
役

所
乙

金
村

の
石

橋
新

規
築

立
に

係
る

人
夫

、
石

垣
仕

調
、

石
工

手
間

な
ど

の
積

も
り

書
上

と
そ

の
願

い
横

帳

25
1
9
-
７

御
笠

郡
乙

金
村

堤
底

樋
仕

調
夫

積
書

上
帳

文
化

1
2
年

３
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
　

　
善

七
せ

ん
ち

だ
堤

の
底

樋
仕

調
の

積
書

　
大

工
手

間
、

松
木

な
ど

の
書

上
横

帳

26
1
9
-
８

御
笠

郡
乙

金
村

操
掛

樋
仕

廻
目

録
書

上
帳

文
化

1
2
年

亥
1
2
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七
（
印

）
八

田
九

内
様

御
役

所
廻

り
町

操
掛

樋
仕

廻
目

録
横

帳

27
1
9
-
９

御
笠

郡
乙

金
村

洪
水

破
損

所
紛

失
瓶

井
樋

仕
居

御
願

帳
文

化
1
3
年

子
ノ

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七

天
野

藤
九

郎
様

増
崎

茂
作

様
柴

原
瓶

井
樋

１
か

所
　

右
は

６
月

1
9
日

の
洪

水
で

洗
い

流
さ

れ
た

の
で

、
瓶

井
樋

仕
替

え
の

願
い

横
帳

28
19

-1
0

御
笠

郡
乙

金
村

洪
水

破
損

所
洗

流
瓶

井
樋

仕
居

御
願

帳
文

化
1
3
年

子
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七
（
印

）

天
野

藤
九

郎
様

増
崎

茂
作

様
柴

原
瓶

井
樋

１
か

所
　

６
月

2
0
日

の
洪

水
で

洗
い

流
さ

れ
紛

失
し

た
こ

と
に

相
違

あ
り

ま
せ

ん
横

帳

29
19

-1
1

御
笠

郡
乙

金
村

井
樋

仕
継

材
木

御
願

帳
文

化
1
3
年

1
0
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七
（
印

）

天
野

藤
九

郎
様

増
崎

茂
作

様

せ
ん

ち
だ

井
樋

仕
継

壱
ヶ

所
　

御
見

分
の

上
お

渡
し

下
さ

い
乙

金
村

普
請

方
和

作
（
印

）
　

向
佐

野
村

大
庄

屋
　

良
七

（
印

）
　

の
奥

書
有

り
横

帳

30
19

-1
2

御
笠

郡
乙

金
村

堤
床

費
地

田
畑

書
上

帳
文

化
1
4
年

年
巳

７
月

「
同

反
田

　
下

々
田

　
三

畝
　

高
弐

斗
七

升
三

合
米

壱
斗

七
升

弐
合

　
御

徳
米

同
所

　
下

々
畠

　
三

畝
七

歩
　

高
壱

斗
弐

升
」
　

な
ど

費
地

の
書

上
か

横
帳

31
19

-1
3

御
笠

郡
乙

金
村

御
免

用
瓶

井
樋

新
規

御
願

帳
文

政
元

年
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七
（
印

）

天
野

藤
九

郎
様

小
河

次
右

衛
門

様

「
せ

ん
ち

だ
瓶

井
樋

壱
ヶ

所
　

長
さ

壱
間

六
歩

六
厘

　
三

寸
口

」
 の

新
規

築
造

願
書

  
 乙

金
村

普
請

方
 善

作
（
印

）
　

大
佐

野
村

大
庄

屋
 良

七
（
印

）
の

奥
書

あ
り

右
聞

届
る

　
天

野
藤

九
郎

（
印

）
　

小
河

次
右

衛
門

（
印

）

横
帳

32
19

-1
4

御
笠

郡
乙

金
村

原
口

重
子

堤
底

井
樋

継
長

メ
并

臥
樋

立
樋

ニ
仕

替
御

願
申

上
候

ニ
付

添
付

書

文
政

２
年

２
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

同
村

組
頭

　
　

 藤
七

同
　

　
　

　
　

　
　

善
七

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
乙

金
村

原
口

重
子

堤
の

臥
樋

立
樋

に
仕

替
の

願
い

横
帳

こ よ り で 一 括

福
岡

県
文

化
会

館
調

査
分

8
1

福岡県文化会館調査分 №23～32
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
　

月
　

　
日

作
　

成
・
発

　
給

宛
　

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

容
形

　
態

44
23

甲
子

年
中

日
記

〔
文

久
４

年
甲

子
〕

髙
原

善
市

郎

文
久

４
年

正
月

元
日

よ
り

同
年

（
元

治
元

年
）
1
2
月

2
9
日

ま
で

の
日

記
　

天
候

・
家

族
の

動
向

・
農

作
業

な
ど

を
記

録
し

て
い

る
　

末
尾

に
は

「
年

中
作

物
大

桝
大

豊
作

」
　

「
気

候
」
　

を
ま

と
め

て
い

る

45
24

〔
髙

原
家

過
去

帳
〕

〔
明

治
3
6
年

〕
命

日
・
戒

名
・
名

前
・
続

柄
の

書
上

46
25

自
詠

発
句

集
〔
明

治
〕

髙
原

善
造

美
寛

高
原

善
造

が
詠

ん
だ

俳
句

集

47
26

農
家

訓
享

和
３

年
亥

９
月

1
1
日

写
髙

原
氏

　
写

法
眼

普
山

著
 「

農
家

訓
」
 の

写
　

農
家

の
心

得
が

書
か

れ
て

い
る

48
27

農
業

全
書

　
巻

二
〔
江

戸
〕

五
穀

類
1
9
種

に
つ

い
て

そ
の

性
質

・
特

徴
・
作

り
方

の
注

意
な

ど
を

く
わ

し
く

解
説

　
絵

付
き

49
28

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
六

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
那

珂
郡

、
席

田
郡

、
御

笠
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
の

紹
介

文
の

綴
り

50
29

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
七

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
上

座
郡

、
下

座
郡

、
御

笠
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
の

紹
介

文
の

綴
り

51
30

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
九

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
嘉

摩
郡

、
穂

波
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
、

忠
義

者
の

紹
介

　
絵

入
り

52
31

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
十

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
鞍

手
郡

内
の

孝
心

者
の

列
伝

53
32

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
十

四
〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
宗

像
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
、

忠
義

者
の

紹
介

文
の

綴
り

　
　

筑
紫

遺
愛

集
の

最
終

巻

54
33

第
五

回
内

国
勧

業
博

覧
会

観
覧

者
旅

行
案

内
明

治
3
6
年

３
月

1
6
日

発
行

岩
谷

伝
次

郎
　

駿
々

堂
発

行
博

覧
会

観
覧

者
の

た
め

の
旅

行
案

内
書

　
観

光
・
鉄

道
・
旅

館
・
土

産
な

ど
多

岐
に

わ
た

っ
て

書
か

れ
て

い
る

55
34

〔
断

簡
〕

〔
江

戸
〕

寺
院

紹
介

４
紙

　
古

城
の

紹
介

７
紙

あ
り

　
前

後
破

損
激

し
く

順
不

同

竪
帳

竪
紙

竪
帳

書
冊

書
冊

書
冊

竪
紙

1
1
枚

書
冊

書
冊

書
冊

書
冊

書
冊

福
岡

県
文

化
会

館
調

査
分

8
3

福
岡

県
文

化
会

館
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
　

月
　

　
日

作
　

成
・
発

　
給

宛
　

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

容
形

　
態

33
19

-1
5

御
笠

郡
乙

金
村

御
免

用
底

井
樋

仕
居

仕
廻

目
録

書
上

帳
文

政
２

年
２

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
原

口
重

子
２

月
1
7
日

限
り

　
御

普
請

御
仕

廻
い

の
報

告
書

横
帳

34
19

-1
6

御
笠

郡
乙

金
村

御
免

用
瓶

井
樋

仕
居

仕
廻

目
録

書
上

帳
手

許
ひ

か
へ

文
政

２
年

３
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

同
村

組
頭

　
　

 藤
七

同
　

　
　

　
　

　
　

善
七

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
せ

ん
ち

だ
瓶

井
樋

仕
居

仕
廻

の
報

告
の

控
横

帳

35
19

-1
7

御
笠

郡
乙

金
村

御
免

用
瓶

井
樋

新
規

御
願

帳
文

政
３

年
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七
（
印

）

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所

京
塚

、
野

添
瓶

井
樋

新
規

築
造

の
願

い
　

御
見

分
の

上
仰

せ
付

け
下

さ
い

　
観

世
音

寺
村

普
請

方
善

作
　

向
佐

野
村

大
庄

屋
良

七
の

奥
書

あ
り

横
帳

36
19

-1
8

御
笠

郡
乙

金
村

原
口

堤
當

冬
底

樋
立

樋
仕

替
諸

品
積

書
上

帳
文

政
５

年
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七
（
印

）

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
原

口
底

樋
替

の
材

料
及

び
大

工
人

夫
の

見
積

書
横

帳

37
19

-1
9

御
笠

郡
乙

金
村

原
口

堤
底

厚
焼

瓶
井

樋
等

立
樋

仕
調

仕
廻

目
録

書
上

帳
文

政
６

年
正

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
同

村
組

頭
　

　
 藤

七
同

　
　

　
　

　
　

　
善

七

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
原

口
堤

底
樋

立
樋

替
　

正
月

2
9
日

限
り

　
御

普
請

御
仕

廻
の

報
告

横
帳

38
19

-2
0

御
笠

郡
乙

金
村

御
免

用
操

掛
樋

来
春

新
規

御
願

帳
天

保
３

年
７

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 次

右
衛

門
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
作

次
（
印

）

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
小

松
操

掛
樋

新
規

築
造

の
願

い
横

帳

39
19

-2
1

御
笠

郡
乙

金
村

堤
底

樋
當

秋
仕

替
入

用
諸

品
御

願
帳

嘉
永

５
年

６
月

乙
金

村
組

頭
　

　
 嘉

一
郎

　
源

六
同

村
庄

屋
　

　
　

　
善

郎
那

珂
・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
御

役
所

新
池

堤
底

樋
仕

替
の

た
め

の
入

用
諸

品
願

い
帳

横
帳

40
2
0
-
１

老
人

書
上

文
政

1
2
年

丑
ヨ

リ
嘉

永
６

年
丑

ニ
至

ル

文
政

1
2
年

よ
り

嘉
永

６
年

ま
で

2
5
か

年
の

乙
金

村
7
0
歳

以
上

の
老

人
の

名
前

・
年

齢
の

書
上

　
間

に
弘

化
・
嘉

永
時

代
の

殞
馬

の
書

上
あ

り
　

横
帳

１
冊

の
中

に
老

人
書

上
と

旅
人

滞
在

そ
の

他
を

書
き

込
ん

で
あ

る

横
帳

41
2
0
-
２

旅
人

滞
在

文
政

1
2
年

丑
ヨ

リ
天

保
１

５
年

ニ
至

ル
文

政
1
2
年

よ
り

天
保

1
5
年

ま
で

1
6
年

間
の

記
録

　
旅

人
の

年
齢

・
名

前
・
男

女
の

別
・
出

身
地

・
目

的
・
職

種
な

ど
書

上
横

帳

42
21

文
化

十
四

年
日

記
文

化
1
4
年

〔
髙

原
善

蔵
〕

文
化

1
4
年

２
月

か
ら

寅
正

月
ま

で
の

日
記

　
人

の
出

入
り

・
農

作
業

の
記

録
な

ど
　

は
じ

め
に

「
正

月
よ

り
二

月
十

四
日

迄
分

虫
切

散
逸

　
高

原
善

蔵
」
　

と
書

き
込

み
あ

り

43
22

安
政

六
年

未
年

日
記

〔
安

政
６

年
未

正
月

元
日

～
1
2
月

1
2
日

〕
髙

原
氏

安
政

６
年

元
日

よ
り

1
2
月

1
2
日

迄
の

日
記

　
天

候
・
人

の
出

入
り

・
農

作
業

の
記

録
な

ど
が

書
か

れ
て

い
る

こ よ り で 一 括

横
帳

竪
帳

こ よ り で 一 括

8
2

福岡県文化会館調査分 №33～43
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
　

月
　

　
日

作
　

成
・
発

　
給

宛
　

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

容
形

　
態

44
23

甲
子

年
中

日
記

〔
文

久
４

年
甲

子
〕

髙
原

善
市

郎

文
久

４
年

正
月

元
日

よ
り

同
年

（
元

治
元

年
）
1
2
月

2
9
日

ま
で

の
日

記
　

天
候

・
家

族
の

動
向

・
農

作
業

な
ど

を
記

録
し

て
い

る
　

末
尾

に
は

「
年

中
作

物
大

桝
大

豊
作

」
　

「
気

候
」
　

を
ま

と
め

て
い

る

45
24

〔
髙

原
家

過
去

帳
〕

〔
明

治
3
6
年

〕
命

日
・
戒

名
・
名

前
・
続

柄
の

書
上

46
25

自
詠

発
句

集
〔
明

治
〕

髙
原

善
造

美
寛

高
原

善
造

が
詠

ん
だ

俳
句

集

47
26

農
家

訓
享

和
３

年
亥

９
月

1
1
日

写
髙

原
氏

　
写

法
眼

普
山

著
 「

農
家

訓
」
 の

写
　

農
家

の
心

得
が

書
か

れ
て

い
る

48
27

農
業

全
書

　
巻

二
〔
江

戸
〕

五
穀

類
1
9
種

に
つ

い
て

そ
の

性
質

・
特

徴
・
作

り
方

の
注

意
な

ど
を

く
わ

し
く

解
説

　
絵

付
き

49
28

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
六

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
那

珂
郡

、
席

田
郡

、
御

笠
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
の

紹
介

文
の

綴
り

50
29

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
七

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
上

座
郡

、
下

座
郡

、
御

笠
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
の

紹
介

文
の

綴
り

51
30

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
九

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
嘉

摩
郡

、
穂

波
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
、

忠
義

者
の

紹
介

　
絵

入
り

52
31

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
十

〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
鞍

手
郡

内
の

孝
心

者
の

列
伝

53
32

筑
紫

遺
愛

集
　

巻
十

四
〔
江

戸
〕

伊
藤

道
保

　
編

集
宗

像
郡

内
の

孝
心

者
、

奇
特

者
、

勤
功

者
、

忠
義

者
の

紹
介

文
の

綴
り

　
　

筑
紫

遺
愛

集
の

最
終

巻

54
33

第
五

回
内

国
勧

業
博

覧
会

観
覧

者
旅

行
案

内
明

治
3
6
年

３
月

1
6
日

発
行

岩
谷

伝
次

郎
　

駿
々

堂
発

行
博

覧
会

観
覧

者
の

た
め

の
旅

行
案

内
書

　
観

光
・
鉄

道
・
旅

館
・
土

産
な

ど
多

岐
に

わ
た

っ
て

書
か

れ
て

い
る

55
34

〔
断

簡
〕

〔
江

戸
〕

寺
院

紹
介

４
紙

　
古

城
の

紹
介

７
紙

あ
り

　
前

後
破

損
激

し
く

順
不

同

竪
帳

竪
紙

竪
帳

書
冊

書
冊

書
冊

竪
紙

1
1
枚

書
冊

書
冊

書
冊

書
冊

書
冊

福
岡

県
文

化
会

館
調

査
分

8
3

福岡県文化会館調査分 №44～55
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

16
16

諸
控

7
月

1
8
日

他
乙

金
　

忍
平

「
杦

3
0
そ

の
他

お
渡

し
」
　

「
備

油
増

願
」
　

「
洪

水
荒

調
子

」
「
難

渋
百

姓
御

救
米

御
渡

」
　

そ
の

他
の

控
竪

帳

17
26

〔
御

笠
郡

乙
金

村
田

畠
名

寄
帳

〕
文

政
4
年

８
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

（
印

）
同

村
組

頭
　

藤
七

　
善

七
同

村
跡

庄
屋

　
忍

平
長

岡
七

太
夫

様
天

保
３

年
1
2
月

永
田

十
兵

衛
様

よ
り

仰
付

ら
れ

て
い

た
田

畑
の

人
別

・
所

有
地

の
報

告
書

　
所

在
地

・
畝

数
・
石

高
な

ど
が

書
か

れ
て

い
る

書
冊

18
33

俵
口

掛
一

件
　

丑
七

月
大

庄
屋

元
ゟ

借
渡

天
保

1
2
年

丑
７

月
　

外

「
借

付
割

渡
帳

」
　

「
拝

借
割

渡
印

形
帳

」
　

「
俵

掛
米

割
戻

算
用

帳
」
　

を
１

つ
に

ま
と

め
た

も
の

　
借

付
・
割

渡
・
割

戻
し

の
銭

高
・
俵

数
・
米

高
の

書
上

げ
内

題
：
大

庄
屋

元
□

借
ニ

付
割

渡
帳

・
俵

掛
米

割
戻

算
用

帳

横
帳

19
34

御
救

米
代

難
渋

百
姓

割
渡

帳
天

保
1
1
年

子
８

月
４

日
他

乙
金

村
組

頭
　

源
六

　
作

次
同

村
庄

屋
　

忍
平

那
珂

・
夜

須
・
席

田
・
御

笠
御

郡
御

役
所

表
題

の
帳

の
他

に
「
御

救
米

割
渡

書
上

帳
」
　

「
御

年
貢

未
進

書
上

帳
」
　

「
御

免
の

外
持

参
衣

類
染

色
名

元
書

上
帳

」
「
人

別
御

救
銀

拝
借

書
上

帳
」
　

「
筒

井
村

居
住

医
師

崎
典

□
老
ゟ

難
渋

百
姓

助
合

米
麦

書
上

帳
」
が

一
綴

し
て

あ
る

横
帳

20
35

〔
萬

控
写

〕
〔
文

政
４

年
頃

〕
郡

代
役

所
覚

・
定

・
演

達
・
申

渡
な

ど
郡

代
役

所
か

ら
の

通
達

の
写

　
案

文
も

あ
る

綴

21
36

御
笠

郡
乙

金
村

臨
時

切
立

御
聞

届
帳

明
和

９
年

1
1
月

安
政

３
年

７
月

山
口

村
大

庄
屋

　
利

兵
衛

乙
金

村
庄

屋
　

　
 和

作
津

田
源

次
郎

様
軸

帳
前

の
外

臨
時

切
立

の
米

銭
・
夫

銭
の

書
上

　
そ

の
他

神
楽

・
諸

入
用

御
殿

材
木

・
橋

掛
替

入
用

夫
綴

22
37

万
延

二
辛

酉
歳

日
記

万
延

元
年

元
旦

～
４

月
2
9
日

髙
原

善
一

郎
美

信
第

1
0
代

善
一

郎
5
0
歳

の
と

き
の

日
記

で
あ

る
　

こ
こ

で
も

善
蔵

氏
の

読
書

ぶ
り

が
う

か
が

え
る

竪
帳

23
38

乙
金

村
烽

火
一

件
并

中
村
ゟ

龍
場

御
詮

儀
書

物
控

文
化

６
年

巳
ノ

７
月

2
8
日

乙
金

村
権

七
　

外
７

名
村

上
又

左
衛

門
様

御
役

所
乙

金
村

烽
火

の
１

件
に

つ
い

て
の

乙
金

村
百

姓
権

七
以

下
八

名
の

申
し

条
な

ど
の

綴
り

竪
帳

24
39

土
木

箇
所

調
帳

　
御

笠
郡

大
野

村
大

字
乙

金
明

治
2
8
年

２
月

村
長

　
髙

原
謙

次
郎

那
珂

・
御

笠
・
席

田
郡

長
久

野
近

賢
殿

大
野

村
乙

金
の

河
川

・
道

路
・
橋

・
堤

防
・
樋

・
堰

・
水

路
な

ど
の

明
細

書
上

竪
帳

25
40

〔
書

簡
案

文
集

〕
〔
明

治
3
8
年

～
3
8
年

頃
〕

〔
髙

原
善

造
〕

「
玉

緒
會

会
員

へ
の

通
知

」
　

「
紹

介
書

」
　

そ
の

他
書

簡
竪

帳

26
41

御
笠

郡
乙

金
村

堤
井

樋
掛

樋
軸

帳
文

化
６

年
巳

ノ
正

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

村
上

又
左

衛
門

御
役

所
原

口
・
毛

所
・
ぶ

っ
し

ゃ
う

・
山

目
・
せ

ん
ち

た
・
廻

り
町

・
は

さ
こ

・
ふ

か
わ

・
唐

山
な

ど
の

堤
・
井

樋
書

上
の

報
告

書
綴

27
42

〔
乙

金
村

田
畑

名
寄

帳
〕

年
月

日
不

詳
田

畑
の

人
別

・
字

・
等

級
・
面

積
・
高

の
書

上
竪

帳

28
43

御
笠

郡
乙

金
村

田
畠

名
寄

帳
天

明
元

年
閏

５
月

田
畑

の
小

字
・
等

級
・
面

積
・
高

・
名

前
等

の
書

上
天

明
８

年
・
天

保
９

年
・
寛

政
８

年
な

ど
年

号
の

貼
付

有
竪

帳

N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

1
1

理
家

記
事

米
金

入
簿

明
治

4
1
年

陰
暦

正
月

髙
原

達
太

郎
下

男
下

女
の

給
米

控
　

勤
務

日
誌

・
そ

の
他

請
人

・
借

の
部

な
ど

の
記

録
竪

帳

2
2

旧
保

長
ヨ

リ
畑

方
三

期
未

納
并

山
税

未
納

引
譲

帳
　

中
村

乙
金

明
治

1
1
年

1
2
月

畑
方

の
３

期
未

納
及

び
山

税
の

金
高

人
名

の
書

上
と

中
村

と
乙

金
村

分
の

算
用

書
上

　
同

綴
:金

子
引

譲
差

引
目

録
横

帳

3
3

所
有

地
所

台
帳

明
治

８
年

第
５

月
髙

原
善

造
高

原
本

家
の

所
有

地
明

細
　

田
畑

・
地

番
・
面

積
・
自

作
・
小

作
・
高

な
ど

詳
細

に
記

録
さ

れ
て

い
る

竪
帳

4
4

田
畑

余
米

取
調

帳
年

月
日

不
詳

髙
原

忍
平

抱
え

田
畑

の
明

細
　

字
・
面

積
・
下

作
・
上

納
・
余

米
・
高

な
ど

詳
細

に
記

録
さ

れ
て

い
る

竪
帳

5
5

諸
願

指
出

御
伺

状
一

切
控

天
保

1
5
年

辰
1
1
月
ゟ

仲
嶋

村
庄

屋
善

一
郎

外
庄

屋
組

頭
な

ど
か

ら
の

伺
い

書
・
願

書
そ

の
他

と
そ

の
返

事
・

年
始

心
得

の
覚

な
ど

の
控

竪
帳

6
6

安
政

二
年

卯
江

戸
御

類
焼

掛
・
宮

田
村

中
分

下
作

他
帳

安
政

２
年

江
戸

御
類

焼
掛

　
宮

田
村

中
分

下
作

　
筒

井
溝

代
な

ど
の

負
担

・
石

高
・
人

名
の

書
上

横
帳

7
7

抱
分

田
畑

明
細

記
明

治
３

年
庚

午
２

月
髙

原
善

造
抱

え
田

畑
明

細
　

字
・
面

積
・
下

作
・
上

納
・
余

米
・
高

そ
の

他
抱

田
畑

の
経

緯
な

ど
記

録
さ

れ
て

い
る

竪
帳

8
8

年
中

行
事

簿
明

治
1
6
年

癸
未

正
月

当
時

貸
の

明
細

横
帳

9
9

御
猟

御
定

書
天

保
６

年
未

９
月

庄
屋

　
髙

原
忍

平
御

郡
奉

行
　

平
野

権
九

郎
御

免
用

方
　

山
崎

茂
八

郎
大

庄
屋

　
通

古
賀

村
善

次
在

郷
御

猟
の

時
の

準
備

や
心

得
に

つ
い

て
の

御
達

綴

10
10

追
々

被
仰

付
候

□
□

□
□

明
和

９
年

３
月

郡
役

所
よ

り
の

触
状

・
津

出
定

書
・
上

納
銀

取
上

げ
な

ど
の

写
内

題
：
明

和
９

年
４

月
乙

金
村

面
役

根
帳

綴

11
11

髙
原

氏
古

語
覚

書
慶

応
２

年
丙

寅
４

月
7
5
歳

　
髙

原
太

平
髙

原
氏

の
言

伝
え

を
集

め
た

も
の

　
観

音
堂

の
事

・
雉

子
が

尾
の

由
来

・
毘

沙
門

堂
・
田

中
道

の
こ

と
な

ど
竪

帳

12
12

髙
原

氏
伝

言
録

慶
応

２
寅

年
３

月
吉

日
太

平
　

7
5
歳

髙
原

氏
の

言
伝

え
を

集
め

た
も

の
　

当
家

火
災

の
事

・
村

の
塚

穴
の

事
・
八

つ
又

薬
師

の
事

・
田

中
道

の
こ

と
な

ど
竪

帳

13
13

記
〔
明

治
８

年
以

降
〕

髙
原

善
造

髙
原

本
家

の
褒

賞
の

記
録

竪
帳

14
14

諸
願

諸
指

出
控

〔
嘉

永
３

年
戌

正
月

吉
日

〕
乙

金
村

庄
屋

善
一

郎
ほ

か
那

珂
・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
代

役
所

ほ
か

籾
囲

の
事

・
若

杉
山

御
猟

の
事

・
宝

満
御

作
事

御
用

材
木

の
事

な
ど

諸
願

書
の

綴
り

竪
帳

15
15

〔
田

畠
抱

帳
〕

明
和

３
年

３
月

乙
金

村
庄

屋
　

和
作

他
永

田
伊

左
衛

門
様

御
役

所
人

別
　

田
方

　
畠

方
の

抱
え

分
の

書
上

竪
帳

福岡県立図書館調査分 №１～15
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

16
16

諸
控

7
月

1
8
日

他
乙

金
　

忍
平

「
杦

3
0
そ

の
他

お
渡

し
」
　

「
備

油
増

願
」
　

「
洪

水
荒

調
子

」
「
難

渋
百

姓
御

救
米

御
渡

」
　

そ
の

他
の

控
竪

帳

17
26

〔
御

笠
郡

乙
金

村
田

畠
名

寄
帳

〕
文

政
4
年

８
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

（
印

）
同

村
組

頭
　

藤
七

　
善

七
同

村
跡

庄
屋

　
忍

平
長

岡
七

太
夫

様
天

保
３

年
1
2
月

永
田

十
兵

衛
様

よ
り

仰
付

ら
れ

て
い

た
田

畑
の

人
別

・
所

有
地

の
報

告
書

　
所

在
地

・
畝

数
・
石

高
な

ど
が

書
か

れ
て

い
る

書
冊

18
33

俵
口

掛
一

件
　

丑
七

月
大

庄
屋

元
ゟ

借
渡

天
保

1
2
年

丑
７

月
　

外

「
借

付
割

渡
帳

」
　

「
拝

借
割

渡
印

形
帳

」
　

「
俵

掛
米

割
戻

算
用

帳
」
　

を
１

つ
に

ま
と

め
た

も
の

　
借

付
・
割

渡
・
割

戻
し

の
銭

高
・
俵

数
・
米

高
の

書
上

げ
内

題
：
大

庄
屋

元
□

借
ニ

付
割

渡
帳

・
俵

掛
米

割
戻

算
用

帳

横
帳

19
34

御
救

米
代

難
渋

百
姓

割
渡

帳
天

保
1
1
年

子
８

月
４

日
他

乙
金

村
組

頭
　

源
六

　
作

次
同

村
庄

屋
　

忍
平

那
珂

・
夜

須
・
席

田
・
御

笠
御

郡
御

役
所

表
題

の
帳

の
他

に
「
御

救
米

割
渡

書
上

帳
」
　

「
御

年
貢

未
進

書
上

帳
」
　

「
御

免
の

外
持

参
衣

類
染

色
名

元
書

上
帳

」
「
人

別
御

救
銀

拝
借

書
上

帳
」
　

「
筒

井
村

居
住

医
師

崎
典

□
老
ゟ

難
渋

百
姓

助
合

米
麦

書
上

帳
」
が

一
綴

し
て

あ
る

横
帳

20
35

〔
萬

控
写

〕
〔
文

政
４

年
頃

〕
郡

代
役

所
覚

・
定

・
演

達
・
申

渡
な

ど
郡

代
役

所
か

ら
の

通
達

の
写

　
案

文
も

あ
る

綴

21
36

御
笠

郡
乙

金
村

臨
時

切
立

御
聞

届
帳

明
和

９
年

1
1
月

安
政

３
年

７
月

山
口

村
大

庄
屋

　
利

兵
衛

乙
金

村
庄

屋
　

　
 和

作
津

田
源

次
郎

様
軸

帳
前

の
外

臨
時

切
立

の
米

銭
・
夫

銭
の

書
上

　
そ

の
他

神
楽

・
諸

入
用

御
殿

材
木

・
橋

掛
替

入
用

夫
綴

22
37

万
延

二
辛

酉
歳

日
記

万
延

元
年

元
旦

～
４

月
2
9
日

髙
原

善
一

郎
美

信
第

1
0
代

善
一

郎
5
0
歳

の
と

き
の

日
記

で
あ

る
　

こ
こ

で
も

善
蔵

氏
の

読
書

ぶ
り

が
う

か
が

え
る

竪
帳

23
38

乙
金

村
烽

火
一

件
并

中
村
ゟ

龍
場

御
詮

儀
書

物
控

文
化

６
年

巳
ノ

７
月

2
8
日

乙
金

村
権

七
　

外
７

名
村

上
又

左
衛

門
様

御
役

所
乙

金
村

烽
火

の
１

件
に

つ
い

て
の

乙
金

村
百

姓
権

七
以

下
八

名
の

申
し

条
な

ど
の

綴
り

竪
帳

24
39

土
木

箇
所

調
帳

　
御

笠
郡

大
野

村
大

字
乙

金
明

治
2
8
年

２
月

村
長

　
髙

原
謙

次
郎

那
珂

・
御

笠
・
席

田
郡

長
久

野
近

賢
殿

大
野

村
乙

金
の

河
川

・
道

路
・
橋

・
堤

防
・
樋

・
堰

・
水

路
な

ど
の

明
細

書
上

竪
帳

25
40

〔
書

簡
案

文
集

〕
〔
明

治
3
8
年

～
3
8
年

頃
〕

〔
髙

原
善

造
〕

「
玉

緒
會

会
員

へ
の

通
知

」
　

「
紹

介
書

」
　

そ
の

他
書

簡
竪

帳

26
41

御
笠

郡
乙

金
村

堤
井

樋
掛

樋
軸

帳
文

化
６

年
巳

ノ
正

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

村
上

又
左

衛
門

御
役

所
原

口
・
毛

所
・
ぶ

っ
し

ゃ
う

・
山

目
・
せ

ん
ち

た
・
廻

り
町

・
は

さ
こ

・
ふ

か
わ

・
唐

山
な

ど
の

堤
・
井

樋
書

上
の

報
告

書
綴

27
42

〔
乙

金
村

田
畑

名
寄

帳
〕

年
月

日
不

詳
田

畑
の

人
別

・
字

・
等

級
・
面

積
・
高

の
書

上
竪

帳

28
43

御
笠

郡
乙

金
村

田
畠

名
寄

帳
天

明
元

年
閏

５
月

田
畑

の
小

字
・
等

級
・
面

積
・
高

・
名

前
等

の
書

上
天

明
８

年
・
天

保
９

年
・
寛

政
８

年
な

ど
年

号
の

貼
付

有
竪

帳

福岡県立図書館調査分 №16～28
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

42
5
5
－

２
深

信
院

妙
解

日
脱

大
姉

葬
儀

昭
和

1
5
年

8
月

1
9
日

髙
原

季
雄

深
信

院
妙

解
日

脱
大

姉
葬

儀
の

供
物

控
横

帳

43
5
5
－

３
葬

儀
ニ

付
供

物
控

昭
和

1
8
年

6
月

2
6
日

髙
原

家
髙

原
辰

子
　

葬
儀

の
供

物
の

記
録

横
帳

44
5
5
－

４
春

岳
院

淨
満

日
童

子
初

盆
ニ

付
髙

原
家

春
岳

院
浄

満
日

修
童

子
の

初
盆

供
物

の
記

録
横

帳

45
56

髙
原

美
久

結
婚

祝
儀

ニ
就

テ
年

月
日

不
詳

髙
原

家
髙

原
義

久
氏

の
結

婚
祝

い
金

の
記

録
横

帳

46
57

深
信

院
ノ

初
盆

ニ
付

〔
昭

和
1
6
年

〕
髙

原
家

深
信

院
の

初
盆

に
供

え
ら

れ
た

も
の

の
書

上
横

帳

47
58

草
稿

日
誌

明
治

4
4
年

１
月

起
髙

原
達

太
郎

手
紙

の
下

書
き

　
給

米
支

払
い

の
計

算
・
買

い
物

・
不

勤
の

記
録

な
ど

竪
帳

48
59

諸
金

渡
方

判
取

帳
明

治
1
8
年

７
月

～
同

2
3

年
４

月

筆
算

生
給

衛
生

費
な

ど
月

別
・
姓

名
・
金

額
の

書
上

　
こ

の
ほ

か
「
金

銭
渡

判
取

簿
」
　

「
臨

時
収

入
金

割
印

簿
」
を

明
治

2
1

年
に

合
綴

竪
帳

49
60

年
中

萬
覚

帳
文

政
９

年
戌

正
月

人
別

米
銭

出
納

　
働

い
た

人
数

な
ど

い
ろ

い
ろ

の
記

録
帳

横
帳

50
61

〔
金

銭
書

上
〕

安
政

７
年

申
日

用
品

な
ど

買
い

上
げ

の
記

録
・
店

名
品

名
・
数

量
・
金

額
な

ど
の

書
上

小
横

帳

51
62

年
々

米
金

貸
付

一
覧

表
明

治
3
2
年

１
月

調
明

治
1
2
年

～
明

治
3
6
年

の
米

金
貸

付
け

の
明

細
及

び
集

計
竪

帳

52
63

慈
善

院
様

葬
式

ニ
付

實
費

大
正

５
年

１
月

2
2
日

髙
原

家
慈

善
院

様
の

葬
式

に
関

し
て

の
出

費
の

書
上

横
帳

53
64

諸
事

覚
嘉

永
３

年
７

月
「
植

痘
頼

人
数

」
　

「
百

回
忌

佛
事

買
物

」
　

「
採

筮
」
そ

の
他

出
費

の
控

え
等

雑
多

の
記

録
小

横
帳

54
65

明
委

状
享

和
２

戌
３

月
享

和
２

年
の

乙
金

村
の

明
細

記
　

　
註

：
「
御

郡
奉

行
村

上
清

内
様
ゟ

被
仰

付
候

」
　

と
あ

り
竪

帳

55
66

利
七

娘
記

録
帳

文
化

７
年

午
1
2
月

2
7
日

ゟ
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

同
村

組
頭

　
藤

七
　

善
七

村
上

又
左

衛
門

様
御

役
所

利
七

娘
が

怪
我

を
し

た
の

で
親

元
に

帰
し

療
治

し
た

が
死

亡
し

た
経

緯
が

報
告

さ
れ

て
い

る
竪

帳

56
67

御
笠

郡
乙

金
村

人
拂

帳
天

保
２

年
３

月
～

安
政

３
年

乙
金

村
の

人
数

内
訳

・
出

人
・
入

人
・
死

人
・
産

子
・
住

宅
・
奉

公
人

な
ど

の
書

上
　

天
保

２
年

よ
り

安
政

３
年

ま
で

の
記

録
竪

帳

57
68

〔
書

状
下

書
〕

年
代

不
詳

髙
原

善
造

何
か

の
印

刷
物

の
裏

紙
を

使
っ

た
書

状
の

下
書

き
竪

帳

58
69

田
畑

名
寄

帳
　

髙
原

善
一

郎
抱

分
明

治
元

年
1
2
月

〔
髙

原
善

一
郎

〕
髙

原
善

一
郎

抱
え

分
の

古
田

・
古

畑
・
畠

壱
作

別
の

所
在

地
・
田

位
・
畝

数
・
石

高
な

ど
の

書
上

竪
帳

N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

29
44

所
有

地
所

台
帳

明
治

2
2
年

３
月

調
製

髙
原

善
造

明
治

2
5
年

８
月

調
　

所
有

地
所

合
計

　
田

５
町

９
反

９
畝

４
歩

畑
２

町
２

反
３

畝
　

山
林

2
1
町

８
反

８
畝

竪
帳

30
45

〔
向

佐
野

触
軸

帳
綴

〕
明

和
８

年
５

月
山

口
村

大
庄

屋
　

利
右

衛
門

永
田

伊
左

衛
門

様

御
笠

郡
向

佐
野

触
の

軸
帳

を
ま

と
め

て
綴

ら
れ

て
い

る
　

国
分

寺
村

・
観

世
音

寺
村

・
仲

嶋
村

・
上

大
利

村
・
下

大
利

村
・

中
村

・
白

木
原

村
・
乙

金
村

・
宰

府
社

領
分

・
宰

府
御

蔵
納

分
・
山

田
村

・
畑

詰
村

・
筒

井
村

の
分

が
綴

っ
て

あ
る

綴

31
46

地
方

税
以

下
賦

課
額

根
簿

明
治

1
7
年

度
～

2
1
年

度
御

笠
郡

筒
井

村
外

７
ケ

村
戸

長
役

場

御
笠

郡
筒

井
村

外
７

か
村

の
「
地

租
・
地

租
割

・
戸

数
割

・
備

荒
」
な

ど
の

書
上

　
明

治
1
7
年

～
2
1
年

ま
で

の
分

を
合

冊
領

収
書

も
と

じ
込

み
あ

り
竪

帳

32
47

〔
名

寄
帳

〕
年

月
日

不
詳

人
名

別
に

所
有

し
て

い
る

田
畑

の
地

名
・
等

級
・
面

積
・
と

れ
高

な
ど

の
合

計
を

記
し

た
も

の
竪

帳

33
48

〔
地

所
取

調
帳

〕
〔
明

治
期

〕
乙

金
村

の
田

畑
山

林
の

各
字

・
地

番
・
所

有
者

の
面

積
と

収
穫

米
の

書
上

竪
帳

34
49

公
事

訴
訟

取
捌

一
件

　
（
写

）
寛

保
２

年
（
慶

応
元

年
写

）
関

逸
太

郎
公

事
訴

訟
に

関
す

る
定

書
を

写
し

た
も

の
　

「
國

郡
境

論
」

「
漁

猟
海

川
境

論
」
　

「
堤

井
堰

用
水

論
」
　

「
諸

式
養

子
離

別
後

住
並

引
取

人
」
な

ど
竪

帳

35
50

〔
諸

覚
書

綴
〕

弘
化

２
年

乙
金

村
庄

屋
　

善
一

郎
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

郡
代

御
役

所
弘

化
２

年
に

乙
金

村
の

者
か

ら
郡

役
所

に
届

け
出

た
覚

書
や

報
告

書
な

ど
の

綴
り

綴

36
51

温
和

院
初

盆
他
ゟ

到
来

控
大

正
４

年
卯

８
月

温
和

院
（
達

太
郎

）
の

初
盆

及
び

一
周

忌
の

到
来

品
の

控
横

帳

37
5
2
－

１
慈

善
院

様
金

品
寄

贈
控

大
正

5
年

1
月

2
2
日

髙
原

家
「
慈

善
院

（
善

造
）
葬

式
に

付
金

品
寄

贈
控

」
　

旗
・
野

菜
・
夜

食
・
酒

な
ど

名
前

と
金

銭
・
品

物
の

書
上

横
帳

38
5
2
－

２
善

行
院

温
厚

日
圓

居
士

諸
入

費
帳

大
正

1
1
年

1
0
月

髙
原

家
善

行
院

温
厚

日
圓

居
士

の
葬

式
そ

の
他

費
用

　
配

り
も

の
の

宛
先

・
品

物
そ

の
他

費
用

の
書

上
　

葬
式

到
来

簿
・
初

七
日

到
来

簿
も

同
綴

あ
り

横
帳

39
53

慈
善

院
之

初
盆

大
正

５
年

８
月

髙
原

善
一

郎
同

綴
：
「
慈

善
院

之
初

盆
御

供
の

控
」
　

「
善

行
院

温
厚

日
圓

居
士

初
盆

控
」
　

「
慈

善
院

様
仏

事
そ

の
他

諸
費

用
控

」
　

そ
の

他
　

為
知

帳
・
本

部
の

部
・
歌

友
の

部
な

ど
横

帳

40
54

髙
原

美
久

・
同

秀
雄

入
営

ニ
付

到
来

品
控

昭
和

1
0
年

１
月

2
0
日

入
営

髙
原

家
義

久
入

営
の

際
の

金
品

・
名

前
の

書
上

げ
　

同
綴

：
秀

雄
応

召
ニ

付
餞

別
受

　
昭

和
1
3
年

９
月

３
日

　
他

に
「
応

召
解

除
」

「
昭

子
誕

生
」
も

あ
る

横
帳

41
5
5
－

１
悌

次
郎

葬
儀

供
物

控
昭

和
1
5
年

2
月

2
9
日

髙
原

家
悌

次
郎

葬
儀

の
供

物
控

横
帳

福岡県立図書館調査分 №29～41
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

42
5
5
－

２
深

信
院

妙
解

日
脱

大
姉

葬
儀

昭
和

1
5
年

8
月

1
9
日

髙
原

季
雄

深
信

院
妙

解
日

脱
大

姉
葬

儀
の

供
物

控
横

帳

43
5
5
－

３
葬

儀
ニ

付
供

物
控

昭
和

1
8
年

6
月

2
6
日

髙
原

家
髙

原
辰

子
　

葬
儀

の
供

物
の

記
録

横
帳

44
5
5
－

４
春

岳
院

淨
満

日
童

子
初

盆
ニ

付
髙

原
家

春
岳

院
浄

満
日

修
童

子
の

初
盆

供
物

の
記

録
横

帳

45
56

髙
原

美
久

結
婚

祝
儀

ニ
就

テ
年

月
日

不
詳

髙
原

家
髙

原
義

久
氏

の
結

婚
祝

い
金

の
記

録
横

帳

46
57

深
信

院
ノ

初
盆

ニ
付

〔
昭

和
1
6
年

〕
髙

原
家

深
信

院
の

初
盆

に
供

え
ら

れ
た

も
の

の
書

上
横

帳

47
58

草
稿

日
誌

明
治

4
4
年

１
月

起
髙

原
達

太
郎

手
紙

の
下

書
き

　
給

米
支

払
い

の
計

算
・
買

い
物

・
不

勤
の

記
録

な
ど

竪
帳

48
59

諸
金

渡
方

判
取

帳
明

治
1
8
年

７
月

～
同

2
3

年
４

月

筆
算

生
給

衛
生

費
な

ど
月

別
・
姓

名
・
金

額
の

書
上

　
こ

の
ほ

か
「
金

銭
渡

判
取

簿
」
　

「
臨

時
収

入
金

割
印

簿
」
を

明
治

2
1

年
に

合
綴

竪
帳

49
60

年
中

萬
覚

帳
文

政
９

年
戌

正
月

人
別

米
銭

出
納

　
働

い
た

人
数

な
ど

い
ろ

い
ろ

の
記

録
帳

横
帳

50
61

〔
金

銭
書

上
〕

安
政

７
年

申
日

用
品

な
ど

買
い

上
げ

の
記

録
・
店

名
品

名
・
数

量
・
金

額
な

ど
の

書
上

小
横

帳

51
62

年
々

米
金

貸
付

一
覧

表
明

治
3
2
年

１
月

調
明

治
1
2
年

～
明

治
3
6
年

の
米

金
貸

付
け

の
明

細
及

び
集

計
竪

帳

52
63

慈
善

院
様

葬
式

ニ
付

實
費

大
正

５
年

１
月

2
2
日

髙
原

家
慈

善
院

様
の

葬
式

に
関

し
て

の
出

費
の

書
上

横
帳

53
64

諸
事

覚
嘉

永
３

年
７

月
「
植

痘
頼

人
数

」
　

「
百

回
忌

佛
事

買
物

」
　

「
採

筮
」
そ

の
他

出
費

の
控

え
等

雑
多

の
記

録
小

横
帳

54
65

明
委

状
享

和
２

戌
３

月
享

和
２

年
の

乙
金

村
の

明
細

記
　

　
註

：
「
御

郡
奉

行
村

上
清

内
様
ゟ

被
仰

付
候

」
　

と
あ

り
竪

帳

55
66

利
七

娘
記

録
帳

文
化

７
年

午
1
2
月

2
7
日

ゟ
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

同
村

組
頭

　
藤

七
　

善
七

村
上

又
左

衛
門

様
御

役
所

利
七

娘
が

怪
我

を
し

た
の

で
親

元
に

帰
し

療
治

し
た

が
死

亡
し

た
経

緯
が

報
告

さ
れ

て
い

る
竪

帳

56
67

御
笠

郡
乙

金
村

人
拂

帳
天

保
２

年
３

月
～

安
政

３
年

乙
金

村
の

人
数

内
訳

・
出

人
・
入

人
・
死

人
・
産

子
・
住

宅
・
奉

公
人

な
ど

の
書

上
　

天
保

２
年

よ
り

安
政

３
年

ま
で

の
記

録
竪

帳

57
68

〔
書

状
下

書
〕

年
代

不
詳

髙
原

善
造

何
か

の
印

刷
物

の
裏

紙
を

使
っ

た
書

状
の

下
書

き
竪

帳

58
69

田
畑

名
寄

帳
　

髙
原

善
一

郎
抱

分
明

治
元

年
1
2
月

〔
髙

原
善

一
郎

〕
髙

原
善

一
郎

抱
え

分
の

古
田

・
古

畑
・
畠

壱
作

別
の

所
在

地
・
田

位
・
畝

数
・
石

高
な

ど
の

書
上

竪
帳

福岡県立図書館調査分 №42～58
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

73
84

乙
金

村
御

水
帳

〔
慶

長
７

年
８

月
７

日
〕

「
中

村
」
の

田
畑

の
等

級
・
小

字
・
広

さ
・
取

れ
高

・
名

前
な

ど
列

記
　

慶
長

1
3
年

田
方

新
開

・
元

和
４

年
田

方
新

開
の

も
の

も
あ

る
竪

帳

74
85

御
笠

郡
乙

金
村

田
畠

畝
高

百
姓

名
寄

帳
享

保
1
8
年

丑
1
0
月

字
名

・
等

級
・
反

別
・
高

な
ど

記
載

あ
り

　
惣

合
田

数
　

2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

　
高

　
3
3
4
石

９
斗

６
升

９
合

８
勺

竪
帳

75
86

〔
田

畠
名

寄
帳

〕
安

永
６

年
庄

屋
　

和
作

　
組

頭
新

九
郎

・
藤

作
・
源

内
字

名
・
等

級
・
反

別
・
高

・
抱

え
な

ど
記

載
　

惣
田

数
　

2
7
町

８
反

８
畝

2
9
歩

５
厘

　
　

高
3
3
5
石

７
斗

８
升

８
勺

書
冊

76
87

御
笠

郡
乙

金
村

田
畠

名
寄

帳
文

政
元

年
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
八

田
九

内
様

田
畑

の
等

級
・
小

字
名

・
取

高
・
名

前
の

書
上

　
田

数
2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

　
高

3
3
4
石

９
斗

６
升

９
合

８
勺

書
冊

77
88

□
□

乙
金

村
田

畠
名

寄
帳

寛
政

２
年

戌
５

月
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
　

　
組

頭
新

九
郎

・
藤

七
天

野
弥

市
兵

衛
字

名
・
等

級
・
反

別
・
高

・
名

前
な

ど
記

載
　

　
総

田
数

2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

　
高

3
3
4
石

９
斗

６
升

９
合

８
勺

書
冊

78
89

御
笠

郡
瓦

田
村

堤
并

樋
唐

戸
軸

帳
文

化
９

年
申

７
月

瓦
田

村
庄

屋
恵

吉
　

同
村

組
頭

源
右

衛
門

・
藤

吉
他

松
岡

太
郎

左
衛

門
様

御
役

所
表

題
の

軸
帳

の
ほ

か
に

　
付

　
「
御

笠
郡

瓦
田

村
土

橋
軸

帳
文

化
九

年
」
　

合
綴

綴

79
90

乙
金

村
田

畠
畝

高
名

寄
帳

元
禄

1
1
年

正
月

1
1
日

字
名

・
等

級
・
反

別
・
高

・
名

前
な

ど
記

載
　

総
田

畠
数

3
8
町

４
反

４
畝

８
歩

　
総

田
畠

高
4
0
4
石

７
斗

５
合

４
勺

書
冊

80
91

乙
金

村
田

畠
畝

高
名

寄
帳

延
享

元
年

８
月

田
畠

の
等

級
・
小

字
名

・
取

高
・
広

さ
・
名

前
の

書
上

　
高

3
3
4

石
９

斗
９

合
８

勺
　

田
数

2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

書
冊

81
92

二
十

二
年

度
地

方
税

以
下

賦
課

原
簿

〔
明

治
〕
2
2
年

度

明
治

2
2
年

度
　

前
期

地
方

税
以

下
地

租
割

・
賦

課
根

帳
他

戸
別

割
根

帳
　

一
番

学
区

教
育

費
・
賦

課
表

・
地

租
及

び
戸

数
表

　
二

番
学

区
の

内
地

租
及

び
戸

数
表

や
2
2
年

度
後

期
地

方
税

に
関

す
る

諸
表

が
綴

ら
れ

て
い

る

書
冊

82
93

土
地

遺
産

相
続

所
有

権
保

存
登

記
申

請
書

大
正

元
年

1
1
月

２
日

髙
原

善
一

郎
福

岡
区

裁
判

所
太

宰
府

出
張

所
髙

原
達

太
郎

か
ら

相
続

人
髙

原
善

一
郎

へ
の

登
記

申
請

書
田

畑
・
山

林
・
原

野
な

ど
総

価
格

1
8
7
円

　
登

記
済

の
印

あ
り

綴

83
94

債
務

弁
済

方
法

ニ
関

ス
ル

公
正

證
書

謄
本

昭
和

8
年

8
月

2
1
日

公
証

人
　

中
上

友
三

郎
「
7
2
9
円

3
2
銭

」
の

債
務

に
関

す
る

弁
済

人
髙

原
悌

次
郎

の
公

正
証

書
謄

本
綴

84
95

地
所

交
換

約
定

書
明

治
4
4
年

1
0
月

7
日

交
換

者
　

髙
原

善
造

　
髙

原
昌

一
郎

同
左

髙
原

善
造

と
髙

原
昌

一
郎

が
地

所
を

交
換

し
た

時
の

約
定

書
綴

85
96

土
地

表
示

変
更

登
記

申
請

書
昭

和
2
3
年

1
2
月

7
日

申
請

人
　

松
岡

美
寛

福
岡

法
務

局
二

日
市

出
帳

所
御

中
「
土

地
登

記
変

更
の

申
請

書
」
　

と
物

件
の

変
更

前
と

変
更

後
の

表
示

と
変

更
済

み
の

印
あ

り
綴

N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

59
70

地
券

願
帳

明
治

５
年

壬
申

1
0
月

髙
原

善
造

福
岡

県
御

庁
福

岡
県

庁
に

あ
て

た
地

券
御

渡
願

い
の

綴
り

竪
帳

60
71

倹
約

御
触

之
写

文
政

1
1
年

子
冬

母
里

小
平

　
岸

原
七

太
夫

夜
須

・
御

笠
大

庄
屋

庄
屋

組
頭

百
姓

中
農

業
の

や
り

方
・
衣

服
・
食

物
な

ど
生

活
の

端
々

ま
で

2
7
か

条
に

亘
っ

て
の

倹
約

に
つ

い
て

の
定

め
竪

帳

61
72

乙
金

村
御

年
貢

取
立

帳
嘉

永
５

年
子

９
月

年
貢

取
立

て
の

覚
　

日
付

・
名

前
・
俵

数
の

書
上

横
帳

62
73

〔
乙

金
村

田
畠

名
寄

帳
〕

人
別

　
田

畑
の

所
在

地
・
畝

数
・
高

数
・
石

数
な

ど
の

書
上

竪
帳

63
74

諸
願

諸
指

出
御

触
状

一
切

記
録

天
保

1
0
年

亥
年

正
月

宗
旨

御
改

め
　

牛
馬

牽
方

　
産

子
養

育
　

年
貢

米
の

事
な

ど
触

状
の

写
し

竪
帳

64
75

諸
願

諸
指

出
御

触
状

一
切

記
録

天
保

９
年

戌
年

７
月

ヨ
リ

1
2
月

迄

御
茶

屋
御

繕
手

伝
夫

・
洪

水
破

損
所

入
用

諸
品

の
書

上
　

そ
の

他
津

出
に

関
す

る
願

出
し

・
巡

見
使

に
関

す
る

触
状

な
ど

種
々

記
録

竪
帳

65
76

諸
願

諸
指

出
御

触
状

一
切

記
録

天
保

９
戌

年
従

９
月

1
0

日
迄

捨
子

養
育

・
宗

旨
御

改
・
倹

約
令

・
鳫

鴨
締

な
ど

の
触

状
の

写
し

竪
帳

66
77

〔
覚

〕
大

正
４

年
２

月
４

日
ヨ

リ
髙

原
阿

左
ほ

か
斉

藤
寿

七
様

ほ
か

手
紙

の
下

書
き

や
届

の
下

書
き

な
ど

を
多

数
綴

じ
て

あ
る

　
又

綴
じ

残
し

の
分

を
挟

み
込

ん
で

あ
る

竪
帳

67
78

諸
願

　
〔
旅

人
死

失
取

計
十

五
ｹ

集
〕

天
保

３
辰

５
月
ゟ

同
４

巳
６

月
迄

1
5
件

の
死

失
の

例
の

郡
代

役
所

へ
の

取
納

め
方

の
上

申
、

及
び

報
告

の
写

し
竪

帳

68
79

土
木

取
調

書
〔
明

治
期

〕
御

笠
郡

乙
金

村
の

土
木

取
調

　
戸

数
・
人

口
・
田

畑
反

別
・

宅
地

寺
地

反
別

な
ど

書
上

　
他

に
川

の
部

・
道

路
の

部
・
用

水
の

部
な

ど
詳

細
に

書
上

竪
帳

69
80

〔
覚

綴
〕

嘉
永

２
年

２
月

～
同

３
年

正
月

乙
金

村
庄

屋
善

一
郎

ほ
か

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
代

御
役

所
御

笠
郡

内
庄

屋
よ

り
の

願
い

の
写

し
他

竪
帳

70
81

年
々

記
録

御
觸

状
写

天
保

７
年

申
５

月
～

同
年

９
月

触
状

の
写

集
　

「
秋

月
銀

の
事

」
　

「
旅

商
人

の
事

」
　

「
御

救
銀

の
事

」
な

ど
５

月
～

９
月

ま
で

の
記

録
綴

71
82

年
々

記
録

御
觸

状
写

天
保

７
年

申
1
0
月

～
天

保
８

年
２

月
「
米

の
相

場
」
　

「
郡

々
困

窮
の

時
」
　

「
病

人
の

療
治

」
　

「
飢

饉
の

際
の

心
得

」
な

ど
に

つ
い

て
の

写
し

綴

72
83

亥
四

月
ゟ

写
　

〔
諸

記
録

写
〕

嘉
永

４
年

７
月

1
8
日

～
同

年
1
0
月

乙
金

村
庄

屋
善

一
郎

御
郡

御
役

所
　

他
「
薬

師
柏

嶌
方

に
雇

わ
れ

て
い

た
人

に
手

傷
を

負
わ

せ
逃

げ
た

直
松

の
人

相
書

」
　

他
郡

役
所

な
ど

へ
上

申
し

た
覚

書
の

綴
り

竪
帳

福岡県立図書館調査分 №59～72
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

73
84

乙
金

村
御

水
帳

〔
慶

長
７

年
８

月
７

日
〕

「
中

村
」
の

田
畑

の
等

級
・
小

字
・
広

さ
・
取

れ
高

・
名

前
な

ど
列

記
　

慶
長

1
3
年

田
方

新
開

・
元

和
４

年
田

方
新

開
の

も
の

も
あ

る
竪

帳

74
85

御
笠

郡
乙

金
村

田
畠

畝
高

百
姓

名
寄

帳
享

保
1
8
年

丑
1
0
月

字
名

・
等

級
・
反

別
・
高

な
ど

記
載

あ
り

　
惣

合
田

数
　

2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

　
高

　
3
3
4
石

９
斗

６
升

９
合

８
勺

竪
帳

75
86

〔
田

畠
名

寄
帳

〕
安

永
６

年
庄

屋
　

和
作

　
組

頭
新

九
郎

・
藤

作
・
源

内
字

名
・
等

級
・
反

別
・
高

・
抱

え
な

ど
記

載
　

惣
田

数
　

2
7
町

８
反

８
畝

2
9
歩

５
厘

　
　

高
3
3
5
石

７
斗

８
升

８
勺

書
冊

76
87

御
笠

郡
乙

金
村

田
畠

名
寄

帳
文

政
元

年
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
八

田
九

内
様

田
畑

の
等

級
・
小

字
名

・
取

高
・
名

前
の

書
上

　
田

数
2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

　
高

3
3
4
石

９
斗

６
升

９
合

８
勺

書
冊

77
88

□
□

乙
金

村
田

畠
名

寄
帳

寛
政

２
年

戌
５

月
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
　

　
組

頭
新

九
郎

・
藤

七
天

野
弥

市
兵

衛
字

名
・
等

級
・
反

別
・
高

・
名

前
な

ど
記

載
　

　
総

田
数

2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

　
高

3
3
4
石

９
斗

６
升

９
合

８
勺

書
冊

78
89

御
笠

郡
瓦

田
村

堤
并

樋
唐

戸
軸

帳
文

化
９

年
申

７
月

瓦
田

村
庄

屋
恵

吉
　

同
村

組
頭

源
右

衛
門

・
藤

吉
他

松
岡

太
郎

左
衛

門
様

御
役

所
表

題
の

軸
帳

の
ほ

か
に

　
付

　
「
御

笠
郡

瓦
田

村
土

橋
軸

帳
文

化
九

年
」
　

合
綴

綴

79
90

乙
金

村
田

畠
畝

高
名

寄
帳

元
禄

1
1
年

正
月

1
1
日

字
名

・
等

級
・
反

別
・
高

・
名

前
な

ど
記

載
　

総
田

畠
数

3
8
町

４
反

４
畝

８
歩

　
総

田
畠

高
4
0
4
石

７
斗

５
合

４
勺

書
冊

80
91

乙
金

村
田

畠
畝

高
名

寄
帳

延
享

元
年

８
月

田
畠

の
等

級
・
小

字
名

・
取

高
・
広

さ
・
名

前
の

書
上

　
高

3
3
4

石
９

斗
９

合
８

勺
　

田
数

2
7
町

８
反

４
畝

2
2
歩

書
冊

81
92

二
十

二
年

度
地

方
税

以
下

賦
課

原
簿

〔
明

治
〕
2
2
年

度

明
治

2
2
年

度
　

前
期

地
方

税
以

下
地

租
割

・
賦

課
根

帳
他

戸
別

割
根

帳
　

一
番

学
区

教
育

費
・
賦

課
表

・
地

租
及

び
戸

数
表

　
二

番
学

区
の

内
地

租
及

び
戸

数
表

や
2
2
年

度
後

期
地

方
税

に
関

す
る

諸
表

が
綴

ら
れ

て
い

る

書
冊

82
93

土
地

遺
産

相
続

所
有

権
保

存
登

記
申

請
書

大
正

元
年

1
1
月

２
日

髙
原

善
一

郎
福

岡
区

裁
判

所
太

宰
府

出
張

所
髙

原
達

太
郎

か
ら

相
続

人
髙

原
善

一
郎

へ
の

登
記

申
請

書
田

畑
・
山

林
・
原

野
な

ど
総

価
格

1
8
7
円

　
登

記
済

の
印

あ
り

綴

83
94

債
務

弁
済

方
法

ニ
関

ス
ル

公
正

證
書

謄
本

昭
和

8
年

8
月

2
1
日

公
証

人
　

中
上

友
三

郎
「
7
2
9
円

3
2
銭

」
の

債
務

に
関

す
る

弁
済

人
髙

原
悌

次
郎

の
公

正
証

書
謄

本
綴

84
95

地
所

交
換

約
定

書
明

治
4
4
年

1
0
月

7
日

交
換

者
　

髙
原

善
造

　
髙

原
昌

一
郎

同
左

髙
原

善
造

と
髙

原
昌

一
郎

が
地

所
を

交
換

し
た

時
の

約
定

書
綴

85
96

土
地

表
示

変
更

登
記

申
請

書
昭

和
2
3
年

1
2
月

7
日

申
請

人
　

松
岡

美
寛

福
岡

法
務

局
二

日
市

出
帳

所
御

中
「
土

地
登

記
変

更
の

申
請

書
」
　

と
物

件
の

変
更

前
と

変
更

後
の

表
示

と
変

更
済

み
の

印
あ

り
綴

福岡県立図書館調査分 №73～85
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

10
0

1
0
3
-
９

〔
髙

原
氏

先
祖

諸
精

霊
〕

年
号

の
欄

に
法

名
・
俗

名
・
続

柄
な

ど
書

き
込

み
あ

り
合

綴
：
「
明

治
三

十
年

諸
霊

年
数

記
」
　

「
仏

忌
日

記
」
　

「
御

料
理

朝
精

進
」
な

ど
竪

帳

10
1

10
3-

1
0

先
祖

逝
去

年
月

記
・
先

祖
祭

典
年

回
表

明
治

2
2
年

丑
３

月
髙

原
善

造
美

寛
先

祖
逝

去
年

月
及

び
先

祖
祭

年
回

表
の

記
録

　
宝

永
元

年
よ

り
大

正
３

年
ま

で
竪

帳

10
2

10
4

自
詠

歌
選

抜
集

大
正

４
年

乙
卯

２
月

2
3

日
自

作
和

歌
選

抜
集

　
1
7
0
首

ほ
ど

あ
る

小
横

帳

10
3

10
5

各
評

歌
大

正
元

年
８

月
髙

原
善

造
　

昌
重

「
第

１
回

玉
緒

会
　

船
納

涼
」
の

下
書

き
と

清
書

「
大

正
元

年
1
0
月

分
互

選
歌

　
の

清
書

・
互

評
　

「
大

正
元

年
1
2
月

分
玉

緒
会

落
葉

埋
道

」
　

各
評

な
ど

が
綴

ら
れ

て
い

る
竪

帳

10
4

10
6

〔
書

状
写

〕
〔
天

保
1
5
年

頃
〕

郡
代

役
所

～
乙

金
村

間
往

復
書

状
写

し
綴

10
5

10
7

髙
原

美
寛

碑
文

稿
大

正
７

年
９

月
髙

原
善

造
美

寛
没

後
、

そ
の

功
績

を
記

し
た

碑
文

の
草

稿
竪

帳

10
6

10
8

〔
地

租
割

綴
〕

明
治

2
2
年

～
2
5
年

明
治

2
2
年

前
期

か
ら

明
治

2
5
年

前
期

ま
で

の
地

租
割

・
戸

数
割

・
営

業
割

な
ど

の
綴

り
竪

帳

10
7

10
9

山
林

原
野

境
界

地
図

明
治

3
3
年

髙
原

善
造

王
城

山
・
此

岡
・
杦

山
・
竹

ノ
尾

・
善

一
田

・
花

園
・
京

塚
な

ど
の

境
界

の
地

図
の

綴
り

綴

10
8

11
0

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

山
ノ

口
乍

恐
御

願
申

上
ル

事
天

保
４

年
６

月
乙

金
村

山
ノ

口
　

次
七

・
源

次
組

頭
　

作
次

・
次

右
衛

門
同

村
庄

屋
　

善
蔵

那
珂

・
夜

須
・
席

田
・
御

笠
御

免
方

御
役

所

当
村

抱
え

の
境

の
松

と
い

う
所

は
井

野
村

と
の

郡
境

が
定

ま
ら

ず
長

年
に

わ
た

り
困

っ
て

お
り

ま
す

の
で

ご
見

分
の

上
御

裁
許

く
だ

さ
い

　
と

の
上

申
書

の
下

書
き

切
継

紙

10
9

11
1

證
文

之
事

文
政

８
年

酉
２

月
田

地
主

　
新

九
郎

受
人

新
作

　
新

吉
庄

屋
　

善
蔵

様
質

證
文

　
「
下

々
田

１
畝

2
5
歩

５
厘

」
と

「
上

畑
１

畝
６

歩
」
を

5
0

目
で

質
入

れ
し

て
い

た
が

8
2
匁

に
て

永
代

に
売

渡
し

た
証

文
組

頭
の

奥
書

あ
り

切
継

紙
２

枚
継

11
0

11
2

永
代

證
文

之
事

寛
政

４
年

４
月

十
蔵

請
人

　
甚

作
・
次

作
善

四
郎

殿
「
下

々
田

１
反

2
2
歩

」
と

「
上

畑
５

畝
」
を

代
銭

1
4
0
匁

に
て

永
代

に
売

渡
し

切
紙

11
1

11
3

田
畑

小
作

付
名

寄
帳

明
治

９
年

子
1
2
月

改
髙

原
善

造
小

作
に

貸
与

し
て

い
る

田
畑

畝
数

・
石

高
を

小
作

人
別

に
記

録
し

た
も

の
　

後
部

に
自

作
分

も
記

録
し

て
あ

る
竪

帳

11
2

11
4

金
銭

消
費

貸
借

及
地

上
権

設
定

契
約

公
正

證
書

謄
本

〔
昭

和
1
3
年

1
1
月

７
日

〕
公

証
人

　
福

田
喜

久
司

髙
原

美
寛

国
栄

産
業

株
式

会
社

は
髙

原
美

寛
に

金
7
0
0
円

を
貸

渡
し

そ
の

担
保

物
件

と
し

て
　

田
畑

計
５

反
４

畝
３

歩
の

抵
当

権
を

設
定

す
る

竪
帳

N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

86
97

〔
領

収
書

〕
昭

和
3
9
年

2
月

1
2
日

後
藤

円
蔵

髙
原

義
久

殿
乙

金
原

口
田

小
作

田
分

田
の

代
金

と
し

て
　

「
金

１
万

５
千

円
」
　

を
受

け
取

っ
た

領
収

書
綴

87
98

分
割

届
〔
大

正
〕

伊
藤

善
平

福
岡

税
務

署
長

殿
乙

金
古

野
の

山
林

を
二

分
し

た
の

で
そ

の
届

け
出

の
写

し
と

思
わ

れ
る

。
図

面
も

添
付

し
て

あ
る

。
竪

帳

88
99

〔
地

租
名

寄
帳

〕
年

月
日

不
詳

小
字

・
地

番
・
地

積
・
地

目
・
賃

貸
価

格
・
名

前
な

ど
の

書
上

竪
帳

89
10

0
新

年
賀

状
ニ

書
添

和
歌

年
月

日
不

詳
年

賀
状

に
書

き
添

え
る

和
歌

が
宛

先
ご

と
に

書
か

れ
て

い
る

竪
帳

90
10

1
大

野
会

五
月

分
〔
善

造
〕

自
作

和
歌

集
　

菜
花

・
満

野
・
美

女
な

ど
の

題
　

朱
筆

で
添

削
天

地
の

書
き

込
み

あ
り

竪
帳

91
10

2
〔
和

歌
書

付
〕

大
正

４
年

卯
３

月
写

善
造

春
・
夏

・
秋

・
冬

・
雑

と
題

を
つ

け
て

詠
ん

だ
和

歌
の

写
し

を
綴

じ
て

あ
る

竪
帳

92
1
0
3
-
１

髙
原

氏
祖

先
霊

牌
更

調
祭

典
明

治
2
2
年

1
0
月

３
日

髙
原

氏
祖

先
戒

名
の

書
上

　
別

家
３

家
の

分
も

あ
る

竪
帳

93
1
0
3
-
２

〔
法

名
記

〕
法

名
の

書
上

　
船

越
氏

・
丸

山
氏

な
ど

書
き

込
み

あ
り

　
元

文
・
享

保
そ

の
他

年
月

日
の

書
き

込
み

も
あ

る
横

帳

94
1
0
3
-
３

墓
碑

写
明

治
1
5
年

旧
７

月
髙

原
善

造
碑

名
の

写
し

　
年

号
・
法

名
・
月

日
な

ど
書

上
　

朱
で

番
号

・
丸

印
の

書
き

込
み

あ
り

切
紙

95
1
0
3
-
４

〔
墓

碑
銘

写
〕

碑
名

の
写

し
　

法
名

・
年

月
日

な
ど

　
朱

筆
で

津
氏

の
墓

・
祭

主
新

三
郎

と
書

き
込

み
あ

り
切

紙

96
1
0
3
-
５

津
氏

之
墓

法
名

・
死

亡
年

月
日

の
書

上
　

津
氏

の
ほ

か
中

江
氏

・
丸

山
氏

・
髙

原
謙

二
郎

家
の

も
の

も
あ

る
竪

帳

97
1
0
3
-
６

祝
儀

大
正

1
5
年

6
月

7
日

祝
儀

（
悌

次
郎

か
）
の

金
額

と
名

前
の

書
上

げ
　

金
員

の
ほ

か
絹

・
木

綿
・
浴

衣
な

ど
あ

り
横

帳

98
1
0
3
-
７

〔
法

名
改

〕
昭

和
3
4
年

１
月

〔
髙

原
善

造
〕

昭
和

3
4
年

１
月

改
め

の
法

名
書

上
　

合
綴

：
「
明

治
2
2
年

９
月

霊
牌

更
調

下
調

高
原

善
造

」
　

・
「
明

治
十

三
年

乙
金

村
宗

旨
御

改
帳

」
　

等
竪

帳

99
1
0
3
-
８

髙
原

氏
先

祖
諸

精
霊

寛
文

５
年

か
ら

明
治

1
5
年

ま
で

欄
を

作
り

該
当

す
る

法
名

と
月

日
・
続

柄
・
俗

名
な

ど
を

書
き

込
み

福岡県立図書館調査分 №86～99
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

10
0

1
0
3
-
９

〔
髙

原
氏

先
祖

諸
精

霊
〕

年
号

の
欄

に
法

名
・
俗

名
・
続

柄
な

ど
書

き
込

み
あ

り
合

綴
：
「
明

治
三

十
年

諸
霊

年
数

記
」
　

「
仏

忌
日

記
」
　

「
御

料
理

朝
精

進
」
な

ど
竪

帳

10
1

10
3-

1
0

先
祖

逝
去

年
月

記
・
先

祖
祭

典
年

回
表

明
治

2
2
年

丑
３

月
髙

原
善

造
美

寛
先

祖
逝

去
年

月
及

び
先

祖
祭

年
回

表
の

記
録

　
宝

永
元

年
よ

り
大

正
３

年
ま

で
竪

帳

10
2

10
4

自
詠

歌
選

抜
集

大
正

４
年

乙
卯

２
月

2
3

日
自

作
和

歌
選

抜
集

　
1
7
0
首

ほ
ど

あ
る

小
横

帳

10
3

10
5

各
評

歌
大

正
元

年
８

月
髙

原
善

造
　

昌
重

「
第

１
回

玉
緒

会
　

船
納

涼
」
の

下
書

き
と

清
書

「
大

正
元

年
1
0
月

分
互

選
歌

　
の

清
書

・
互

評
　

「
大

正
元

年
1
2
月

分
玉

緒
会

落
葉

埋
道

」
　

各
評

な
ど

が
綴

ら
れ

て
い

る
竪

帳

10
4

10
6

〔
書

状
写

〕
〔
天

保
1
5
年

頃
〕

郡
代

役
所

～
乙

金
村

間
往

復
書

状
写

し
綴

10
5

10
7

髙
原

美
寛

碑
文

稿
大

正
７

年
９

月
髙

原
善

造
美

寛
没

後
、

そ
の

功
績

を
記

し
た

碑
文

の
草

稿
竪

帳

10
6

10
8

〔
地

租
割

綴
〕

明
治

2
2
年

～
2
5
年

明
治

2
2
年

前
期

か
ら

明
治

2
5
年

前
期

ま
で

の
地

租
割

・
戸

数
割

・
営

業
割

な
ど

の
綴

り
竪

帳

10
7

10
9

山
林

原
野

境
界

地
図

明
治

3
3
年

髙
原

善
造

王
城

山
・
此

岡
・
杦

山
・
竹

ノ
尾

・
善

一
田

・
花

園
・
京

塚
な

ど
の

境
界

の
地

図
の

綴
り

綴

10
8

11
0

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

山
ノ

口
乍

恐
御

願
申

上
ル

事
天

保
４

年
６

月
乙

金
村

山
ノ

口
　

次
七

・
源

次
組

頭
　

作
次

・
次

右
衛

門
同

村
庄

屋
　

善
蔵

那
珂

・
夜

須
・
席

田
・
御

笠
御

免
方

御
役

所

当
村

抱
え

の
境

の
松

と
い

う
所

は
井

野
村

と
の

郡
境

が
定

ま
ら

ず
長

年
に

わ
た

り
困

っ
て

お
り

ま
す

の
で

ご
見

分
の

上
御

裁
許

く
だ

さ
い

　
と

の
上

申
書

の
下

書
き

切
継

紙

10
9

11
1

證
文

之
事

文
政

８
年

酉
２

月
田

地
主

　
新

九
郎

受
人

新
作

　
新

吉
庄

屋
　

善
蔵

様
質

證
文

　
「
下

々
田

１
畝

2
5
歩

５
厘

」
と

「
上

畑
１

畝
６

歩
」
を

5
0

目
で

質
入

れ
し

て
い

た
が

8
2
匁

に
て

永
代

に
売

渡
し

た
証

文
組

頭
の

奥
書

あ
り

切
継

紙
２

枚
継

11
0

11
2

永
代

證
文

之
事

寛
政

４
年

４
月

十
蔵

請
人

　
甚

作
・
次

作
善

四
郎

殿
「
下

々
田

１
反

2
2
歩

」
と

「
上

畑
５

畝
」
を

代
銭

1
4
0
匁

に
て

永
代

に
売

渡
し

切
紙

11
1

11
3

田
畑

小
作

付
名

寄
帳

明
治

９
年

子
1
2
月

改
髙

原
善

造
小

作
に

貸
与

し
て

い
る

田
畑

畝
数

・
石

高
を

小
作

人
別

に
記

録
し

た
も

の
　

後
部

に
自

作
分

も
記

録
し

て
あ

る
竪

帳

11
2

11
4

金
銭

消
費

貸
借

及
地

上
権

設
定

契
約

公
正

證
書

謄
本

〔
昭

和
1
3
年

1
1
月

７
日

〕
公

証
人

　
福

田
喜

久
司

髙
原

美
寛

国
栄

産
業

株
式

会
社

は
髙

原
美

寛
に

金
7
0
0
円

を
貸

渡
し

そ
の

担
保

物
件

と
し

て
　

田
畑

計
５

反
４

畝
３

歩
の

抵
当

権
を

設
定

す
る

竪
帳

福岡県立図書館調査分 №100～112
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

11
3

11
5

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
1
0
年

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
天

野
弥

一
左

衛
門

様
御

役
所

当
村

散
使

は
給

米
６

俵
で

1
2
月

1
3
日

ま
で

勤
め

さ
せ

て
い

た
が

１
俵

増
し

て
年

内
中

勤
め

さ
せ

た
い

願
い

及
び

米
１

斗
５

升
切

立
福

岡
宿

米
に

当
て

た
い

願
い

　
山

口
村

大
庄

屋
の

奥
書

あ
り

切
継

４
枚

継

11
4

11
6

〔
請

文
類

綴
〕

11
5

1
1
6
-
１

〔
代

金
請

取
請

文
〕

年
月

日
不

詳
古

賀
孫

四
郎

関
様

「
右

ノ
金

正
ニ

御
受

取
申

上
候

也
」
　

の
証

文
横

折

11
6

1
1
6
-
２

記
年

月
日

不
詳

関
保

太
殿

代
金

支
払

の
記

録
　

　
酒

７
升

５
勺

　
代

金
３

円
6
2
銭

　
内

2
0

銭
引

横
折

11
7

1
1
6
-
３

記
旧

３
月

2
3
日

舟
越

善
助

関
保

太
様

代
金

支
払

の
記

録
　

〆
酒

８
升

３
合

　
代

金
３

円
1
5
銭

横
折

11
8

1
1
6
-
４

記
年

月
日

不
詳

〔
　

　
　

〕
代

金
支

払
の

記
録

　
主

と
し

て
酒

代
が

多
い

横
折

11
9

1
1
6
-
５

キ
年

月
日

不
詳

〔
　

　
　

　
〕

〔
　

　
　

〕
代

金
支

払
帳

の
一

部
か

と
思

わ
れ

る
横

折

12
0

1
1
6
-
６

キ
年

月
日

不
詳

〔
舟

越
〕
　

清
吉

関
や

す
太

さ
ま

代
金

支
払

の
書

上
切

継
２

枚
継

12
1

1
1
6
-
７

〔
支

払
目

録
〕

年
月

日
不

詳
〔
　

　
　

　
〕

舟
越

源
太

郎
・
ほ

か
５

名
の

支
払

い
代

金
切

紙

12
2

1
1
6
-
８

〔
代

金
支

払
書

〕
□

月
1
5
日

舟
越

清
吉

関
三

郎
殿

1
2
月

ま
で

に
支

払
う

べ
き

金
額

と
そ

の
内

容
を

明
記

し
た

支
払

請
求

書
か

切
紙

12
3

1
1
6
-
９

請
取

旧
５

月
1
4
日

〔
明

治
〕

舟
越

清
吉

関
保

太
様

「
金

拾
二

円
五

拾
三

銭
六

厘
　

右
正

ニ
請

取
申

上
候

也
」
　

と
い

う
証

文
だ

が
、

日
付

に
「
旧

五
月

十
四

日
」
と

あ
る

が
、

「
新

六
月

五
日

」
　

と
は

相
違

し
て

い
る

と
考

え
る

よ
う

に
　

と
保

太
氏

が
記

入
し

て
い

る

切
紙

12
4

11
6-

1
0

蘇
来

呑
酒

記
年

月
日

不
詳

関
三

郎
分

　
酒

類
や

菓
子

な
ど

の
量

と
日

付
の

書
上

横
帳

12
5

1
1
7
-
１

御
笠

郡
筒

井
村

滞
在

肥
前

國
嶋

原
御

領
高

来
郡

出
生

中
右

衛
門

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

４
月

筒
井

村
滞

在
中

右
衛

門
立

花
善

兵
衛

様
御

證
文

山
立

木
根

伐
り

の
件

切
継

２
枚

継

12
6

1
1
7
-
２

御
笠

郡
筒

井
村

滞
在

肥
前

國
嶋

原
御

領
高

来
郡

出
生

中
右

衛
門

御
詮

儀
ニ

付
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

４
月

筒
井

村
滞

在
中

右
衛

門
立

花
善

兵
衛

様
御

證
文

山
根

拂
い

の
際

　
間

違
っ

て
松

の
木

1
6
本

根
伐

し
た

こ
と

の
お

詫
び

切
紙
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

15
2

13
3

〔
田

中
盛

平
書

簡
写

〕
年

次
不

詳
田

中
盛

平
髙

原
善

造
様

　
巳

1
2
月

1
2
日

付
　

金
2
0
円

を
納

め
る

も
の

　
巳

1
2
月

2
1
日

付
　

金
８

円
を

納
め

る
　

１
月

７
日

・
３

月
９

日
金

５
円

納
め

る
な

ど
　

ほ
か

酒
造

米
の

御
礼

な
ど

　
５

通
竪

紙

15
3

13
4

和
歌

明
治

4
5
年

５
月

2
4
日

髙
原

善
造

美
寛

原
本

　
明

治
3
6
年

６
月

本
居

豊
□

が
書

い
た

和
歌

を
写

し
た

も
の

　
淵

の
玉

藻
・
春

夏
秋

冬
な

ど
題

あ
り

竪
帳

15
4

13
5

明
治

二
十

三
年

度
大

野
村

々
税

収
支

決
算

報
告

書
明

治
2
5
年

７
月

村
長

　
髙

原
善

造
予

算
決

議
額

　
9
5
2
円

1
5
銭

の
決

算
報

告
書

　
残

金
4
9
円

6
1

銭
９

厘
残

余
竪

帳

15
5

13
6

〔
決

算
報

告
書

〕
明

治
2
5
年

７
月

９
日

元
収

入
役

　
村

田
剛

四
郎

村
長

　
髙

原
善

造
殿

明
治

2
5
年

決
算

報
告

書
　

「
此

金
員

　
年

度
ヲ

終
リ
決

算
後

ニ
非

サ
レ

バ
過

不
足

相
知

不
申

ニ
付

後
期

ニ
至

リ
」
　

と
い

う
朱

書
き

の
付

箋
あ

り
竪

帳

15
6

13
7

〔
明

治
〕
二

十
三

年
度

教
育

費
収

支
決

算
報

告
明

治
2
5
年

７
月

村
長

　
髙

原
善

造
「
金

6
2
1
円

4
0
銭

」
　

の
予

算
額

の
決

算
報

告
書

　
1
1
円

6
1
銭

３
厘

　
不

足
竪

帳

15
7

13
8

明
治

二
十

四
年

度
教

育
費

収
支

決
算

報
告

明
治

2
5
年

７
月

1
2
日

村
長

　
髙

原
善

造
「
金

7
0
6
円

8
0
銭

」
　

の
予

算
額

の
決

算
報

告
書

　
3
6
円

7
3
銭

８
厘

は
2
5
年

度
へ

繰
り

越
し

竪
帳

15
8

13
9

明
治

二
十

四
年

度
大

野
村

税
収

支
決

算
報

告
〔
明

治
2
5
年

カ
〕

　
明

治
2
4
年

度
大

野
村

税
収

支
決

算
報

告
書

だ
が

１
枚

後
欠

な
の

で
詳

細
は

不
明

竪
帳

15
9

14
0

下
大

利
校

旧
校

舎
売

却
代

年
月

日
不

詳
「
下

大
利

校
旧

校
舎

売
却

代
」
に

つ
い

て
の

報
告

書
と

思
わ

れ
る

が
前

段
部

分
し

か
な

い
の

で
詳

細
は

不
明

竪
紙

16
0

14
1

〔
免

状
之

事
〕

文
化

元
年

1
1
月

清
内

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
中

「
米

四
拾

三
俵

三
斗

一
升

六
合

」
の

年
貢

米
を

洪
水

荒
の

た
め

引
下

げ
の

免
状

　
1
4
1
～

1
4
3
は

同
封

一
括

切
継

２
枚

継

16
1

14
2

覚
文

化
1
1
年

1
0
月

太
郎

左
衛

門
乙

金
村

庄
屋

　
組

頭
中

「
一

春
徳

米
五

百
七

拾
四

俵
八

升
七

合
」
の

上
納

申
付

け
る

の
で

速
や

か
に

上
納

す
る

様
　

割
り

方
は

毛
上

の
善

悪
に

応
じ

秋
徳

を
決

め
る

の
で

百
姓

の
難

儀
に

な
ら

な
い

様
に

切
継

２
枚

継

16
2

14
3

免
状

之
事

文
化

1
1
年

９
月

鎌
田

藤
太

夫
岸

原
七

太
夫

庄
屋

　
善

造
組

頭
中

　
百

姓
中

「
春

徳
米

の
内

「
五

百
弐

拾
四

俵
九

升
四

合
上

納
分

」
「
四

拾
九

俵
三

斗
三

升
三

合
」
を

御
下

免
の

申
渡

し
　

1
4
1
～

1
4
3
は

同
封

一
括

切
紙

16
3

14
4

〔
米

金
渡

帳
〕

〔
明

治
〕
3
1
年

１
月

「
金

渡
の

部
」
　

は
日

付
・
金

額
・
用

途
・
名

前
の

書
上

「
米

渡
の

部
」
　

は
日

付
・
俵

数
・
用

途
の

書
上

竪
帳

16
4

14
5

〔
日

記
〕

〔
明

治
初

期
か

〕
〔
四

月
〕
　

朔
日

よ
り

1
0
月

2
7
日

ま
で

の
日

記
竪

帳

N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

13
9

12
0

證
文

之
事

天
保

1
4
年

４
月

源
三

忍
平

殿
「
中

田
壱

畝
廿

六
歩

・
高

弐
斗

八
升

五
合

五
勺

」
　

の
土

地
を

貴
殿

抱
え

の
「
上

田
壱

畝
廿

弐
歩

・
高

三
斗

弐
升

壱
合

」
　

の
土

地
と

永
代

替
え

る
証

文
　

庄
屋

の
奥

書
あ

り
切

継
２

枚
継

14
0

12
1

永
代

證
文

〔
之

事
〕

天
保

1
4
年

1
2
月

畠
主

　
七

五
郎

受
人

　
孫

作
忍

平
殿

上
畠

２
畝

２
歩

を
米

２
俵

の
質

物
と

し
た

こ
と

に
相

違
な

い
事

を
村

役
人

の
奥

印
を

申
受

け
た

証
文

　
後

に
米

１
俵

半
で

永
代

に
売

渡
し

た
証

文
が

付
加

さ
れ

て
い

る
切

継
３

枚
継

14
1

12
2

證
文

之
事

嘉
永

３
年

戌
1
2
月

畠
主

　
藤

六
證

人
　

孫
七

庄
屋

　
善

一
郎

殿

上
畠

４
畝

2
8
歩

　
高

４
斗

７
升

７
合

の
畠

を
天

保
1
5
年

辰
1
2
月

米
２

俵
で

又
弘

化
４

年
末

　
冬

の
米

１
俵

と
１

俵
１

斗
６

升
５

合
を

追
加

し
て

合
計

４
俵

１
斗

６
升

５
合

で
永

代
に

売
渡

し
た

と
い

う
証

文

切
継

２
枚

継

14
2

12
3

〔
願

書
〕

享
保

２
年

９
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
村

上
清

内
御

役
所

「
来

る
1
2
月

よ
り

来
月

５
日

ま
で

御
證

文
山

よ
り

（
筒

井
川

）
博

多
須

口
ま

で
川

下
り

致
し

た
く

存
じ

ま
す

の
で

川
證

文
を

仰
せ

付
け

く
だ

さ
い

」
　

と
の

願
い

切
継

２
枚

継

14
3

12
4

借
用

申
證

文
之

事
文

化
３

年
1
2
月

2
9
日

藤
次

　
他

６
名

庄
屋

善
四

郎
殿

　
組

頭
藤

七
殿

六
銭

2
4
0
目

を
月

３
分

利
で

　
1
2
0
目

は
正

月
1
0
日

切
で

1
2
0
目

は
２

月
1
5
日

切
で

借
用

し
ま

す
　

不
埒

の
時

は
左

記
の

田
畠

を
引

当
に

し
て

く
だ

さ
い

　
と

い
う
証

文
　

組
頭

源
三

の
奥

書
あ

り

切
継

４
枚

継

14
4

12
5

民
次

郎
講

金
割

年
月

日
不

詳
民

次
郎

の
講

金
の

割
り

当
て

切
紙

14
5

12
6

仕
拂

目
録

年
月

日
不

詳
月

日
・
金

高
・
名

前
の

書
上

げ
　

借
入

・
返

金
・
そ

の
他

差
引

も
あ

り
切

紙

14
6

12
7

仮
請

取
証

〔
明

治
〕
4
0
年

８
月

2
8
日

花
田

房
吉

関
保

太
殿

仕
立

講
の

内
端

と
し

て
　

「
金

五
拾

弐
円

参
拾

銭
」
　

の
受

取
切

紙

14
7

12
8

三
回

分
ヲ

一
期

盛
講

金
割

合
年

月
日

不
詳

講
金

の
割

合
の

記
録

竪
紙

14
8

12
9

竹
代

價
表

〔
明

治
〕
3
4
年

1
0
月

竹
７

節
　

目
廻

り
４

寸
か

ら
８

寸
ま

で
の

単
価

書
上

げ
　

人
名

２
名

あ
り

竪
紙

14
9

13
0

記
〔
代

金
支

払
〕

年
月

日
不

詳
材

木
の

代
金

か
竪

紙

15
0

13
1

〔
代

金
請

取
〕

弘
化

３
年

1
1
月

乙
金

村
組

頭
　

正
右

衛
門

　
同

源
六

同
村

庄
屋

　
善

一
郎

那
珂

・
席

田
・
御

笠
御

郡
代

御
役

所
衣

類
の

詳
細

書
上

げ
と

代
金

書
上

げ
（
質

入
れ

か
）
　

乙
金

村
大

庄
屋

の
奥

書
あ

り
切

継
３

枚
継

15
1

13
2

習
字

手
本

年
月

日
不

詳
裏

打
ち

し
て

短
冊

大
に

折
り

た
た

ん
だ

も
の

に
字

を
書

い
た

も
の

　
手

本
か

折
本
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N
o
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料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

15
2

13
3

〔
田

中
盛

平
書

簡
写

〕
年

次
不

詳
田

中
盛

平
髙

原
善

造
様

　
巳

1
2
月

1
2
日

付
　

金
2
0
円

を
納

め
る

も
の

　
巳

1
2
月

2
1
日

付
　

金
８

円
を

納
め

る
　

１
月

７
日

・
３

月
９

日
金

５
円

納
め

る
な

ど
　

ほ
か

酒
造

米
の

御
礼

な
ど

　
５

通
竪

紙

15
3

13
4

和
歌

明
治

4
5
年

５
月

2
4
日

髙
原

善
造

美
寛

原
本

　
明

治
3
6
年

６
月

本
居

豊
□

が
書

い
た

和
歌

を
写

し
た

も
の

　
淵

の
玉

藻
・
春

夏
秋

冬
な

ど
題

あ
り

竪
帳

15
4

13
5

明
治

二
十

三
年

度
大

野
村

々
税

収
支

決
算

報
告

書
明

治
2
5
年

７
月

村
長

　
髙

原
善

造
予

算
決

議
額

　
9
5
2
円

1
5
銭

の
決

算
報

告
書

　
残

金
4
9
円

6
1

銭
９

厘
残

余
竪

帳

15
5

13
6

〔
決

算
報

告
書

〕
明

治
2
5
年

７
月

９
日

元
収

入
役

　
村

田
剛

四
郎

村
長

　
髙

原
善

造
殿

明
治

2
5
年

決
算

報
告

書
　

「
此

金
員

　
年

度
ヲ

終
リ
決

算
後

ニ
非

サ
レ

バ
過

不
足

相
知

不
申

ニ
付

後
期

ニ
至

リ
」
　

と
い

う
朱

書
き

の
付

箋
あ

り
竪

帳

15
6

13
7

〔
明

治
〕
二

十
三

年
度

教
育

費
収

支
決

算
報

告
明

治
2
5
年

７
月

村
長

　
髙

原
善

造
「
金

6
2
1
円

4
0
銭

」
　

の
予

算
額

の
決

算
報

告
書

　
1
1
円

6
1
銭

３
厘

　
不

足
竪

帳

15
7

13
8

明
治

二
十

四
年

度
教

育
費

収
支

決
算

報
告

明
治

2
5
年

７
月

1
2
日

村
長

　
髙

原
善

造
「
金

7
0
6
円

8
0
銭

」
　

の
予

算
額

の
決

算
報

告
書

　
3
6
円

7
3
銭

８
厘

は
2
5
年

度
へ

繰
り

越
し

竪
帳

15
8

13
9

明
治

二
十

四
年

度
大

野
村

税
収

支
決

算
報

告
〔
明

治
2
5
年

カ
〕

　
明

治
2
4
年

度
大

野
村

税
収

支
決

算
報

告
書

だ
が

１
枚

後
欠

な
の

で
詳

細
は

不
明

竪
帳

15
9

14
0

下
大

利
校

旧
校

舎
売

却
代

年
月

日
不

詳
「
下

大
利

校
旧

校
舎

売
却

代
」
に

つ
い

て
の

報
告

書
と

思
わ

れ
る

が
前

段
部

分
し

か
な

い
の

で
詳

細
は

不
明

竪
紙

16
0

14
1

〔
免

状
之

事
〕

文
化

元
年

1
1
月

清
内

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
中

「
米

四
拾

三
俵

三
斗

一
升

六
合

」
の

年
貢

米
を

洪
水

荒
の

た
め

引
下

げ
の

免
状

　
1
4
1
～

1
4
3
は

同
封

一
括

切
継

２
枚

継

16
1

14
2

覚
文

化
1
1
年

1
0
月

太
郎

左
衛

門
乙

金
村

庄
屋

　
組

頭
中

「
一

春
徳

米
五

百
七

拾
四

俵
八

升
七

合
」
の

上
納

申
付

け
る

の
で

速
や

か
に

上
納

す
る

様
　

割
り

方
は

毛
上

の
善

悪
に

応
じ

秋
徳

を
決

め
る

の
で

百
姓

の
難

儀
に

な
ら

な
い

様
に

切
継

２
枚

継

16
2

14
3

免
状

之
事

文
化

1
1
年

９
月

鎌
田

藤
太

夫
岸

原
七

太
夫

庄
屋

　
善

造
組

頭
中

　
百

姓
中

「
春

徳
米

の
内

「
五

百
弐

拾
四

俵
九

升
四

合
上

納
分

」
「
四

拾
九

俵
三

斗
三

升
三

合
」
を

御
下

免
の

申
渡

し
　

1
4
1
～

1
4
3
は

同
封

一
括

切
紙

16
3

14
4

〔
米

金
渡

帳
〕

〔
明

治
〕
3
1
年

１
月

「
金

渡
の

部
」
　

は
日

付
・
金

額
・
用

途
・
名

前
の

書
上

「
米

渡
の

部
」
　

は
日

付
・
俵

数
・
用

途
の

書
上

竪
帳

16
4

14
5

〔
日

記
〕

〔
明

治
初

期
か

〕
〔
四

月
〕
　

朔
日

よ
り

1
0
月

2
7
日

ま
で

の
日

記
竪

帳
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料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

16
5

14
6

差
入

置
一

札
之

事
明

治
1
0
年

第
３

月
舟

越
〔
藤

蔵
〕

髙
原

善
造

殿
「
米

壱
俵

壱
斗

六
升

五
合

」
　

を
小

作
の

約
定

米
と

し
て

受
取

り
の

証
書

　
端

裏
に

朱
で

「
藤

蔵
四

反
田

仕
向

米
預

り
証

」
と

あ
る

切
紙

16
6

14
7

〔
書

簡
〕

〔
明

治
〕
８

月
2
1
日

髙
原

□
□

髙
原

り
よ

に
対

す
る

書
簡

中
の

歌
の

感
想

と
自

分
の

歌
「
別

紙
腰

折
」
を

読
ん

で
ほ

し
い

　
と

い
う
手

紙
　

下
部

損
傷

の
為

不
明

部
分

多
し

切
紙

16
7

14
8

借
用

証
書

明
治

1
5
年

旧
1
2
月

1
9
日

借
用

□
　

船
越

□
受

人
　

舟
越

源
作

髙
原

　
清

次
郎

髙
原

善
造

　
舟

越
源

太
郎

舟
越

七
郎

殿

「
米

五
俵

　
利

弐
分

」
の

抵
当

と
し

て
字

浦
山

の
山

林
　

６
反

７
畝

６
歩

を
当

て
　

1
6
年

旧
1
2
月

1
6
日

限
り

元
利

揃
え

て
返

納
す

る
　

と
い

う
借

用
証

書
竪

紙

16
8

14
9

借
用

証
書

明
治

1
7
年

旧
７

月
借

主
　

舟
越

栄
八

髙
原

善
造

様
「
米

２
俵

借
用

　
抵

当
と

し
て

唐
山

林
一

か
所

立
木

共
を

当
て

る
　

返
済

は
本

年
申

1
0
月

限
り

と
す

る
」
　

と
い

う
借

用
証

書
竪

紙

16
9

1
5
0
-
１

請
取

〔
天

保
５

年
〕
閏

月
2
6
日

岡
山

左
太

夫
乙

金
村

庄
屋

善
造

殿
「
一

金
六

銭
　

二
百

目
ハ

」
の

受
取

証
切

紙

17
0

1
5
0
-
２

〔
書

状
〕

閏
月

2
2
日

岡
山

左
太

夫
乙

金
村

庄
屋

善
造

殿
「
又

市
方

田
地

代
銭

弐
百

目
慥

に
落

掌
し

た
の

で
早

速
同

人
に

渡
し

受
取

り
證

文
認

め
さ

せ
差

出
し

ま
す

」
　

と
い

う
書

簡
切

継
３

枚
継

17
1

1
5
0
-
３

〔
書

状
〕

5
月

1
6
日

俊
明

善
造

様
岡

山
氏

よ
り

彼
の

田
地

は
勝

手
次

第
に

御
自

作
く

だ
さ

い
と

の
事

で
し

た
の

で
御

安
心

の
為

知
ら

せ
ま

す
切

紙

17
2

1
5
0
-
４

〔
書

状
〕

3
月

1
5
日

博
多

又
市

乙
金

村
庄

屋
善

造
様

田
地

代
慥

に
受

け
取

り
ま

し
た

　
請

取
証

文
は

そ
の

う
ち

に
岡

山
様

へ
参

上
し

ま
す

の
で

　
そ

の
節

お
渡

し
し

ま
す

切
継

２
枚

継

17
3

1
5
0
-
５

〔
書

状
〕

4
月

9
日

乙
金

村
庄

屋
　

善
造

岡
山

左
太

夫
様

田
地

の
件

は
不

承
知

と
い

う
書

状
切

継
2
枚

継

17
4

15
1

覚
　

〔
田

地
譲

渡
〕

寛
政

５
年

丑
1
0
月

乙
金

村
　

髙
原

善
四

郎
博

多
又

市
殿

「
田

数
壱

反
三

歩
・
高

九
斗

壱
升

八
合

」
を

譲
り

渡
す

の
で

祖
父

卯
兵

衛
養

家
の

墓
所

・
仏

事
・
年

回
な

ど
怠

り
な

く
行

う
よ

う
に

と
の

証
切

継
２

枚
継

17
5

15
2

質
物

證
文

之
事

寛
政

２
年

1
2
月

2
9
日

円
作

受
人

　
玄

秀
和

作
殿

「
抱

畠
扇

原
下

六
畝

」
を

質
物

と
し

て
「
銭

百
五

拾
目

」
　

借
用

の
証

文
切

紙

17
6

15
3

質
物

證
文

之
事

文
政

５
年

午
1
2
月

新
九

郎
受

人
　

永
作

庄
屋

　
善

蔵
様

「
弁

貞
下

々
田

壱
畝

廿
五

歩
五

厘
」
「
屋

敷
上

畠
壱

畝
六

歩
」

を
渡

し
「
銭

五
拾

目
」
　

を
受

取
っ

た
証

文
切

紙

17
7

15
4

質
入

證
拠

之
事

文
政

２
年

卯
1
2
月

請
人

　
文

吉
　

利
作

庄
屋

　
善

蔵
殿

米
３

俵
の

質
入

れ
証

文
　

　
担

保
山

目
の

下
田

　
９

畝
８

歩
切

紙

17
8

15
5

覚
　

〔
証

文
山

売
却

一
件

〕
文

化
２

年
正

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

大
庄

屋
左

作
様

御
證

文
山

売
却

に
つ

い
て

詳
細

に
記

し
て

あ
る

切
継

８
枚

継
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

17
9

15
6

乍
恐

奉
願

上
候

事
寛

政
1
1
年

４
月

1
0
日

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
今

村
善

太
夫

様
　

他
３

名
家

作
に

取
り

か
か

っ
た

所
　

材
木

が
不

足
し

た
の

で
当

村
御

立
山

の
松

材
木

を
拝

領
し

た
い

旨
の

願
書

い
　

下
書

き
か

破
損

の
為

詳
細

不
明

切
継

２
枚

継

18
0

15
7

御
詮

儀
ニ

付
申

上
ル

口
上

之
覚

寛
政

1
0
年

８
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
大

庄
屋

五
右

衛
門

様
「
仲

村
山

ノ
口

跡
役

詮
儀

ニ
付

」
山

ノ
口

跡
役

を
勝

蔵
・
組

頭
は

武
平

に
と

の
願

い
　

御
年

貢
蔵

の
件

も
あ

る
が

端
裏

に
ひ

か
へ

と
書

付
あ

り
切

継
４

枚
継

18
1

15
8

中
村

庄
屋

組
頭

御
僉

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
候

口
上

之
覚

中
村

山
ノ

口
の

跡
役

決
定

に
つ

い
て

切
継

２
枚

継

18
2

15
9

私
家

焼
失

ニ
付

為
家

作
御

用
心

除
ケ

御
銀

拝
借

仕
ル

事
寛

政
1
1
年

２
月

〔
善

四
郎

〕
組

頭
源

内
殿

　
次

吉
殿

「
銀

弐
貫

四
百

九
拾

目
」
の

拝
借

願
　

乙
金

村
組

頭
源

内
・

次
吉

か
ら

大
庄

屋
五

右
衛

門
殿

へ
奥

書
あ

り
　

水
損

の
為

不
明

部
分

あ
り

竪
帳

18
3

1
6
0
-
１

御
笠

郡
乙

金
村
ゟ

御
家

中
出

御
願

申
上

ル
事

寛
政

８
年

正
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

新
九

郎
　

源
内

天
野

弥
一

左
衛

門
様

私
下

人
九

市
が

病
身

で
百

姓
業

が
出

来
な

い
の

で
許

斐
清

右
衛

門
様

方
へ

居
替

奉
公

を
願

う
も

の
　

大
庄

屋
五

右
衛

門
の

奥
書

あ
り

切
継

２
枚

継

18
4

1
6
0
-
２

御
笠

郡
乙

金
村
ゟ

御
家

中
出

御
願

申
上

ル
事

寛
政

８
年

正
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

新
九

郎
　

源
内

天
野

弥
一

左
衛

門
様

私
下

人
甚

四
郎

が
病

身
で

百
姓

業
が

出
来

な
い

の
で

伊
織

様
へ

奉
公

し
て

い
ま

す
　

人
柄

　
払

出
の

願
　

大
庄

屋
五

右
衛

門
の

奥
書

あ
り

切
継

３
枚

継

18
5

1
6
0
-
３

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
享

和
２

年
２

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

同
村

組
頭

　
源

内
　

次
吉

村
上

清
内

様
御

役
所

甚
助

と
申

す
者

が
行

方
知

れ
ず

に
な

っ
て

い
た

が
　

早
良

郡
祖

原
村

で
死

亡
し

て
い

た
　

こ
の

者
は

宗
旨

帳
面

未
進

な
の

で
帳

面
を

除
く

様
の

願
い

切
継

２
枚

継

18
6

1
6
0
-
４

〔
書

状
〕

5
月

3
日

弥
市

兵
衛

役
所

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
殿

甚
助

と
申

す
下

人
が

行
方

知
れ

ず
に

な
っ

て
い

た
が

　
早

良
郡

麁
原

で
溺

死
し

た
　

死
骸

は
村

方
へ

引
取

り
仮

埋
し

ま
す

切
継

２
枚

継

18
7

16
1

□
□

郡
乙

金
村

正
栄

□
先

住
僧

雲
乍

恐
申

上
ル

□
□

□
覚

天
明

３
年

３
月

1
9
日

僧
雲

大
目

附
様

村
中

で
起

こ
っ

た
目

安
の

事
な

ど
６

か
条

の
件

に
つ

い
て

庄
屋

和
作

と
相

談
の

上
届

け
出

た
口

上
の

覚
　

初
め

は
津

田
源

次
郎

御
役

所
に

届
け

て
い

る
　

虫
損

多
く

詳
細

不
明

切
継

５
枚

継

18
8

1
6
2
-
１

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
乍

恐
御

願
申

上
候

事
文

化
1
3
年

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
八

田
九

内
様

御
役

所
善

四
郎

　
2
7
年

間
の

庄
屋

役
の

退
身

願
い

切
紙

18
9

1
6
2
-
２

御
笠

郡
上

大
利

村
庄

屋
善

四
郎

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

天
保

４
年

1
2
月

大
庄

屋
格

上
大

利
村

庄
屋

　
善

四
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

善
四

郎
当

年
7
0
歳

に
相

成
り

持
病

の
為

4
2
年

間
精

勤
の

庄
屋

役
の

退
身

願
い

切
継

２
枚

継
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

19
0

1
6
2
-
３

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
乍

恐
御

願
申

上
ル

事
文

化
元

年
５

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

□
□

清
内

様
御

役
所

庄
屋

又
六

後
見

役
御

赦
免

願
い

切
継

２
枚

継

19
1

16
3

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
御

願
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

立
花

善
兵

衛
様

古
野

の
御

證
文

山
の

松
の

木
の

件
切

継
７

枚
継

19
2

16
4

永
代

証
文

之
事

安
政

５
年

午
1
2
月

売
主

　
卯

作
請

人
　

孫
七

善
一

郎
殿

弁
貞

中
田

７
畝

７
歩

　
京

塚
下

々
畠

３
畝

を
米

1
4
俵

１
斗

４
升

２
合

に
て

永
代

に
売

渡
し

た
証

文
切

継
２

枚
継

19
3

16
5

請
文

之
事

文
政

２
年

卯
1
2
月

請
人

　
　

文
吉

　
利

作
庄

屋
　

善
蔵

殿
米

２
俵

を
月

２
割

５
分

の
利

米
で

貸
付

け
た

証
文

切
紙

19
4

16
6

永
代

証
文

之
事

嘉
永

２
年

酉
1
2
月

畠
主

　
源

七
　

受
人

　
弥

六
庄

屋
善

一
郎

殿
下

々
畠

２
畝

1
8
歩

を
米

1
0
俵

で
永

代
に

売
渡

し
た

証
文

切
紙

19
5

16
7

拙
者

抱
畠

永
代

売
拂

證
文

之
事

寛
政

1
2
年

６
月

日
乙

金
村

　
久

次
証

人
　

　
 次

八
仲

村
　

孫
七

殿
6
0
文

銭
で

1
5
0
目

受
取

り
　

い
け

わ
ら

畠
２

畝
３

歩
　

ふ
つ

わ
ら

下
々

畠
2
0
歩

　
こ

の
２

か
所

永
々

大
豆

４
升

宛
上

納
切

継
２

枚
継

19
6

16
8

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

吉
次

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

嘉
永

３
年

４
月

乙
金

村
百

姓
　

吉
次

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

当
村

の
御

山
で

春
吉

村
庄

屋
江

作
殿

か
ら

頼
ま

れ
た

木
を

伐
っ

て
い

た
ら

つ
い

１
本

寄
木

に
な

り
、

手
を

尽
く

し
ま

し
た

が
ど

う
に

も
な

り
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
薪

に
し

ま
し

た
の

で
ご

報
告

し
ま

す
　

と
の

上
申

書

切
継

２
枚

継

19
7

16
9

證
文

之
事

弘
化

３
年

午
４

月
借

主
　

藤
六

受
人

　
与

吉
庄

屋
善

一
郎

殿
「
米

１
俵

・
金

１
歩

２
朱

」
　

の
借

用
証

　
拙

者
抱

　
「
竹

ケ
下

上
田

３
畝

2
8
歩

・
高

１
斗

３
升

３
合

」
　

の
処

を
書

き
入

れ
　

当
年

1
1
月

期
限

の
借

用
切

継
２

枚
継

19
8

17
0

證
文

之
事

天
保

1
4
年

1
2
月

畠
主

　
栄

助
受

人
　

孫
四

郎
忍

平
殿

幸
ノ

浦
上

下
々

畠
１

畝
８

歩
・
高

５
升

８
合

の
畠

地
を

米
２

俵
で

質
入

れ
し

た
こ

と
の

証
文

切
紙

19
9

17
1

仕
上

書
物

之
事

天
保

９
年

1
2
月

2
2
日

源
次

　
弥

造
吉

助
代

人
弥

介
　

和
作

庄
屋

　
忍

平
殿

組
頭

　
作

次
殿

私
共

抱
田

畠
を

伊
三

郎
へ

下
作

付
し

た
処

、
当

秋
不

作
そ

の
た

め
来

２
月

2
0
日

ま
で

待
っ

て
下

さ
る

よ
う

願
っ

て
来

た
切

継
２

枚
継

20
0

17
2

質
入

證
文

之
事

天
保

1
4
年

1
2
月

畠
主

　
藤

市
受

人
　

孫
四

郎
忍

平
殿

下
々

田
３

畝
・
高

９
升

１
合

」
の

畠
を

米
２

俵
の

質
物

と
し

て
取

置
き

ま
し

た
　

と
い

う
証

文
切

紙

20
1

17
3

質
入

證
文

之
事

嘉
永

５
年

子
1
2
月

田
主

　
弥

助
受

人
　

半
助

　
忠

作
庄

屋
善

一
郎

殿
米

５
俵

６
升

６
合

」
の

借
用

に
５

か
年

の
年

限
で

下
々

田
８

畝
２

３
歩

を
質

物
と

し
て

取
り

置
い

た
証

文
切

継
３

枚
継

20
2

17
4

永
代

證
文

之
事

天
保

1
0
年

1
2
月

清
右

衛
門

受
人

組
頭

　
源

六
平

作
殿

下
々

畠
2
4
歩

を
金

１
両

２
歩

２
朱

で
買

い
取

っ
た

証
文

切
紙
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

20
3

17
5

證
文

之
事

天
保

９
年

戌
1
2
月

和
作

証
人

　
源

六
平

作
殿

下
畠

１
畝

1
2
歩

・
高

１
斗

４
升

２
合

の
畠

を
米

１
斗

６
升

５
合

、
正

銭
5
0
目

で
質

物
に

取
置

く
こ

と
相

違
あ

り
ま

せ
ん

切
継

２
枚

継

20
4

17
6

證
文

之
事

天
保

1
4
年

1
2
月

忍
平

受
人

　
孫

四
郎

孫
作

殿
「
上

畠
５

畝
1
4
歩

・
高

５
斗

４
升

４
合

」
　

の
畠

を
質

物
と

し
て

米
３

俵
の

借
用

　
庄

屋
文

三
郎

の
奥

書
あ

り
切

継
２

枚
継

20
5

17
7

證
文

之
事

天
保

２
年

卯
1
2
月

平
次

受
人

　
文

市
庄

屋
　

善
蔵

殿
草

場
上

畠
４

畝
1
6
歩

・
高

４
斗

７
升

７
合

の
畠

を
米

３
俵

を
受

取
　

来
る

辰
よ

り
申

ま
で

５
か

年
間

質
物

と
し

て
取

置
ま

す
切

紙

20
6

17
8

名
義

変
更

願
昭

和
2
3
年

1
1
月

3
0
日

髙
原

季
雄

船
越

惣
次

郎
農

地
委

員
長

殿
草

場
4
3
0
番

地
の

畑
の

抵
当

権
抹

消
と

名
義

変
更

の
願

い
竪

紙

20
7

17
9

名
義

変
更

願
昭

和
2
3
年

1
1
月

3
0
日

髙
原

季
雄

船
越

栄
七

農
地

委
員

長
殿

猪
坂

3
3
9
番

地
の

田
の

名
義

変
更

願
竪

紙

20
8

18
0

永
代

證
文

之
事

弘
化

３
年

1
2
月

田
主

　
幸

作
受

人
　

利
右

衛
門

庄
屋

　
善

一
郎

殿
山

目
下

々
田

６
畝

2
9
歩

が
上

納
不

足
に

な
り

永
代

に
売

渡
し

た
証

文
切

継
２

枚
継

20
9

18
1

永
代

證
文

之
事

山
目

の
６

畝
2
9
歩

の
証

文
で

あ
る

が
後

欠
の

た
め

詳
細

は
不

明
切

紙

21
0

18
2

證
文

之
事

文
久

２
年

戌
1
2
月

田
主

　
宇

作
請

人
　

善
吉

　
源

四
郎

善
一

郎
殿

深
町

下
々

田
１

反
５

歩
６

厘
・
高

９
斗

４
升

４
合

の
田

地
を

嘉
永

６
年

丑
1
2
月

に
米

７
俵

受
取

り
　

今
回

米
７

俵
計

1
4
俵

で
永

代
売

渡
と

な
る

証
文

切
紙

21
1

18
3

證
文

之
事

天
保

７
年

申
1
2
月

畠
主

　
文

助
受

人
　

惣
吉

庄
屋

忍
平

殿
屋

敷
上

畠
１

畝
・
高

１
斗

１
合

の
土

地
を

永
代

売
渡

し
　

米
２

俵
受

取
の

証
文

切
継

２
枚

継

21
2

18
4

質
入

證
文

之
事

文
久

２
年

戌
1
2
月

田
主

　
与

八
請

人
　

利
右

衛
門

善
一

郎
殿

深
町

下
々

田
４

畝
1
9
歩

・
高

４
斗

２
升

９
合

の
田

を
米

２
俵

５
升

（
来

亥
よ

り
卯

ま
で

の
５

か
年

）
の

質
物

と
し

ま
す

　
と

い
う
証

文
切

紙

21
3

18
5

〔
辞

令
〕

昭
和

6
年

8
月

2
5
日

立
憲

政
友

会
筑

紫
郡

支
会

髙
原

悌
次

郎
殿

「
立

憲
政

友
会

筑
紫

郡
支

会
」
　

の
評

議
員

を
嘱

託
す

る
書

竪
紙

21
4

18
6

〔
辞

令
〕

昭
和

5
年

7
月

2
0
日

内
閣

髙
原

悌
次

郎
国

勢
調

査
員

の
命

令
書

切
紙

21
5

18
7

感
謝

状
昭

和
5
年

1
2
月

2
0
日

内
閣

統
計

局
長

長
谷

川
赳

夫
髙

原
悌

次
郎

国
勢

調
査

施
行

に
関

す
る

感
謝

状
切

紙

福岡県立図書館調査分 №203～215

- 35 -- 34 -



N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

21
6

18
8

最
新

明
細

九
州

全
図

朝
日

新
聞

西
部

本
社

九
州

全
図

竪
紙

21
7

18
9

土
地

分
筆

登
記

申
請

書
大

正
1
2
年

2
月

2
1
日

髙
原

悌
次

郎
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
筑

紫
郡

大
野

村
乙

金
字

唐
山

1
0
9
9
番

地
の

山
林

１
町

３
畝

を
２

つ
に

分
筆

し
登

記
す

る
た

め
の

申
請

書
綴

21
8

19
0

土
地

地
目

変
更

登
記

申
請

書
大

正
1
2
年

1
2
月

2
1
日

髙
原

悌
次

郎
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
土

地
変

更
の

た
め

の
登

記
変

更
前

の
土

地
及

び
変

更
後

の
土

地
書

上
　

家
督

相
続

の
た

め
か

竪
帳

21
9

19
1

土
地

所
有

權
移

轉
登

記
申

請
書

昭
和

1
5
年

6
月

2
6
日

家
督

相
続

人
　

髙
原

美
寛

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

家
督

相
続

に
よ

る
所

有
権

移
転

の
申

請
書

　
物

件
の

表
示

価
格

金
の

書
上

あ
り

　
申

請
人

未
成

年
者

の
た

め
親

権
者

の
名

も
あ

り
竪

帳

22
0

19
2

土
地

所
抵

当
權

抹
消

登
記

申
請

書
昭

和
1
5
年

6
月

2
6
日

髙
原

美
寛

　
親

権
者

髙
原

辰
子

登
記

義
務

者
　

伊
藤

熊
吉

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

「
月

賦
金

返
済

借
用

証
書

」
　

が
合

綴
し

て
あ

る
綴

22
1

19
3

土
地

遺
産

相
続

所
有

權
移

轉
登

記
申

請
書

大
正

3
年

1
1
月

2
日

遺
産

相
続

人
　

髙
原

善
市

郎
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
遺

産
相

続
に

よ
る

所
有

権
移

転
登

記
申

請
書

　
田

畑
・
山

林
の

書
き

上
げ

あ
り

竪
帳

22
2

19
4

土
地

抵
當

權
抹

消
登

記
申

請
書

昭
和

1
3
年

1
月

2
9
日

登
記

権
利

者
　

髙
原

悌
次

郎
登

記
義

務
者

　
河

波
参

策
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
「
抵

当
権

設
定

金
員

借
用

証
書

」
　

も
同

綴
さ

れ
て

い
る

綴

22
3

19
5

領
収

書
昭

和
1
3
年

2
月

3
日

白
壁

喜
平

次
（
無

限
責

任
大

野
北

部
信

用
購

買
販

売
利

用
組

合
）

髙
原

悌
次

郎
殿

昭
和

1
2
年

分
小

作
料

「
弐

拾
円

」
の

領
収

書
竪

紙

22
4

19
6

金
借

用
証

書
昭

和
1
2
年

1
2
月

6
日

借
用

主
　

高
木

末
重

七
野

法
真

殿
金

2
0
円

也
　

但
し

月
１

歩
極

め
　

昭
和

1
3
年

１
月

末
日

ま
で

に
元

利
と

も
悉

皆
御

計
算

致
し

ま
す

　
と

い
う
借

用
書

罫
紙

22
5

19
7

保
証

書
昭

和
6
年

2
月

2
3
日

保
証

人
　

豊
島

虎
吉

同
　

　
　

　
長

谷
尾

冨
太

舟
越

栄
七

土
地

抵
当

権
設

定
登

記
の

為
の

保
証

書
　

物
件

の
書

上
も

あ
り

竪
帳

22
6

19
8

名
義

人
表

示
変

更
登

記
申

請
昭

和
6
年

2
月

2
3
日

申
請

人
　

七
里

徹
厳

代
理

人
　

豊
島

虎
吉

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

名
義

人
の

住
所

　
「
筑

紫
郡

大
野

村
大

字
乙

金
７

６
５

番
地

」
と

あ
る

を
　

「
9
3
9
番

地
」
　

と
申

請
す

る
綴

22
7

19
9

建
物

所
有

権
保

存
登

記
申

請
書

昭
和

5
年

1
1
月

7
日

申
請

人
　

髙
原

悌
次

郎
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
所

有
権

保
存

登
記

　
　

物
件

・
付

属
建

物
・
価

格
金

な
ど

の
書

き
上

げ
あ

り
竪

帳

22
8

20
0

不
動

産
競

売
申

立
取

下
書

昭
和

1
3
年

4
月

1
8
日

債
権

者
兼

所
有

者
髙

原
悌

次
郎

福
岡

区
裁

判
所

競
売

の
件

に
つ

き
当

事
者

間
に

於
い

て
示

談
終

決
の

た
め

競
売

取
り

や
め

の
申

請
書

竪
帳

22
9

20
1

享
保

子
丑

餓
死

枯
骨

塔
天

保
２

年
歳

在
辛

卯
春

３
月

享
保

子
丑

餓
死

枯
骨

塔
の

撰
文

戸
次

氏
に

つ
い

て
謙

次
郎

氏
が

覚
え

て
い

た
こ

と
を

記
し

て
あ

る
竪

帳

N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

23
0

20
2

覚
書

〔
土

地
売

却
〕

〔
明

治
3
6
年

以
降

〕
土

地
売

買
に

関
す

る
覚

書
　

明
治

元
年

屋
敷

原
　

明
治

3
3
年

王
城

山
な

ど
だ

が
詳

細
は

不
明

切
紙

23
1

20
3

保
証

書
昭

和
9
年

6
月

7
日

保
証

人
　

豊
島

虎
吉

同
　

　
　

　
長

谷
尾

冨
太

髙
原

美
寛

殿
抵

当
権

設
定

の
た

め
登

記
し

登
記

義
務

者
を

保
証

す
る

も
の

登
記

不
動

産
の

書
上

あ
り

竪
帳

23
2

20
4

土
地

抵
当

權
抹

消
登

記
申

請
書

昭
和

1
1
年

1
0
月

3
日

登
記

利
権

者
　

髙
原

美
寛

親
権

者
父

　
髙

原
悌

次
郎

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

「
三

立
金

融
合

名
会

社
」
に

対
す

る
債

務
に

付
い

た
抵

当
権

を
抹

消
　

　
物

件
の

土
地

・
山

林
の

書
上

あ
り

竪
帳

23
3

20
5

土
地

所
有

権
移

転
登

記
申

請
書

昭
和

1
1
年

1
0
月

3
日

売
主

　
髙

原
美

寛
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
売

買
に

よ
る

所
有

権
移

転
　

物
件

田
畑

の
書

上
あ

り
　

売
渡

証
も

一
緒

に
と

じ
込

み
あ

り
竪

帳

23
4

20
6

土
地

所
有

権
保

存
登

記
申

請
書

昭
和

6
年

2
月

2
3
日

申
請

人
　

舩
越

麻
吉

代
理

人
　

豊
島

乕
吉

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

所
有

権
保

存
の

た
め

の
登

記
　

字
深

町
の

　
「
田

２
反

４
畝

歩
」

竪
帳

23
5

20
7

土
地

分
筆

登
記

申
請

書
昭

和
1
1
年

1
0
月

3
日

申
請

人
　

髙
原

悌
次

郎
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
土

地
分

筆
登

記
の

た
め

の
申

請
書

 ４
紙

 分
筆

前
の

土
地

書
上

げ
 ５

紙
　

土
地

台
帳

謄
本

２
紙

を
こ

よ
り

で
一

括
竪

帳

23
6

20
8

福
岡

県
筑

紫
郡

大
野

村
大

字
牛

頚
耕

地
整

理
地

区
確

定
図

〔
明

治
〕

縮
尺

6
0
0
分

の
１

の
図

面
切

紙

23
7

20
9

領
収

書
昭

和
1
0
年

5
月

1
6
日

福
岡

財
務

出
張

所
書

記
白

木
善

次
髙

原
季

雄
殿

「
金

７
円

9
1
銭

也
」
　

の
領

収
書

　
但

し
伊

藤
栄

次
郎

所
有

の
土

地
の

公
売

代
金

竪
紙

23
8

21
0

〔
覚

〕
明

治
4
0
年

伊
藤

八
郎

ほ
か

関
保

太
殿

船
越

商
店

酒
代

金
・
受

取
証

・
投

票
心

得
な

ど
の

綴
り

綴

23
9

21
1

〔
領

収
書

〕
〔
昭

和
〕
８

月
3
0
日

花
田

房
吉

関
保

太
様

「
金

３
円

7
0
銭

」
の

領
収

書
切

紙

24
0

21
2

記
〔
明

治
〕
3
8
年

1
2
月

3
0
日

酒
と

菓
子

の
明

細
切

紙

24
1

21
3

村
方
ゟ

答
之

覚
丑

２
月

2
1
日

唐
山

御
仕

組
・
唐

山
松

の
木

・
御

年
貢

蔵
・
御

證
文

山
立

木
伐

採
の

件
に

つ
い

て
の

詳
細

切
継

４
枚

継

24
2

21
4

〔
書

状
〕

午
１

月
1
8
日

　
旧

1
1
月

2
8
日

田
中

盛
平

髙
原

善
造

様
明

春
の

御
出

米
代

金
納

方
・
差

引
総

目
録

の
件

綴

24
3

21
5

〔
和

歌
一

首
〕

〔
大

正
〕

瀬
泥

彦
高

原
大

人
を

と
ふ

ら
ひ

侍
り

て
和

歌
１

首
短

冊

24
4

21
6

〔
触

売
り

に
つ

い
て

の
達

〕
〔
江

戸
〕

藪
　

弥
三

郎
郡

々
に

入
込

の
振

売
り

の
者

は
免

札
を

渡
す

様
に

な
っ

て
い

る
が

近
年

乱
れ

て
い

る
の

は
村

役
の

落
度

で
あ

る
　

定
法

の
通

り
に

心
得

る
よ

う
の

御
達

切
紙

福岡県立図書館調査分 №216～229
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

23
0

20
2

覚
書

〔
土

地
売

却
〕

〔
明

治
3
6
年

以
降

〕
土

地
売

買
に

関
す

る
覚

書
　

明
治

元
年

屋
敷

原
　

明
治

3
3
年

王
城

山
な

ど
だ

が
詳

細
は

不
明

切
紙

23
1

20
3

保
証

書
昭

和
9
年

6
月

7
日

保
証

人
　

豊
島

虎
吉

同
　

　
　

　
長

谷
尾

冨
太

髙
原

美
寛

殿
抵

当
権

設
定

の
た

め
登

記
し

登
記

義
務

者
を

保
証

す
る

も
の

登
記

不
動

産
の

書
上

あ
り

竪
帳

23
2

20
4

土
地

抵
当

權
抹

消
登

記
申

請
書

昭
和

1
1
年

1
0
月

3
日

登
記

利
権

者
　

髙
原

美
寛

親
権

者
父

　
髙

原
悌

次
郎

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

「
三

立
金

融
合

名
会

社
」
に

対
す

る
債

務
に

付
い

た
抵

当
権

を
抹

消
　

　
物

件
の

土
地

・
山

林
の

書
上

あ
り

竪
帳

23
3

20
5

土
地

所
有

権
移

転
登

記
申

請
書

昭
和

1
1
年

1
0
月

3
日

売
主

　
髙

原
美

寛
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
売

買
に

よ
る

所
有

権
移

転
　

物
件

田
畑

の
書

上
あ

り
　

売
渡

証
も

一
緒

に
と

じ
込

み
あ

り
竪

帳

23
4

20
6

土
地

所
有

権
保

存
登

記
申

請
書

昭
和

6
年

2
月

2
3
日

申
請

人
　

舩
越

麻
吉

代
理

人
　

豊
島

乕
吉

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

所
有

権
保

存
の

た
め

の
登

記
　

字
深

町
の

　
「
田

２
反

４
畝

歩
」

竪
帳

23
5

20
7

土
地

分
筆

登
記

申
請

書
昭

和
1
1
年

1
0
月

3
日

申
請

人
　

髙
原

悌
次

郎
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
土

地
分

筆
登

記
の

た
め

の
申

請
書

 ４
紙

 分
筆

前
の

土
地

書
上

げ
 ５

紙
　

土
地

台
帳

謄
本

２
紙

を
こ

よ
り

で
一

括
竪

帳

23
6

20
8

福
岡

県
筑

紫
郡

大
野

村
大

字
牛

頚
耕

地
整

理
地

区
確

定
図

〔
明

治
〕

縮
尺

6
0
0
分

の
１

の
図

面
切

紙

23
7

20
9

領
収

書
昭

和
1
0
年

5
月

1
6
日

福
岡

財
務

出
張

所
書

記
白

木
善

次
髙

原
季

雄
殿

「
金

７
円

9
1
銭

也
」
　

の
領

収
書

　
但

し
伊

藤
栄

次
郎

所
有

の
土

地
の

公
売

代
金

竪
紙

23
8

21
0

〔
覚

〕
明

治
4
0
年

伊
藤

八
郎

ほ
か

関
保

太
殿

船
越

商
店

酒
代

金
・
受

取
証

・
投

票
心

得
な

ど
の

綴
り

綴

23
9

21
1

〔
領

収
書

〕
〔
昭

和
〕
８

月
3
0
日

花
田

房
吉

関
保

太
様

「
金

３
円

7
0
銭

」
の

領
収

書
切

紙

24
0

21
2

記
〔
明

治
〕
3
8
年

1
2
月

3
0
日

酒
と

菓
子

の
明

細
切

紙

24
1

21
3

村
方
ゟ

答
之

覚
丑

２
月

2
1
日

唐
山

御
仕

組
・
唐

山
松

の
木

・
御

年
貢

蔵
・
御

證
文

山
立

木
伐

採
の

件
に

つ
い

て
の

詳
細

切
継

４
枚

継

24
2

21
4

〔
書

状
〕

午
１

月
1
8
日

　
旧

1
1
月

2
8
日

田
中

盛
平

髙
原

善
造

様
明

春
の

御
出

米
代

金
納

方
・
差

引
総

目
録

の
件

綴

24
3

21
5

〔
和

歌
一

首
〕

〔
大

正
〕

瀬
泥

彦
高

原
大

人
を

と
ふ

ら
ひ

侍
り

て
和

歌
１

首
短

冊

24
4

21
6

〔
触

売
り

に
つ

い
て

の
達

〕
〔
江

戸
〕

藪
　

弥
三

郎
郡

々
に

入
込

の
振

売
り

の
者

は
免

札
を

渡
す

様
に

な
っ

て
い

る
が

近
年

乱
れ

て
い

る
の

は
村

役
の

落
度

で
あ

る
　

定
法

の
通

り
に

心
得

る
よ

う
の

御
達

切
紙

福岡県立図書館調査分 №230～244
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

24
5

21
7

〔
書

状
〕

〔
明

治
〕
1
5
年

２
月

田
中

盛
平

髙
原

善
造

様
酎

口
御

製
の

た
め

の
酒

粕
2
0
0
斤

に
つ

い
て

の
相

談
罫

紙

24
6

21
8

赤
貧

者
戸

数
割

免
除

規
定

村
税

・
戸

数
割

を
免

除
す

る
時

の
規

定
　

第
１

条
か

ら
３

条
ま

で
　

不
治

の
病

・
家

計
を

助
け

る
者

な
き

時
な

ど
罫

紙

24
7

21
9

〔
覚

〕
役

場
書

記
　

山
上

禧
輔

「
山

上
禧

輔
」
　

と
「
村

上
喜

三
郎

」
　

の
辞

職
の

件
罫

紙

24
8

22
0

〔
絵

図
〕

絵
図

面
　

官
林

切
跡

　
善

市
の

田
　

善
造

分
田

畑
・
山

林
切

紙

24
9

22
1

〔
書

状
〕

1
月

1
9
日

森
山

□
二

高
原

善
造

殿
役

場
名

称
は

出
来

な
い

が
有

志
総

代
の

名
前

は
　

「
有

志
総

代
原

久
吉

・
森

山
千

代
吉

」
で

配
達

し
て

く
だ

さ
い

切
紙

25
0

22
2

〔
書

状
〕

大
阪

に
て

一
別

後
の

近
況

報
告

　
後

欠
切

紙

25
1

22
3

〔
覚

〕
金

銭
の

村
内

戸
数

割
　

「
金

百
三

十
二

円
」
の

内
訳

書
上

竪
紙

25
2

22
4

〔
覚

〕
前

欠
、

後
欠

の
た

め
詳

細
は

不
明

で
あ

る
が

　
材

木
伐

採
に

つ
い

て
の

報
告

か
切

紙

25
3

22
5

證
文

之
事

「
六

銭
弐

百
目

」
　

藪
１

か
所

永
代

売
渡

代
金

　
後

欠
の

た
め

詳
細

不
明

切
紙

25
4

22
6

拙
者

抱
畠

質
物

ニ
召

置
借

用
仕

米
之

事
米

５
俵

借
用

に
つ

い
て

で
あ

る
が

後
欠

の
た

め
詳

細
不

明
切

紙

25
5

22
7

〔
証

文
之

事
〕

天
保

７
年

申
４

月
藪

主
　

文
助

受
人

　
惣

吉
庄

屋
　

忍
平

殿
前

欠
の

た
め

詳
細

不
明

切
紙

25
6

22
8

〔
証

文
之

事
〕

〔
慶

応
元

年
1
2
月

〕
組

頭
　

正
右

衛
門

庄
屋

　
謙

次
郎

善
一

郎
殿

前
欠

の
た

め
詳

細
不

明
切

紙

25
7

22
9

文
次

紺
屋

薗
畠

質
入

証
文

壱
通

安
永

1
0
年

巳
1
0
月

包
紙

の
み

切
紙

25
8

23
0

罹
災

ニ
付

木
屋

掛
料

農
具

料
拝

借
願

布
達

農
具

料
拝

借
願

　
表

紙
の

み
罫

紙

25
9

23
1

〔
墓

配
置

図
〕

明
治

3
5
年

寅
７

月
2
9
日

写
髙

原
善

造
美

寛
正

栄
寺

墓
地

の
配

置
図

　
他

に
関

連
図

面
６

枚
一

括
切

紙

26
0

23
2

解
決

書
昭

和
1
2
年

1
0
月

2
0
日

講
会

代
表

者
　

的
野

治
三

郎
髙

原
悌

次
郎

講
会

の
債

務
不

履
行

に
つ

い
て

の
解

決
書

罫
紙

福岡県立図書館調査分 №245～260
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

26
1

23
3

土
地

所
抵

当
権

抹
消

登
記

申
請

書
昭

和
1
4
年

8
月

1
1
日

代
人

　
武

石
仙

吉
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
髙

原
悌

次
郎

よ
り

債
権

者
三

立
金

融
合

名
会

社
に

対
す

る
債

権
　

額
面

2
,5

0
0
円

の
抵

当
権

抹
消

登
記

綴

26
2

23
4

預
り

証
昭

和
1
3
年

6
月

4
日

宇
美

町
　

臼
井

新
祐

髙
原

悌
次

郎
殿

土
地

売
買

残
金

5
2
円

の
預

り
証

罫
紙

26
3

23
5

〔
売

買
契

約
書

〕
昭

和
1
4
年

6
月

2
2
日

白
木

半
五

郎
髙

原
悌

次
郎

乙
金

1
1
5
4
番

地
の

山
林

１
町

６
畝

の
売

買
に

関
す

る
条

項
で

あ
る

が
前

欠
で

あ
る

綴

26
4

23
6

不
動

産
競

売
手

続
開

始
決

定
昭

和
1
2
年

5
月

2
8
日

髙
原

悌
次

郎
太

田
透

　
他

２
名

福
岡

区
裁

判
所

判
事

　
奥

野
義

兼
不

動
産

競
売

の
た

め
の

手
続

き
　

裁
判

所
は

該
不

動
産

の
競

売
手

続
き

開
始

　
別

に
物

件
目

録
１

紙
あ

り
綴

26
5

23
7

有
體

動
産

差
押

調
書

昭
和

1
0
年

1
1
月

1
6
日

武
石

銀
行

武
石

政
右

衛
門

髙
原

悌
次

郎
請

求
金

額
の

内
訳

書
上

げ
　

そ
の

他
差

し
押

え
保

留
の

事
情

な
ど

あ
り

竪
帳

26
6

23
8

有
体

動
産

差
押

調
書

昭
和

1
0
年

1
1
月

1
6
日

武
石

銀
行

武
石

政
右

衛
門

舟
越

善
次

郎
請

求
金

額
の

内
訳

書
上

げ
　

そ
の

他
差

し
押

え
保

留
事

情
も

あ
り

竪
帳

26
7

23
9

保
証

書
昭

和
6
年

2
月

1
6
日

保
証

人
　

豊
島

虎
吉

長
谷

尾
冨

太
土

地
抵

当
権

設
定

の
た

め
の

保
証

書
　

物
件

の
書

上
あ

り
竪

帳

26
8

24
0

保
証

書
昭

和
7
年

5
月

1
4
日

保
証

人
　

豊
島

虎
吉

長
谷

尾
冨

太
土

地
抵

当
権

設
定

の
た

め
の

保
証

書
　

物
件

の
田

畑
書

上
あ

り
竪

帳

26
9

24
1

金
借

用
証

昭
和

5
年

5
月

5
日

借
用

主
　

船
越

善
次

郎
連

帯
借

用
主

　
髙

原
悌

次
郎

矢
野

与
十

郎
殿

「
金

六
百

円
也

」
の

借
用

書
　

昭
和

５
年

1
2
月

2
0
日

返
済

の
約

定
竪

紙

27
0

24
2

保
証

書
昭

和
6
年

2
月

1
6
日

保
証

人
　

豊
島

虎
吉

長
谷

尾
冨

太
土

地
抵

当
権

設
定

の
た

め
の

登
記

　
物

件
の

書
上

あ
り

竪
帳

27
1

24
3

物
件

目
録

大
野

村
大

字
乙

金
　

田
地

・
山

林
な

ど
髙

原
悌

次
郎

所
有

の
不

動
産

の
書

上
竪

帳

27
2

24
4

受
取

証
昭

和
1
4
年

7
月

4
日

株
式

会
社

御
笠

銀
行

髙
原

悌
次

郎
殿

「
金

百
円

也
」
の

受
取

書
　

抵
当

金
設

定
金

借
用

証
書

・
抵

当
物

件
・
登

記
簿

抄
本

の
添

付
あ

り
竪

帳

27
3

24
5

髙
原

悌
次

郎
氏

計
算

書
年

月
日

不
詳

八
尋

善
右

衛
門

〔
髙

原
悌

次
郎

〕
共

栄
講

掛
金

及
び

登
記

そ
の

他
の

立
替

金
の

計
算

書
竪

紙

27
4

24
6

土
地

表
示

更
正

登
記

申
請

昭
和

6
年

2
月

2
3
日

船
越

栄
七

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

耕
地

整
理

に
因

る
乙

金
字

牟
田

の
内

9
5
番

地
の

１
の

田
１

反
７

畝
2
5
歩

の
土

地
の

更
正

登
記

申
請

竪
帳

福岡県立図書館調査分 №261～274
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

27
5

24
7

賣
渡

証
昭

和
2
年

1
0
月

3
1
日

売
主

　
伊

藤
利

吉
髙

原
金

七
殿

通
り

谷
１

反
４

畝
2
9
歩

の
田

と
毛

所
６

畝
1
0
歩

の
田

の
売

渡
書

竪
帳

27
6

24
8

土
地

表
示

更
正

登
記

申
請

昭
和

6
年

2
月

2
3
日

申
請

人
　

髙
原

悌
次

郎
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
盗

原
1
0
5
3
番

地
の

１
の

畑
１

反
６

畝
2
1
歩

の
更

正
申

請
書

竪
帳

27
7

24
9

借
用

証
書

昭
和

5
年

9
月

8
日

髙
原

悌
次

郎
松

岡
定

太
郎

様
「
1
,3

0
0
円

也
」
の

借
用

証
書

竪
紙

27
8

25
0

計
算

書
〔
昭

和
８

年
頃

〕
債

権
者

　
法

定
代

理
人

武
石

政
右

衛
門

貸
金

・
立

替
金

の
計

算
書

明
細

竪
紙

27
9

25
1

計
算

書
〔
昭

和
1
0
年

頃
〕

債
権

者
代

理
人

武
石

政
右

衛
門

「
合

計
金

1
5
3
円

8
8
銭

也
」
の

貸
金

・
立

替
金

の
計

算
書

竪
紙

28
0

25
2

計
算

書
昭

和
3
年

1
1
月

1
3
日

株
式

会
社

御
笠

銀
行

髙
原

悌
次

郎
殿

「
合

計
金

1
,5

0
0
也

」
の

貸
金

及
び

利
息

・
立

替
金

の
計

算
書

の
明

細
竪

紙

28
1

25
3

仮
領

収
証

昭
和

8
年

1
1
月

2
1
日

武
石

銀
行

武
石

政
右

衛
門

松
岡

定
太

郎
殿

「
金

5
5
円

也
」
の

仮
領

収
書

　
但

し
債

務
者

松
岡

定
太

郎
に

係
る

有
体

動
産

強
制

執
行

事
件

の
弁

済
金

の
詳

細
不

明
の

為
竪

紙

28
2

25
4

訴
訟

費
用

額
確

定
決

定
昭

和
8
年

1
1
月

1
日

福
岡

区
裁

判
所

判
事

　
水

町
新

三
髙

原
悌

次
郎

　
他

１
名

訴
訟

費
用

決
定

書
及

び
諸

費
用

計
算

書
上

竪
帳

28
3

25
5

計
算

書
昭

和
8
年

1
1
月

1
6
日

武
石

政
右

衛
門

訴
訟

費
用

そ
の

他
計

4
9
円

3
7
銭

の
内

訳
書

上
竪

紙

28
4

25
6

計
算

書
書

記
料

印
紙

代
・
出

頭
日

当
・
送

達
料

そ
の

他
費

用
項

目
と

金
額

の
書

上
げ

　
合

計
4
1
円

2
5
銭

竪
帳

28
5

25
7

金
借

用
證

書
昭

和
9
年

6
月

7
日

債
権

者
　

香
月

弥
作

三
立

金
融

合
名

会
社

殿
金

2
,5

0
0
円

の
借

用
証

書
　

抵
当

物
件

の
書

上
も

あ
る

竪
帳

28
6

25
8

所
有

権
移

転
登

記
申

請
書

大
正

3
年

9
月

6
日

髙
原

悌
次

郎
・
季

雄
・
美

久
永

井
百

代
福

岡
区

裁
判

所
二

日
市

出
張

所
御

中
遺

産
相

続
に

付
土

地
の

所
有

権
移

転
登

記
　

不
動

産
価

格
5
5
0
円

竪
帳

28
7

25
9

〔
封

筒
〕

〔
昭

和
５

年
〕

領
収

書
を

入
れ

て
お

い
た

封
筒

の
よ

う
で

あ
る

が
中

味
は

な
い

封
筒

28
8

26
0

〔
封

筒
〕

〔
昭

和
〕

領
収

書
が

入
っ

て
い

た
封

筒
封

筒

28
9

26
1

〔
畑

地
坪

数
書

上
〕

年
月

日
不

詳
畑

４
反

５
畝

1
0
歩

の
地

目
変

更
に

か
か

わ
る

実
測

図
竪

紙

29
0

26
2

〔
借

金
利

子
計

算
書

〕
年

月
日

不
詳

借
金

利
子

計
算

書
竪

紙

N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

29
1

26
3

〔
覚

書
〕

年
月

日
不

詳
役

場
の

メ
モ

か
竪

紙

29
2

26
4

〔
覚

〕
預

り
金

明
細

竪
紙

29
3

26
5

〔
覚

〕
〔
明

治
～

大
正

〕
預

金
利

子
の

計
算

か
　

ア
サ

分
・
カ

ネ
分

・
保

太
分

・
シ

マ
分

な
ど

あ
る

切
紙

29
4

26
6

〔
絵

図
〕

共
栄

講
・
宇

美
信

用
・
三

立
金

融
等

の
番

地
記

載
竪

紙

29
5

26
7

題
一

絃
栞

漢
詩

１
編

切
紙

29
6

26
8

〔
漢

詩
〕

漢
詩

１
編

切
紙

29
7

26
9

〔
覚

〕
種

松
の

件
　

前
欠

、
後

欠
で

詳
細

不
明

切
紙

29
8

27
0

〔
覚

〕
寄

付
金

か
何

か
の

氏
名

と
金

額
の

書
上

竪
帳

29
9

27
1

〔
覚

〕
栗

ち
ぎ

り
の

人
数

な
ど

横
折

30
0

27
2

〔
覚

〕
〔
1
2
月

1
8
日

〕
米

銭
渡

し
の

記
録

横
折

30
1

27
3

永
代

売
渡

証
文

之
事

安
政

５
年

午
1
2
月

売
主

　
源

助
請

人
　

惣
作

　
半

助
善

一
郎

殿
猪

ノ
坂

　
下

々
畠

８
畝

を
米

1
2
俵

で
永

代
に

売
渡

し
た

証
文

切
継

２
枚

継

30
2

27
4

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
乍

恐
御

願
申

上
候

事
〔
江

戸
〕

後
欠

　
「
大

束
百

五
拾

把
」
以

外
は

不
明

切
紙

30
3

27
5

〔
田

・
山

林
調

査
〕

田
・
山

林
の

字
名

・
番

地
・
持

ち
主

の
記

録
　

総
計

５
町

６
反

７
畝

2
5
歩

　
1
7
,0

3
5
坪

切
紙

30
4

27
6

覚
「
地

租
付

加
」
「
特

別
地

税
」
「
特

別
地

租
」
等

の
調

査
　

姓
名

・
場

所
・
〔
金

額
〕
　

の
書

上
げ

竪
紙

30
5

27
7

〔
賞

状
〕

大
正

４
年

１
月

玉
緒

会
髙

原
善

造
昨

年
中

出
詠

満
勤

の
た

め
短

冊
賞

の
授

与
の

賞
状

切
紙

30
6

27
8

終
身

會
友

證
大

正
3
年

1
1
月

1
9
日

中
央

歌
文

会
髙

原
善

造
殿

「
終

身
会

友
」
　

の
証

　
「
終

第
3
0
8
号

」
切

紙

30
7

27
9

〔
覚

〕
大

正
3
年

1
月

1
8
日

玉
緒

会
髙

原
善

造
昨

年
中

出
詠

皆
勤

に
付

短
冊

2
0
枚

を
賞

と
し

て
授

与
す

る
の

状
切

紙

福岡県立図書館調査分 №275～290
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

29
1

26
3

〔
覚

書
〕

年
月

日
不

詳
役

場
の

メ
モ

か
竪

紙

29
2

26
4

〔
覚

〕
預

り
金

明
細

竪
紙

29
3

26
5

〔
覚

〕
〔
明

治
～

大
正

〕
預

金
利

子
の

計
算

か
　

ア
サ

分
・
カ

ネ
分

・
保

太
分

・
シ

マ
分

な
ど

あ
る

切
紙

29
4

26
6

〔
絵

図
〕

共
栄

講
・
宇

美
信

用
・
三

立
金

融
等

の
番

地
記

載
竪

紙

29
5

26
7

題
一

絃
栞

漢
詩

１
編

切
紙

29
6

26
8

〔
漢

詩
〕

漢
詩

１
編

切
紙

29
7

26
9

〔
覚

〕
種

松
の

件
　

前
欠

、
後

欠
で

詳
細

不
明

切
紙

29
8

27
0

〔
覚

〕
寄

付
金

か
何

か
の

氏
名

と
金

額
の

書
上

竪
帳

29
9

27
1

〔
覚

〕
栗

ち
ぎ

り
の

人
数

な
ど

横
折

30
0

27
2

〔
覚

〕
〔
1
2
月

1
8
日

〕
米

銭
渡

し
の

記
録

横
折

30
1

27
3

永
代

売
渡

証
文

之
事

安
政

５
年

午
1
2
月

売
主

　
源

助
請

人
　

惣
作

　
半

助
善

一
郎

殿
猪

ノ
坂

　
下

々
畠

８
畝

を
米

1
2
俵

で
永

代
に

売
渡

し
た

証
文

切
継

２
枚

継

30
2

27
4

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
乍

恐
御

願
申

上
候

事
〔
江

戸
〕

後
欠

　
「
大

束
百

五
拾

把
」
以

外
は

不
明

切
紙

30
3

27
5

〔
田

・
山

林
調

査
〕

田
・
山

林
の

字
名

・
番

地
・
持

ち
主

の
記

録
　

総
計

５
町

６
反

７
畝

2
5
歩

　
1
7
,0

3
5
坪

切
紙

30
4

27
6

覚
「
地

租
付

加
」
「
特

別
地

税
」
「
特

別
地

租
」
等

の
調

査
　

姓
名

・
場

所
・
〔
金

額
〕
　

の
書

上
げ

竪
紙

30
5

27
7

〔
賞

状
〕

大
正

４
年

１
月

玉
緒

会
髙

原
善

造
昨

年
中

出
詠

満
勤

の
た

め
短

冊
賞

の
授

与
の

賞
状

切
紙

30
6

27
8

終
身

會
友

證
大

正
3
年

1
1
月

1
9
日

中
央

歌
文

会
髙

原
善

造
殿

「
終

身
会

友
」
　

の
証

　
「
終

第
3
0
8
号

」
切

紙

30
7

27
9

〔
覚

〕
大

正
3
年

1
月

1
8
日

玉
緒

会
髙

原
善

造
昨

年
中

出
詠

皆
勤

に
付

短
冊

2
0
枚

を
賞

と
し

て
授

与
す

る
の

状
切

紙

福岡県立図書館調査分 №291～307
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

30
8

28
0

売
却

決
定

通
知

書
昭

和
1
0
年

5
月

1
6
日

福
岡

県
書

記
　

白
木

善
次

髙
原

季
雄

殿
大

野
村

大
字

乙
金

8
2
5
番

地
の

土
地

を
売

却
し

土
地

県
税

に
当

て
る

通
知

竪
紙

30
9

28
1

売
渡

書
昭

和
1
3
年

1
月

2
4
日

髙
原

悌
次

郎
代

人
高

木
　

末
重

石
井

様
唐

山
の

畑
約

5
0
坪

を
7
5
円

で
売

り
渡

し
た

書
便

箋

31
0

28
2

競
落

許
可

決
定

昭
和

8
年

1
月

2
3
日

福
岡

区
裁

判
所

判
事

　
水

町
新

三
髙

原
美

寛
不

動
産

の
競

落
許

可
通

知
書

　
物

件
目

録
あ

り
竪

帳

31
1

28
3

土
地

所
有

權
移

転
登

記
囑

託
書

昭
和

1
2
年

7
月

1
2
日

登
記

権
利

者
　

髙
原

悌
次

郎
財

産
管

理
者

　
山

上
高

太
郎

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

登
記

権
利

者
髙

原
悌

次
郎

の
土

地
の

所
有

権
移

転
登

記
嘱

託
書

竪
帳

31
2

28
4

賣
渡

證
大

正
1
1
年

2
月

3
日

売
主

　
船

越
末

吉
髙

原
善

市
郎

殿
王

城
山

の
山

林
２

反
８

畝
７

歩
の

売
渡

書
竪

帳

31
3

28
5

土
地

売
渡

証
大

正
4
年

1
1
月

2
5
日

売
渡

人
　

髙
原

昌
一

郎
髙

原
善

造
殿

古
野

の
山

林
及

び
田

の
売

渡
書

竪
帳

31
4

28
6

土
地

賣
渡

証
明

治
4
1
年

3
月

2
4
日

売
渡

人
　

伊
藤

竹
次

郎
髙

原
達

太
郎

殿
上

唐
山

の
田

・
畑

・
山

林
計

５
筆

の
売

渡
証

竪
帳

31
5

28
7

土
地

賣
買

契
約

書
昭

和
1
1
年

6
月

2
5
日

売
渡

人
　

花
田

貞
吉

買
受

人
　

髙
原

悌
次

郎
古

野
の

山
林

１
反

歩
の

売
買

契
約

書
竪

帳

31
6

28
8

不
動

産
分

割
證

大
正

9
年

1
0
月

3
日

関
　

円
次

郎
　

他
１

０
名

髙
原

善
市

郎
殿

王
城

山
の

山
林

２
反

８
畝

７
歩

の
分

割
譲

渡
証

竪
帳

31
7

28
9

土
地

所
有

權
移

轉
登

記
囑

託
書

昭
和

7
年

1
2
月

1
日

税
務

署
長

　
岡

部
周

太
郎

福
岡

区
裁

判
所

二
日

市
出

張
所

御
中

登
記

権
利

者
髙

原
悌

次
郎

の
土

地
所

有
権

移
転

登
記

嘱
託

書
竪

紙

31
8

29
0

玉
緒

会
各

評
歌

〔
大

正
期

〕
〔
玉

緒
会

会
員

〕
短

歌
会

の
歌

集
評

歌
　

袋
入

2
5
点

程
　

善
蔵

・
謙

次
郎

・
里

水
・
富

次
郎

な
ど

の
名

あ
り

　
他

に
計

算
の

横
帳

と
書

簡
２

点
あ

り
切

紙

31
9

29
1

〔
表

彰
状

〕
大

正
４

年
１

月
玉

緒
会

髙
原

善
造

昨
年

中
成

績
高

点
に

付
「
万

年
毛

筆
」
を

授
与

す
る

と
い

う
賞

状
切

紙

32
0

29
2

感
謝

状
明

治
4
2
年

2
月

2
1
日

中
央

歌
文

会
髙

原
善

造
殿

本
会

の
隆

運
の

た
め

会
友

と
し

て
船

越
源

太
郎

氏
を

勧
誘

さ
れ

た
事

に
対

す
る

感
謝

状
切

紙

32
1

29
3

峰
腰

丑
８

月
善

造
料

紙
に

書
か

れ
た

歌
1
0
首

　
「
山

家
蚊

遣
」
「
橋

納
涼

」
「
朝

顔
」
な

ど
切

紙

32
2

29
4

〔
覚

〕
1
2
月

庄
屋

　
文

三
郎

組
頭

　
源

六
忍

平
殿

「
右

の
通

り
承

届
候

　
以

上
」
　

と
あ

り
　

前
欠

の
た

め
詳

細
不

明
切

紙

福岡県立図書館調査分 №308～322
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

32
3

29
5

〔
質

入
証

文
〕

寛
永

４
子

閏
２

月
７

日
借

主
　

文
次

証
人

　
利

七
善

四
郎

殿
米

６
俵

半
の

質
入

れ
証

文
　

前
欠

の
た

め
詳

細
不

明
切

紙

32
4

29
6

〔
漢

詩
〕

大
正

丙
辰

１
月

三
征

僧
鳳

雛
半

紙
に

書
か

れ
た

漢
詩

１
編

　
絵

入
り

で
あ

る
切

紙

32
5

29
7

〔
覚

〕
同

年
1
2
月

庄
屋

　
謙

次
郎

組
頭

　
源

市
・
正

右
衛

門
前

欠
で

詳
細

不
明

切
紙

32
6

29
8

〔
付

箋
紙

一
括

〕
断

簡
断

簡

32
7

29
9

〔
覚

〕
証

文
山

伐
採

返
答

書
に

関
す

る
金

銭
書

上
切

継
ぎ

7
枚

継

32
8

30
0

〔
担

保
目

録
控

〕
年

月
日

不
詳

担
保

物
件

の
控

・
地

名
・
地

番
・
坪

数
の

書
上

便
箋

32
9

30
1

神
拝

の
詞

年
月

日
不

詳
宮

城
・
神

宮
・
神

社
な

ど
を

拝
す

る
時

の
俳

詞
が

書
い

て
あ

る
折

本

33
0

30
2

詠
詩

水
城

の
和

歌
１

首
　

裏
打

ち
あ

り
切

紙

33
1

30
3

〔
佛

画
〕

仏
画

の
軸

ら
し

い
が

破
損

不
安

の
為

開
扉

で
き

ず
軸

33
2

30
4

祖
先

ニ
係

ル
書

類
明

治
2
4
年

丑
1
1
月

髙
原

善
造

美
寛

袋
の

み
袋

33
3

30
5

村
税

及
協

議
費

決
算

書
明

治
2
2
年

４
月

～
同

2
4

年
大

野
村

村
長

　
髙

原
善

造
明

治
2
2
年

～
2
4
年

大
野

村
村

税
収

支
決

算
　

同
一

番
学

区
教

育
費

収
支

決
算

の
綴

り
竪

帳

33
4

30
6

證
文

之
事

嘉
永

２
年

酉
1
2
月

田
主

　
卯

作
受

人
　

孫
四

郎
庄

屋
　

善
一

郎
殿

中
田

7
畝

1
2
歩

の
田

を
米

２
俵

１
斗

６
升

５
合

と
銭

1
5
2
匁

５
歩

に
て

質
入

れ
の

証
文

　
来

る
戌

よ
り

寅
ま

で
５

か
年

の
約

定
切

継
２

枚
継

33
5

30
7

質
入

証
文

之
事

天
保

1
3
年

1
2
月

畠
主

　
卯

助
受

人
　

源
六

忍
平

殿
下

々
畑

１
畝

2
6
歩

を
質

物
と

し
て

、
金

１
両

受
取

り
の

証
文

庄
屋

文
三

郎
の

奥
書

あ
り

切
紙

33
6

30
8

地
價

修
正

䑓
帳

及
名

寄
帳

調
整

費
〔
明

治
〕
2
3
年

１
月

「
地

価
修

正
台

帳
及

び
名

寄
帳

調
整

費
」
の

ほ
か

「
臨

時
衛

生
費

」
「
演

習
費

補
助

」
「
大

野
校

建
築

費
徴

収
表

」
な

ど
金

額
と

費
用

名
の

書
上

げ
　

明
治

2
4
年

の
分

も
合

綴
竪

帳

33
7

30
9

福
岡

盲
唖

教
師

川
辺

藤
助

氏
を

頌
す

盲
人

教
師

河
辺

藤
助

氏
を

讃
え

る
歌

竪
帳

福岡県立図書館調査分 №323～337
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N
o

史
料

番
号

表
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
　

成
  

・
  

発
　

給
宛

　
　

　
所

内
　

  
  

  
 　

容
形

　
態

33
8

31
0

〔
地

番
図

〕
田

又
は

畠
の

形
と

地
番

の
書

き
込

み
　

欄
外

に
「
字

日
の

浦
」

と
書

き
込

み
あ

り
　

川
又

は
溝

は
青

エ
ン

ピ
ツ

で
表

し
て

い
る

切
紙

33
9

31
1

坪
付

〔
昭

和
〕

髙
原

悌
次

郎
髙

原
家

所
有

の
田

の
地

番
・
反

別
・
地

価
・
付

口
な

ど
記

載
総

計
　

３
町

３
畝

７
歩

　
8
0
俵

３
分

５
厘

罫
紙

34
0

31
2

蔵
書

表
昭

和
３

年
９

月
〔
髙

原
悌

次
郎

〕
髙

原
家

所
蔵

和
本

類
目

録
綴

34
1

31
3

千
代

廼
屋

集
大

正
６

年
１

月
2
1
日

髙
原

朝
子

髙
原

善
造

の
一

周
忌

に
善

造
の

遺
詠

を
集

め
て

出
版

し
た

も
の

　
知

友
・
親

戚
の

歌
も

収
録

書
冊

７
部

福岡県立図書館調査分 №338～341
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

1
１ （
C

-
1
)

所
在

地
所

台
帳

明
治

3
0
年

１
月

髙
原

　
善

造
明

治
3
3
年

地
価

地
租

改
正

等
級

表
ほ

か
 田

の
部

・
畑

の
部

・
墓

地
の

部
・
秣

の
部

・
山

林
の

部
等

畝
高

書
上

2
２ （
Ｃ

-
２

）
地

方
税

以
下

受
拂

帳
〔
明

治
1
9
年

度
他

〕
1
9
年

度
前

期
地

方
税

地
租

割
そ

の
他

　
付

け
紙

多
数

3
３ （
Ｃ

-
４

）
答

辞
明

治
2
3
年

５
月

2
5
日

御
笠

郡
大

野
村

村
長

髙
原

善
造

尋
常

小
学

校
改

築
上

棟
式

の
祝

辞
に

対
す

る
答

辞

4
4
-
１

（
Ｃ

-
５

）
村

制
組

織
之

義
ニ

付
情

願
書

明
治

2
1
年

1
0
月

1
0
日

御
笠

郡
筒

井
村

人
民

惣
代

古
賀

與
八

　
他

２
５

名
那

珂
御

笠
席

田
郡

郡
長

郡
保

宗
殿

村
力

を
隆

盛
に

す
る

為
に

村
制

を
改

革
し

て
欲

し
い

と
の

請
願

書
竪

帳

5
4
-
２

（
Ｃ

-
５

）
村

制
組

織
之

義
ニ

付
答

申
書

明
治

2
1
年

1
0
月

1
0
日

御
笠

郡
筒

井
村

外
七

ヶ
村

戸
長

髙
原

善
造

（
印

）
那

珂
御

笠
席

田
郡

郡
長

郡
保

宗
殿

下
大

利
村

、
上

大
利

村
及

び
井

相
田

村
の

内
 字

雑
賞

隈
を

合
せ

新
村

組
織

の
請

願
理

由
に

つ
い

て
の

答
申

書
竪

帳

6
4
-
３

（
Ｃ

-
５

）
村

制
之

義
ニ

付
添

申
明

治
2
1
年

1
0
月

９
日

御
笠

郡
白

木
原

村
戸

長
代

理
筆

算
生

　
末

長
郁

次
（
印

）
那

珂
御

笠
席

田
郡

郡
長

郡
保

宗
殿

村
制

の
儀

に
付

い
て

の
意

見
書

の
添

申
書

竪
帳

7
4
-
４

（
Ｃ

-
５

）
村

制
ﾆ

依
リ

合
村

ノ
儀

ニ
付

意
見

書
明

治
2
1
年

1
0
月

御
笠

郡
白

木
原

村
人

民
惣

代
森

山
清

太
（
印

）
  

 外
６

名
那

珂
御

笠
席

田
郡

郡
長

郡
保

宗
殿

村
制

合
村

に
つ

い
て

の
意

見
書

竪
帳

8
５

-
１

（
Ｃ

-
６

）
卯

十
二

月
廿

九
日

夕
受

取
申

事
卯

1
2
月

2
9
日

1
4
人

分
人

別
金

銭
立

替
の

受
取

書
上

9
５

-
２

（
Ｃ

-
６

）
〔
覚

〕
〔
江

戸
〕
1
2
月

2
7
日

□
□

新
次

米
代

銭
御

渡
証

10
5
-
３

（
Ｃ

-
６

）
覚

〔
江

戸
〕
丑

1
2
月

水
城

　
半

次
乙

金
　

善
蔵

様
米

代
銭

差
引

算
用

書
上

11
５

-
４

（
Ｃ

-
６

）
〔
通

達
〕

〔
江

戸
〕
1
2
月

1
2
日

郡
代

役
所

（
印

）
庄

屋
　

善
蔵

殿
当

４
月

蔵
出

し
の

麦
・
粟

詰
替

え
囲

い
方

の
備

え
分

は
「
窮

民
備

え
」
　

と
称

す
る

12
5
-
５

（
Ｃ

-
６

）
〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
２

月
９

日
旅

人
の

死
去

に
つ

い
て

正
栄

寺
結

縁
の

儀
依

頼
の

件

13
5
-
６

（
Ｃ

-
６

）
〔
紙

袋
〕

天
保

９
年

戌
正

月
（
上

書
墨

書
）
「
天

保
九

年
戌

正
月

入
之

袋
養

育
備

銭
追

々
受

取
帳

」
袋

こ よ り で 一 括

切
紙

形
　

　
態

竪
帳

竪
帳

切
継

紙
（
３

枚
継

）

横
折

切
紙

切
紙

+
H

1
1
:I
1
2

切
継

紙
（
２

枚
継

）

同

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

1
1

大野城市史編さん室調査分 №１～13
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

14
5
-
７

（
Ｃ

-
６

）
養

育
備

銭
追

々
利

分
請

取
帳

文
政

５
年

午
1
1
月

日
付

と
銭

高
書

上
　

御
宮

備
銭

貸
付

の
部

も
あ

る
横

帳

15
5
-
８

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
天

保
1
4
年

正
月

乙
金

村
組

頭
源

六
（
印

）
　

作
次

（
印

）
同

村
庄

屋
　

文
三

郎
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

当
村

窮
民

備
え

銭
の

内
二

日
市

清
作

へ
貸

付
け

た
分

の
利

息
　

銭
2
0
0
目

の
内

1
0
0
目

を
貧

窮
の

者
共

５
名

へ
　

1
0
0
目

を
氏

神
様

の
屋

根
吹

き
替

料
に

と
の

評
儀

が
ま

と
ま

っ
た

こ
と

の
許

可
願

い

16
５

-
９

（
Ｃ

-
６

）
〔
現

穀
籾

御
仕

組
之

証
文

〕
寛

政
３

年
1
2
月

2
9
日

権
吉

　
甚

四
郎

　
次

介
　

孫
次

源
五

　
忠

介
　

　
文

三
　

 弥
平

孫
蔵

　
次

八
　

　
善

四
郎

庄
屋

　
善

四
郎

殿
組

頭
　

新
九

郎
殿

同
　

　
 源

三
殿

同
　

 　
十

作
殿

亥
年

よ
り

年
々

定
め

の
通

り
　

蔵
入

分
籾

1
7
俵

ま
た

は
銭

3
4
0

目
か

人
別

割
し

て
納

め
る

件

17
５

-
1
0

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
文

政
1
1
年

６
月

乙
金

村
組

頭
　

藤
四

郎
同

　
　

　
　

　
　

　
利

平
同

村
庄

屋
　

　
 善

蔵

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

凶
年

備
え

の
た

め
麦

5
0
俵

程
買

入
れ

置
き

た
い

の
で

　
備

え
銭

の
内

１
貫

目
御

渡
願

い
の

件

18
５

-
1
1

（
Ｃ

-
６

）
請

取
申

上
候

事
文

政
1
1
年

1
2
年

乙
金

村
庄

屋
　

善
作

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
奉

行
所

当
村

凶
年

備
銭

の
内

8
0
5
匁

７
分

７
厘

　
当

６
月

1
6
日

借
用

の
件

19
５

-
1
2

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
弘

化
５

年
正

月
乙

金
村

組
頭

　
源

六
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
庄

右
衛

門
（
印

）
同

庄
屋

　
　

　
　

善
一

郎
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

窮
民

備
え

の
利

銭
２

貫
目

を
貧

窮
の

者
共

へ
渡

し
度

く
お

願
い

の
件

20
５

-
1
3

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
文

政
1
2
年

２
月

乙
金

村
組

頭
　

次
右

衛
門

（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
庄

四
郎

（
印

）
同

庄
屋

　
　

　
　

善
蔵

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

当
村

の
凶

年
備

え
銭

を
当

春
2
4
軒

の
貧

窮
百

姓
の

者
共

へ
、

人
数

割
り

に
し

て
渡

し
た

い
と

の
願

い

21
５

-
1
4

（
Ｃ

-
６

）
〔
御

笠
郡

乙
金

村
〕
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
文

政
1
1
年

６
月

乙
金

村
組

頭
　

藤
四

郎
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
利

平
（
印

）
同

村
庄

屋
　

　
 善

蔵
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

凶
年

に
備

え
麦

５
０

俵
程

買
入

れ
置

き
度

く
、

備
え

銭
の

内
１

貫
目

お
渡

し
願

い
の

件

22
5
-
1
５

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
弘

化
２

年
２

月
乙

金
村

組
頭

　
源

六
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
正

右
衛

門
（
印

）
同

村
庄

屋
　

　
 文

三
郎

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

当
村

の
窮

民
備

銭
を

二
日

市
宿

の
清

作
に

貸
付

け
、

そ
の

利
銭

２
貫

目
を

窮
民

且
つ

牛
馬

損
失

の
者

共
へ

渡
し

度
く

、
お

願
い

の
件

23
６

-
１

（
Ｃ

-
８

）
子

年
和

助
給

銭
〔
江

戸
〕
子

年
　

　
外

子
年

 １
銭

３
０

貫
文

　
ほ

か
戌

年
・
亥

年
分

の
書

上
げ

及
び

内
訳

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

横
折

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
紙

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

封

1
2
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

14
5
-
７

（
Ｃ

-
６

）
養

育
備

銭
追

々
利

分
請

取
帳

文
政

５
年

午
1
1
月

日
付

と
銭

高
書

上
　

御
宮

備
銭

貸
付

の
部

も
あ

る
横

帳

15
5
-
８

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
天

保
1
4
年

正
月

乙
金

村
組

頭
源

六
（
印

）
　

作
次

（
印

）
同

村
庄

屋
　

文
三

郎
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

当
村

窮
民

備
え

銭
の

内
二

日
市

清
作

へ
貸

付
け

た
分

の
利

息
　

銭
2
0
0
目

の
内

1
0
0
目

を
貧

窮
の

者
共

５
名

へ
　

1
0
0
目

を
氏

神
様

の
屋

根
吹

き
替

料
に

と
の

評
儀

が
ま

と
ま

っ
た

こ
と

の
許

可
願

い

16
５

-
９

（
Ｃ

-
６

）
〔
現

穀
籾

御
仕

組
之

証
文

〕
寛

政
３

年
1
2
月

2
9
日

権
吉

　
甚

四
郎

　
次

介
　

孫
次

源
五

　
忠

介
　

　
文

三
　

 弥
平

孫
蔵

　
次

八
　

　
善

四
郎

庄
屋

　
善

四
郎

殿
組

頭
　

新
九

郎
殿

同
　

　
 源

三
殿

同
　

 　
十

作
殿

亥
年

よ
り

年
々

定
め

の
通

り
　

蔵
入

分
籾

1
7
俵

ま
た

は
銭

3
4
0

目
か

人
別

割
し

て
納

め
る

件

17
５

-
1
0

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
文

政
1
1
年

６
月

乙
金

村
組

頭
　

藤
四

郎
同

　
　

　
　

　
　

　
利

平
同

村
庄

屋
　

　
 善

蔵

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

凶
年

備
え

の
た

め
麦

5
0
俵

程
買

入
れ

置
き

た
い

の
で

　
備

え
銭

の
内

１
貫

目
御

渡
願

い
の

件

18
５

-
1
1

（
Ｃ

-
６

）
請

取
申

上
候

事
文

政
1
1
年

1
2
年

乙
金

村
庄

屋
　

善
作

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
奉

行
所

当
村

凶
年

備
銭

の
内

8
0
5
匁

７
分

７
厘

　
当

６
月

1
6
日

借
用

の
件

19
５

-
1
2

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
弘

化
５

年
正

月
乙

金
村

組
頭

　
源

六
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
庄

右
衛

門
（
印

）
同

庄
屋

　
　

　
　

善
一

郎
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

窮
民

備
え

の
利

銭
２

貫
目

を
貧

窮
の

者
共

へ
渡

し
度

く
お

願
い

の
件

20
５

-
1
3

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
文

政
1
2
年

２
月

乙
金

村
組

頭
　

次
右

衛
門

（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
庄

四
郎

（
印

）
同

庄
屋

　
　

　
　

善
蔵

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

当
村

の
凶

年
備

え
銭

を
当

春
2
4
軒

の
貧

窮
百

姓
の

者
共

へ
、

人
数

割
り

に
し

て
渡

し
た

い
と

の
願

い

21
５

-
1
4

（
Ｃ

-
６

）
〔
御

笠
郡

乙
金

村
〕
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
文

政
1
1
年

６
月

乙
金

村
組

頭
　

藤
四

郎
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
利

平
（
印

）
同

村
庄

屋
　

　
 善

蔵
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

凶
年

に
備

え
麦

５
０

俵
程

買
入

れ
置

き
度

く
、

備
え

銭
の

内
１

貫
目

お
渡

し
願

い
の

件

22
5
-
1
５

（
Ｃ

-
６

）
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
御

願
申

上
ル

事
弘

化
２

年
２

月
乙

金
村

組
頭

　
源

六
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
正

右
衛

門
（
印

）
同

村
庄

屋
　

　
 文

三
郎

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

当
村

の
窮

民
備

銭
を

二
日

市
宿

の
清

作
に

貸
付

け
、

そ
の

利
銭

２
貫

目
を

窮
民

且
つ

牛
馬

損
失

の
者

共
へ

渡
し

度
く

、
お

願
い

の
件

23
６

-
１

（
Ｃ

-
８

）
子

年
和

助
給

銭
〔
江

戸
〕
子

年
　

　
外

子
年

 １
銭

３
０

貫
文

　
ほ

か
戌

年
・
亥

年
分

の
書

上
げ

及
び

内
訳

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

横
折

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
紙

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

封

1
2

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

24
６

-
２

（
Ｃ

-
８

）
〔
備

忘
〕

〔
江

戸
〕

日
付

・
銭

高
の

書
上

　
中

途
に

丑
１

０
銭

と
あ

る
。

紙
背

に
も

文
字

あ
り

25
７ （
C

-
1
0
）

年
々

指
引

留
文

政
1
1
年

子
1
2
月

他
人

名
別

差
引

書
上

　
日

付
、

村
名

、
石

高
、

銭
高

等
あ

り

26
８ （
C

-
1
1
）

御
笠

郡
筑

紫
村

庄
屋

太
兵

衛
筒

井
村

庄
屋

役
之

節
難

渋
百

姓
御

上
納

末
進

取
替

分
捨

切
書

上
帳

弘
化

３
年

午
２

月
筑

紫
村

庄
屋

　
太

兵
衛

（
印

）
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

郡
代

御
役

所

天
保

９
年

戌
冬

　
筒

井
村

難
渋

百
姓

上
納

未
進

分
 貸

し
主

清
三

ほ
か

2
6
名

分
及

び
上

大
利

村
利

平
分

（
天

保
５

年
午

冬
）
　

合
計

米
2
0
1
俵

６
升

５
合

の
捨

切
り

の
明

細

27
９

-
１

（
C

-
1
2
）

井
堰

溜
池

書
上

帳
御

笠
郡

中
村

明
治

1
4
年

８
月

中
村

々
用

掛
白

壁
衛

三
（
印

）
御

笠
郡

中
村

の
水

掛
反

別
、

堰
の

規
模

、
溜

池
の

規
模

等
の

書
き

上
竪

帳

28
９

-
２

（
C

-
1
2
）

凶
荒

予
備

穀
取

扱
規

約
書

明
治

1
3
年

７
月

２
日

御
笠

郡
中

村
會

議
員

白
壁

又
六

郎
（
印

）
　

　
他

９
名

凶
荒

予
備

穀
取

扱
規

約
（
1
0
か

条
）

竪
帳

29
10 （
C

-
1
4
）

諸
案

文
文

久
２

壬
戌

春
３

月
乙

金
村

里
正

　
髙

原
謙

次
郎

組
頭

　
正

右
衛

門
 写

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

　
外

殞
牛

馬
の

届
そ

の
他

　
御

郡
役

所
な

ど
に

出
す

書
類

の
書

式
案

文
集

30
11 （
C

-
1
5
）

乙
金

村
山

善
四

郎
殿

受
分

下
受

仕
上

納
銭

拂
方

指
引

申
上

口
上

之
覚

寛
政

６
年

1
2
月

仲
村

　
兵

次
大

庄
屋

　
利

兵
衛

様
善

四
郎

殿
よ

り
受

分
の

上
納

銭
の

払
い

方
の

指
引

き
と

そ
の

経
緯

に
つ

い
て

の
説

明

31
12 （
C

-
1
6
）

〔
書

簡
〕

4
月

1
2
日

組
頭

　
岩

隈
正

助
庄

屋
　

善
四

郎
様

御
村

新
堤

願
い

の
件

及
び

川
浚

え
の

件
　

認
可

さ
れ

た
の

で
新

堤
・
古

堤
分

共
に

材
木

は
お

渡
し

し
ま

す

32
13 （
C

-
1
7
）

送
籍

証
明

治
1
3
年

９
月

2
1
日

他
席

田
郡

青
木

村
吉

村
　

嵐
　

他
御

笠
郡

乙
金

村
戸

長
御

中
縁

組
や

離
別

等
に

よ
る

戸
籍

の
移

動
の

証
（
送

籍
証

）
の

綴
り

33
14 （
C

-
1
8
）

石
陸

張
修

繕
之

儀
ニ

付
上

申
御

笠
郡

大
野

村
大

字
何

人
民

総
代

郡
長

殿
筒

井
・
山

田
両

大
字

共
同

井
堰

に
係

る
芋

田
石

陸
修

繕
に

関
し

、
他

よ
り

故
障

な
き

理
由

を
陳

述
　

（
下

書
き

か
）

34
1
5
-
１

（
C

-
1
9
）

犯
罪

書
御

笠
郡

乙
金

村
　

正
村

控
明

治
６

年
７

月
2
2
日

区
長

　
尾

江
逸

蔵
　

他
福

岡
県

令
立

木
兼

善
殿

党
民

一
揆

に
付

き
随

行
犯

罪
者

に
つ

い
て

の
書

上
げ

と
区

長
　

尾
江

逸
蔵

以
下

４
名

の
奥

書
竪

帳

35
1
5
-
２

（
C

-
1
9
）

待
罪

書
明

治
６

年
７

月
3
1
日

舟
越

孫
平

他
９

名
福

岡
県

令
立

木
兼

善
殿

明
治

６
年

６
月

下
旬

徒
党

の
上

、
放

火
乱

暴
を

し
た

こ
と

を
認

め
た

待
罪

書
　

副
戸

長
髙

原
善

蔵
　

関
忍

平
の

奥
書

あ
り

竪
帳

横
折

（
4
枚

）

竪
帳

切
継

紙
（
７

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

竪
帳

こ よ り で 一 括こ よ り で 一 括

横
帳

横
帳

竪
帳

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

1
3

大野城市史編さん室調査分 №24～35
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

36
16 （
C
-
2
0
）

〔
達
写
集
〕

天
保
８
年
６
月
７
日
　
他

公
儀
よ
り
の
通
達
写
し
集
　
菜
種
舟
輸
送
の
件
、
東
海
道
宿

人
馬
賃
銭
の
件
、
米
穀
高
値
に
関
す
る
旅
籠
銭
の
件
ほ
か

37
17 （
C
-
2
1
）

廿
四
年
度

教
育
費
支
出
受
取
証

〔
明
治
〕
2
4
年
８
月
3
1
日

他
村
長
　
髙
原
善
造
　
他

村
田
剛
四
郎
殿
　
他

金
銭
受
取
証
の
綴
り

38
1
8
-
１

（
C
-
2
2
）

決
議
録

〔
明
治
〕
1
5
年
下
期

1
6
年
下
期

1
5
年
下
期
と
1
6
年
下
期
の
決
議
案
を
包
ん
で
い
た
包
紙
か

39
1
8
-
２

（
C
-
2
2
）

〔
村
会
議
案
及
び
所
轄
連
合

會
日
誌
〕

明
治
1
5
年
1
2
月
1
6
日

筒
井
村
外
三
村
　
戸
長
役
場

前
半
　
1
5
年
度
下
期
　
第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
に
よ
る
諸

費
金
額
の
書
き
上
げ
と
説
明
／
後
半
　
「
所
轄
連
合
会
日
誌
」

明
治
1
5
年
1
2
月
1
6
日
分

40
1
8
-
３

（
C
-
2
2
）

十
六
年
度
下
期

村
費
決
議
録

筒
井
村
外
三
ヶ
村

〔
明
治
〕
1
6
年
度
下
期

第
１
号
議
案
～
第
４
号
議
案
に
よ
る
諸
費
金
額
の
書
上
と
説

明

41
19 （
C
-
2
3
）

国
有
原
野
下
戻
申
請
書

〔
明
治
〕

申
請
人
　
中
村
初
次

農
商
務
大
臣

曽
祢
荒
助
殿

申
請
書
の
下
書
か
　
申
請
の
目
的
・
事
実
・
理
由
・
立
証
な
ど

あ
る
外
に
農
商
務
大
臣
曽
根
荒
助
殿
宛
真
子
久
七
郎
　
他
３

名
差
出
し
の
国
有
林
下
戻
申
請
書
も
あ
る

42
20 （
C
-
2
4
）

御
笠
郡
乙
金
村
ヨ
リ
乍
恐
申

上
ル
事

嘉
永
７
年
７
月

乙
金
村
山
之
口
　
与
六
　
源
六

組
頭
　
忠
作
　
正
右
衛
門

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

７
月
１
２
日
薪
付
出
し
の
者
文
六
他
１
７
名
が
日
頃
根
払
い
を

し
て
い
る
證
文
山
の
材
木
・
薪
な
ど
紛
失
し
た
こ
と
へ
の
お
詫

び
　
ま
た
通
り
證
拠
の
不
所
持
は
認
め
る
が
　
お
渡
し
の
木
に

つ
い
て
は
疑
わ
し
き
こ
と
は
一
切
し
て
い
な
い
と
い
う
上
申
書

43
2
1
-
１

（
C
-
2
5
）

第
一
号

御
山
内
ヘ
松
杉
植
立
ノ
部

一
号
ヨ
リ
四
号
ニ
至
ル
　
控

〔
江
戸
〕

兼
て
村
中
申
合
せ
の
杉
苗
当
春
植
本
数
　
名
前
・
本
数
書
上

竪
帳

44
2
1
-
２

（
C
-
2
5
）

乙
金
村
杉
寸
志
植
書
上
帳

弘
化
２
年
巳
２
月

筒
井
乙
金
両
村
庄
屋
　
文
三
郎

仲
島
村
庄
屋
　
善
一
郎

午
よ
り
申
迄
３
か
年
の
植
立
本
数
、
人
名
書
上
　
卯
辰
両
年

寸
志
植
立
分
の
当
年
よ
り
申
年
迄
の
本
数
な
ど
　
杉
6
,1
0
0
本

松
4
,0
0
0
本

竪
帳

45
２
１
-
３

（
C
-
2
5
）

御
笠
郡
乙
金
村
ヨ
リ
指
出
ヲ

以
申
上
ル
事

天
保
1
2
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

当
村
御
山
へ
当
春
寸
志
植
（
2
,0
0
0
本
）
の
報
告
書

竪
帳

46
２
１
-
４

（
C
-
2
5
）

杉
苗
取
寄
控

弘
化
５
年
２
月
2
7
日

杉
苗
取
寄
の
本
数
人
名
書
上
　
合
計
4
,5
0
9
本

竪
帳

竪
帳

包
紙

竪
帳

竪
帳

切
継
紙
（
５
枚
継
）

竪
帳

竪
帳

こ よ り で 一 括

1
4

大野城市史編さん室調査分 №36～46
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

36
16 （
C
-
2
0
）

〔
達
写
集
〕

天
保
８
年
６
月
７
日
　
他

公
儀
よ
り
の
通
達
写
し
集
　
菜
種
舟
輸
送
の
件
、
東
海
道
宿

人
馬
賃
銭
の
件
、
米
穀
高
値
に
関
す
る
旅
籠
銭
の
件
ほ
か

37
17 （
C
-
2
1
）

廿
四
年
度

教
育
費
支
出
受
取
証

〔
明
治
〕
2
4
年
８
月
3
1
日

他
村
長
　
髙
原
善
造
　
他

村
田
剛
四
郎
殿
　
他

金
銭
受
取
証
の
綴
り

38
1
8
-
１

（
C
-
2
2
）

決
議
録

〔
明
治
〕
1
5
年
下
期

1
6
年
下
期

1
5
年
下
期
と
1
6
年
下
期
の
決
議
案
を
包
ん
で
い
た
包
紙
か

39
1
8
-
２

（
C
-
2
2
）

〔
村
会
議
案
及
び
所
轄
連
合

會
日
誌
〕

明
治
1
5
年
1
2
月
1
6
日

筒
井
村
外
三
村
　
戸
長
役
場

前
半
　
1
5
年
度
下
期
　
第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
に
よ
る
諸

費
金
額
の
書
き
上
げ
と
説
明
／
後
半
　
「
所
轄
連
合
会
日
誌
」

明
治
1
5
年
1
2
月
1
6
日
分

40
1
8
-
３

（
C
-
2
2
）

十
六
年
度
下
期

村
費
決
議
録

筒
井
村
外
三
ヶ
村

〔
明
治
〕
1
6
年
度
下
期

第
１
号
議
案
～
第
４
号
議
案
に
よ
る
諸
費
金
額
の
書
上
と
説

明

41
19 （
C
-
2
3
）

国
有
原
野
下
戻
申
請
書

〔
明
治
〕

申
請
人
　
中
村
初
次

農
商
務
大
臣

曽
祢
荒
助
殿

申
請
書
の
下
書
か
　
申
請
の
目
的
・
事
実
・
理
由
・
立
証
な
ど

あ
る
外
に
農
商
務
大
臣
曽
根
荒
助
殿
宛
真
子
久
七
郎
　
他
３

名
差
出
し
の
国
有
林
下
戻
申
請
書
も
あ
る

42
20 （
C
-
2
4
）

御
笠
郡
乙
金
村
ヨ
リ
乍
恐
申

上
ル
事

嘉
永
７
年
７
月

乙
金
村
山
之
口
　
与
六
　
源
六

組
頭
　
忠
作
　
正
右
衛
門

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

７
月
１
２
日
薪
付
出
し
の
者
文
六
他
１
７
名
が
日
頃
根
払
い
を

し
て
い
る
證
文
山
の
材
木
・
薪
な
ど
紛
失
し
た
こ
と
へ
の
お
詫

び
　
ま
た
通
り
證
拠
の
不
所
持
は
認
め
る
が
　
お
渡
し
の
木
に

つ
い
て
は
疑
わ
し
き
こ
と
は
一
切
し
て
い
な
い
と
い
う
上
申
書

43
2
1
-
１

（
C
-
2
5
）

第
一
号

御
山
内
ヘ
松
杉
植
立
ノ
部

一
号
ヨ
リ
四
号
ニ
至
ル
　
控

〔
江
戸
〕

兼
て
村
中
申
合
せ
の
杉
苗
当
春
植
本
数
　
名
前
・
本
数
書
上

竪
帳

44
2
1
-
２

（
C
-
2
5
）

乙
金
村
杉
寸
志
植
書
上
帳

弘
化
２
年
巳
２
月

筒
井
乙
金
両
村
庄
屋
　
文
三
郎

仲
島
村
庄
屋
　
善
一
郎

午
よ
り
申
迄
３
か
年
の
植
立
本
数
、
人
名
書
上
　
卯
辰
両
年

寸
志
植
立
分
の
当
年
よ
り
申
年
迄
の
本
数
な
ど
　
杉
6
,1
0
0
本

松
4
,0
0
0
本

竪
帳

45
２
１
-
３

（
C
-
2
5
）

御
笠
郡
乙
金
村
ヨ
リ
指
出
ヲ

以
申
上
ル
事

天
保
1
2
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

当
村
御
山
へ
当
春
寸
志
植
（
2
,0
0
0
本
）
の
報
告
書

竪
帳

46
２
１
-
４

（
C
-
2
5
）

杉
苗
取
寄
控

弘
化
５
年
２
月
2
7
日

杉
苗
取
寄
の
本
数
人
名
書
上
　
合
計
4
,5
0
9
本

竪
帳

竪
帳

包
紙

竪
帳

竪
帳

切
継
紙
（
５
枚
継
）

竪
帳

竪
帳

こ よ り で 一 括

1
4

大野城市史編さん室調査分 №47～58
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

59
31 （
C

-
3
6
）

唐
山

堤
下

水
論

一
件

萬
留

書
安

永
７

年
５

月
３

日
ふ

か
わ

田
持

中
助

次
　

　
源

助
　

　
又

市
　

　
喜

八
乙

金
村

　
新

九
郎

様
同

　
　

　
　

久
次

様
唐

山
堤

下
石

井
手

の
普

請
に

至
る

経
緯

と
ふ

か
わ

井
手

中
村

よ
り

堰
立

の
覚

え
　

（
表

紙
に

は
文

化
1
5
年

と
あ

る
）

60
32 （
C

-
3
7
）

乙
金

中
村

草
山

争
論

一
件

〔
寛

政
年

間
〕

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
　

他
仲

村
庄

屋
　

曽
平

殿
乙

金
，

中
村

、
草

山
争

い
に

つ
い

て
の

経
緯

に
関

す
る

書
き

物
を

ま
と

め
て

い
る

。
書

状
５

点
、

口
上

の
覚

３
点

他
が

綴
じ

ら
れ

て
い

る

61
33 （
C

-
3
8
）

曽
内

口
上

之
覚

文
政

1
1
子

ﾉ
７

月
曽

内
（
印

）
組

頭
衆

中
・
組

頭
取

衆
中

曽
内

父
子

間
の

争
論

に
つ

い
て

の
念

書

62
3
4
-
１

（
C

-
3
9
）

天
保

九
年

戌
正

月
 伊

七
紺

屋
園

畠
永

代
證

文
入

史
料

　
№

3
4
-
2
 と

 3
4
-
3
を

同
封

63
3
4
-
２

（
C

-
3
9
）

質
入

證
文

之
事

文
政

８
年

酉
1
2
年

畠
主

　
伊

七
（
印

）
請

人
　

伊
作

（
印

）
庄

屋
　

善
蔵

　
殿

こ
ん

や
そ

の
中

田
４

畝
1
8
歩

を
担

保
に

、
米

１
俵

半
、

代
7
6
匁

確
か

に
受

取
り

ま
し

た
　

来
戌

年
よ

り
寅

年
迄

５
か

年
の

間
お

受
持

下
さ

い

64
3
4
-
３

（
C

-
3
9
）

〔
永

代
賣

渡
証

文
〕

天
保

９
年

戌
正

月
伊

七
（
印

）
　

伊
三

郎
（
印

）
受

人
　

作
次

（
印

）
庄

屋
　

忍
平

　
殿

紺
屋

園
中

田
４

畝
1
8
歩

の
土

地
を

米
1
0
俵

２
斗

３
升

１
合

　
代

金
2
3
6
匁

３
分

に
て

永
代

売
渡

し
の

証
文

65
35 （
C

-
4
0
）

婦
人

會
草

稿
〔
明

治
〕
3
8
年

1
2
月

手
紙

草
稿

集
1
1
月

2
0
日

か
ら

５
月

1
5
日

ま
で

の
分

が
あ

る
葉

書
を

出
し

た
相

手
の

名
も

書
き

上
げ

て
い

る
　

作
成

は
髙

原
善

蔵
か

　
２

か
所

ほ
ど

署
名

あ
り

66
36 （
C

-
4
1
）

日
誌

明
治

2
1
年

1
1
月

1
1
日

役
員

の
決

議
録

　
委

員
３

名
　

村
田

剛
四

郎
　

河
波

宗
五

郎
白

壁
勝

右
衛

門
　

予
備

員
　

花
田

源
次

郎
　

会
計

委
員

　
草

壁
久

平

67
3
7
-
１

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
堤

底
樋

立
樋

當
冬

仕
調

諸
品

御
願

帳
文

政
５

年
６

月
上

大
利

村
組

頭
　

和
作

（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
　

次
六

（
印

）
同

村
庄

屋
　

　
善

四
郎

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

長
尾

谷
堤

底
樋

立
樋

取
り

替
の

た
め

の
材

料
書

上
げ

　
観

世
音

寺
村

庄
屋

　
善

作
、

向
佐

野
大

庄
屋

　
良

七
の

奥
書

あ
り

横
帳

68
3
7
-
２

（
C

-
4
2
）

御
笠

御
免

用
瓶

井
樋

仕
居

仕
廻

目
録

書
上

帳
文

政
５

年
３

月
上

大
利

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
　

　
　

次
六

　
和

作
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

免
方

御
役

所
瓶

井
樋

１
か

所
　

長
さ

２
間

６
歩

６
厘

　
７

寸
口

２
通

敷
　

３
月

５
日

工
事

完
了

の
報

告
横

帳

69
3
7
-
３

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
免

用
指

井
樋

并
操

掛
樋

来
春

仕
替

御
願

帳
文

政
４

年
６

月
上

大
利

村
庄

屋
　

善
四

郎
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

免
方

御
役

所
指

井
樋

１
か

所
操

掛
樋

１
か

所
の

材
料

　
板

・
釘

な
ど

及
び

大
工

人
数

書
上

横
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
紙

こ よ

封
筒

1
6
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

59
31 （
C

-
3
6
）

唐
山

堤
下

水
論

一
件

萬
留

書
安

永
７

年
５

月
３

日
ふ

か
わ

田
持

中
助

次
　

　
源

助
　

　
又

市
　

　
喜

八
乙

金
村

　
新

九
郎

様
同

　
　

　
　

久
次

様
唐

山
堤

下
石

井
手

の
普

請
に

至
る

経
緯

と
ふ

か
わ

井
手

中
村

よ
り

堰
立

の
覚

え
　

（
表

紙
に

は
文

化
1
5
年

と
あ

る
）

60
32 （
C

-
3
7
）

乙
金

中
村

草
山

争
論

一
件

〔
寛

政
年

間
〕

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
　

他
仲

村
庄

屋
　

曽
平

殿
乙

金
，

中
村

、
草

山
争

い
に

つ
い

て
の

経
緯

に
関

す
る

書
き

物
を

ま
と

め
て

い
る

。
書

状
５

点
、

口
上

の
覚

３
点

他
が

綴
じ

ら
れ

て
い

る

61
33 （
C

-
3
8
）

曽
内

口
上

之
覚

文
政

1
1
子

ﾉ
７

月
曽

内
（
印

）
組

頭
衆

中
・
組

頭
取

衆
中

曽
内

父
子

間
の

争
論

に
つ

い
て

の
念

書

62
3
4
-
１

（
C

-
3
9
）

天
保

九
年

戌
正

月
 伊

七
紺

屋
園

畠
永

代
證

文
入

史
料

　
№

3
4
-
2
 と

 3
4
-
3
を

同
封

63
3
4
-
２

（
C

-
3
9
）

質
入

證
文

之
事

文
政

８
年

酉
1
2
年

畠
主

　
伊

七
（
印

）
請

人
　

伊
作

（
印

）
庄

屋
　

善
蔵

　
殿

こ
ん

や
そ

の
中

田
４

畝
1
8
歩

を
担

保
に

、
米

１
俵

半
、

代
7
6
匁

確
か

に
受

取
り

ま
し

た
　

来
戌

年
よ

り
寅

年
迄

５
か

年
の

間
お

受
持

下
さ

い

64
3
4
-
３

（
C

-
3
9
）

〔
永

代
賣

渡
証

文
〕

天
保

９
年

戌
正

月
伊

七
（
印

）
　

伊
三

郎
（
印

）
受

人
　

作
次

（
印

）
庄

屋
　

忍
平

　
殿

紺
屋

園
中

田
４

畝
1
8
歩

の
土

地
を

米
1
0
俵

２
斗

３
升

１
合

　
代

金
2
3
6
匁

３
分

に
て

永
代

売
渡

し
の

証
文

65
35 （
C

-
4
0
）

婦
人

會
草

稿
〔
明

治
〕
3
8
年

1
2
月

手
紙

草
稿

集
1
1
月

2
0
日

か
ら

５
月

1
5
日

ま
で

の
分

が
あ

る
葉

書
を

出
し

た
相

手
の

名
も

書
き

上
げ

て
い

る
　

作
成

は
髙

原
善

蔵
か

　
２

か
所

ほ
ど

署
名

あ
り

66
36 （
C

-
4
1
）

日
誌

明
治

2
1
年

1
1
月

1
1
日

役
員

の
決

議
録

　
委

員
３

名
　

村
田

剛
四

郎
　

河
波

宗
五

郎
白

壁
勝

右
衛

門
　

予
備

員
　

花
田

源
次

郎
　

会
計

委
員

　
草

壁
久

平

67
3
7
-
１

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
堤

底
樋

立
樋

當
冬

仕
調

諸
品

御
願

帳
文

政
５

年
６

月
上

大
利

村
組

頭
　

和
作

（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
　

次
六

（
印

）
同

村
庄

屋
　

　
善

四
郎

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

長
尾

谷
堤

底
樋

立
樋

取
り

替
の

た
め

の
材

料
書

上
げ

　
観

世
音

寺
村

庄
屋

　
善

作
、

向
佐

野
大

庄
屋

　
良

七
の

奥
書

あ
り

横
帳

68
3
7
-
２

（
C

-
4
2
）

御
笠

御
免

用
瓶

井
樋

仕
居

仕
廻

目
録

書
上

帳
文

政
５

年
３

月
上

大
利

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
　

　
　

次
六

　
和

作
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

免
方

御
役

所
瓶

井
樋

１
か

所
　

長
さ

２
間

６
歩

６
厘

　
７

寸
口

２
通

敷
　

３
月

５
日

工
事

完
了

の
報

告
横

帳

69
3
7
-
３

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
免

用
指

井
樋

并
操

掛
樋

来
春

仕
替

御
願

帳
文

政
４

年
６

月
上

大
利

村
庄

屋
　

善
四

郎
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

免
方

御
役

所
指

井
樋

１
か

所
操

掛
樋

１
か

所
の

材
料

　
板

・
釘

な
ど

及
び

大
工

人
数

書
上

横
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
紙

こ よ

封
筒

1
6

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

70
3
7
-
４

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
御

免
用

指
井

樋
来

春
新

規
諸

品
御

願
帳

文
政

４
年

６
月

上
大

利
村

庄
屋

　
善

四
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

日
の

浦
指

井
樋

１
か

所
の

板
・
釘

・
人

数
の

書
上

横
帳

71
3
7
-
５

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
御

免
用

瓶
井

樋
来

春
新

規
御

願
帳

文
政

４
年

６
月

上
大

利
村

庄
屋

　
善

四
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

瓶
井

樋
新

規
御

願
の

書
付

　
瓶

井
樋

１
か

所
 長

さ
２

間
６

歩
６

厘
 ７

寸
口

横
帳

72
3
7
-
６

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
御

免
用

指
井

樋
并

繰
掛

樋
仕

調
仕

廻
目

六
書

上
帳

文
政

４
年

４
月

上
大

利
村

庄
屋

　
善

四
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

宮
ノ

前
　

指
井

樋
操

掛
樋

そ
の

外
　

樋
の

規
模

、
資

材
大

き
さ

、
大

工
人

数
な

ど
の

工
事

完
了

の
報

告
横

帳

73
3
7
-
７

（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
御

年
貢

米
収

納
日

割
書

上
帳

文
政

３
年

９
月

上
大

利
村

庄
屋

　
善

四
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

米
6
4
5
俵

９
升

７
合

の
収

納
日

割
書

き
上

げ
　

俵
数

と
日

付
９

月
か

ら
1
0
月

晦
日

ま
で

横
帳

74
37

-8
（
C

-
4
2
）

御
笠

郡
上

大
利

村
堤

井
樋

唐
（
後

欠
損

）
文

化
６

年
大

利
村

の
堤

・
指

井
樋

・
箱

井
樋

・
操

掛
樋

・
瓶

井
樋

な
ど

の
規

模
書

上
及

び
資

材
板

・
釘

･鎹
な

ど
　

そ
の

他
大

工
人

数
書

上

半
紙

四
ツ

目
綴

75
38 （
C

-
4
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

書
上

帳
天

保
６

年
1
1
月

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

家
数

・
牛

馬
数

・
同

飼
料

・
石

橋
・
土

橋
・
道

法
・
村

抱
切

他

76
3
9
-
１

（
C

-
4
4
）

□
□

増
給

福
岡

宿
米

願
書

入
寛

政
1
1
年

庄
屋

　
善

四
郎

史
料

　
№

3
9
-
2
 と

 3
9
-
3
を

同
封

77
3
9
-
２

（
Ｃ
‐
4
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
1
0
年

1
1
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 源

内
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
次

吉
（
印

）

天
野

弥
一

左
衛

門
様

御
役

所
散

使
の

給
米

増
　

福
岡

宿
米

　
臨

時
切

立
願

い

78
３

９
-
３

（
C

-
4
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

口
上

之
覚

寛
政

1
1
年

４
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
２

名
天

野
弥

一
左

衛
門

様
御

役
所

散
使

の
給

米
増

　
福

岡
宿

米
　

臨
時

切
立

願
い

　
願

い
の

と
お

り
認

可
さ

れ
る

79
40 （
C

-
4
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
蔵

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
文

政
３

年
６

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

蔵
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

郡
代

御
役

所

文
化

７
年

庄
屋

善
次

郎
の

代
　

御
郡

切
立

上
納

米
の

不
足

分
を

鉄
砲

売
却

で
充

当
し

た
が

未
だ

不
足

の
請

求
が

き
て

い
る

　
詮

議
を

お
願

い
し

た
い

　
と

の
上

申
書

80
41  (

C
-
４

６
)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

文
化

２
年

７
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

藤
七

同
　

　
　

　
　

 善
七

松
岡

太
郎

左
衛

門
様

御
役

所
様

唐
山

堤
下

水
論

、
堤

水
、

田
地

養
水

と
し

て
利

用
の

た
め

、
水

引
の

件
に

つ
い

て
の

上
申

書

81
42  (

C
-
４

７
)

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
1
0
月

６
日

空
山

(印
）

麦
野

村
頭

　
金

三
郎

と
の

へ
大

和
柿

を
戴

い
た

事
に

対
す

る
礼

状

竪
帳

包
紙

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

り で 一 括 切
継

紙
（
４

枚
継

）

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

1
7

大野城市史編さん室調査分 №70～81

- 51 -- 50 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

82
43  (

C
-
48

)
〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
３

月
1
8
日

仲
村

　
曽

平
善

四
郎

　
様

唐
山

大
束

の
こ

と
は

承
知

し
ま

し
た

　
平

次
よ

り
詳

し
い

こ
と

は
聞

い
て

お
り

ま
す

の
で

依
存

は
あ

り
ま

せ
ん

。

83
44  (

C
-
49

)
〔
記

録
〕

明
治

６
年

７
月

筒
井

村
保

長
 田

中
勘

右
衛

門
乙

金
村

保
長

　
高

原
善

造
山

田
村

保
長

　
原

田
壽

同
村

同
　

田
中

與
四

郎
仲

村
保

長
　

瀬
里

喜
市

畑
詰

村
保

長
　

染
原

精
六

郎

６
月

2
1
日

一
揆

の
者

共
へ

の
鎮

撫
説

諭
の

経
緯

84
45 (C

-5
0)

旧
戸

長
ヨ

リ
金

員
引

付
分

受
取

控
明

治
1
6
年

８
月

1
0
日

起
牛

馬
売

買
税

、
人

力
車

国
税

、
荷

馬
車

税
等

受
取

の
記

録

85
4
6
-
１

(C
-5

1)
〔
貸

付
詳

細
記

録
〕

〔
明

治
2
9
年

２
月

〕
貸

付
金

の
利

金
の

相
手

先
別

明
細

か

86
4
6
-
２

(C
-5

1)
松

田
作

造
ヨ

リ
借

入
金

貸
付

記
〔
明

治
3
0
年

１
月

〕
借

入
金

の
貸

付
明

細
及

び
松

田
作

造
方

へ
持

参
返

済
証

書
引

の
記

録

87
4
6
‐
３

(C
-5

1)
金

受
拂

記
明

治
2
9
年

1
2
月

明
治

2
9
年

1
2
月

旧
1
1
月

以
降

　
金

受
払

い
記

88
47  (

C
-
５

３
)

御
笠

郡
乙

金
村

去
ル

子
年

洪
水

未
荒

分
起

立
夫

粮
米

拝
借

年
賦

借
財

帳
嘉

永
６

年
丑

1
0
月

乙
金

村
組

頭
　

忠
作

（
印

）
同

　
　

　
　

正
左

ェ
門

（
印

）
同

庄
屋

　
善

一
郎

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

御
役

所
洪

水
の

た
め

の
粮

米
拝

借
證

文

89
48  (

C
-
54

)
〔
収

支
勘

定
記

録
〕

明
治

2
9
年

度
明

治
2
9
年

度
の

金
銭

米
等

の
収

支
状

況
の

記
録

　
前

半
破

損
の

た
め

表
紙

な
し

90
49  (

C
-
55

)
〔
山

林
原

野
池

沼
薮

水
源

堤
費

取
調

帳
綴

〕
明

治
８

年
1
2
月

乙
金

村
保

長
舟

越
孫

三
郎

（
印

）
関

忍
平

（
印

）
副

戸
長

　
村

上
壽

平

福
岡

県
権

参
事

藤
井

正
志

殿
福

岡
県

管
下

筑
前

御
笠

郡
乙

金
村

地
内

・
同

中
村

地
内

の
水

源
・
堤

備
・
公

有
地

・
神

社
境

内
の

地
番

・
反

別
等

の
書

上

91
50 (C

-5
6)

御
笠

郡
乙

金
村

古
畠

當
荒

起
畝

数
書

上
帳

文
化

７
年

８
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

藤
七

同
　

善
七

村
上

又
左

衛
門

様
御

役
所

古
畠

当
荒

起
畝

数
〆

て
畠

数
 ５

反
３

畝
1
5
歩

　
高

３
石

１
斗

２
合

　
の

詳
細

書
上

の
村

控

92
5
1
-
０

(Ｃ
-
5
7
)

役
場

経
費

書
上

明
治

1
1
年

1
2
月

ヨ
リ

史
料

№
5
1
-
１

～
5
1
-
６

の
表

紙

竪
紙

竪
紙

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
紙

切
紙

竪
帳

竪
帳

竪
紙

1
8

大野城市史編さん室調査分 №82～92
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

82
43  (

C
-
48

)
〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
３

月
1
8
日

仲
村

　
曽

平
善

四
郎

　
様

唐
山

大
束

の
こ

と
は

承
知

し
ま

し
た

　
平

次
よ

り
詳

し
い

こ
と

は
聞

い
て

お
り

ま
す

の
で

依
存

は
あ

り
ま

せ
ん

。

83
44  (

C
-
49

)
〔
記

録
〕

明
治

６
年

７
月

筒
井

村
保

長
 田

中
勘

右
衛

門
乙

金
村

保
長

　
高

原
善

造
山

田
村

保
長

　
原

田
壽

同
村

同
　

田
中

與
四

郎
仲

村
保

長
　

瀬
里

喜
市

畑
詰

村
保

長
　

染
原

精
六

郎

６
月

2
1
日

一
揆

の
者

共
へ

の
鎮

撫
説

諭
の

経
緯

84
45 (C

-5
0)

旧
戸

長
ヨ

リ
金

員
引

付
分

受
取

控
明

治
1
6
年

８
月

1
0
日

起
牛

馬
売

買
税

、
人

力
車

国
税

、
荷

馬
車

税
等

受
取

の
記

録

85
4
6
-
１

(C
-5

1)
〔
貸

付
詳

細
記

録
〕

〔
明

治
2
9
年

２
月

〕
貸

付
金

の
利

金
の

相
手

先
別

明
細

か

86
4
6
-
２

(C
-5

1)
松

田
作

造
ヨ

リ
借

入
金

貸
付

記
〔
明

治
3
0
年

１
月

〕
借

入
金

の
貸

付
明

細
及

び
松

田
作

造
方

へ
持

参
返

済
証

書
引

の
記

録

87
4
6
‐
３

(C
-5

1)
金

受
拂

記
明

治
2
9
年

1
2
月

明
治

2
9
年

1
2
月

旧
1
1
月

以
降

　
金

受
払

い
記

88
47  (

C
-
５

３
)

御
笠

郡
乙

金
村

去
ル

子
年

洪
水

未
荒

分
起

立
夫

粮
米

拝
借

年
賦

借
財

帳
嘉

永
６

年
丑

1
0
月

乙
金

村
組

頭
　

忠
作

（
印

）
同

　
　

　
　

正
左

ェ
門

（
印

）
同

庄
屋

　
善

一
郎

（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

御
役

所
洪

水
の

た
め

の
粮

米
拝

借
證

文

89
48  (

C
-
54

)
〔
収

支
勘

定
記

録
〕

明
治

2
9
年

度
明

治
2
9
年

度
の

金
銭

米
等

の
収

支
状

況
の

記
録

　
前

半
破

損
の

た
め

表
紙

な
し

90
49  (

C
-
55

)
〔
山

林
原

野
池

沼
薮

水
源

堤
費

取
調

帳
綴

〕
明

治
８

年
1
2
月

乙
金

村
保

長
舟

越
孫

三
郎

（
印

）
関

忍
平

（
印

）
副

戸
長

　
村

上
壽

平

福
岡

県
権

参
事

藤
井

正
志

殿
福

岡
県

管
下

筑
前

御
笠

郡
乙

金
村

地
内

・
同

中
村

地
内

の
水

源
・
堤

備
・
公

有
地

・
神

社
境

内
の

地
番

・
反

別
等

の
書

上

91
50 (C

-5
6)

御
笠

郡
乙

金
村

古
畠

當
荒

起
畝

数
書

上
帳

文
化

７
年

８
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

藤
七

同
　

善
七

村
上

又
左

衛
門

様
御

役
所

古
畠

当
荒

起
畝

数
〆

て
畠

数
 ５

反
３

畝
1
5
歩

　
高

３
石

１
斗

２
合

　
の

詳
細

書
上

の
村

控

92
5
1
-
０

(Ｃ
-
5
7
)

役
場

経
費

書
上

明
治

1
1
年

1
2
月

ヨ
リ

史
料

№
5
1
-
１

～
5
1
-
６

の
表

紙

竪
紙

竪
紙

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
紙

切
紙

竪
帳

竪
帳

竪
紙

1
8

大野城市史編さん室調査分 №93～106
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

10
7

56  (
C

-
64

)
去

ル
子

年
洪

水
荒

畝
起

立
料

年
賦

表
安

政
３

年
巳

1
1
月

乙
金

村
組

頭
　

忠
作

（
印

）
同

　
正

右
衛

門
（
印

）
同

村
庄

屋
　

善
一

郎
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

御
役

所
洪

水
の

た
め

、
荒

地
起

立
上

納
米

拝
借

証
文

10
8

5
7
-
１

(C
-6

5)
（
欠

損
）
金

村
庄

屋
組

頭
乍

恐
御

願
□

□
□

□
覚

文
化

1
0
年

７
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

藤
七

　
善

七
下

大
利

村
大

庄
屋

左
作

　
奥

書
友

納
嘉

市
様

御
役

所

御
山

の
落

葉
、

枯
枝

等
は

田
畑

の
肥

と
し

て
是

迄
取

続
け

て
い

た
の

で
此

節
御

払
い

の
松

木
分

も
村

中
に

お
下

げ
渡

し
下

さ
い

　
代

銭
は

上
納

し
ま

す
　

御
山

立
込

悪
木

分
は

百
姓

の
為

に
払

い
下

げ
て

下
さ

い
　

村
中

申
合

せ
竹

木
が

立
茂

る
様

に
致

し
ま

す

10
9

5
7
-
２

(C
-6

5)
〔
上

申
〕

此
節

　
御

仕
立

替
を

さ
れ

古
木

通
御

仕
立

組
払

い
の

許
可

及
び

代
銭

上
納

を
お

知
ら

せ
下

さ
い

　
御

山
立

木
の

世
話

は
村

中
を

も
っ

て
致

し
ま

す
　

（
前

欠
　

後
欠

）

11
0

5
8
-
１

（
Ｃ

-
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

事
寛

政
1
1
年

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 源

内
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
次

吉
（
印

）

天
野

弥
一

左
衛

門
様

御
役

所

当
村

弁
貞

と
い

う
９

反
程

の
田

地
の

た
め

ぜ
ん

ぢ
だ

堤
か

さ
揚

げ
７

歩
腹

付
７

歩
程

の
普

請
願

い
　

及
び

ぜ
ん

ぢ
だ

堤
に

野
入

橋
普

請
の

御
願

い

11
1

5
8
-
２

（
Ｃ

-
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

孫
四

郎
與

六
乍

恐
御

願
申

上
候

事
弘

化
２

年
９

月
乙

金
村

百
姓

孫
四

郎
　

 與
六

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

家
作

用
材

木
拝

領
願

乙
金

村
正

右
衛

門
の

奥
書

あ
り

11
2

5
9
-
１

（
Ｃ

-
6
6
）

役
場

備
付

諸
帳

簿
并

器
具

引
譲

目
録

明
治

1
4
年

1
2
月

７
日

髙
原

善
造

戸
長

　
髙

原
善

郎
殿

戸
籍

乙
金

、
中

村
２

冊
他

　
地

券
証

引
譲

目
録

　
そ

の
他

11
3

5
9
-
２

（
Ｃ

-
6
7
）

戸
長

在
職

中
繰

替
分

預
リ
金

米
差

引
々

譲
目

録
明

治
1
4
年

1
2
月

髙
原

善
造

繰
替

金
・
預

り
金

・
差

引
目

録
・
株

場
地

租
費

・
諸

印
税

繰
替

差
引

他

11
4

5
9
-
３

（
Ｃ

-
6
7
）

十
一

年
度

旧
一

小
区

民
費

決
算

過
納

金
郡

役
所

ヨ
リ
可

受
取

分
明

治
1
4
年

1
2
月

髙
原

善
造

髙
原

善
郎

殿
郡

役
所

よ
り

受
取

の
上

村
方

へ
配

付
す

べ
き

金
高

書
上

11
5

5
9
-
４

（
Ｃ

-
6
7
）

十
一

年
度

旧
一

小
区

民
費

決
算

残
余

金
割

下
簿

明
治

1
3
年

８
月

2
5
日

調
乙

金
村

　
中

村
１

１
年

度
民

費
決

算
残

余
金

明
細

、
村

備
米

預
り

分
明

細
他

11
6

6
0
-
１

（
Ｃ

-
6
8
）

御
笠

郡
乙

金
村

ヨ
リ
御

注
進

申
上

ル
事

嘉
永

３
年

５
月

３
日

乙
金

村
山

之
口

　
源

八
同

村
　

同
　

　
　

　
 喜

右
衛

門
同

村
庄

屋
　

　
　

　
善

一
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

当
月

朔
日

２
日

の
洪

水
に

て
村

内
諸

々
川

土
手

破
損

の
た

め
松

杭
木

2
3
0
本

伐
取

の
届

竪
帳

11
7

6
0
-
２

（
Ｃ

-
6
8
）

覚
文

政
３

年
５

月
乙

金
村

　
善

四
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

窮
民

救
い

な
ど

の
た

め
の

銭
高

・
俵

高
・
證

文
山

伐
払

い
の

銭
高

な
ど

書
上

げ
　

御
仕

組
御

願
小

割
書

上
帳

と
付

紙
あ

り
同

村
庄

屋
の

奥
書

あ
り

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

こ よ

竪
帳

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
紙

切
継

紙
（
２

枚
継

）

竪
紙

竪
帳

2
0

大野城市史編さん室調査分 №107～117
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

10
7

56  (
C

-
64

)
去

ル
子

年
洪

水
荒

畝
起

立
料

年
賦

表
安

政
３

年
巳

1
1
月

乙
金

村
組

頭
　

忠
作

（
印

）
同

　
正

右
衛

門
（
印

）
同

村
庄

屋
　

善
一

郎
（
印

）

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

御
役

所
洪

水
の

た
め

、
荒

地
起

立
上

納
米

拝
借

証
文

10
8

5
7
-
１

(C
-6

5)
（
欠

損
）
金

村
庄

屋
組

頭
乍

恐
御

願
□

□
□

□
覚

文
化

1
0
年

７
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

藤
七

　
善

七
下

大
利

村
大

庄
屋

左
作

　
奥

書
友

納
嘉

市
様

御
役

所

御
山

の
落

葉
、

枯
枝

等
は

田
畑

の
肥

と
し

て
是

迄
取

続
け

て
い

た
の

で
此

節
御

払
い

の
松

木
分

も
村

中
に

お
下

げ
渡

し
下

さ
い

　
代

銭
は

上
納

し
ま

す
　

御
山

立
込

悪
木

分
は

百
姓

の
為

に
払

い
下

げ
て

下
さ

い
　

村
中

申
合

せ
竹

木
が

立
茂

る
様

に
致

し
ま

す

10
9

5
7
-
２

(C
-6

5)
〔
上

申
〕

此
節

　
御

仕
立

替
を

さ
れ

古
木

通
御

仕
立

組
払

い
の

許
可

及
び

代
銭

上
納

を
お

知
ら

せ
下

さ
い

　
御

山
立

木
の

世
話

は
村

中
を

も
っ

て
致

し
ま

す
　

（
前

欠
　

後
欠

）

11
0

5
8
-
１

（
Ｃ

-
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

事
寛

政
1
1
年

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
（
印

）
同

村
組

頭
　

　
 源

内
（
印

）
同

　
　

　
　

　
　

　
次

吉
（
印

）

天
野

弥
一

左
衛

門
様

御
役

所

当
村

弁
貞

と
い

う
９

反
程

の
田

地
の

た
め

ぜ
ん

ぢ
だ

堤
か

さ
揚

げ
７

歩
腹

付
７

歩
程

の
普

請
願

い
　

及
び

ぜ
ん

ぢ
だ

堤
に

野
入

橋
普

請
の

御
願

い

11
1

5
8
-
２

（
Ｃ

-
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

孫
四

郎
與

六
乍

恐
御

願
申

上
候

事
弘

化
２

年
９

月
乙

金
村

百
姓

孫
四

郎
　

 與
六

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

家
作

用
材

木
拝

領
願

乙
金

村
正

右
衛

門
の

奥
書

あ
り

11
2

5
9
-
１

（
Ｃ

-
6
6
）

役
場

備
付

諸
帳

簿
并

器
具

引
譲

目
録

明
治

1
4
年

1
2
月

７
日

髙
原

善
造

戸
長

　
髙

原
善

郎
殿

戸
籍

乙
金

、
中

村
２

冊
他

　
地

券
証

引
譲

目
録

　
そ

の
他

11
3

5
9
-
２

（
Ｃ

-
6
7
）

戸
長

在
職

中
繰

替
分

預
リ
金

米
差

引
々

譲
目

録
明

治
1
4
年

1
2
月

髙
原

善
造

繰
替

金
・
預

り
金

・
差

引
目

録
・
株

場
地

租
費

・
諸

印
税

繰
替

差
引

他

11
4

5
9
-
３

（
Ｃ

-
6
7
）

十
一

年
度

旧
一

小
区

民
費

決
算

過
納

金
郡

役
所

ヨ
リ
可

受
取

分
明

治
1
4
年

1
2
月

髙
原

善
造

髙
原

善
郎

殿
郡

役
所

よ
り

受
取

の
上

村
方

へ
配

付
す

べ
き

金
高

書
上

11
5

5
9
-
４

（
Ｃ

-
6
7
）

十
一

年
度

旧
一

小
区

民
費

決
算

残
余

金
割

下
簿

明
治

1
3
年

８
月

2
5
日

調
乙

金
村

　
中

村
１

１
年

度
民

費
決

算
残

余
金

明
細

、
村

備
米

預
り

分
明

細
他

11
6

6
0
-
１

（
Ｃ

-
6
8
）

御
笠

郡
乙

金
村

ヨ
リ
御

注
進

申
上

ル
事

嘉
永

３
年

５
月

３
日

乙
金

村
山

之
口

　
源

八
同

村
　

同
　

　
　

　
 喜

右
衛

門
同

村
庄

屋
　

　
　

　
善

一
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

当
月

朔
日

２
日

の
洪

水
に

て
村

内
諸

々
川

土
手

破
損

の
た

め
松

杭
木

2
3
0
本

伐
取

の
届

竪
帳

11
7

6
0
-
２

（
Ｃ

-
6
8
）

覚
文

政
３

年
５

月
乙

金
村

　
善

四
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

窮
民

救
い

な
ど

の
た

め
の

銭
高

・
俵

高
・
證

文
山

伐
払

い
の

銭
高

な
ど

書
上

げ
　

御
仕

組
御

願
小

割
書

上
帳

と
付

紙
あ

り
同

村
庄

屋
の

奥
書

あ
り

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
帳

こ よ

竪
帳

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
紙

切
継

紙
（
２

枚
継

）

竪
紙

竪
帳

2
0

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

11
8
6
0
-
３

（
Ｃ
-
6
8
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事

安
政
３
年
８
月

乙
金
村
山
之
口
　
源
六
　
外

御
山
方
御
役
所

当
村
抱
唐
山
松
虫
付
の
た
め
伐
採
の
願
い

竪
帳

11
9
6
0
-
４

（
Ｃ
-
6
8
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
頭
取
百
姓
御
請
申
上
ル

書
物
之
事

文
化
1
0
年
酉
1
2
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
四
郎
　
外

友
納
嘉
市
様
御
役
所

当
村
唐
山
西
半
分
御
仕
組
払
渡
し
の
受
書
、
２
貫
目
を
納
め

残
り
２
貫
目
は
半
分
通
り
伐
り
取
っ
て
皆
納
し
ま
す

下
大
利
村
大
庄
屋
の
奥
書
あ
り

竪
帳

12
0
6
0
-
５

（
Ｃ
-
6
8
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
善
四
郎

乍
恐
御
願
申
上
候
口
上
之
覚
寛
政
1
0
年
５
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
四
郎

天
野
弥
一
左
衛
門
様

御
役
所

去
る
冬
焼
失
の
居
屋
造
作
の
た
め
必
要
の
銭
５
貫
目
と
御
立

山
の
悪
木
松
4
0
0
本
程
下
げ
渡
し
願
い

竪
帳

12
1
6
1
-
１

（
Ｃ
-
6
9
）

上
申

明
治
1
5
年
４
月
1
4
日

大
野
村
長
　
髙
原
善
造

那
珂
御
笠
席
田
郡

郡
長
　
久
野
寂
也
殿

村
会
議
員
選
挙
の
件
に
つ
い
て
の
指
揮
の
要
請

竪
帳

12
2
6
1
-
２

（
Ｃ
‐
6
9
）

〔
村
會
議
員
選
擧
に
付
い
て

の
再
伺
に
対
す
る
回
答
書
〕
明
治
1
5
年
４
月
1
4
日

第
一
課
長
郡
書
記

松
本
俊
之
助
（
印
）

大
野
村
長

髙
原
善
造
殿

こ
の
選
挙
を
取
消
し
更
に
選
挙
を
行
う
べ
き
旨
の
命
令
に
付

て
は
御
了
解
下
さ
い
　
と
の
回
答
書

竪
帳

12
3
6
1
-
３

（
Ｃ
‐
6
9
）

〔
村
議
員
半
数
改
撰
の
義
に

つ
い
て
の
回
答
書
〕

明
治
2
5
年
４
月
４
日

第
一
課
（
印
）

大
野
村
長

髙
原
善
造
殿

村
議
会
半
数
改
撰
の
儀
は
速
に
正
規
の
通
取
計
ら
う
よ
う
に

と
の
回
答
書

竪
帳

12
4
6
1
-
４

（
Ｃ
‐
6
9
）

〔
村
會
議
員
半
数
改
撰
の
執

行
延
期
に
関
す
る
伝
達
書
〕
明
治
2
5
年
４
月
1
0
日

大
野
村
助
役

森
山
桂
次
（
印
）

区
長
　
髙
原
一
郎
殿

村
会
議
員
半
数
改
選
に
つ
い
て
の
郡
長
か
ら
の
命
令
の
伝

達
竪
帳

12
5
6
1
-
５

（
Ｃ
-
6
9
）

〔
村
會
議
員
撰
挙
中
止
の
通

知
書
〕

明
治
2
5
年
４
月
２
日

大
野
村
長

髙
原
善
造
（
印
）

大
字
牛
頸
下
区
長

戸
渡
孫
左
郎
殿

村
会
議
員
選
挙
が
中
止
に
な
っ
た
事
の
通
知
書

竪
帳

12
6
6
1
-
６

（
Ｃ
-
6
9
）

〔
村
會
議
員
撰
挙
會
の
開
設

決
定
通
知
と
出
勤
を
促
す
書
〕
〔
明
治
〕
2
5
年
４
月
1
1
日
助
役
　
森
山
桂
二

村
長
　
髙
原
善
造
殿

村
会
議
員
選
挙
会
開
設
が
来
る
1
8
日
に
決
定
し
た
の
で
打

合
せ
の
た
め
に
即
刻
出
席
し
て
ほ
し
い
　
と
の
文
面

竪
帳

12
7
6
1
-
７

（
Ｃ
-
6
9
）

〔
出
勤
之
儀
に
つ
い
て
の
返

書
〕

〔
明
治
〕
2
5
年
４
月
1
1
日
髙
原
善
造

助
役
　
森
山
桂
二
殿

辞
表
を
提
出
し
て
い
る
の
で
出
勤
し
な
い
　
と
の
返
書

竪
帳

12
8
6
1
-
８

（
Ｃ
-
6
9
）

〔
出
張
依
頼
の
照
会
状
〕

〔
明
治
〕
2
5
年
４
月
1
7
日
助
役
　
森
山
桂
二

村
長
　
髙
原
善
造
殿

村
会
議
員
選
挙
が
来
る
2
4
日
に
確
定
し
た
の
で
選
挙
長
の
こ

と
に
つ
い
て
出
張
し
て
ほ
し
い
　
と
い
う
照
会
状

竪
帳

12
9
6
1
-
９

（
Ｃ
-
6
9
)

〔
伺
出
依
頼
の
書
状
〕

明
治
2
5
年
４
月
９
日

第
一
課
長
郡
書
記

松
本
俊
之
助

大
野
村
長
　
高
原
善
造
殿
議
員
半
数
改
選
の
儀
に
つ
い
て
の
会
議
伺
出
の
依
頼
状

竪
帳

13
0
61
-1
0

（
Ｃ
-
6
9
）

「
村
内
地
税
」

〔
明
治
〕

村
内
地
税
の
書
上
〔
字
別
〕

竪
帳

り で 一 括 こ よ り で 一 括

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

2
1

大野城市史編さん室調査分 №118～130
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

13
1

6
1
-
１

１
（
Ｃ

-
6
9
）

〔
村

内
戸

数
〕

〔
明

治
〕

村
内

〔
字

別
〕
戸

数
書

上
竪

帳

13
2

61
-1

2
（
Ｃ

-
6
9
）

｢辞
表

」
明

治
2
5
年

４
月

９
日

大
野

村
長

　
髙

原
善

造
（
印

)
大

野
村

助
役

森
山

桂
二

殿
村

長
退

職
の

た
め

の
辞

表
竪

帳

13
3

62 （
Ｃ

-
7
1
)

永
代

売
渡

證
文

之
事

文
化

元
年

９
月

薮
主

　
平

三
（
印

）
請

人
　

利
作

庄
屋

　
善

蔵
殿

薮
売

渡
証

文
　

組
頭

藤
七

・
善

七
の

奥
書

あ
り

13
4

63 （
Ｃ

-
7
2
）

御
笠

郡
乙

金
村

清
吉

孫
四

郎
半

助
　

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
2
年

６
月

乙
金

村
百

姓
清

吉
　

孫
四

郎
　

半
助

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

御
證

文
山

の
木

を
入

札
に

よ
り

伐
採

す
る

た
め

に
雇

入
れ

た
人

夫
が

、
木

品
が

分
か

ら
ず

誤
っ

て
除

木
を

根
伐

に
し

た
こ

と
に

つ
い

て
の

お
詫

び
と

、
西

手
御

山
境

忍
平

殿
御

證
文

山
が

水
流

尾
筋

と
な

っ
た

時
の

処
理

の
仕

方
に

つ
い

て
の

報
告

13
5

64 （
Ｃ

-
7
3
）

講
敷

證
文

之
事

　
写

安
政

４
年

５
月

井
相

田
村

　
又

三
郎

○
受

人
　

同
村

茂
右

門
○

乙
金

村
庄

屋
　

善
一

郎
殿

春
日

村
庄

屋
　

文
六

殿
講

の
家

屋
敷

証
文

13
6

65 （
Ｃ

-
7
4
）

乙
金

村
百

生
中

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覺

書
付

（
内

容
不

明
）
に

連
印

し
た

も
の

が
焼

捨
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
庄

屋
身

分
の

僧
雲

の
手

に
よ

っ
て

差
出

さ
れ

て
い

る
百

姓
中

は
書

付
な

ど
は

決
し

て
差

出
し

ま
せ

ん
　

（
後

欠
の

た
め

宛
・
作

成
不

詳
）

13
7

66 （
Ｃ

-
7
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

文
化

1
4
年

９
月

1
6
日

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

（
印

）
同

村
組

頭
　

藤
七

（
印

）
同

　
善

七
（
印

）
八

田
九

内
様

御
役

所

豊
後

国
玖

珠
郡

森
町

出
生

、
小

井
菖

立
と

い
う
医

師
、

昨
１

５
日

昼
頃

死
亡

　
瓦

田
村

原
仙

庵
老

よ
り

死
亡

診
断

書
作

成
菖

立
が

所
持

し
て

い
た

寺
証

文
が

あ
る

の
で

当
郡

宰
府

村
真

宗
西

正
寺

へ
の

死
骸

結
縁

願
い

の
提

出

13
8

6
7
-
１

（
Ｃ

-
6
7
）

行
政

事
務

係
諸

帳
簿

引
譲

目
録

〔
明

治
〕
1
7
年

７
月

1
0
日

中
村

旧
戸

長
　

白
壁

又
六

郎
戸

長
　

髙
原

善
造

殿
地

券
台

帳
・
地

所
取

調
帳

・
戸

籍
帳

・
そ

の
他

名
称

及
び

冊
数

書
上

。
末

尾
に

朱
書

で
 「

１
７

年
７

月
１

０
日

高
原

善
造

」
の

受
取

書
が

あ
る

。
竪

帳

13
9

67
-2

（
Ｃ

-
6
7
）

諸
帳

簿
并

器
具

引
譲

目
録

明
治

1
7
年

７
月

船
越

源
太

郎
（
印

）
筒

井
村

外
七

ヶ
村

戸
長

髙
原

善
造

殿

戸
籍

・
名

寄
帳

・
地

券
台

帳
･諸

上
納

控
・
御

布
達

な
ど

名
稱

・
冊

数
書

き
上

げ
　

１
７

年
７

月
４

日
戸

長
高

原
善

造
の

受
取

書
き

あ
り

　
末

尾
に

｢記
」
と

し
て

、
御

布
告

６
冊

そ
の

他
の

預
り

証
あ

り

竪
帳

14
0

67
-3

（
Ｃ

-
6
7
）

御
笠

郡
瓦

田
村

諸
帳

簿
引

譲
目

録
明

治
1
7
年

７
月

御
笠

郡
瓦

田
村

旧
戸

長
末

長
仁

三
郎

筒
井

村
外

七
ヶ

村
戸

長
髙

原
善

造
殿

瓦
田

村
行

政
記

録
引

譲
簿

　
村

絵
図

・
地

券
台

帳
・
収

穫
書

上
な

ど
名

称
・
冊

数
書

上
　

奥
書

に
受

取
書

あ
り

竪
帳

14
1

67
-4

（
Ｃ

-
7
6
）

引
譲

帳
　

白
木

原
村

明
治

1
7
年

７
月

1
6
日

白
木

原
村

旧
戸

長
森

山
半

七
筒

井
村

外
７

か
村

戸
長

髙
原

善
造

殿

田
畑

名
寄

帳
・
地

所
建

物
奥

書
帳

・
そ

の
他

引
譲

書
名

称
・

冊
数

書
上

　
外

に
 ｢

送
り

」
 と

し
て

７
月

1
4
日

出
、

７
月

3
1
日

受
け

取
り

の
も

の
が

２
紙

あ
る

竪
帳

14
2

67
-5

（
Ｃ

-
7
6
）

村
費

賦
課

根
帳

　
白

木
原

村
明

治
1
6
年

度
下

期
村

費
予

算
の

金
額

及
び

内
訳

、
他

に
割

賦
の

金
額

及
び

内
訳

竪
帳

切
継

紙
（
５

枚
継

）

こ よ り で 一 括切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

2
2
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

13
1

6
1
-
１

１
（
Ｃ

-
6
9
）

〔
村

内
戸

数
〕

〔
明

治
〕

村
内

〔
字

別
〕
戸

数
書

上
竪

帳

13
2

61
-1

2
（
Ｃ

-
6
9
）

｢辞
表

」
明

治
2
5
年

４
月

９
日

大
野

村
長

　
髙

原
善

造
（
印

)
大

野
村

助
役

森
山

桂
二

殿
村

長
退

職
の

た
め

の
辞

表
竪

帳

13
3

62 （
Ｃ

-
7
1
)

永
代

売
渡

證
文

之
事

文
化

元
年

９
月

薮
主

　
平

三
（
印

）
請

人
　

利
作

庄
屋

　
善

蔵
殿

薮
売

渡
証

文
　

組
頭

藤
七

・
善

七
の

奥
書

あ
り

13
4

63 （
Ｃ

-
7
2
）

御
笠

郡
乙

金
村

清
吉

孫
四

郎
半

助
　

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
2
年

６
月

乙
金

村
百

姓
清

吉
　

孫
四

郎
　

半
助

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

御
證

文
山

の
木

を
入

札
に

よ
り

伐
採

す
る

た
め

に
雇

入
れ

た
人

夫
が

、
木

品
が

分
か

ら
ず

誤
っ

て
除

木
を

根
伐

に
し

た
こ

と
に

つ
い

て
の

お
詫

び
と

、
西

手
御

山
境

忍
平

殿
御

證
文

山
が

水
流

尾
筋

と
な

っ
た

時
の

処
理

の
仕

方
に

つ
い

て
の

報
告

13
5

64 （
Ｃ

-
7
3
）

講
敷

證
文

之
事

　
写

安
政

４
年

５
月

井
相

田
村

　
又

三
郎

○
受

人
　

同
村

茂
右

門
○

乙
金

村
庄

屋
　

善
一

郎
殿

春
日

村
庄

屋
　

文
六

殿
講

の
家

屋
敷

証
文

13
6

65 （
Ｃ

-
7
4
）

乙
金

村
百

生
中

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覺

書
付

（
内

容
不

明
）
に

連
印

し
た

も
の

が
焼

捨
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
庄

屋
身

分
の

僧
雲

の
手

に
よ

っ
て

差
出

さ
れ

て
い

る
百

姓
中

は
書

付
な

ど
は

決
し

て
差

出
し

ま
せ

ん
　

（
後

欠
の

た
め

宛
・
作

成
不

詳
）

13
7

66 （
Ｃ

-
7
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

文
化

1
4
年

９
月

1
6
日

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

（
印

）
同

村
組

頭
　

藤
七

（
印

）
同

　
善

七
（
印

）
八

田
九

内
様

御
役

所

豊
後

国
玖

珠
郡

森
町

出
生

、
小

井
菖

立
と

い
う
医

師
、

昨
１

５
日

昼
頃

死
亡

　
瓦

田
村

原
仙

庵
老

よ
り

死
亡

診
断

書
作

成
菖

立
が

所
持

し
て

い
た

寺
証

文
が

あ
る

の
で

当
郡

宰
府

村
真

宗
西

正
寺

へ
の

死
骸

結
縁

願
い

の
提

出

13
8

6
7
-
１

（
Ｃ

-
6
7
）

行
政

事
務

係
諸

帳
簿

引
譲

目
録

〔
明

治
〕
1
7
年

７
月

1
0
日

中
村

旧
戸

長
　

白
壁

又
六

郎
戸

長
　

髙
原

善
造

殿
地

券
台

帳
・
地

所
取

調
帳

・
戸

籍
帳

・
そ

の
他

名
称

及
び

冊
数

書
上

。
末

尾
に

朱
書

で
 「

１
７

年
７

月
１

０
日

高
原

善
造

」
の

受
取

書
が

あ
る

。
竪

帳

13
9

67
-2

（
Ｃ

-
6
7
）

諸
帳

簿
并

器
具

引
譲

目
録

明
治

1
7
年

７
月

船
越

源
太

郎
（
印

）
筒

井
村

外
七

ヶ
村

戸
長

髙
原

善
造

殿

戸
籍

・
名

寄
帳

・
地

券
台

帳
･諸

上
納

控
・
御

布
達

な
ど

名
稱

・
冊

数
書

き
上

げ
　

１
７

年
７

月
４

日
戸

長
高

原
善

造
の

受
取

書
き

あ
り

　
末

尾
に

｢記
」
と

し
て

、
御

布
告

６
冊

そ
の

他
の

預
り

証
あ

り

竪
帳

14
0

67
-3

（
Ｃ

-
6
7
）

御
笠

郡
瓦

田
村

諸
帳

簿
引

譲
目

録
明

治
1
7
年

７
月

御
笠

郡
瓦

田
村

旧
戸

長
末

長
仁

三
郎

筒
井

村
外

七
ヶ

村
戸

長
髙

原
善

造
殿

瓦
田

村
行

政
記

録
引

譲
簿

　
村

絵
図

・
地

券
台

帳
・
収

穫
書

上
な

ど
名

称
・
冊

数
書

上
　

奥
書

に
受

取
書

あ
り

竪
帳

14
1

67
-4

（
Ｃ

-
7
6
）

引
譲

帳
　

白
木

原
村

明
治

1
7
年

７
月

1
6
日

白
木

原
村

旧
戸

長
森

山
半

七
筒

井
村

外
７

か
村

戸
長

髙
原

善
造

殿

田
畑

名
寄

帳
・
地

所
建

物
奥

書
帳

・
そ

の
他

引
譲

書
名

称
・

冊
数

書
上

　
外

に
 ｢

送
り

」
 と

し
て

７
月

1
4
日

出
、

７
月

3
1
日

受
け

取
り

の
も

の
が

２
紙

あ
る

竪
帳

14
2

67
-5

（
Ｃ

-
7
6
）

村
費

賦
課

根
帳

　
白

木
原

村
明

治
1
6
年

度
下

期
村

費
予

算
の

金
額

及
び

内
訳

、
他

に
割

賦
の

金
額

及
び

内
訳

竪
帳

切
継

紙
（
５

枚
継

）

こ よ り で 一 括切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

2
2

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

14
3

68 （
Ｃ
-
7
7
）

民
有
林
野
取
調
地
價
書
上
帳

明
治
９
年
1
1
月

第
八
大
区
壱
小
区
　
中
村

執
行
茂
一
郎
・
瀬
里
弥
平
・
白
壁
恵
三
　
所
有
林
野
調

14
4

69 （
Ｃ
-
7
8
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
恐

乍
御
願
申
上
ル
事

文
化
1
3
年
1
1
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
（
印
）
　
　
同

村
組
頭
　
藤
七
（
印
）

同
　
善
七
（
印
）

八
田
九
内
様
　
御
役
所

当
村
百
姓
文
七
、
伊
七
等
９
人
の
者
上
納
米
不
足
の
た
め
證

文
山
の
松
木
1
2
0
本
を
売
払
い
上
納
米
不
足
に
充
当
し
た
い

旨
の
上
申
書

14
5

70 （
Ｃ
-
7
9
）

御
宝
蔵
御
銀
年
賦
取
立
帳

寛
政
1
0
年
午
ノ
１
0
月

庄
屋
　
善
四
郎
殿

甚
四
郎
・
次
七
・
藤
次
へ
御
宝
蔵
銀
貸
付
に
つ
き
　
５
か
年
返

納
証
文
控
と
そ
の
５
か
年
賦
の
個
人
別
返
納
予
定
表
及
び
亨

和
３
年
亥
1
1
月
上
納
之
覚

14
6

71 （
Ｃ
-
8
0
）

中
村
貞
七
女
房
怪
我
療
治
中

雑
用
入
切
書
出
帳

天
保
３
年
辰
６
月

中
村
先
庄
屋
　
恵
内

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
様

貞
七
女
房
卯
1
1
月
の
怪
我
の
治
療
費
・
薬
代
・
そ
の
他
　
1
1

月
1
1
日
～
1
2
月
1
7
日
迄
の
総
費
用
　
合
計
１
貫
2
4
8
匁
４
分

の
内
訳

14
7

7
2
-
１

（
Ｃ
-
8
1
）

中
村
山
田
金
隈
三
村
論
地
書

類
入
十
七
号

〔
明
治
〕

史
料
№
7
2
-
２
～
7
2
-
1
0
が
同
封
さ
れ
て
い
た
包
紙

14
8

7
2
-
２

（
Ｃ
-
8
1
）

御
届
書

明
治
９
年
７
月
８
日

壱
小
区
井
相
田
村

城
戸
茂
右
衛
門
（
印
）

城
戸
利
蔵
（
印
）

城
戸
差
平
（
印
）

山
浦
喜
右
衛
門
（
印
）

第
八
大
区
壱
小
区

戸
長
副
戸
長
衆
中

明
治
８
年
分
の
地
租
金
・
雑
税
金
を
一
度
に
渡
す
こ
と
の
承

服
の
件
　
　
包
紙
に
　
「
扱
所
御
中
　
御
届
書
　
井
相
田
村
」

と
あ
る

14
9

7
2
-
３

（
Ｃ
-
8
1
）

中
村
抱
之
内
ニ
金
隈
村
ヨ
リ

設
溝
敷
圖
面

〔
明
治
〕

中
村
抱
の
内
　
金
隅
村
溝
敷
の
図
面

15
0

7
2
-
４

（
Ｃ
-
8
1
）

境
界
之
儀
ニ
付
願

明
治
８
年
７
月

惣
代
百
姓

河
波
安
左
衛
門
（
印
）

河
波
定
吉
（
印
）

調
所
御
中

山
田
村
と
席
田
郡
金
隈
村
の
境
界
に
つ
い
て
の
上
申
書

包
紙
あ
り

15
1

7
2
-
５

（
Ｃ
-
8
1
）

境
界
論
地
之
儀
ニ
付
願

明
治
８
年
６
月
1
5
日

第
十
三
大
区
十
二
小
区

金
隈
村
保
長
　
野
崎
寮
造
（
印
）

第
十
三
大
区
区
長
戸
長

御
中

第
1
2
大
区
御
笠
郡
中
村
抱
当
大
区
那
珂
郡
金
隈
村
抱
両
村

論
地
に
つ
い
て
の
上
申
書

15
2

7
2
-
６

（
Ｃ
-
8
1
）

境
界
田
地
之
儀
ニ
附
御
届

明
治
８
年
1
2
月
2
0
日

十
六
小
区
中
村
係
長

白
壁
又
六
郎
（
印
）

副
戸
長
　
村
上
寿
平
（
印
）

第
十
二
大
区
区
長
戸
長

御
中

中
村
抱
内
　
1
3
区
金
隈
村
分
の
溝
敷
代
　
田
地
主
瀬
里
喜

三
郎
の
受
持
に
付
　
貢
税
上
納
の
件
御
届
　
包
紙
あ
り

15
3

7
2
-
７

（
Ｃ
-
8
1
）

〔
荷
車
鑑
札
下
渡
御
願
〕

〔
明
治
〕
９
年
６
月
1
9
日

瓦
田
村
□
□
花
田
源
二
郎

一
小
区
扱
所
御
中

荷
車
鑑
札
料
御
下
渡
し
催
促
の
件

竪
帳

切
継
紙
（
４
枚
継
）

包
紙

竪
帳

横
帳

竪
帳

切
紙

竪
帳

竪
帳

竪
帳

竪
紙

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

2
3

大野城市史編さん室調査分 №143～153

- 57 -- 56 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

16
5

7
7
-
４

（
C

-
8
6
）

三
十

一
歳

主
人

来
年

筮
丙

子
　

冬
至

高
山

大
造

（
印

）
「
師

之
升

」
　

と
出

て
い

る
。

こ
れ

は
「
天

馬
出

群
之

象
あ

り
故

に
諸

事
通

達
す

」
　

と
し

て
正

月
か

ら
1
2
月

ま
で

の
吉

凶
を

占
い

　
お

よ
そ

当
年

は
運

気
よ

ろ
し

と
の

回
答

16
6

7
7
-
５

（
C

-
8
6
）

祭
方

旧
1
2
月

高
山

大
造

（
印

）
病

気
全

快
の

た
め

の
祭

り
方

燈
明

・
御

供
神

酒
・
七

種
菓

子
・

塩
な

ど
の

供
え

方
と

祝
文

礼
拝

の
仕

方

16
7

7
7
-
６

（
C

-
8
6
）

三
十

歳
主

人
年

筮
甲

戌
冬

至
高

山
大

造
「
遇

坤
之

比
」
　

こ
の

卦
は

品
物

布
形

の
象

あ
り

　
故

に
種

々
入

組
み

急
速

に
成

就
し

難
い

が
当

年
は

運
気

よ
ろ

し
　

３
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
吉

凶
も

あ
り

16
8

7
7
-
７

（
Ｃ

-
8
6
）

晋
之

豫
1
1
月

高
山

大
造

（
印

）
3
0
歳

主
人

眼
病

に
つ

い
て

の
筮

　
こ

の
眼

病
原

因
は

上
衝

強
く

脾
胃

肝
眼

也
、

則
家

相
障

り
　

且
方

災
の

所
為

也
と

し
て

家
相

の
障

り
を

除
く

た
め

祈
祷

等
を

す
す

め
て

い
る

16
9

7
7
-
８

（
C

-
8
6
）

筑
前

乙
金

村
悪

病
流

行
ニ

付
十

有
八

變
問

筮
得

遇
巽

之
始

旧
５

月
高

山
大

造
（
印

）
悪

病
流

行
の

た
め

の
占

  
神

仏
を

大
切

に
し

社
人

に
頼

ん
で

お
祓

い
祈

祷
を

す
す

め
て

い
る

17
0

7
7
-
９

（
C

-
8
6
）

〔
吉

凶
占

い
〕

冬
至

高
山

大
造

（
印

）
前

部
及

上
部

欠
損

の
た

め
判

読
不

能
、

各
月

の
吉

凶
占

い
か

17
1

77
-1

0
（
C

-
8
6
）

六
十

四
歳

主
人

年
筮

甲
戌

冬
至

高
山

大
造

（
朱

）
「
遇

革
の

咸
」
　

こ
の

卦
は

豹
変

為
虎

之
象

あ
り

故
に

吉
兆

也
と

あ
る

。
３

月
か

ら
1
2
月

ま
で

の
吉

凶

17
2

77
-1

1
(C

-
8
6
）

晋
之

剥
・
朋

夷
之

豊
・
観

之
漁

４
月

高
山

大
造

（
朱

）
2
1
歳

女
の

眼
病

・
1
7
歳

女
の

眼
病

・
2
6
歳

女
の

病
気

に
つ

い
て

占
い

　
家

相
の

障
を

除
き

、
方

除
祈

祷
・
井

戸
掘

り
替

え
・

戌
亥

の
方

角
に

造
作

を
す

す
め

て
い

る

17
3

77
-1

2
（
C

-
8
6
）

三
拾

四
歳

主
人

年
筮

閏
３

月
高

山
大

造
（
印

）
遇

泰
之

需
こ

の
卦

は
小

往
大

来
の

象
あ

り
故

に
諸

事
通

達
す

、
そ

の
他

３
月

か
ら

1
2
月

迄
の

吉
凶

、
当

年
の

運
気

よ
ろ

し
と

あ
る

17
4

77
-1

3
（
C

-
8
6
）

廿
四

歳
主

人
運

気
身

上
産

業
等

吉
凶

十
有

八
変

問
筮

得
遇

同
人

之
遯

冬
至

高
山

大
造

（
印

）
こ

の
卦

は
日

在
中

天
之

象
あ

り
衆

人
相

望
み

相
親

む
の

義
あ

り
吉

兆
な

り
、

外
に

来
る

午
歳

各
月

の
吉

凶
と

そ
の

対
応

17
5

78 （
C

-
8
7
）

役
場

諸
簿

明
治

1
3
年

７
月

起
月

給
　

旅
費

　
諸

費
　

受
取

　
役

場
現

費
　

布
告

配
達

　
福

岡
新

聞
到

着
　

四
王

寺
秣

山
地

租
民

費
操

替
等

々
書

上

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

竪
帳

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
紙

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

2
5

大野城市史編さん室調査分 №154～164

- 59 -- 58 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

16
5

7
7
-
４

（
C

-
8
6
）

三
十

一
歳

主
人

来
年

筮
丙

子
　

冬
至

高
山

大
造

（
印

）
「
師

之
升

」
　

と
出

て
い

る
。

こ
れ

は
「
天

馬
出

群
之

象
あ

り
故

に
諸

事
通

達
す

」
　

と
し

て
正

月
か

ら
1
2
月

ま
で

の
吉

凶
を

占
い

　
お

よ
そ

当
年

は
運

気
よ

ろ
し

と
の

回
答

16
6

7
7
-
５

（
C

-
8
6
）

祭
方

旧
1
2
月

高
山

大
造

（
印

）
病

気
全

快
の

た
め

の
祭

り
方

燈
明

・
御

供
神

酒
・
七

種
菓

子
・

塩
な

ど
の

供
え

方
と

祝
文

礼
拝

の
仕

方

16
7

7
7
-
６

（
C

-
8
6
）

三
十

歳
主

人
年

筮
甲

戌
冬

至
高

山
大

造
「
遇

坤
之

比
」
　

こ
の

卦
は

品
物

布
形

の
象

あ
り

　
故

に
種

々
入

組
み

急
速

に
成

就
し

難
い

が
当

年
は

運
気

よ
ろ

し
　

３
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
吉

凶
も

あ
り

16
8

7
7
-
７

（
Ｃ

-
8
6
）

晋
之

豫
1
1
月

高
山

大
造

（
印

）
3
0
歳

主
人

眼
病

に
つ

い
て

の
筮

　
こ

の
眼

病
原

因
は

上
衝

強
く

脾
胃

肝
眼

也
、

則
家

相
障

り
　

且
方

災
の

所
為

也
と

し
て

家
相

の
障

り
を

除
く

た
め

祈
祷

等
を

す
す

め
て

い
る

16
9

7
7
-
８

（
C

-
8
6
）

筑
前

乙
金

村
悪

病
流

行
ニ

付
十

有
八

變
問

筮
得

遇
巽

之
始

旧
５

月
高

山
大

造
（
印

）
悪

病
流

行
の

た
め

の
占

  
神

仏
を

大
切

に
し

社
人

に
頼

ん
で

お
祓

い
祈

祷
を

す
す

め
て

い
る

17
0

7
7
-
９

（
C

-
8
6
）

〔
吉

凶
占

い
〕

冬
至

高
山

大
造

（
印

）
前

部
及

上
部

欠
損

の
た

め
判

読
不

能
、

各
月

の
吉

凶
占

い
か

17
1

77
-1

0
（
C

-
8
6
）

六
十

四
歳

主
人

年
筮

甲
戌

冬
至

高
山

大
造

（
朱

）
「
遇

革
の

咸
」
　

こ
の

卦
は

豹
変

為
虎

之
象

あ
り

故
に

吉
兆

也
と

あ
る

。
３

月
か

ら
1
2
月

ま
で

の
吉

凶

17
2

77
-1

1
(C

-
8
6
）

晋
之

剥
・
朋

夷
之

豊
・
観

之
漁

４
月

高
山

大
造

（
朱

）
2
1
歳

女
の

眼
病

・
1
7
歳

女
の

眼
病

・
2
6
歳

女
の

病
気

に
つ

い
て

占
い

　
家

相
の

障
を

除
き

、
方

除
祈

祷
・
井

戸
掘

り
替

え
・

戌
亥

の
方

角
に

造
作

を
す

す
め

て
い

る

17
3

77
-1

2
（
C

-
8
6
）

三
拾

四
歳

主
人

年
筮

閏
３

月
高

山
大

造
（
印

）
遇

泰
之

需
こ

の
卦

は
小

往
大

来
の

象
あ

り
故

に
諸

事
通

達
す

、
そ

の
他

３
月

か
ら

1
2
月

迄
の

吉
凶

、
当

年
の

運
気

よ
ろ

し
と

あ
る

17
4

77
-1

3
（
C

-
8
6
）

廿
四

歳
主

人
運

気
身

上
産

業
等

吉
凶

十
有

八
変

問
筮

得
遇

同
人

之
遯

冬
至

高
山

大
造

（
印

）
こ

の
卦

は
日

在
中

天
之

象
あ

り
衆

人
相

望
み

相
親

む
の

義
あ

り
吉

兆
な

り
、

外
に

来
る

午
歳

各
月

の
吉

凶
と

そ
の

対
応

17
5

78 （
C

-
8
7
）

役
場

諸
簿

明
治

1
3
年

７
月

起
月

給
　

旅
費

　
諸

費
　

受
取

　
役

場
現

費
　

布
告

配
達

　
福

岡
新

聞
到

着
　

四
王

寺
秣

山
地

租
民

費
操

替
等

々
書

上

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

竪
帳

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
紙

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

2
5

大野城市史編さん室調査分 №165～175

- 59 -- 58 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

17
6

79
-1

（
C

-
8
8
）

村
制

組
織

之
儀

ニ
付

請
願

書
明

治
2
1
年

1
0
月

御
笠

郡
筒

井
村

　
山

田
村

　
仲

嶋
村

　
畑

詰
村

　
中

村
　

乙
金

村
瓦

田
村

　
那

珂
郡

井
相

田
村

人
民

惣
代

生
田

秀
三

郎
　

他
２

２
名

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

村
力

を
隆

盛
に

す
る

た
め

に
村

制
の

改
革

を
し

て
ほ

し
い

と
の

請
願

書
竪

帳

17
7

7
9
-
２

（
C

-
8
8
）

添
申

書
明

治
2
1
年

1
1
月

７
日

御
笠

郡
筒

井
村

外
七

ヶ
村

戸
長

髙
原

善
造

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

村
制

組
織

御
変

更
の

儀
に

付
い

て
の

請
願

書
の

添
申

書
竪

帳

17
8

80 （
C

-
8
9
）

旧
戸

長
ヨ

リ
引

譲
目

録
明

治
1
6
年

８
月

行
政

事
務

に
係

る
記

録
　

文
書

目
録

　
公

有
記

録
文

書
目

録
筒

井
村

外
３

ヶ
村

役
場

諸
品

械
目

録
等

書
上

17
9

81 (C
-
9
0
）

御
巡

見
上

使
ヨ

リ
御

尋
之

廉
、

御
案

内
庄

屋
ヨ

リ
答

之
心

得
書

巡
見

上
使

か
ら

の
質

問
を

想
定

し
、

そ
れ

に
対

す
る

返
答

の
心

得
書

18
0

82 （
C

-
9
1
）

御
駕

籠
成

願
書

控
嘉

永
７

年
正

月
乙

金
村

組
頭

　
忠

作
同

村
庄

屋
　

正
右

衛
門

同
　

　
　

　
　

　
善

一
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

御
役

所

正
月

2
2
日

和
作

よ
り

善
一

郎
宛

　
孫

四
郎

御
駕

籠
成

の
儀

正
月

2
2
日

郡
役

所
よ

り
大

庄
屋

善
七

郎
宛

　
孫

四
郎

に
関

す
る

調
査

願
　

嘉
永

７
年

正
月

庄
屋

善
一

郎
よ

り
郡

役
所

宛
　

孫
四

郎
の

身
上

書

18
1

83 （
C

-
9
2
）

御
笠

郡
乙

金
村

中
村

戸
籍

総
計

　
同

職
分

総
計

村
控

明
治

1
3
年

２
月

御
笠

郡
乙

金
村

中
村

戸
長

　
高

原
善

造
御

笠
郡

乙
金

村
、

中
村

戸
籍

総
計

　
同

職
分

総
計

、
村

控
明

治
1
2
年

１
月

１
日

～
1
2
月

末
日

ま
で

18
2

8
4
-
１

（
C

-
9
3
）

〔
送

付
状

〕
〔
明

治
〕
1
1
月

1
1
日

松
尾

　
郡

書
記

（
印

）
髙

原
村

長
殿

8
4
-
２

　
「
布

告
写

」
　

の
送

付
状

18
3

8
4
-
２

（
C

-
9
3
）

九
年

五
月

廿
日

第
七

十
五

号
布

告
〔
明

治
〕

合
家

の
義

　
分

家
の

者
本

家
へ

復
旧

　
の

件
に

つ
い

て
の

布
告

18
4

85 （
C

-
9
4
）

乙
金

村
百

生
中

申
上

ル
口

上
之

覚
〔
江

戸
〕
４

月
２

日
乙

金
村

百
生

中
大

庄
屋

　
利

兵
衛

様
仲

村
の

僧
雲

に
強

要
さ

れ
て

書
付

に
連

判
し

た
も

の
の

、
取

返
し

に
い

っ
て

、
焼

捨
た

も
の

が
役

所
に

差
出

さ
れ

て
い

る
百

姓
中

は
決

し
て

書
付

な
ど

い
た

し
ま

せ
ん

18
5

86 （
C

-
9
5
）

借
用

銭
年

賦
書

物
之

事
天

明
５

年
巳

1
1
月

2
1
日

仲
村

　
借

主
  

令
次

受
人

  
津

甚
□

善
郎

殿
銭

１
貫

8
0
0
目

　
但

し
6
0
銭

 を
午

年
よ

り
５

か
年

賦
で

１
か

年
3
6
0
匁

充
返

済
す

る
と

い
う

借
用

書

18
6

87 （
C

-
9
6
）

高
原

謙
造

出
日

記
明

治
９

年
子

旧
８

月
2
2

日
ヨ

リ
髙

原
謙

造
８

月
2
2
日

～
2
4
日

ま
で

の
日

記
・
退

職
願

控
　

持
病

の
眼

病
の

為
、

伍
長

役
退

職
の

願
竪

帳

竪
帳

竪
帳

竪
紙

竪
紙

こ よ り で 一 括

竪
帳

綴

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
紙

2
6
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

17
6

79
-1

（
C

-
8
8
）

村
制

組
織

之
儀

ニ
付

請
願

書
明

治
2
1
年

1
0
月

御
笠

郡
筒

井
村

　
山

田
村

　
仲

嶋
村

　
畑

詰
村

　
中

村
　

乙
金

村
瓦

田
村

　
那

珂
郡

井
相

田
村

人
民

惣
代

生
田

秀
三

郎
　

他
２

２
名

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

村
力

を
隆

盛
に

す
る

た
め

に
村

制
の

改
革

を
し

て
ほ

し
い

と
の

請
願

書
竪

帳

17
7

7
9
-
２

（
C

-
8
8
）

添
申

書
明

治
2
1
年

1
1
月

７
日

御
笠

郡
筒

井
村

外
七

ヶ
村

戸
長

髙
原

善
造

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

村
制

組
織

御
変

更
の

儀
に

付
い

て
の

請
願

書
の

添
申

書
竪

帳

17
8

80 （
C

-
8
9
）

旧
戸

長
ヨ

リ
引

譲
目

録
明

治
1
6
年

８
月

行
政

事
務

に
係

る
記

録
　

文
書

目
録

　
公

有
記

録
文

書
目

録
筒

井
村

外
３

ヶ
村

役
場

諸
品

械
目

録
等

書
上

17
9

81 (C
-
9
0
）

御
巡

見
上

使
ヨ

リ
御

尋
之

廉
、

御
案

内
庄

屋
ヨ

リ
答

之
心

得
書

巡
見

上
使

か
ら

の
質

問
を

想
定

し
、

そ
れ

に
対

す
る

返
答

の
心

得
書

18
0

82 （
C

-
9
1
）

御
駕

籠
成

願
書

控
嘉

永
７

年
正

月
乙

金
村

組
頭

　
忠

作
同

村
庄

屋
　

正
右

衛
門

同
　

　
　

　
　

　
善

一
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

御
役

所

正
月

2
2
日

和
作

よ
り

善
一

郎
宛

　
孫

四
郎

御
駕

籠
成

の
儀

正
月

2
2
日

郡
役

所
よ

り
大

庄
屋

善
七

郎
宛

　
孫

四
郎

に
関

す
る

調
査

願
　

嘉
永

７
年

正
月

庄
屋

善
一

郎
よ

り
郡

役
所

宛
　

孫
四

郎
の

身
上

書

18
1

83 （
C

-
9
2
）

御
笠

郡
乙

金
村

中
村

戸
籍

総
計

　
同

職
分

総
計

村
控

明
治

1
3
年

２
月

御
笠

郡
乙

金
村

中
村

戸
長

　
高

原
善

造
御

笠
郡

乙
金

村
、

中
村

戸
籍

総
計

　
同

職
分

総
計

、
村

控
明

治
1
2
年

１
月

１
日

～
1
2
月

末
日

ま
で

18
2

8
4
-
１

（
C

-
9
3
）

〔
送

付
状

〕
〔
明

治
〕
1
1
月

1
1
日

松
尾

　
郡

書
記

（
印

）
髙

原
村

長
殿

8
4
-
２

　
「
布

告
写

」
　

の
送

付
状

18
3

8
4
-
２

（
C

-
9
3
）

九
年

五
月

廿
日

第
七

十
五

号
布

告
〔
明

治
〕

合
家

の
義

　
分

家
の

者
本

家
へ

復
旧

　
の

件
に

つ
い

て
の

布
告

18
4

85 （
C

-
9
4
）

乙
金

村
百

生
中

申
上

ル
口

上
之

覚
〔
江

戸
〕
４

月
２

日
乙

金
村

百
生

中
大

庄
屋

　
利

兵
衛

様
仲

村
の

僧
雲

に
強

要
さ

れ
て

書
付

に
連

判
し

た
も

の
の

、
取

返
し

に
い

っ
て

、
焼

捨
た

も
の

が
役

所
に

差
出

さ
れ

て
い

る
百

姓
中

は
決

し
て

書
付

な
ど

い
た

し
ま

せ
ん

18
5

86 （
C

-
9
5
）

借
用

銭
年

賦
書

物
之

事
天

明
５

年
巳

1
1
月

2
1
日

仲
村

　
借

主
  

令
次

受
人

  
津

甚
□

善
郎

殿
銭

１
貫

8
0
0
目

　
但

し
6
0
銭

 を
午

年
よ

り
５

か
年

賦
で

１
か

年
3
6
0
匁

充
返

済
す

る
と

い
う

借
用

書

18
6

87 （
C

-
9
6
）

高
原

謙
造

出
日

記
明

治
９

年
子

旧
８

月
2
2

日
ヨ

リ
髙

原
謙

造
８

月
2
2
日

～
2
4
日

ま
で

の
日

記
・
退

職
願

控
　

持
病

の
眼

病
の

為
、

伍
長

役
退

職
の

願
竪

帳

竪
帳

竪
帳

竪
紙

竪
紙

こ よ り で 一 括

竪
帳

綴

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
紙

2
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

19
9

9
3
-
２

（
C

-
1
0
4
）

〔
口

上
書

〕
根

伐
し

た
木

の
事

に
つ

い
て

経
緯

と
私

共
の

指
示

で
は

な
い

事
を

上
申

　
前

欠
及

び
後

欠
の

た
め

よ
く

分
か

ら
な

い

20
0

9
4
-
１

（
C

-
1
0
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
２

年
乙

金
村

組
頭

　
作

次
 次

右
衛

門
同

村
庄

屋
　

善
造

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

組
頭

次
右

衛
門

忰
亀

吉
等

５
人

の
者

唐
山

に
枯

木
取

に
行

き
、

下
の

方
で

物
音

が
す

る
の

で
、

声
を

か
け

た
が

返
答

が
な

い
の

で
、

石
を

投
げ

た
ら

、
松

葉
か

き
に

来
て

い
た

貞
七

女
房

の
頭

に
あ

た
り

け
が

を
し

た
　

石
を

投
げ

た
の

は
磯

吉
で

あ
り

ま
す

20
1

9
4
-
２

（
C

-
1
0
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
〔
乙

金
村

庄
屋

〕
〔
忍

平
〕

御
證

文
山

の
木

に
番

付
を

付
け

て
い

た
も

の
が

、
昨

夏
の

洪
水

で
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

へ
の

詫
状

　
下

書

20
2

9
4
‐
３

（
C

-
1
0
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

清
吉

孫
四

郎
半

助
組

合
百

姓
中

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
清

吉
組

合
組

頭
取

　
和

蔵
他

１
８

名
立

花
　

善
兵

衛
様

御
證

文
山

の
御

除
木

に
つ

い
て

不
法

の
取

り
調

べ
を

受
け

ま
し

た
が

私
共

は
存

じ
ま

せ
ん

　
庄

屋
忍

平
及

び
下

請
け

の
３

人
の

申
す

通
り

で
ご

ざ
い

ま
す

20
3

9
5
-
１

(C
-
1
0
7
）

〔
上

申
〕

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

立
花

　
善

兵
衛

様
御

證
文

山
の

件
に

つ
き

、
伐

採
し

た
樹

木
の

こ
と

及
び

山
境

の
こ

と
等

、
才

判
方

不
行

届
を

上
申

　
前

欠
　

下
書

20
4

95
-2

(C
-
1
0
7
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
2
年

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

御
證

文
山

根
払

い
の

件
に

つ
き

御
除

木
伐

採
の

経
緯

及
び

不
法

の
致

し
方

は
私

の
才

判
筋

不
行

届
と

の
上

申
　

下
書

20
5

96 （
C

-
1
0
8
)

〔
田

畠
書

上
帳

〕
〔
江

戸
〕

小
作

台
帳

　
（
田

畠
等

級
　

高
数

　
小

字
　

名
前

書
上

）
総

田
数

２
町

４
反

１
畝

2
0
歩

　
総

高
2
6
石

１
斗

２
升

３
合

20
6

97
-1

（
C

-
1
0
9
）

乙
金

寸
志

植
書

上
帳

弘
化

２
年

５
月

御
山

方
乙

金
村

杉
寸

志
植

書
上

20
7

9
7
-
２

（
C

-
1
0
9
）

兼
而

村
中

申
合

セ
之

杉
苗

當
春

う
へ

本
数

 控
杉

苗
植

本
数

の
名

前
の

書
上

20
8

98 (C
-
1
1
0
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

山
ノ

口
組

頭
取

　
乍

恐
仕

上
ル

口
上

之
覚

文
化

1
0
年

閏
1
1
月

乙
金

村
大

庄
屋

　
善

四
郎

（
印

）
外

　
８

名
友

納
嘉

市
様

御
役

所
当

村
唐

山
御

仕
組

払
い

の
分

は
３

貫
8
0
0
目

に
て

私
共

へ
御

下
渡

し
下

さ
い

　
と

の
請

願
書

20
9

９
９

（
C

-
1
1
1
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
６

年
３

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

同
村

組
頭

　
新

九
郎

同
　

源
内

天
野

弥
太

兵
衛

様
御

役
所

当
節

猪
の

出
没

多
く

麦
作

、
大

豆
蒔

付
な

ど
喰

荒
し

追
々

苗
代

の
時

節
に

な
る

の
で

猪
追

払
い

の
許

可
願

い

21
0

1
0
0
-
１

（
C

-
1
1
2
）

諸
□

出
間

通
明

治
1
4
年

７
月

ヨ
リ

〔
乙

金
村

　
中

村
役

場
〕

衛
生

委
員

届
、

国
民

軍
異

動
無

の
届

、
医

師
産

婆
異

動
無

の
届

な
ど

各
種

届
の

書
上

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
７

枚
継

）

竪
帳

切
紙

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

竪
帳

横
帳

横
帳

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

2
8

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

21
1

1
0
0
-
２

（
C

-
1
1
2
）

〔
借

用
証

〕
明

治
1
5
年

８
月

川
浪

　
惣

四
郎

　
他

森
山

庄
太

殿
　

他
記

・
受

取
証

・
借

用
書

等
2
1
点

の
綴

り

21
2

1
0
1
-
１

(C
-
1
1
3
）

〔
上

申
書

〕
明

治
2
1
年

1
1
月

御
笠

郡
筒

井
村

人
民

総
代

古
賀

與
八

(印
）
　

他
2
2
名

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

白
木

原
村

の
村

制
請

願
書

に
対

す
る

意
見

書
　

（
付

紙
あ

り
）

21
3

1
0
1
-
２

(C
-
1
1
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
仕

上
ル

書
面

3
月

1
5
日

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
平

井
元

右
衛

門
様

御
役

所
伐

除
く

１
所

　
代

丁
銭

１
貫

2
0
0
文

（
山

木
伐

及
び

杉
苗

植
の

上
申

の
下

書
き

か
）

21
4

10
2

(C
-
1
1
4
）

〔
記

録
〕

４
月

2
9
日

　
外

人
名

・
日

数
・
代

米
数

量
の

書
上

　
使

役
の

記
録

か

21
5

1
0
3
-
１

（
C

-
1
1
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

山
ノ

口
源

次
次

七
御

詮
儀

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
切

紙

21
6

1
0
3
-
２

（
C

-
1
1
5
）

〔
上

申
〕

切
継

紙
（
２

枚
継

）

21
7

1
0
3
-
３

（
C

-
1
1
5
）

借
用

仕
證

文
事

亨
和

２
年

２
月

３
日

借
主

　
久

七
(印

)
受

人
　

介
治

(印
）

乙
金

村
　

善
四

郎
様

6
0
文

銭
2
0
0
目

確
か

に
借

用
　

当
９

月
限

り
返

済
　

若
し

不
納

の
節

は
私

の
家

財
一

切
差

し
上

げ
ま

す

21
8

1
0
3
-
４

(C
-1

15
)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

御
證

文
山

の
御

用
松

木
伐

採
の

件
に

つ
い

て
　

（
後

欠
の

た
め

詳
細

不
明

）

21
9

1
0
3
-
５

(C
-1

15
)

借
用

仕
銭

之
事

文
化

２
年

1
2
月

2
7
日

那
珂

郡
西

竪
粕

村
　

喜
作

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
殿

銭
1
1
3
匁

　
右

は
貴

殿
下

人
利

吉
の

身
代

　
当

冬
よ

り
私

が
召

使
い

払
う

筈
の

と
こ

ろ
都

合
に

よ
り

借
用

し
ま

す
　

来
寅

９
月

限
り

２
割

の
利

子
を

加
え

返
済

し
ま

す

22
0

10
4

(C
-
1
1
6
）

諸
進

□
□

□
(判

読
不

能
)

明
治

1
3
年

７
月

ヨ
リ

乙
金

村
中

村
　

役
場

部
分

木
植

付
申

告
、

被
害

田
畑

反
別

調
、

国
民

軍
異

動
無

之
届

、
稲

作
新

旧
比

較
表

、
そ

の
他

諸
納

金
等

役
場

業
務

の
記

録

22
1

1
0
5
-
１

(C
-
1
1
7
）

村
民

ニ
テ

山
林

取
締

之
部

明
治

1
2
年

２
月

９
日

組
長

　
船

越
源

太
郎

同
　

　
 伊

藤
弥

四
郎

同
　

　
 船

越
善

助
戸

長
　

髙
原

善
造

殿
水

源
・
堤

備
の

山
林

取
締

の
約

定
　

心
得

の
５

か
条

　
上

の
組

・
下

の
組

の
人

名
書

上

22
2

1
0
5
-
２

(C
-
1
1
7
）

山
林

保
護

之
部

文
化

７
年

３
月

中
村

　
又

次
同

村
　

与
七

郎
乙

金
村

御
山

ノ
内

孫
治

様

仕
上

る
書

物
の

事
　

私
共

御
立

山
の

内
に

て
松

枝
伐

お
ろ

し
お

咎
め

を
う
け

恐
縮

で
す

　
以

後
は

こ
の

よ
う

な
こ

と
が

な
い

よ
う
に

し
ま

す
　

他
２

点

綴 竪
帳

竪
帳

切
紙

切
紙

竪
帳

竪
帳

竪
帳

切
紙

同 一 文 書

竪
帳

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
山

ノ
口

　
源

次
同

　
次

七
立

花
善

兵
衛

様
御

證
文

山
・
古

野
ノ

浦
の

御
除

木
伐

取
の

件
に

つ
い

て
は

私
共

見
ヶ

〆
不

行
届

の
段

お
詫

び
し

ま
す

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

2
9

大野城市史編さん室調査分 №199～210

- 63 -- 62 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

19
9

9
3
-
２

（
C

-
1
0
4
）

〔
口

上
書

〕
根

伐
し

た
木

の
事

に
つ

い
て

経
緯

と
私

共
の

指
示

で
は

な
い

事
を

上
申

　
前

欠
及

び
後

欠
の

た
め

よ
く

分
か

ら
な

い

20
0

9
4
-
１

（
C

-
1
0
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
２

年
乙

金
村

組
頭

　
作

次
 次

右
衛

門
同

村
庄

屋
　

善
造

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

組
頭

次
右

衛
門

忰
亀

吉
等

５
人

の
者

唐
山

に
枯

木
取

に
行

き
、

下
の

方
で

物
音

が
す

る
の

で
、

声
を

か
け

た
が

返
答

が
な

い
の

で
、

石
を

投
げ

た
ら

、
松

葉
か

き
に

来
て

い
た

貞
七

女
房

の
頭

に
あ

た
り

け
が

を
し

た
　

石
を

投
げ

た
の

は
磯

吉
で

あ
り

ま
す

20
1

9
4
-
２

（
C

-
1
0
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
〔
乙

金
村

庄
屋

〕
〔
忍

平
〕

御
證

文
山

の
木

に
番

付
を

付
け

て
い

た
も

の
が

、
昨

夏
の

洪
水

で
無

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

へ
の

詫
状

　
下

書

20
2

9
4
‐
３

（
C

-
1
0
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

清
吉

孫
四

郎
半

助
組

合
百

姓
中

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
清

吉
組

合
組

頭
取

　
和

蔵
他

１
８

名
立

花
　

善
兵

衛
様

御
證

文
山

の
御

除
木

に
つ

い
て

不
法

の
取

り
調

べ
を

受
け

ま
し

た
が

私
共

は
存

じ
ま

せ
ん

　
庄

屋
忍

平
及

び
下

請
け

の
３

人
の

申
す

通
り

で
ご

ざ
い

ま
す

20
3

9
5
-
１

(C
-
1
0
7
）

〔
上

申
〕

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

立
花

　
善

兵
衛

様
御

證
文

山
の

件
に

つ
き

、
伐

採
し

た
樹

木
の

こ
と

及
び

山
境

の
こ

と
等

、
才

判
方

不
行

届
を

上
申

　
前

欠
　

下
書

20
4

95
-2

(C
-
1
0
7
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
2
年

６
月

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

御
證

文
山

根
払

い
の

件
に

つ
き

御
除

木
伐

採
の

経
緯

及
び

不
法

の
致

し
方

は
私

の
才

判
筋

不
行

届
と

の
上

申
　

下
書

20
5

96 （
C

-
1
0
8
)

〔
田

畠
書

上
帳

〕
〔
江

戸
〕

小
作

台
帳

　
（
田

畠
等

級
　

高
数

　
小

字
　

名
前

書
上

）
総

田
数

２
町

４
反

１
畝

2
0
歩

　
総

高
2
6
石

１
斗

２
升

３
合

20
6

97
-1

（
C

-
1
0
9
）

乙
金

寸
志

植
書

上
帳

弘
化

２
年

５
月

御
山

方
乙

金
村

杉
寸

志
植

書
上

20
7

9
7
-
２

（
C

-
1
0
9
）

兼
而

村
中

申
合

セ
之

杉
苗

當
春

う
へ

本
数

 控
杉

苗
植

本
数

の
名

前
の

書
上

20
8

98 (C
-
1
1
0
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

山
ノ

口
組

頭
取

　
乍

恐
仕

上
ル

口
上

之
覚

文
化

1
0
年

閏
1
1
月

乙
金

村
大

庄
屋

　
善

四
郎

（
印

）
外

　
８

名
友

納
嘉

市
様

御
役

所
当

村
唐

山
御

仕
組

払
い

の
分

は
３

貫
8
0
0
目

に
て

私
共

へ
御

下
渡

し
下

さ
い

　
と

の
請

願
書

20
9

９
９

（
C

-
1
1
1
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
６

年
３

月
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

同
村

組
頭

　
新

九
郎

同
　

源
内

天
野

弥
太

兵
衛

様
御

役
所

当
節

猪
の

出
没

多
く

麦
作

、
大

豆
蒔

付
な

ど
喰

荒
し

追
々

苗
代

の
時

節
に

な
る

の
で

猪
追

払
い

の
許

可
願

い

21
0

1
0
0
-
１

（
C

-
1
1
2
）

諸
□

出
間

通
明

治
1
4
年

７
月

ヨ
リ

〔
乙

金
村

　
中

村
役

場
〕

衛
生

委
員

届
、

国
民

軍
異

動
無

の
届

、
医

師
産

婆
異

動
無

の
届

な
ど

各
種

届
の

書
上

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
７

枚
継

）

竪
帳

切
紙

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

竪
帳

横
帳

横
帳

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

2
8

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

21
1

1
0
0
-
２

（
C

-
1
1
2
）

〔
借

用
証

〕
明

治
1
5
年

８
月

川
浪

　
惣

四
郎

　
他

森
山

庄
太

殿
　

他
記

・
受

取
証

・
借

用
書

等
2
1
点

の
綴

り

21
2

1
0
1
-
１

(C
-
1
1
3
）

〔
上

申
書

〕
明

治
2
1
年

1
1
月

御
笠

郡
筒

井
村

人
民

総
代

古
賀

與
八

(印
）
　

他
2
2
名

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

白
木

原
村

の
村

制
請

願
書

に
対

す
る

意
見

書
　

（
付

紙
あ

り
）

21
3

1
0
1
-
２

(C
-
1
1
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
仕

上
ル

書
面

3
月

1
5
日

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
平

井
元

右
衛

門
様

御
役

所
伐

除
く

１
所

　
代

丁
銭

１
貫

2
0
0
文

（
山

木
伐

及
び

杉
苗

植
の

上
申

の
下

書
き

か
）

21
4

10
2

(C
-
1
1
4
）

〔
記

録
〕

４
月

2
9
日

　
外

人
名

・
日

数
・
代

米
数

量
の

書
上

　
使

役
の

記
録

か

21
5

1
0
3
-
１

（
C

-
1
1
5
）

御
笠

郡
乙

金
村

山
ノ

口
源

次
次

七
御

詮
儀

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
切

紙

21
6

1
0
3
-
２

（
C

-
1
1
5
）

〔
上

申
〕

切
継

紙
（
２

枚
継

）

21
7

1
0
3
-
３

（
C

-
1
1
5
）

借
用

仕
證

文
事

亨
和

２
年

２
月

３
日

借
主

　
久

七
(印

)
受

人
　

介
治

(印
）

乙
金

村
　

善
四

郎
様

6
0
文

銭
2
0
0
目

確
か

に
借

用
　

当
９

月
限

り
返

済
　

若
し

不
納

の
節

は
私

の
家

財
一

切
差

し
上

げ
ま

す

21
8

1
0
3
-
４

(C
-1

15
)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

御
證

文
山

の
御

用
松

木
伐

採
の

件
に

つ
い

て
　

（
後

欠
の

た
め

詳
細

不
明

）

21
9

1
0
3
-
５

(C
-1

15
)

借
用

仕
銭

之
事

文
化

２
年

1
2
月

2
7
日

那
珂

郡
西

竪
粕

村
　

喜
作

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
殿

銭
1
1
3
匁

　
右

は
貴

殿
下

人
利

吉
の

身
代

　
当

冬
よ

り
私

が
召

使
い

払
う

筈
の

と
こ

ろ
都

合
に

よ
り

借
用

し
ま

す
　

来
寅

９
月

限
り

２
割

の
利

子
を

加
え

返
済

し
ま

す

22
0

10
4

(C
-
1
1
6
）

諸
進

□
□

□
(判

読
不

能
)

明
治

1
3
年

７
月

ヨ
リ

乙
金

村
中

村
　

役
場

部
分

木
植

付
申

告
、

被
害

田
畑

反
別

調
、

国
民

軍
異

動
無

之
届

、
稲

作
新

旧
比

較
表

、
そ

の
他

諸
納

金
等

役
場

業
務

の
記

録

22
1

1
0
5
-
１

(C
-
1
1
7
）

村
民

ニ
テ

山
林

取
締

之
部

明
治

1
2
年

２
月

９
日

組
長

　
船

越
源

太
郎

同
　

　
 伊

藤
弥

四
郎

同
　

　
 船

越
善

助
戸

長
　

髙
原

善
造

殿
水

源
・
堤

備
の

山
林

取
締

の
約

定
　

心
得

の
５

か
条

　
上

の
組

・
下

の
組

の
人

名
書

上

22
2

1
0
5
-
２

(C
-
1
1
7
）

山
林

保
護

之
部

文
化

７
年

３
月

中
村

　
又

次
同

村
　

与
七

郎
乙

金
村

御
山

ノ
内

孫
治

様

仕
上

る
書

物
の

事
　

私
共

御
立

山
の

内
に

て
松

枝
伐

お
ろ

し
お

咎
め

を
う
け

恐
縮

で
す

　
以

後
は

こ
の

よ
う

な
こ

と
が

な
い

よ
う
に

し
ま

す
　

他
２

点

綴 竪
帳

竪
帳

切
紙

切
紙

竪
帳

竪
帳

竪
帳

切
紙

同 一 文 書

竪
帳

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
山

ノ
口

　
源

次
同

　
次

七
立

花
善

兵
衛

様
御

證
文

山
・
古

野
ノ

浦
の

御
除

木
伐

取
の

件
に

つ
い

て
は

私
共

見
ヶ

〆
不

行
届

の
段

お
詫

び
し

ま
す

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

2
9

大野城市史編さん室調査分 №211～222
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

22
3

10
6

(C
-
1
1
8
）

〔
報
告
〕

明
治
５
年
壬
申
1
1
月

乙
金
村
組
頭
　
関
忍
平

同
　
　
　
　
　
　
　
舟
越
善
六

同
村
副
戸
長
　
染
原
精
六
郎

福
岡
県
御
庁

乙
金
村
の
田
反
別
2
7
町
８
反
４
畝
2
2
歩
　
高
3
3
4
石
９
斗
６
升

畑
反
別
９
町
８
反
７
畝
2
4
歩
　
高
6
4
石
９
斗
３
升
の
内
訳
　
他

に
畑
田
成
・
大
縄
畑
の
書
上
　
面
積
・
高
・
代
價
付
・
無
代
價
・

費
地
な
ど
の
報
告
書

22
4

10
7

（
C
-
1
1
9
）

諸
願
諸
指
控

天
保
７
年
1
2
月
　
外

乙
金
村
組
頭
　
作
次
　
源
六

同
村
庄
屋
　
　
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
御
役
所

御
笠
郡
乙
金
村
よ
り
郡
役
所
へ
提
出
し
た
書
類
の
控
え
　
作

馬
の
こ
と
・
證
文
山
の
こ
と
・
宗
旨
改
め
の
こ
と
・
死
人
の
こ
と
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

22
5

10
8

（
C
-
1
2
0
）

明
細
書
　
村
方
控

亨
和
２
年
戌
４
月

筒
井
村
の
田
畠
高
・
田
畠
数
・
堤
・
井
手
・
家
屋
・
人
口
な
ど

村
の
状
況
を
詳
細
に
記
録
し
て
あ
る

22
6

1
0
9
-
１

（
C
-
1
2
1
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
申

上
ル
口
上
之
覺

安
政
２
年
５
月
1
4
日

乙
金
村
組
頭
　
忠
作

同
　
正
右
衛
門

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
御
役
所

当
村
孫
太
郎
3
9
才
が
当
村
抱
え
の
内
　
雉
子
ヶ
尾
　
播
磨
様

御
建
山
の
内
で
縊
死
し
て
い
た
の
で
真
宗
正
栄
寺
結
縁
を

受
け
死
骸
を
納
め
さ
せ
て
ほ
し
い
　
と
の
願
い

22
7

1
0
9
-
２

（
C
-
1
2
1
）

御
笠
郡
乙
金
村
清
吉
孫
四
郎

半
助
組
合
百
姓
中
御
詮
儀
ニ

付
　
乍
恐
申
上
ル
口
上
之
覚

御
證
文
山
　
古
野
の
浦
の
１
件
に
つ
い
て
の
よ
う
で
あ
る
が
後

欠
で
詳
細
は
不
詳

22
8

11
0

（
C
-
1
2
2
）

御
笠
郡
乙
金
村
百
性
清
吉
御

詮
儀
ニ
付
乍
恐
申
上
ル
口
上

之
覚

嘉
永
６
年
1
1
月

乙
金
村
百
性
　
清
吉

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

当
村
御
山
の
内
で
薪
伐
取
の
件
に
つ
い
て
、
清
吉
の
口
上

及
び
同
村
山
之
口
組
頭
・
庄
屋
等
の
口
上
書
　
３
件

22
9

1
1
1
-
１

（
C
-
1
2
3
）

中
野
三
太
夫
様
ヨ
リ
仲
村
差

引
之
儀
被
仰
聞
ニ
付
同
村
兵

次
殿
ヨ
リ
目
録
ヲ
以
被
申
出

候
間
御
詮
儀
被
仰
付
御
答
申

上
ル
覚

寛
政
７
年
２
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
四
郎

山
口
大
庄
屋

利
兵
衛
殿

天
明
３
～
５
年
の
証
文
の
分
の
貸
付
金
　
銭
１
貫
8
7
0
目
の
催

促
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
及
び
内
記
様
御
立
山
売
払
い

を
以
て
返
済
の
世
話
を
頼
む
書
状

23
0

1
1
1
-
２

（
C
-
1
2
3
）

〔
書
簡
〕

4
月
9
日

内
記
内
　
中
野
三
大
夫

山
口
村
大
庄
屋

利
兵
衛
様

乙
金
村
抱
内
記
立
山
の
松
木
を
伐
採
さ
せ
た
時
の
代
銭
を

下
請
け
の
兵
次
が
上
納
せ
ず
催
促
し
て
も
埒
が
あ
か
な
い
の

で
事
情
を
穿
鑿
し
て
ほ
し
い
　
と
い
う
依
頼
の
書
簡

23
1

1
1
1
-
３

（
C
-
1
2
3
）

〔
備
忘
〕

〆
て
1
9
1
匁
６
分
　
こ
の
分
証
文
な
し
と
あ
る
　
前
欠
・
後
欠
の

た
め
詳
細
不
明

23
2

1
1
1
-
４

（
C
-
1
2
3
)

書
物
之
事

弘
化
４
年
９
月

源
三
（
印
）

受
人
　
藤
四
郎
（
印
）

庄
屋
　
善
一
郎
殿

他
４
名

糀
む
ろ
の
御
免
札
を
受
け
る
為
に
協
力
し
て
貰
っ
た
礼
と
、

万
一
背
き
ま
し
た
ら
許
可
証
は
引
上
げ
て
下
さ
い
　
と
い
う
誓

約
の
書
物

切
継
紙
（
４
枚
継
）

切
紙

竪
帳

切
継
紙
（
1
0
枚
継
）

竪
帳

竪
帳

竪
帳

切
継
紙
（
3
枚
継
）

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

3
0

大野城市史編さん室調査分 №223～232
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

22
3

10
6

(C
-
1
1
8
）

〔
報
告
〕

明
治
５
年
壬
申
1
1
月

乙
金
村
組
頭
　
関
忍
平

同
　
　
　
　
　
　
　
舟
越
善
六

同
村
副
戸
長
　
染
原
精
六
郎

福
岡
県
御
庁

乙
金
村
の
田
反
別
2
7
町
８
反
４
畝
2
2
歩
　
高
3
3
4
石
９
斗
６
升

畑
反
別
９
町
８
反
７
畝
2
4
歩
　
高
6
4
石
９
斗
３
升
の
内
訳
　
他

に
畑
田
成
・
大
縄
畑
の
書
上
　
面
積
・
高
・
代
價
付
・
無
代
價
・

費
地
な
ど
の
報
告
書

22
4

10
7

（
C
-
1
1
9
）

諸
願
諸
指
控

天
保
７
年
1
2
月
　
外

乙
金
村
組
頭
　
作
次
　
源
六

同
村
庄
屋
　
　
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
御
役
所

御
笠
郡
乙
金
村
よ
り
郡
役
所
へ
提
出
し
た
書
類
の
控
え
　
作

馬
の
こ
と
・
證
文
山
の
こ
と
・
宗
旨
改
め
の
こ
と
・
死
人
の
こ
と
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

22
5

10
8

（
C
-
1
2
0
）

明
細
書
　
村
方
控

亨
和
２
年
戌
４
月

筒
井
村
の
田
畠
高
・
田
畠
数
・
堤
・
井
手
・
家
屋
・
人
口
な
ど

村
の
状
況
を
詳
細
に
記
録
し
て
あ
る

22
6

1
0
9
-
１

（
C
-
1
2
1
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
申

上
ル
口
上
之
覺

安
政
２
年
５
月
1
4
日

乙
金
村
組
頭
　
忠
作

同
　
正
右
衛
門

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
御
役
所

当
村
孫
太
郎
3
9
才
が
当
村
抱
え
の
内
　
雉
子
ヶ
尾
　
播
磨
様

御
建
山
の
内
で
縊
死
し
て
い
た
の
で
真
宗
正
栄
寺
結
縁
を

受
け
死
骸
を
納
め
さ
せ
て
ほ
し
い
　
と
の
願
い

22
7

1
0
9
-
２

（
C
-
1
2
1
）

御
笠
郡
乙
金
村
清
吉
孫
四
郎

半
助
組
合
百
姓
中
御
詮
儀
ニ

付
　
乍
恐
申
上
ル
口
上
之
覚

御
證
文
山
　
古
野
の
浦
の
１
件
に
つ
い
て
の
よ
う
で
あ
る
が
後

欠
で
詳
細
は
不
詳

22
8

11
0

（
C
-
1
2
2
）

御
笠
郡
乙
金
村
百
性
清
吉
御

詮
儀
ニ
付
乍
恐
申
上
ル
口
上

之
覚

嘉
永
６
年
1
1
月

乙
金
村
百
性
　
清
吉

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

当
村
御
山
の
内
で
薪
伐
取
の
件
に
つ
い
て
、
清
吉
の
口
上

及
び
同
村
山
之
口
組
頭
・
庄
屋
等
の
口
上
書
　
３
件

22
9

1
1
1
-
１

（
C
-
1
2
3
）

中
野
三
太
夫
様
ヨ
リ
仲
村
差

引
之
儀
被
仰
聞
ニ
付
同
村
兵

次
殿
ヨ
リ
目
録
ヲ
以
被
申
出

候
間
御
詮
儀
被
仰
付
御
答
申

上
ル
覚

寛
政
７
年
２
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
四
郎

山
口
大
庄
屋

利
兵
衛
殿

天
明
３
～
５
年
の
証
文
の
分
の
貸
付
金
　
銭
１
貫
8
7
0
目
の
催

促
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
及
び
内
記
様
御
立
山
売
払
い

を
以
て
返
済
の
世
話
を
頼
む
書
状

23
0

1
1
1
-
２

（
C
-
1
2
3
）

〔
書
簡
〕

4
月
9
日

内
記
内
　
中
野
三
大
夫

山
口
村
大
庄
屋

利
兵
衛
様

乙
金
村
抱
内
記
立
山
の
松
木
を
伐
採
さ
せ
た
時
の
代
銭
を

下
請
け
の
兵
次
が
上
納
せ
ず
催
促
し
て
も
埒
が
あ
か
な
い
の

で
事
情
を
穿
鑿
し
て
ほ
し
い
　
と
い
う
依
頼
の
書
簡

23
1

1
1
1
-
３

（
C
-
1
2
3
）

〔
備
忘
〕

〆
て
1
9
1
匁
６
分
　
こ
の
分
証
文
な
し
と
あ
る
　
前
欠
・
後
欠
の

た
め
詳
細
不
明

23
2

1
1
1
-
４

（
C
-
1
2
3
)

書
物
之
事

弘
化
４
年
９
月

源
三
（
印
）

受
人
　
藤
四
郎
（
印
）

庄
屋
　
善
一
郎
殿

他
４
名

糀
む
ろ
の
御
免
札
を
受
け
る
為
に
協
力
し
て
貰
っ
た
礼
と
、

万
一
背
き
ま
し
た
ら
許
可
証
は
引
上
げ
て
下
さ
い
　
と
い
う
誓

約
の
書
物

切
継
紙
（
４
枚
継
）

切
紙

竪
帳

切
継
紙
（
1
0
枚
継
）

竪
帳

竪
帳

竪
帳

切
継
紙
（
3
枚
継
）

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

3
0

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

23
3

1
1
1
-
５

（
C

-
1
2
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

文
化

1
4
年

２
月

乙
金

村
庄

屋
　

□
□

同
村

組
頭

　
藤

七
　

元
七

天
野

藤
四

郎
様

小
河

左
右

衛
門

様

当
村

抱
唐

山
と

い
う

所
中

村
堤

の
石

井
手

の
件

に
付

　
瓶

井
樋

仕
居

の
御

願
い

　
唐

山
堤

・
石

荒
手

に
土

俵
に

て
堰

上
げ

高
め

な
い

よ
う

に
御

才
判

の
御

願
　

草
稿

か

23
4

1
1
1
-
６

（
C

-
1
2
3
）

〔
書

簡
〕

2
月

6
日

唐
人

町
総

代
　

巳
八

（
花

押
）

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
殿

儀
平

と
申

す
者

長
い

間
当

町
に

出
稼

ぎ
に

き
て

ま
す

が
　

御
村

方
在

住
に

な
っ

て
お

り
、

唐
人

町
に

転
出

の
手

続
き

依
頼

の
手

紙

23
5

1
1
1
-
７

（
C

-
1
2
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
願

申
上

ル
事

嘉
永

４
年

５
月

乙
金

村
組

頭
正

右
衛

門
　

源
六

同
村

庄
屋

　
善

一
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

去
る

秋
の

大
風

で
倒

れ
た

松
の

木
２

本
　

宮
用

材
木

に
下

げ
渡

し
願

い
　

追
て

書
に

石
燈

籠
戸

・
挑

灯
箱

・
村

幟
箱

な
ど

を
仕

立
て

る
　

と
あ

る

23
6

1
1
1
-
８

（
C

-
1
2
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
詮

儀
申

上
候

事
文

政
３

年
1
1
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

同
村

組
頭

　
藤

七
　

善
七

友
納

久
市

様
御

役
所

当
村

百
姓

惣
吉

等
1
0
名

の
者

　
御

山
御

證
文

を
頂

戴
し

て
い

た
が

、
先

年
同

名
の

者
が

あ
り

子
孫

で
あ

る
か

ど
う
か

分
か

ら
な

い
の

で
詮

議
を

し
て

ほ
し

い
　

と
い

う
趣

旨
の

文
面

（
虫

食
い

破
損

が
あ

り
詳

細
は

不
明

）

23
7

1
1
1
-
９

(C
-
1
2
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

文
化

1
5
年

２
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

同
村

組
頭

　
藤

七
　

善
七

天
野

藤
九

郎
様

小
河

次
右

衛
門

様

当
村

抱
唐

山
・
谷

・
中

村
堤

下
田

地
養

水
払

底
の

件
、

評
儀

の
上

よ
ろ

し
く

御
才

判
の

願
い

　
ま

た
右

堤
下

の
説

明
経

緯
、

石
荒

手
に

土
俵

に
て

堰
上

げ
し

な
い

様
御

才
判

願

23
8

11
1-

1
0

（
C

-
1
2
3
）

□
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
注

進
□

候
事

天
保

２
年

1
1
月

1
2
日

乙
金

村
組

頭
　

作
次

(印
）

次
右

衛
門

(印
)

同
村

庄
屋

　
善

造
(印

)

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

博
多

馬
場

新
町

判
元

桶
屋

三
次

忰
磯

吉
等

５
人

、
当

村
唐

山
に

枯
木

取
に

行
き

山
上

よ
り

礫
う

ち
を

し
て

い
た

ら
松

葉
掻

を
し

て
い

た
当

村
貞

七
女

房
の

頭
に

当
り

怪
我

を
さ

せ
た

　
早

速
廣

田
傅

亮
様

で
手

当
て

し
た

が
未

だ
に

治
癒

し
な

い
の

で
報

告
し

ま
す

23
9

11
1-

1
1

（
C

-
1
2
3
）

〔
費

地
畝

高
徳

米
之

覚
〕

文
政

４
年

巳
８

月
筒

井
村

庄
屋

 善
六

（
印

）
同

村
組

頭
　

直
次

（
印

）
 金

次
（
印

）
　

勘
右

衛
門

（
印

）

乙
金

村
庄

屋
　

善
蔵

殿
同

村
組

頭
　

藤
七

殿
善

七
殿

筒
井

ひ
へ

の
隈

堤
仕

掛
け

水
溝

筋
　

亨
和

２
年

と
文

化
１

３
年

両
年

に
溝

掘
り

広
め

又
溝

土
手

築
立

に
よ

る
費

地
の

畝
高

書
上

　
田

数
１

畝
1
0
歩

半
　

高
１

斗
５

升
７

合

24
0

11
1-

1
2

（
C

-
1
2
3
）

祭
租

高
原

善
市

郎
霊

文
明

治
3
3
年

3
月

1
7
日

裔
孫

　
髙

原
謙

次
郎

元
禄

２
年

生
れ

寛
延

４
年

２
月

に
亡

く
な

っ
た

髙
原

善
市

郎
の

百
五

十
年

忌
に

際
し

て
の

霊
文

　
後

尾
に

霊
の

御
前

に
手

向
け

る
と

し
て

和
歌

１
首

あ
り

24
1

11
1-

1
3

（
C

-
1
2
3
）

〔
檄

文
〕

逆
賊

徳
川

慶
喜

滅
亡

す
べ

き
理

由
を

挙
げ

　
「
男

子
心

あ
る

者
は

順
逆

の
道

・
禍

福
の

利
を

審
に

し
て

其
進

退
向

背
を

決
す

べ
し

」

24
2

11
1-

1
4

（
C

-
1
2
3
）

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
２

月
１

７
日

仲
村

　
曽

平
同

　
　

 初
次

善
四

郎
様

当
村

兵
次

よ
り

中
野

三
太

夫
様

へ
　

「
拂

不
足

銭
之

儀
」
　

に
つ

い
て

の
意

見
を

書
い

た
書

簡

切
継

紙
（
2
枚

継
）

切
継

紙
（
2
枚

継
）

切
継

紙
（
2
枚

継
）

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
継

紙
（
4
枚

継
）

切
継

紙
（
2
枚

継
）

切
継

紙
（
3
枚

継
）

切
継

紙
（
3
枚

継
）

切
継

紙
（
3
枚

継
）

切
継

紙
（
3
枚

継
）

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

3
1

大野城市史編さん室調査分 №233～242
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

24
3

11
2

（
C
-
1
2
4
）

正
徳
五
年
分
御
笠
郡
乙
金
村

田
畠
春
石
別
ニ
御
請
申
上
ル

御
免
状
之
事

正
徳
５
年

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
（
印
）

正
徳
５
年
の
乙
金
村
の
春
免
　
田
高
3
3
4
石
位
、
御
徳
米
1
7
0

石
位
、
畠
高
6
9
石
程
、
御
徳
大
豆
2
3
石
位

24
4

1
1
3
-
１

（
C
-
1
2
5
）

〔
備
忘
〕

〔
江
戸
〕
２
月
2
2
日
　
他

内
夫
及
び
状
持
人
数
書
上
　
２
月
2
3
日
よ
り
３
月
３
日
迄
木
挽

宿
日
数
書
上

24
5

1
1
3
-
２

（
C
-
1
2
5
）

天
保
八
年

天
保
８
年

銭
高
と
人
名
の
書
上
・
斤
目
書
上
・
覚
・
手
紙
の
草
稿
・
郡
役

所
に
出
す
も
の
・
草
稿
等
雑
多
な
も
の
の
帳
　
表
紙
に
天
保
８

年
と
書
い
て
あ
る

24
6

11
4

（
C
-
1
2
6
）

申
渡
覚

丑
７
月

乙
金
村
百
姓

与
作
　
他
1
1
名

去
９
月
庄
屋
宅
へ
踏
込
み
　
和
吉
を
夜
中
に
連
れ
出
し
口
論

村
中
騒
動
し
た
の
で
処
罰
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
容
赦
し
、
「
５

日
の
轉
さ
ら
し
申
付
け
ゆ
る
す
」
　
と
の
申
渡
し

24
7

11
5

（
C
-
1
2
7
）

中
野
三
太
夫
様
ヨ
リ
仲
村
指

引
之
儀
被
仰
聞
ニ
付
同
村
兵

次
殿
ヨ
リ
目
録
ヲ
以
被
申
出

候
間
御
詮
儀
被
仰
付
御
答
申

上
ル
覚

史
料
№
1
1
1
-
1
4
に
関
す
る
　
「
仲
村
指
引
之
儀
」
に
つ
い
て

兵
次
殿
よ
り
出
さ
れ
た
返
答
書
の
控

24
8

11
6

（
C
-
1
2
8
）

〔
夫
粮
米
人
別
割
渡
之
覚
〕

嘉
永
４
年
５
月
　
他

乙
金
村
組
頭

正
右
衛
門
　
源
六

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
御
役
所

乙
金
村
の
夫
粮
米
・
人
別
書
上
　
嘉
永
４
年
分
綴

24
9

11
7

（
C
-
1
2
9
）

〔
上
申
書
等
綴
〕

天
保
２
年
1
1
月
1
3
日
他

作
次
　
次
右
衛
門
　
他

御
役
所
　
他

博
多
馬
場
新
町
判
元
樋
屋
三
次
忰
磯
吉
等
５
人
の
礫
投
げ

の
一
件
に
関
す
る
上
申
書
等
の
綴
り

25
0

1
1
8
-
１

（
C
-
1
3
1
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
忍
平
乍

恐
申
上
ル
口
上
之
覚

天
保
1
2
年
６
月

乙
金
村
庄
屋
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

先
祖
拝
領
の
御
證
文
山
根
払
い
の
際
、
御
用
囲
の
松
1
0
0
本

の
う
ち
の
１
本
を
や
む
を
得
ざ
る
事
情
で
切
取
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
対
す
る
お
詫
び
の
上
申
書

25
1

1
1
8
-
２

（
C
-
1
3
1
）

□
笠
郡
乙
金
村
仕
上
ル
指
出

之
事

文
化
1
4
年
９
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵

八
田
九
内
様
御
役
所

豊
後
国
玖
珠
郡
森
町
出
生
小
井
菖
立
は
去
る
1
7
日
宰
府
村

真
宗
西
正
寺
へ
納
め
ま
し
た
　
此
段
お
届
致
し
ま
す

25
2

1
1
9
-
１

（
C
-
1
3
2
）

〔
國
有
山
林
法
〕

〔
明
治
〕
3
2
年
３
月
2
2
日

〔
内
閣
総
理
大
臣
　
山
縣
有
朋
〕

明
治
3
2
年
３
月
2
2
日
に
公
布
さ
れ
た
、
国
有
林
法
の
写
し

竪
帳

25
3

1
1
9
-
２

（
C
-
1
3
2
）

〔
国
有
土
地
森
林
原
野
下
戻

法
〕

〔
明
治
〕

「
国
有
土
地
森
林
原
野
下
戻
法
」
と
そ
の
「
申
請
手
續
」
の
写

し
竪
帳

25
4

1
1
9
-
３

（
C
-
1
3
2
）

三
十
二
年
　
日
日
官
報

九
州
日
報

〔
明
治
〕

明
治
3
2
年
九
州
日
報
か
ら
の
写
し
と
思
わ
れ
る
　
林
野
整
理

支
局
長
職
務
章
程
・
雑
事
注
意
事
項
　
郡
長
よ
り
町
村
長
に

内
達
の
写
し

切
紙

切
紙

横
帳

切
継
紙
（
3
枚
継
）

切
紙

竪
帳

こ よ り で 一 括切
継
紙
（
５
枚
継
）

切
継
紙
（
3
枚
継
）

綴 綴

3
2

大野城市史編さん室調査分 №243～254
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

24
3

11
2

（
C
-
1
2
4
）

正
徳
五
年
分
御
笠
郡
乙
金
村

田
畠
春
石
別
ニ
御
請
申
上
ル

御
免
状
之
事

正
徳
５
年

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
（
印
）

正
徳
５
年
の
乙
金
村
の
春
免
　
田
高
3
3
4
石
位
、
御
徳
米
1
7
0

石
位
、
畠
高
6
9
石
程
、
御
徳
大
豆
2
3
石
位

24
4

1
1
3
-
１

（
C
-
1
2
5
）

〔
備
忘
〕

〔
江
戸
〕
２
月
2
2
日
　
他

内
夫
及
び
状
持
人
数
書
上
　
２
月
2
3
日
よ
り
３
月
３
日
迄
木
挽

宿
日
数
書
上

24
5

1
1
3
-
２

（
C
-
1
2
5
）

天
保
八
年

天
保
８
年

銭
高
と
人
名
の
書
上
・
斤
目
書
上
・
覚
・
手
紙
の
草
稿
・
郡
役

所
に
出
す
も
の
・
草
稿
等
雑
多
な
も
の
の
帳
　
表
紙
に
天
保
８

年
と
書
い
て
あ
る

24
6

11
4

（
C
-
1
2
6
）

申
渡
覚

丑
７
月

乙
金
村
百
姓

与
作
　
他
1
1
名

去
９
月
庄
屋
宅
へ
踏
込
み
　
和
吉
を
夜
中
に
連
れ
出
し
口
論

村
中
騒
動
し
た
の
で
処
罰
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
容
赦
し
、
「
５

日
の
轉
さ
ら
し
申
付
け
ゆ
る
す
」
　
と
の
申
渡
し

24
7

11
5

（
C
-
1
2
7
）

中
野
三
太
夫
様
ヨ
リ
仲
村
指

引
之
儀
被
仰
聞
ニ
付
同
村
兵

次
殿
ヨ
リ
目
録
ヲ
以
被
申
出

候
間
御
詮
儀
被
仰
付
御
答
申

上
ル
覚

史
料
№
1
1
1
-
1
4
に
関
す
る
　
「
仲
村
指
引
之
儀
」
に
つ
い
て

兵
次
殿
よ
り
出
さ
れ
た
返
答
書
の
控

24
8

11
6

（
C
-
1
2
8
）

〔
夫
粮
米
人
別
割
渡
之
覚
〕

嘉
永
４
年
５
月
　
他

乙
金
村
組
頭

正
右
衛
門
　
源
六

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
御
役
所

乙
金
村
の
夫
粮
米
・
人
別
書
上
　
嘉
永
４
年
分
綴

24
9

11
7

（
C
-
1
2
9
）

〔
上
申
書
等
綴
〕

天
保
２
年
1
1
月
1
3
日
他

作
次
　
次
右
衛
門
　
他

御
役
所
　
他

博
多
馬
場
新
町
判
元
樋
屋
三
次
忰
磯
吉
等
５
人
の
礫
投
げ

の
一
件
に
関
す
る
上
申
書
等
の
綴
り

25
0

1
1
8
-
１

（
C
-
1
3
1
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
忍
平
乍

恐
申
上
ル
口
上
之
覚

天
保
1
2
年
６
月

乙
金
村
庄
屋
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

先
祖
拝
領
の
御
證
文
山
根
払
い
の
際
、
御
用
囲
の
松
1
0
0
本

の
う
ち
の
１
本
を
や
む
を
得
ざ
る
事
情
で
切
取
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
対
す
る
お
詫
び
の
上
申
書

25
1

1
1
8
-
２

（
C
-
1
3
1
）

□
笠
郡
乙
金
村
仕
上
ル
指
出

之
事

文
化
1
4
年
９
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵

八
田
九
内
様
御
役
所

豊
後
国
玖
珠
郡
森
町
出
生
小
井
菖
立
は
去
る
1
7
日
宰
府
村

真
宗
西
正
寺
へ
納
め
ま
し
た
　
此
段
お
届
致
し
ま
す

25
2

1
1
9
-
１

（
C
-
1
3
2
）

〔
國
有
山
林
法
〕

〔
明
治
〕
3
2
年
３
月
2
2
日

〔
内
閣
総
理
大
臣
　
山
縣
有
朋
〕

明
治
3
2
年
３
月
2
2
日
に
公
布
さ
れ
た
、
国
有
林
法
の
写
し

竪
帳

25
3

1
1
9
-
２

（
C
-
1
3
2
）

〔
国
有
土
地
森
林
原
野
下
戻

法
〕

〔
明
治
〕

「
国
有
土
地
森
林
原
野
下
戻
法
」
と
そ
の
「
申
請
手
續
」
の
写

し
竪
帳

25
4

1
1
9
-
３

（
C
-
1
3
2
）

三
十
二
年
　
日
日
官
報

九
州
日
報

〔
明
治
〕

明
治
3
2
年
九
州
日
報
か
ら
の
写
し
と
思
わ
れ
る
　
林
野
整
理

支
局
長
職
務
章
程
・
雑
事
注
意
事
項
　
郡
長
よ
り
町
村
長
に

内
達
の
写
し

切
紙

切
紙

横
帳

切
継
紙
（
3
枚
継
）

切
紙

竪
帳

こ よ り で 一 括切
継
紙
（
５
枚
継
）

切
継
紙
（
3
枚
継
）

綴 綴

3
2

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

25
5

1
2
0
-
１

（
C

-
1
3
3
）

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
6
年

５
月

1
0
日

書
記

　
樋

口
満

喜
（
印

）
髙

原
善

造
殿

本
月

８
日

を
以

て
村

長
に

当
選

さ
れ

ま
し

た
の

で
、

速
に

赴
任

す
る

よ
う
と

の
通

達

25
6

1
2
0
-
２

（
C

-
1
3
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

ヨ
リ
指

出
ヲ

以
申

上
ル

事
弘

化
５

年
２

月
乙

金
村

組
頭

　
源

六
　

正
右

衛
門 同

村
庄

屋
　

善
一

郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

中
国

出
生

の
亀

吉
が

午
５

月
頃

当
村

居
住

の
啓

助
に

頼
み

質
入

し
た

品
物

の
書

上
　

白
木

原
村

勇
次

郎
に

質
入

し
た

分
、

井
相

田
村

次
作

に
質

入
し

た
分

と
あ

り
、

丸
印

の
も

の
は

盗
み

の
品

で
、

去
る

正
月

引
き

揚
げ

に
な

っ
た

分

25
7

1
2
1
-
１

（
C

-
1
3
4
）

唐
山

仕
組

御
拂

之
覚

〔
江

戸
〕

御
山

代
上

納
分

　
名

前
と

金
額

の
書

上

25
8

1
2
1
-
２

（
C

-
1
3
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

寛
政

１
２

年
１

１
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

源
内

　
次

吉
天

野
弥

一
左

衛
門

様
御

役
所

当
村

御
山

内
で

御
家

中
様

御
拝

領
の

御
山

に
つ

い
て

当
村

は
特

に
他

村
と

違
い

、
水

払
底

の
所

柄
な

の
で

養
水

不
足

の
節

は
、

御
伐

除
の

許
可

を
お

願
い

し
ま

す

25
9

1
2
2
-
１

（
C

-
1
3
5
）

犯
罪

書
明

治
６

年
７

月

御
笠

郡
乙

金
村

保
長

　
　

　
髙

原
善

造
（
印

）
同

　
　

　
　

 関
忍

平
（
印

）
副

戸
長

　
髙

原
善

郎
（
印

）
同

　
　

　
　

髙
原

謙
二

郎
同

　
　

　
　

尾
上

逸
蔵

党
民

一
揆

に
加

担
し

附
和

随
行

し
た

暴
行

犯
罪

人
共

の
服

罪
調

印
書

　
拇

印
と

奥
書

證
印

等
の

書
上

竪
帳

26
0

1
2
2
-
２

（
C

-
1
3
5
）

犯
罪

書
明

治
６

年
７

月
御

笠
郡

乙
金

村
党

民
一

揆
に

加
担

し
附

和
随

行
し

た
暴

行
犯

罪
人

共
の

服
罪

調
印

書
　

拇
印

と
奥

書
證

印
等

の
書

上
（
前

記
犯

罪
書

を
清

書
し

た
も

の
）

竪
帳

26
1

1
2
2
‐
３

（
C
‐
1
3
5
）

「
居

村
江

罷
在

候
者

書
上

」
明

治
６

年
７

月
乙

金
村

保
長

　
髙

原
善

造
同

　
　

　
　

　
　

　
関

忍
平

副
戸

長
　

　
　

　
髙

原
善

郎

明
治

６
年

の
一

揆
に

参
加

せ
ず

「
ア

リ
バ

イ
成

立
者

」
を

人
名

・
年

令
を

書
き

上
げ

、
奥

書
き

を
し

て
証

明
し

て
い

る
竪

帳

26
2

1
2
3
-
１

（
C

-
1
3
6
）

御
笠

郡
仲

島
村

庄
屋

組
頭

御
願

申
上

ル
事

弘
化

２
年

正
月

仲
島

村
組

頭
　

弥
助

　
新

三
同

村
庄

屋
　

　
善

一
郎

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

２
尺

６
寸

廻
り

の
杉

３
本

、
当

村
氏

神
の

鳥
居

建
立

の
た

め
お

下
げ

渡
し

下
さ

い
竪

紙

26
3

1
2
3
-
２

（
C

-
1
3
6
）

亨
保

十
一

年
　

御
立

山
野

山
草

山
坪

数
書

上
享

保
1
1
年

御
立

山
３

か
所

・
草

山
２

か
所

・
野

山
の

坪
数

書
上

竪
帳

26
4

1
2
3
-
３

（
C

-
1
3
6
）

人
民

ヨ
リ
立

木
願

ノ
部

〔
江

戸
〕

文
政

３
年

か
ら

嘉
永

４
年

ま
で

、
松

・
薪

・
凶

年
備

え
御

渡
し

、
家

作
材

木
な

ど
願

い
の

年
月

・
本

数
・
人

別
の

書
上

竪
帳

26
5

1
2
3
-
４

（
C

-
1
3
6
）

人
民

ニ
而

山
林

取
締

約
定

天
保

1
2
年

　
外

山
林

取
締

の
た

め
山

番
を

置
く

こ
と

な
ど

年
代

と
約

定
の

書
上

竪
帳

竪
紙

こ よ り で 一 括切
継

紙
（
7
枚

継
）

竪
帳

竪
帳

こ よ り で 一 括

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

3
3

大野城市史編さん室調査分 №255～265

- 67 -- 66 -



大野城市史編さん室調査分 №266～276

- 69 -- 68 -



№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

27
7
1
2
6
‐
６

（
C
‐
1
4
1
）
〔
断
簡
〕

役
名
書
上
断
片

27
8
1
2
6
‐
７

（
C
‐
1
4
1
）
〔
断
簡
〕

俗
明
院
村
庄
屋

伊
平
殿

「
御
證
拠
在
中
」
と
あ
る
　
包
み
紙
の
断
片
か
と
思
わ
れ
る

27
9
1
2
6
‐
８

（
C
‐
1
4
1
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
忍
平
御

詮
儀
ニ
付
乍
恐
申
上
ル
口
上

之
覚

〔
江
戸
〕

「
御
證
文
山
御
用
囲
御
除
木
私
手
元
ニ
而
振
替
　
其
上
御
除

之
分
数
本
伐
取
候
」
一
件
に
つ
い
て
の
上
申
書
　
　
前
後
半

欠
損

28
0
1
2
6
‐
９

（
C
‐
1
4
1
）

御
笠
郡
筒
井
村
滞
在
肥
前
国

嶋
原
御
領
高
木
郡
出
生
力
右

衛
門
御
詮
儀
ニ
付
申
上
ル
口

上
之
覚

天
保
1
3
年
４
月

筒
井
村
滞
在
　
力
右
衛
門

立
花
善
兵
衛
様

乙
金
村
庄
屋
忍
平
殿
よ
り
御
證
文
山
根
払
い
に
雇
わ
れ
、
私

の
不
注
意
で
御
除
木
1
6
本
根
伐
り
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
お
詫

び
の
上
申
書

28
1
12
6‐
1
0

（
C
‐
1
4
1
）
〔
書
簡
〕

天
保
1
3
年
４
月
１
５
日

筒
井
村
滞
在
　
力
右
衛
門

立
花
善
兵
衛
様

前
半
欠
損
の
た
め
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
番
付
し
て
あ
る
の
が

見
え
な
か
っ
た
の
で
1
6
本
根
伐
し
た
の
は
取
り
調
べ
の
時
申

し
上
げ
た
と
お
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
　
と
い
う
上
申
書
と
思
わ
れ

る

28
2
12
6‐
1
1

（
C
‐
1
4
1
）
〔
人
名
書
上
げ
〕

〔
江
戸
〕

半
助
組
合
と
清
吉
孫
四
郎
組
合
の
人
名
書
上

28
3
1
2
7
-
１

（
C
‐
1
4
2
）
〔
書
簡
〕

弘
化
２
年
２
月

仲
島
村
組
頭
　
弥
助

乙
金
村
庄
屋
　
文
三
郎
殿
正
右
衛
門
兄
善
一
郎
が
当
村
の
入
庄
屋
役
を
命
ぜ
ら
れ
た

の
で
貴
村
の
帳
面
か
ら
削
除
し
て
下
さ
い

竪
紙

28
4
1
2
7
-
２

（
C
‐
1
4
2
）
御
笠
郡
中
嶋
村
庄
屋
善
一
郎

御
願
申
上
ル
事

弘
化
２
年
２
月

仲
島
村
庄
屋
　
善
一
郎

御
山
方
御
役
所

私
は
先
祖
よ
り
御
證
文
山
を
頂
戴
し
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す

よ
っ
て
乙
金
村
御
山
内
に
寸
志
植
を
し
た
い
の
で
ご
許
可
下

さ
い

竪
帳

28
5
1
2
8
-
１

（
C
‐
1
4
3
）
文
化
七
年
午
十
二
月
　
利
七

□
警
固
村
□
傷
□

〔
文
化
７
年
午
１
２
月
〕

28
6
1
2
8
-
２

（
C
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

1
2
月
８
日

下
大
利
　
左
作

乙
金
村
　
善
四
郎
殿

触
状
差
出
の
件

切
紙

28
7
1
2
8
‐
３

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

1
1
月
2
8
日

中
野
三
太
夫

乙
金
村
　
善
四
□
□

頼
母
子
講
に
１
口
お
加
わ
り
下
さ
れ
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
切
紙

28
8
1
2
8
‐
４

(Ｃ
‐
1
4
3
)
〔
書
簡
〕

な
し

酒
代
差
引
の
件
承
知
し
ま
し
た

切
紙

封
筒

継 紙

断
片

断
片

こ よ り で 一 括

切
紙

切
紙

切
継
紙
（
3
枚
継
）

横
折

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

3
5

大野城市史編さん室調査分 №277～288

- 69 -- 68 -



大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

28
9
12
8‐
5

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

1
2
月
2
6
日

下
大
利
　
孫
助

善
四
郎
様

次
吉
の
忰
の
女
房
が
亡
く
な
り
農
作
業
に
手
が
足
り
な
い
の

で
、
次
吉
が
こ
の
村
へ
引
越
す
よ
う
勧
め
て
欲
し
い
　
と
の
書

簡
切
紙

29
0
12
8‐
6

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

〔
江
戸
〕
２
月
２
７
日

此
間
よ
り
差
し
上
げ
ま
し
た
目
録
、
何
卒
御
取
替
の
う
え
此
者

へ
お
渡
し
下
さ
い

切
紙

29
1
1
2
8
‐
７

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

正
月
８
日

左
谷
村
庄
屋
　
杢
次

乙
金
村
庄
屋

善
四
郎
様

年
末
の
ご
報
告
と
年
始
の
ご
挨
拶

切
継
紙
（
2
枚

継
）

29
2
12
8‐
8

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

1
1
月
5
日

当
村
の
年
貢
調
査
に
付
き
触
の
件

切
紙

29
3
12
8‐
9

(Ｃ
‐
1
4
3
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
申
上
ル

事
文
化
８
年
未
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
　
善
四
郎

同
村
組
頭
　
藤
七
　
善
七

箱
田
宅
太
夫
様

去
る
午
の
1
2
月
警
固
宮
裏
に
於
て
心
中
の
件
、
当
村
利
七

の
娘
に
相
違
な
く
此
段
宜
し
く
お
取
計
ら
い
下
さ
い
の
口
上

書
　
そ
の
他

継
紙

29
4
1
2
9
‐
１

(Ｃ
‐
1
4
4
）
〔
書
簡
〕

〔
江
戸
〕
正
月
2
4
日

中
野
三
太
夫

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
殿

逢
山
の
内
に
あ
る
石
を
其
村
氏
神
の
鳥
居
石
に
致
し
た
い
が

差
し
支
え
は
な
い
か
の
問
合
せ
に
対
す
る
返
事
　
此
方
差
し

支
え
は
な
い
の
で
村
方
へ
お
引
き
渡
し
下
さ
い

29
5
1
2
9
‐
２

(Ｃ
‐
1
4
4
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
□
上
ル
事

文
政
７
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
(印
)

同
村
組
頭

藤
七
(印
)　
　
善
七
(印
)

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
免
方
御
役
所

当
村
氏
神
宝
満
宮
の
木
の
鳥
居
が
朽
損
に
付
き
、
石
の
鳥

居
に
建
替
え
度
く
、
資
金
の
準
備
も
出
来
て
お
り
ま
す
の
で
許

可
願
い
ま
す

29
6
1
2
9
‐
３

(Ｃ
‐
1
4
4
）
御
笠
郡
庄
屋
、
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
申
上
ル
事

文
政
７
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵

同
村
組
頭
　
□
□
　
善
七

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
免
方
御
役
所

当
村
氏
神
宝
満
宮
の
木
の
鳥
居
が
朽
ち
て
お
り
　
石
の
鳥
居

に
建
て
替
え
許
可
願
い
（
下
書
き
）

29
7
1
2
9
‐
４

(Ｃ
‐
1
4
4
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
、
組
頭

乍
恐
御
願
申
上
ル
事

弘
化
３
年
1
1
月

乙
金
村
組
頭

正
右
衛
門
(印
)　
源
六
(印
)

同
村
庄
屋
　
善
一
郎
(印
)

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
代
御
役
所

当
村
産
神
宝
満
宮
境
内
の
石
燈
籠
再
建
の
願
い
　
兼
て
神

田
の
余
米
を
も
っ
て
資
金
の
準
備
は
出
来
て
お
り
ま
す
の
で

切
り
立
て
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
　
大
庄
屋
の
奥
書
き
あ
り

29
8
1
2
9
‐
５

(Ｃ
‐
1
4
4
）
〔
絵
図
〕

〔
江
戸
〕

石
燈
籠
２
基
の
絵
図
　
総
高
さ
・
代
銭
等
書
き
込
み
あ
り

29
9
12
9‐
6

(Ｃ
‐
1
4
4
）
〔
書
簡
〕

〔
文
政
７
年
〕
５
月
５
日

伊
奈
治
右
衛
門
　
吉
田
與
平

沢
野
半
九
郎
(印
)

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
殿

今
般
其
村
産
神
へ
石
鳥
居
建
立
に
付
寄
附
の
件
　
軽
微
な

が
ら
2
0
0
目
致
す
べ
く
申
入
て
お
り
ま
し
た
が
、
既
に
棟
上
げ

も
終
わ
っ
て
い
る
の
で
竹
葉
１
瓶
鏡
餅
１
重
差
上
げ
ま
す

30
0
13
0
(Ｃ

‐
1
4
5
）
井
堰
溜
池
書
上
帳

御
笠
郡
乙
金
村

明
治
1
4
年
８
月

乙
金
村
戸
長
代
理

村
用
掛
　
船
越
源
太
郎
(印
)

御
笠
郡
乙
金
村
の
溜
池
に
つ
い
て
水
掛
反
別
・
所
在
地
・
敷

地
反
別
な
ど
詳
細
に
わ
た
っ
て
の
書
き
上
げ

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

（ 表 裏 両 面 使 用 ） 切
継
紙
（
2
枚
継
）

切
継
紙
（
2
枚
継
）

竪
帳

切
継
紙
（
４
枚
継
）

3
6

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

30
1
13
1
(Ｃ

‐
1
4
6
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
申
上
口
上
之
覚

寛
政
５
年
３
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
四
郎

同
村
組
頭
　
新
九
郎
　
源
内

天
野
弥
市
兵
衛
様

御
役
所

猪
の
出
没
多
く
耕
作
荒
で
難
渋
し
て
い
ま
す
　
「
四
季
明
」
を

去
冬
御
願
し
て
お
り
ま
し
た
が
何
の
御
沙
汰
も
無
い
の
で
内

記
様
の
御
耳
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
　
と
い
う
願
い
の
上
申
書

30
2
1
3
2
‐
１

(Ｃ
‐
1
4
7
）
〔
備
忘
〕

〔
明
治
〕
　
卯
４
月

山
方
上
納
分
の
金
銭
と
名
前
の
書
上

30
3
1
3
2
‐
２

(Ｃ
‐
1
4
7
）
〔
備
忘
〕

金
隈
村
・
中
村
の
分
　
ナ
タ
と
名
前
の
書
上
　
４
月
払
い
に
大

庄
屋
元
へ
出
す

30
4
1
3
2
‐
３

(Ｃ
‐
1
4
7
）
〔
備
忘
〕

〔
文
政
元
年
５
月
〕
　
の

朱
書
あ
り

板
付
村
・
東
光
寺
村
分
　
鎌
と
名
前
の
書
上
　
右
は
唐
山
に

て
、
山
の
口
孫
次
殿
出
す
　
２
月
月
払
い
に
納
る
と
あ
る

30
5
1
3
2
‐
４

(Ｃ
‐
1
4
7
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
御

願
申
上
ル
事

安
政
３
年
正
月

乙
金
村
組
頭

正
右
衛
門
　
忠
作

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

当
村
山
の
口
与
六
・
百
姓
次
作
材
木
所
持
せ
ず
難
渋
致
し

て
お
り
ま
す
　
左
の
通
り
御
下
げ
渡
し
下
さ
い
（
杉
４
本
　
与

六
）
（
松
１
本
　
次
作
）

30
6
1
3
2
‐
５

(Ｃ
‐
1
4
7
）
文
化
十
三
年
乙
金
村
庄
屋
善

蔵
日
記
之
内
抜
書

〔
江
戸
〕

〔
善
蔵
〕

1
0
月
2
7
日
、
御
山
奉
行
の
命
に
よ
り
山
の
上
に
て
悪
木
松
５

本
庄
屋
、
山
の
口
組
頭
へ
御
渡
し
の
外
に
、
３
本
善
七
郎
殿

へ
御
渡
し
　
外
に
雉
ヶ
尾
・
古
野
・
御
見
分
楠
１
本
善
蔵
へ
御

渡
し
　
上
の
楠
は
別
に
願
い
出
る

30
7
1
3
3
‐
１

(Ｃ
‐
1
4
8
）
〔
照
会
〕

明
治
2
4
年
1
1
月
2
0
日

第
一
課
(印
)

大
野
村
々
長

髙
原
善
造
殿

助
役
選
挙
に
付
許
可
伺
を
差
出
し
て
い
た
森
山
庄
太
が
他

村
の
村
長
に
選
ば
れ
て
い
た
事
に
関
す
る
件

30
8
1
3
3
‐
２

(Ｃ
‐
1
4
8
）
助
役
撰
擧
ニ
付
許
可
伺

明
治
2
4
年
1
1
月
1
9
日

福
岡
県
御
笠
郡
大
野
村
長

高
原
善
造
(印
)

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
殿

当
村
助
役
森
山
庄
太
、
本
郡
水
城
村
ヘ
転
籍
に
付
辞
職

後
任
者
選
挙
の
結
果
、
森
山
桂
二
当
選
に
付
御
許
可
願
い

た
し
　
と
の
伺
い
書

竪
紙

30
9
1
3
3
‐
３

(Ｃ
‐
1
4
8
）
御
笠
郡
大
野
村
助
役
當
撰
者

身
元
取
調

明
治
2
4
年
1
1
月
1
9
日

村
長
　
髙
原
善
造
(印
)

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
殿

森
山
桂
二
の
身
元
取
調
書

竪
紙

31
0
1
3
3
‐
４

(Ｃ
‐
1
4
8
)
〔
通
達
〕

明
治
2
4
年
1
1
月
2
8
日

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
(印
)

御
笠
郡
大
野
村
役
場

明
治
2
4
年
1
1
月
1
9
日
　
助
役
選
挙
の
件
の
認
可
書

竪
紙

31
1
1
3
3
‐
５

(Ｃ
‐
1
4
8
）
村
長
撰
挙
ニ
付
認
可
伺

明
治
2
4
年
1
1
月

御
笠
郡
水
城
村
長
当
選
者

森
山
庄
太

御
笠
郡
水
城
村
助
役

児
島
卯
平

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
殿

名
誉
村
長
原
田
寿
　
辞
職
申
立
を
許
容
し
、
村
長
当
選
者
森

山
庄
太
を
認
可
し
て
ほ
し
い
と
の
伺
い
書

竪
紙

こ よ り で 一 括

竪
紙

切
継
紙
（
5
枚
継
）

竪
紙

竪
紙

竪
帳

竪
紙

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

3
7

大野城市史編さん室調査分 №289～300

- 71 -- 70 -



大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

28
9
12
8‐
5

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

1
2
月
2
6
日

下
大
利
　
孫
助

善
四
郎
様

次
吉
の
忰
の
女
房
が
亡
く
な
り
農
作
業
に
手
が
足
り
な
い
の

で
、
次
吉
が
こ
の
村
へ
引
越
す
よ
う
勧
め
て
欲
し
い
　
と
の
書

簡
切
紙

29
0
12
8‐
6

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

〔
江
戸
〕
２
月
２
７
日

此
間
よ
り
差
し
上
げ
ま
し
た
目
録
、
何
卒
御
取
替
の
う
え
此
者

へ
お
渡
し
下
さ
い

切
紙

29
1
1
2
8
‐
７

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

正
月
８
日

左
谷
村
庄
屋
　
杢
次

乙
金
村
庄
屋

善
四
郎
様

年
末
の
ご
報
告
と
年
始
の
ご
挨
拶

切
継
紙
（
2
枚

継
）

29
2
12
8‐
8

(Ｃ
‐
1
4
3
）
〔
書
簡
〕

1
1
月
5
日

当
村
の
年
貢
調
査
に
付
き
触
の
件

切
紙

29
3
12
8‐
9

(Ｃ
‐
1
4
3
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
申
上
ル

事
文
化
８
年
未
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
　
善
四
郎

同
村
組
頭
　
藤
七
　
善
七

箱
田
宅
太
夫
様

去
る
午
の
1
2
月
警
固
宮
裏
に
於
て
心
中
の
件
、
当
村
利
七

の
娘
に
相
違
な
く
此
段
宜
し
く
お
取
計
ら
い
下
さ
い
の
口
上

書
　
そ
の
他

継
紙

29
4
1
2
9
‐
１

(Ｃ
‐
1
4
4
）
〔
書
簡
〕

〔
江
戸
〕
正
月
2
4
日

中
野
三
太
夫

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
殿

逢
山
の
内
に
あ
る
石
を
其
村
氏
神
の
鳥
居
石
に
致
し
た
い
が

差
し
支
え
は
な
い
か
の
問
合
せ
に
対
す
る
返
事
　
此
方
差
し

支
え
は
な
い
の
で
村
方
へ
お
引
き
渡
し
下
さ
い

29
5
1
2
9
‐
２

(Ｃ
‐
1
4
4
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
□
上
ル
事

文
政
７
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
(印
)

同
村
組
頭

藤
七
(印
)　
　
善
七
(印
)

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
免
方
御
役
所

当
村
氏
神
宝
満
宮
の
木
の
鳥
居
が
朽
損
に
付
き
、
石
の
鳥

居
に
建
替
え
度
く
、
資
金
の
準
備
も
出
来
て
お
り
ま
す
の
で
許

可
願
い
ま
す

29
6
1
2
9
‐
３

(Ｃ
‐
1
4
4
）
御
笠
郡
庄
屋
、
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
申
上
ル
事

文
政
７
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵

同
村
組
頭
　
□
□
　
善
七

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
免
方
御
役
所

当
村
氏
神
宝
満
宮
の
木
の
鳥
居
が
朽
ち
て
お
り
　
石
の
鳥
居

に
建
て
替
え
許
可
願
い
（
下
書
き
）

29
7
1
2
9
‐
４

(Ｃ
‐
1
4
4
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
、
組
頭

乍
恐
御
願
申
上
ル
事

弘
化
３
年
1
1
月

乙
金
村
組
頭

正
右
衛
門
(印
)　
源
六
(印
)

同
村
庄
屋
　
善
一
郎
(印
)

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
代
御
役
所

当
村
産
神
宝
満
宮
境
内
の
石
燈
籠
再
建
の
願
い
　
兼
て
神

田
の
余
米
を
も
っ
て
資
金
の
準
備
は
出
来
て
お
り
ま
す
の
で

切
り
立
て
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
　
大
庄
屋
の
奥
書
き
あ
り

29
8
1
2
9
‐
５

(Ｃ
‐
1
4
4
）
〔
絵
図
〕

〔
江
戸
〕

石
燈
籠
２
基
の
絵
図
　
総
高
さ
・
代
銭
等
書
き
込
み
あ
り

29
9
12
9‐
6

(Ｃ
‐
1
4
4
）
〔
書
簡
〕

〔
文
政
７
年
〕
５
月
５
日

伊
奈
治
右
衛
門
　
吉
田
與
平

沢
野
半
九
郎
(印
)

乙
金
村
庄
屋
　
善
蔵
殿

今
般
其
村
産
神
へ
石
鳥
居
建
立
に
付
寄
附
の
件
　
軽
微
な

が
ら
2
0
0
目
致
す
べ
く
申
入
て
お
り
ま
し
た
が
、
既
に
棟
上
げ

も
終
わ
っ
て
い
る
の
で
竹
葉
１
瓶
鏡
餅
１
重
差
上
げ
ま
す

30
0
13
0
(Ｃ

‐
1
4
5
）
井
堰
溜
池
書
上
帳

御
笠
郡
乙
金
村

明
治
1
4
年
８
月

乙
金
村
戸
長
代
理

村
用
掛
　
船
越
源
太
郎
(印
)

御
笠
郡
乙
金
村
の
溜
池
に
つ
い
て
水
掛
反
別
・
所
在
地
・
敷

地
反
別
な
ど
詳
細
に
わ
た
っ
て
の
書
き
上
げ

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

（ 表 裏 両 面 使 用 ） 切
継
紙
（
2
枚
継
）

切
継
紙
（
2
枚
継
）

竪
帳

切
継
紙
（
４
枚
継
）

3
6

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

30
1
13
1
(Ｃ

‐
1
4
6
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
申
上
口
上
之
覚

寛
政
５
年
３
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
四
郎

同
村
組
頭
　
新
九
郎
　
源
内

天
野
弥
市
兵
衛
様

御
役
所

猪
の
出
没
多
く
耕
作
荒
で
難
渋
し
て
い
ま
す
　
「
四
季
明
」
を

去
冬
御
願
し
て
お
り
ま
し
た
が
何
の
御
沙
汰
も
無
い
の
で
内

記
様
の
御
耳
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
　
と
い
う
願
い
の
上
申
書

30
2
1
3
2
‐
１

(Ｃ
‐
1
4
7
）
〔
備
忘
〕

〔
明
治
〕
　
卯
４
月

山
方
上
納
分
の
金
銭
と
名
前
の
書
上

30
3
1
3
2
‐
２

(Ｃ
‐
1
4
7
）
〔
備
忘
〕

金
隈
村
・
中
村
の
分
　
ナ
タ
と
名
前
の
書
上
　
４
月
払
い
に
大

庄
屋
元
へ
出
す

30
4
1
3
2
‐
３

(Ｃ
‐
1
4
7
）
〔
備
忘
〕

〔
文
政
元
年
５
月
〕
　
の

朱
書
あ
り

板
付
村
・
東
光
寺
村
分
　
鎌
と
名
前
の
書
上
　
右
は
唐
山
に

て
、
山
の
口
孫
次
殿
出
す
　
２
月
月
払
い
に
納
る
と
あ
る

30
5
1
3
2
‐
４

(Ｃ
‐
1
4
7
）
御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
御

願
申
上
ル
事

安
政
３
年
正
月

乙
金
村
組
頭

正
右
衛
門
　
忠
作

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所

当
村
山
の
口
与
六
・
百
姓
次
作
材
木
所
持
せ
ず
難
渋
致
し

て
お
り
ま
す
　
左
の
通
り
御
下
げ
渡
し
下
さ
い
（
杉
４
本
　
与

六
）
（
松
１
本
　
次
作
）

30
6
1
3
2
‐
５

(Ｃ
‐
1
4
7
）
文
化
十
三
年
乙
金
村
庄
屋
善

蔵
日
記
之
内
抜
書

〔
江
戸
〕

〔
善
蔵
〕

1
0
月
2
7
日
、
御
山
奉
行
の
命
に
よ
り
山
の
上
に
て
悪
木
松
５

本
庄
屋
、
山
の
口
組
頭
へ
御
渡
し
の
外
に
、
３
本
善
七
郎
殿

へ
御
渡
し
　
外
に
雉
ヶ
尾
・
古
野
・
御
見
分
楠
１
本
善
蔵
へ
御

渡
し
　
上
の
楠
は
別
に
願
い
出
る

30
7
1
3
3
‐
１

(Ｃ
‐
1
4
8
）
〔
照
会
〕

明
治
2
4
年
1
1
月
2
0
日

第
一
課
(印
)

大
野
村
々
長

髙
原
善
造
殿

助
役
選
挙
に
付
許
可
伺
を
差
出
し
て
い
た
森
山
庄
太
が
他

村
の
村
長
に
選
ば
れ
て
い
た
事
に
関
す
る
件

30
8
1
3
3
‐
２

(Ｃ
‐
1
4
8
）
助
役
撰
擧
ニ
付
許
可
伺

明
治
2
4
年
1
1
月
1
9
日

福
岡
県
御
笠
郡
大
野
村
長

高
原
善
造
(印
)

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
殿

当
村
助
役
森
山
庄
太
、
本
郡
水
城
村
ヘ
転
籍
に
付
辞
職

後
任
者
選
挙
の
結
果
、
森
山
桂
二
当
選
に
付
御
許
可
願
い

た
し
　
と
の
伺
い
書

竪
紙

30
9
1
3
3
‐
３

(Ｃ
‐
1
4
8
）
御
笠
郡
大
野
村
助
役
當
撰
者

身
元
取
調

明
治
2
4
年
1
1
月
1
9
日

村
長
　
髙
原
善
造
(印
)

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
殿

森
山
桂
二
の
身
元
取
調
書

竪
紙

31
0
1
3
3
‐
４

(Ｃ
‐
1
4
8
)
〔
通
達
〕

明
治
2
4
年
1
1
月
2
8
日

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
(印
)

御
笠
郡
大
野
村
役
場

明
治
2
4
年
1
1
月
1
9
日
　
助
役
選
挙
の
件
の
認
可
書

竪
紙

31
1
1
3
3
‐
５

(Ｃ
‐
1
4
8
）
村
長
撰
挙
ニ
付
認
可
伺

明
治
2
4
年
1
1
月

御
笠
郡
水
城
村
長
当
選
者

森
山
庄
太

御
笠
郡
水
城
村
助
役

児
島
卯
平

福
岡
県
知
事

安
場
保
和
殿

名
誉
村
長
原
田
寿
　
辞
職
申
立
を
許
容
し
、
村
長
当
選
者
森

山
庄
太
を
認
可
し
て
ほ
し
い
と
の
伺
い
書

竪
紙

こ よ り で 一 括

竪
紙

切
継
紙
（
5
枚
継
）

竪
紙

竪
紙

竪
帳

竪
紙

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

3
7

大野城市史編さん室調査分 №301～311

- 71 -- 70 -



大野城市史編さん室調査分 №312～322

- 73 -- 72 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

32
3

13
7

(Ｃ
‐
1
5
2
）

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
文

政
1
2
年

２
月

８
日

肥
後

国
芦

北
郡

佐
藤

村
　

七
蔵

女
房

筑
前

国
乙

金
村

庄
屋

善
作

様
同

村
組

頭
衆

中

肥
後

国
芦

北
郡

佐
敷

村
七

蔵
が

女
房

と
大

社
参

詣
の

道
中

乙
金

村
で

病
気

に
な

り
医

師
を

招
き

手
当

を
し

た
が

相
果

て
た

　
国

元
専

妙
寺

の
証

文
が

あ
っ

た
の

で
宰

府
の

西
正

寺
に

結
縁

し
た

一
件

の
上

申
書

等
の

綴
り

32
4

1
3
8
-
１
‐
１

(Ｃ
‐
1
5
3
)

犯
罪

書
明

治
６

年
７

月
第

十
二

大
区

十
二

小
区

御
笠

郡
乙

金
村

党
民

一
揆

に
附

和
随

行
暴

行
犯

罪
等

の
犯

罪
書

の
雛

形
竪

紙

32
5

1
3
8
-
１
‐
２

(Ｃ
‐
1
5
3
)

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
　

７
月

1
5
日

林
大

蔵
大

乗
党

民
等

過
日

県
庁

内
に

乱
入

　
証

券
・
印

紙
・
界

紙
等

紛
失

若
し

拾
取

の
者

有
れ

ば
、

届
出

る
様

触
下

す
竪

紙

32
6

1
3
8
-
２

(Ｃ
‐
1
5
3
）

先
般

一
揆

暴
動

之
節

毀
焼

流
言

ニ
相

恐
連

城
戸

先
或

ハ
宅

前
ニ

於
テ

左
之

通
飯

食
為

致
候

事

明
治

６
年

８
月

保
長

　
髙

原
善

造
　

関
忍

平
副

戸
長

　
髙

原
善

三
郎

表
題

の
事

に
つ

い
て

、
米

・
焼

酒
・
氏

名
の

書
上

げ

32
7

1
3
9
‐
１

(Ｃ
‐
1
5
4
）

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
6
年

５
月

1
0
日

役
場

学
校

発
起

者
中

(印
)

髙
原

善
造

様
来

る
1
4
日

午
前

1
2
時

よ
り

、
当

学
校

構
内

に
於

い
て

、
村

制
以

来
の

御
勤

労
を

謝
し

、
慰

労
宴

会
を

催
し

ま
す

の
で

、
ご

出
席

下
さ

い

32
8

1
3
9
‐
２

(Ｃ
‐
1
5
4
）

〔
通

達
〕

明
治

６
年

９
月

福
岡

県
第

十
二

大
区

十
二

小
区

御
笠

郡
山

田
村

 農
岩

本
卯

七
 外

百
廿

人

其
方

共
、

党
民

に
誘

わ
れ

兇
徒

に
附

和
随

行
し

て
勢

を
助

く
る

者
を

以
て

論
し

た
こ

と
の

罪
、

笞
３

０
の

贖
罪

、
金

２
円

2
5
銭

宛
申

付
る

　
奥

書
あ

り

32
9

1
3
9
‐
３

(Ｃ
‐
1
5
4
）

〔
通

達
〕

明
治

2
5
年

９
月

2
5
日

第
一

課
(印

)
大

野
村

長
髙

原
善

造
殿

修
猷

館
維

持
費

の
件

、
甚

だ
差

急
ぐ

の
で

、
出

格
の

御
計

画
を

以
て

直
に

御
定

納
下

さ
れ

た
し

33
0

13
9‐

4
(Ｃ

‐
1
5
4
）

記
繰

越
預

り
分

　
古

賀
貞

右
衛

門
よ

り
受

　
髙

原
氏

へ
渡

し
　

未
取

立
の

も
の

等
金

高
書

上
　

一
部

ペ
ン

書

33
1

1
3
9
‐
５

(Ｃ
‐
1
5
4
）

〔
回

答
〕

〔
明

治
〕
　

１
月

2
2
日

上
大

利
区

長
井

上
孫

右
衛

門
大

野
村

長
髙

原
善

造
殿

巡
査

借
宅

料
は

牛
頸

は
７

歩
、

両
大

利
で

は
３

歩
と

相
談

整
い

ま
し

た
の

で
借

宅
料

割
方

下
さ

い
　

割
方

が
出

来
ま

し
た

ら
御

切
符

御
送

附
下

さ
い

33
2

1
3
9
‐
６

(Ｃ
‐
1
5
4
）

保
證

書
明

治
4
0
年

3
月

2
3
日

保
証

人
渡

邊
善

三
郎

吉
塚

敦
太

郎

福
岡

区
裁

判
所

太
宰

府
出

張
所

御
中

土
地

売
買

の
た

め
筑

紫
郡

大
野

村
大

字
乙

金
伊

藤
権

七
を

保
証

　
物

件
書

も
つ

い
て

い
る

33
3

14
0

(Ｃ
‐
1
5
5
）

田
方

用
水

井
堰

ヶ
所

書
上

明
治

1
4
年

８
月

中
村

用
掛

　
白

壁
恵

三
用

水
井

手
に

つ
い

て
、

所
在

地
・
規

模
・
水

掛
田

数
等

に
つ

い
て

書
上

　
御

笠
郡

中
村

こ よ り で 一 括切
継

紙
（
2
枚

綴
）

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
帳

竪
帳

竪
帳

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

3
9

大野城市史編さん室調査分 №323～333

- 73 -- 72 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

33
4

14
1

(Ｃ
‐
1
5
7
）

新
村

議
員

役
員

撰
挙

会
議

ニ
係

ル
費

用
明

治
２

２
年

関
長

次
郎

岡
部

伊
七

　
他

戸
長

髙
原

善
造

殿
役

場
御

中
表

題
の

費
用

の
内

訳
の

受
取

証
1
5
通

の
綴

り
　

他
に

水
瓶

祈
祷

費
の

受
取

証
１

通
あ

り
　

合
計

金
６

円
1
3
銭

２
厘

33
5

1
4
2
‐
１

(Ｃ
‐
1
5
8
）

〔
願

い
書

〕
明

治
５

年
壬

申
９

月
筑

前
国

御
笠

郡
山

田
村

農
　

香
野

孫
七

(印
)

大
縄

田
　

反
別

２
畝

８
歩

　
此

地
代

金
５

両
３

歩
　

大
縄

畑
反

別
３

畝
1
0
歩

　
此

地
代

金
1
2
両

１
歩

　
の

地
券

発
行

の
願

い

33
6

1
4
2
‐
２

(Ｃ
‐
1
5
8
）

〔
田

畑
等

書
上

〕
〔
明

治
〕

田
・
畑

・
屋

敷
等

の
反

別
、

及
び

此
地

高
・
代

金
等

の
書

き
上

げ

33
7

1
4
2
‐
３

(Ｃ
‐
1
5
8
）

〔
断

簡
〕

〔
江

戸
〕

「
上

納
未

進
金

壱
両

弐
歩

 そ
の

他
〆

金
四

両
」
百

姓
恵

七
と

申
す

者
那

珂
郡

山
田

村
よ

り
入

込
み

、
家

居
売

払
い

一
家

断
絶

　
と

あ
る

が
断

簡
の

た
め

詳
細

不
明

33
8

14
3

(Ｃ
‐
1
5
9
）

地
券

明
治

1
0
年

８
月

1
0
日

福
岡

県
福

岡
県

発
行

の
地

券
の

よ
う

で
あ

る
が

、
印

刷
さ

れ
た

罫
紙

で
裏

打
ち

さ
れ

て
い

て
判

読
不

能
で

あ
る

33
9

1
4
4
-
１

(C
‐
1
6
0
）

佐
谷

山
杉

代
納

方
懸

合
〔
江

戸
〕
４

月
2
7
日

納
ル

拝
借

杉
代

上
納

延
引

分
　

左
の

通
り

支
払

い
　

宮
用

分
そ

の
他

〆
て

８
貫

9
8
8
文

及
び

宰
府

講
花

鬮
分

共
に

１
両

34
0

1
4
4
-
２

(C
‐
1
6
0
）

證
據

之
事

寛
政

元
年

1
2
月

2
5
日

仲
村

　
兵

次
中

野
三

太
夫

　
殿

「
六

銭
参

貫
参

百
目

　
但

利
壱

貫
に

付
き

五
分

五
厘

充
」
右

は
御

屋
敷

様
松

山
私

受
持

上
納

分
借

上
げ

　
来

る
戌

３
月

切
元

利
共

返
済

し
ま

す
　

当
村

庄
屋

組
頭

の
奥

書
あ

り

34
1

1
4
4
-
３

(C
-
1
6
0
）

〔
備

忘
〕

〔
江

戸
〕

乙
金

村
分

杉
松

〆
元

木
3
2
2
本

の
内

訳
書

上
　

場
所

・
本

数
・
太

さ
・
目

的
な

ど
　

付
箋

２
枚

あ
り

34
2

1
4
4
-
４

(C
-
1
6
0
）

受
取

〔
明

治
〕

柴
田

(印
)

舟
越

源
太

郎
１

円
5
0
銭

　
毛

利
山

・
證

文
山

地
券

願
筆

耕
代

と
し

て
８

月
2
3

日
確

か
に

受
け

取
り

ま
し

た

34
3

1
4
4
-
５

(Ｃ
-
1
6
0
）

〔
褒

状
〕

〔
江

戸
〕
１

２
月

御
笠

郡
乙

金
村

　
次

平
若

殿
様

御
初

入
奉

祝
の

た
め

寸
志

と
し

て
「
銀

４
匁

」
献

上
に

対
す

る
褒

状

34
4

1
4
4
-
６

(Ｃ
-
１

６
０

)
〔
書

簡
〕

明
治

1
2
年

第
１

月
２

日
山

上
廣

次
郎

(印
)

髙
原

謙
造

様
ご

所
望

の
書

籍
送

達
し

ま
し

た
　

２
篇

は
欠

品
し

て
い

た
の

で
初

篇
と

３
篇

を
送

り
ま

し
た

　
数

日
内

に
は

取
よ

せ
２

篇
を

も
送

り
ま

す

34
5

1
4
4
-
７

(Ｃ
-
1
6
0
）

坂
田

甚
兵

衛
門

松
其

村
山

ニ
而

可
相

渡
證

據
之

事
文

久
元

年
1
2
月

３
日

加
藤

平
四

郎
(印

)
乙

金
村

庄
屋

山
ﾉ
口

中
松

２
本

　
三

段
松

飾
竹

幸
木

共

切
紙

切
紙

竪
紙

切
紙

切
紙

切
継

紙
(２

枚
継

)

切
継

紙
(２

枚
継

)

切
継

紙
(２

枚
継

)

横
折

竪
帳

竪
紙

竪
紙

4
0

大野城市史編さん室調査分 №334～345

- 75 -- 74 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

33
4

14
1

(Ｃ
‐
1
5
7
）

新
村

議
員

役
員

撰
挙

会
議

ニ
係

ル
費

用
明

治
２

２
年

関
長

次
郎

岡
部

伊
七

　
他

戸
長

髙
原

善
造

殿
役

場
御

中
表

題
の

費
用

の
内

訳
の

受
取

証
1
5
通

の
綴

り
　

他
に

水
瓶

祈
祷

費
の

受
取

証
１

通
あ

り
　

合
計

金
６

円
1
3
銭

２
厘

33
5

1
4
2
‐
１

(Ｃ
‐
1
5
8
）

〔
願

い
書

〕
明

治
５

年
壬

申
９

月
筑

前
国

御
笠

郡
山

田
村

農
　

香
野

孫
七

(印
)

大
縄

田
　

反
別

２
畝

８
歩

　
此

地
代

金
５

両
３

歩
　

大
縄

畑
反

別
３

畝
1
0
歩

　
此

地
代

金
1
2
両

１
歩

　
の

地
券

発
行

の
願

い

33
6

1
4
2
‐
２

(Ｃ
‐
1
5
8
）

〔
田

畑
等

書
上

〕
〔
明

治
〕

田
・
畑

・
屋

敷
等

の
反

別
、

及
び

此
地

高
・
代

金
等

の
書

き
上

げ

33
7

1
4
2
‐
３

(Ｃ
‐
1
5
8
）

〔
断

簡
〕

〔
江

戸
〕

「
上

納
未

進
金

壱
両

弐
歩

 そ
の

他
〆

金
四

両
」
百

姓
恵

七
と

申
す

者
那

珂
郡

山
田

村
よ

り
入

込
み

、
家

居
売

払
い

一
家

断
絶

　
と

あ
る

が
断

簡
の

た
め

詳
細

不
明

33
8

14
3

(Ｃ
‐
1
5
9
）

地
券

明
治

1
0
年

８
月

1
0
日

福
岡

県
福

岡
県

発
行

の
地

券
の

よ
う

で
あ

る
が

、
印

刷
さ

れ
た

罫
紙

で
裏

打
ち

さ
れ

て
い

て
判

読
不

能
で

あ
る

33
9

1
4
4
-
１

(C
‐
1
6
0
）

佐
谷

山
杉

代
納

方
懸

合
〔
江

戸
〕
４

月
2
7
日

納
ル

拝
借

杉
代

上
納

延
引

分
　

左
の

通
り

支
払

い
　

宮
用

分
そ

の
他

〆
て

８
貫

9
8
8
文

及
び

宰
府

講
花

鬮
分

共
に

１
両

34
0

1
4
4
-
２

(C
‐
1
6
0
）

證
據

之
事

寛
政

元
年

1
2
月

2
5
日

仲
村

　
兵

次
中

野
三

太
夫

　
殿

「
六

銭
参

貫
参

百
目

　
但

利
壱

貫
に

付
き

五
分

五
厘

充
」
右

は
御

屋
敷

様
松

山
私

受
持

上
納

分
借

上
げ

　
来

る
戌

３
月

切
元

利
共

返
済

し
ま

す
　

当
村

庄
屋

組
頭

の
奥

書
あ

り

34
1

1
4
4
-
３

(C
-
1
6
0
）

〔
備

忘
〕

〔
江

戸
〕

乙
金

村
分

杉
松

〆
元

木
3
2
2
本

の
内

訳
書

上
　

場
所

・
本

数
・
太

さ
・
目

的
な

ど
　

付
箋

２
枚

あ
り

34
2

1
4
4
-
４

(C
-
1
6
0
）

受
取

〔
明

治
〕

柴
田

(印
)

舟
越

源
太

郎
１

円
5
0
銭

　
毛

利
山

・
證

文
山

地
券

願
筆

耕
代

と
し

て
８

月
2
3

日
確

か
に

受
け

取
り

ま
し

た

34
3

1
4
4
-
５

(Ｃ
-
1
6
0
）

〔
褒

状
〕

〔
江

戸
〕
１

２
月

御
笠

郡
乙

金
村

　
次

平
若

殿
様

御
初

入
奉

祝
の

た
め

寸
志

と
し

て
「
銀

４
匁

」
献

上
に

対
す

る
褒

状

34
4

1
4
4
-
６

(Ｃ
-
１

６
０

)
〔
書

簡
〕

明
治

1
2
年

第
１

月
２

日
山

上
廣

次
郎

(印
)

髙
原

謙
造

様
ご

所
望

の
書

籍
送

達
し

ま
し

た
　

２
篇

は
欠

品
し

て
い

た
の

で
初

篇
と

３
篇

を
送

り
ま

し
た

　
数

日
内

に
は

取
よ

せ
２

篇
を

も
送

り
ま

す

34
5

1
4
4
-
７

(Ｃ
-
1
6
0
）

坂
田

甚
兵

衛
門

松
其

村
山

ニ
而

可
相

渡
證

據
之

事
文

久
元

年
1
2
月

３
日

加
藤

平
四

郎
(印

)
乙

金
村

庄
屋

山
ﾉ
口

中
松

２
本

　
三

段
松

飾
竹

幸
木

共

切
紙

切
紙

竪
紙

切
紙

切
紙

切
継

紙
(２

枚
継

)

切
継

紙
(２

枚
継

)

切
継

紙
(２

枚
継

)

横
折

竪
帳

竪
紙

竪
紙

4
0

大野城市史編さん室調査分 №346～356

- 75 -- 74 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

36
8

14
6-

1
2

(C
-
1
6
3
）

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
5
月

2
7
日

中
田

傅
作

・
善

一
郎

米
田

久
助

様
御

手
元

お
預

り
金

の
内

1
2
両

、
当

月
2
5
日

限
り

と
の

お
約

束
で

し
た

が
、

御
屋

敷
の

払
い

差
し

支
え

、
 借

入
で

急
場

を
凌

い
で

お
り

ま
す

 日
限

は
間

違
い

な
き

よ
う
願

い
ま

す
切

紙

36
9

14
6-

1
3

(C
-
1
6
3
）

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
1
2
月

2
4
日

山
本

兵
右

衛
門

山
田

村
庄

屋
　

太
平

殿
壱

作
を

井
相

田
村

又
三

郎
へ

作
ら

せ
て

い
た

分
、

い
ろ

い
ろ

不
審

な
点

が
あ

り
信

用
で

き
な

い
の

で
、

よ
く

調
査

し
て

委
細

を
知

ら
せ

て
欲

し
い

切
継

紙
(２

枚
継

)

37
0

14
7

(Ｃ
-
1
6
4
）

〔
拝

借
願

〕
嘉

永
２

年
1
0
月

上
大

利
村

組
頭

弥
八

(印
)　

卯
右

衛
門

(印
)

同
村

庄
屋

　
太

平
(印

)

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

前
欠

の
た

め
不

明
部

分
が

多
い

が
、

村
の

困
窮

の
情

況
を

色
々

申
し

述
べ

た
上

で
の

拝
借

願
　

米
1
7
4
俵

１
斗

１
升

３
合

・
麦

１
俵

・
　

金
8
6
両

１
歩

３
朱

・
丁

銭
５

７
文

」
　

と
そ

の
内

訳

37
1

14
8

(Ｃ
-
1
6
5
）

14
8

(Ｃ
-
1
6
6
）

明
治

2
0
年

冩
之

寛
文

２
年

(1
6
6
2
)～

享
和

２
(1

8
0
2
）
ま

で
の

正
栄

寺
の

過
去

帳
の

写
し

　
髙

原
氏

に
係

る
分

は
別

紙
に

抜
き

書
き

し
て

あ
る

。

37
2

1
4
9
‐
０

(Ｃ
-
1
6
6
）

参
号

家
作

材
木

薪
下

ｹ
ﾞ渡

願
家

作
願

　
九

薪
願

　
　

 八
〔
明

治
〕

〔
髙

原
家

〕
1
4
9
-
１

～
1
4
9
-
1
7
の

表
紙

37
3

1
4
9
‐
１

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
性

和
作

御
願

申
上

ル
事

(写
)

天
保

６
年

1
1
月

乙
金

村
百

姓
　

和
作

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

天
保

6
年

1
1
月

、
乙

金
村

百
姓

和
作

よ
り

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
の

松
１

本
譲

渡
願

い
一

件
写

し
横

折

37
4

1
4
9
‐
２

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
性

孫
四

郎
与

六
乍

恐
御

願
申

上
ル

事
（
写

）
弘

化
２

年
９

月
乙

金
村

百
姓

　
孫

四
郎

　
與

六
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

弘
化

2
年

9
月

、
乙

金
村

百
姓

孫
四

郎
・
与

六
よ

り
、

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
　

家
作

材
木

用
な

ど
の

松
５

本
譲

渡
願

い
一

件
写

し
竪

帳

37
5

1
4
9
‐
３

(C
‐
1
6
6
）

前
紙

幾
枚

散
逸

シ
タ

ル
モ

ノ
ナ

リ
右

ﾊ
家

作
足

材
木

奉
願

上
候

(写
)

嘉
永

２
年

２
月

乙
金

村
山

之
口

　
善

右
衛

門
和

作
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

嘉
永

2
年

２
月

、
乙

金
村

山
之

口
善

右
衛

門
・
百

姓
弥

六
・
孫

四
郎

・
弥

三
郎

よ
り

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
の

間
内

取
繕

用
松

１
本

譲
渡

願
一

件
写

し
竪

帳

37
6

1
4
9
‐
４

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
願

申
上

ル
事

(写
)

安
政

３
年

３
月

乙
金

村
組

頭
　

正
右

衛
門

　
忠

作
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

安
政

３
年

正
月

、
乙

金
村

組
頭

正
右

衛
門

・
忠

作
、

同
村

庄
屋

善
一

郎
よ

り
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所
宛

の
湯

殿
柱

木
戸

板
用

杉
４

本
と

松
１

本
の

譲
渡

願
い

一
件

写
し

竪
帳

37
7

1
4
9
‐
５

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
性

権
次

家
作

足
材

木
御

願
申

上
ル

事
天

保
８

年
1
1
月

乙
金

村
百

姓
　

権
次

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

天
保

８
年

1
1
月

、
乙

金
村

百
姓

権
次

よ
り

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
の

家
作

足
材

木
杉

４
本

・
松

1
3
本

の
譲

渡
願

い
一

件
写

し
竪

帳

竪
帳

切
継

紙
(1

0
枚

位
)

竪
帳

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

4
3

大野城市史編さん室調査分 №357～367
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

36
8

14
6-

1
2

(C
-
1
6
3
）

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
5
月

2
7
日

中
田

傅
作

・
善

一
郎

米
田

久
助

様
御

手
元

お
預

り
金

の
内

1
2
両

、
当

月
2
5
日

限
り

と
の

お
約

束
で

し
た

が
、

御
屋

敷
の

払
い

差
し

支
え

、
 借

入
で

急
場

を
凌

い
で

お
り

ま
す

 日
限

は
間

違
い

な
き

よ
う
願

い
ま

す
切

紙

36
9

14
6-

1
3

(C
-
1
6
3
）

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
1
2
月

2
4
日

山
本

兵
右

衛
門

山
田

村
庄

屋
　

太
平

殿
壱

作
を

井
相

田
村

又
三

郎
へ

作
ら

せ
て

い
た

分
、

い
ろ

い
ろ

不
審

な
点

が
あ

り
信

用
で

き
な

い
の

で
、

よ
く

調
査

し
て

委
細

を
知

ら
せ

て
欲

し
い

切
継

紙
(２

枚
継

)

37
0

14
7

(Ｃ
-
1
6
4
）

〔
拝

借
願

〕
嘉

永
２

年
1
0
月

上
大

利
村

組
頭

弥
八

(印
)　

卯
右

衛
門

(印
)

同
村

庄
屋

　
太

平
(印

)

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

前
欠

の
た

め
不

明
部

分
が

多
い

が
、

村
の

困
窮

の
情

況
を

色
々

申
し

述
べ

た
上

で
の

拝
借

願
　

米
1
7
4
俵

１
斗

１
升

３
合

・
麦

１
俵

・
　

金
8
6
両

１
歩

３
朱

・
丁

銭
５

７
文

」
　

と
そ

の
内

訳

37
1

14
8

(Ｃ
-
1
6
5
）

14
8

(Ｃ
-
1
6
6
）

明
治

2
0
年

冩
之

寛
文

２
年

(1
6
6
2
)～

享
和

２
(1

8
0
2
）
ま

で
の

正
栄

寺
の

過
去

帳
の

写
し

　
髙

原
氏

に
係

る
分

は
別

紙
に

抜
き

書
き

し
て

あ
る

。

37
2

1
4
9
‐
０

(Ｃ
-
1
6
6
）

参
号

家
作

材
木

薪
下

ｹ
ﾞ渡

願
家

作
願

　
九

薪
願

　
　

 八
〔
明

治
〕

〔
髙

原
家

〕
1
4
9
-
１

～
1
4
9
-
1
7
の

表
紙

37
3

1
4
9
‐
１

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
性

和
作

御
願

申
上

ル
事

(写
)

天
保

６
年

1
1
月

乙
金

村
百

姓
　

和
作

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

天
保

6
年

1
1
月

、
乙

金
村

百
姓

和
作

よ
り

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
の

松
１

本
譲

渡
願

い
一

件
写

し
横

折

37
4

1
4
9
‐
２

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
性

孫
四

郎
与

六
乍

恐
御

願
申

上
ル

事
（
写

）
弘

化
２

年
９

月
乙

金
村

百
姓

　
孫

四
郎

　
與

六
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

弘
化

2
年

9
月

、
乙

金
村

百
姓

孫
四

郎
・
与

六
よ

り
、

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
　

家
作

材
木

用
な

ど
の

松
５

本
譲

渡
願

い
一

件
写

し
竪

帳

37
5

1
4
9
‐
３

(C
‐
1
6
6
）

前
紙

幾
枚

散
逸

シ
タ

ル
モ

ノ
ナ

リ
右

ﾊ
家

作
足

材
木

奉
願

上
候

(写
)

嘉
永

２
年

２
月

乙
金

村
山

之
口

　
善

右
衛

門
和

作
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

嘉
永

2
年

２
月

、
乙

金
村

山
之

口
善

右
衛

門
・
百

姓
弥

六
・
孫

四
郎

・
弥

三
郎

よ
り

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
の

間
内

取
繕

用
松

１
本

譲
渡

願
一

件
写

し
竪

帳

37
6

1
4
9
‐
４

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
願

申
上

ル
事

(写
)

安
政

３
年

３
月

乙
金

村
組

頭
　

正
右

衛
門

　
忠

作
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

安
政

３
年

正
月

、
乙

金
村

組
頭

正
右

衛
門

・
忠

作
、

同
村

庄
屋

善
一

郎
よ

り
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所
宛

の
湯

殿
柱

木
戸

板
用

杉
４

本
と

松
１

本
の

譲
渡

願
い

一
件

写
し

竪
帳

37
7

1
4
9
‐
５

(C
‐
1
6
6
）

御
笠

郡
乙

金
村

百
性

権
次

家
作

足
材

木
御

願
申

上
ル

事
天

保
８

年
1
1
月

乙
金

村
百

姓
　

権
次

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

天
保

８
年

1
1
月

、
乙

金
村

百
姓

権
次

よ
り

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
山

方
御

役
所

宛
の

家
作

足
材

木
杉

４
本

・
松

1
3
本

の
譲

渡
願

い
一

件
写

し
竪

帳

竪
帳

切
継

紙
(1

0
枚

位
)

竪
帳

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

4
3

大野城市史編さん室調査分 №368～377

- 77 -- 76 -



大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

37
8

1
4
9
‐
６

(C
‐
1
6
6
）

〔
乙
金
村
分
　
材
木
木
数
書

上
〕

〔
江
戸
〕

〔
髙
原
家
〕

乙
金
村
家
作
村
木
分
除
、
〆
元
木
3
2
2
本
の
詳
細
書
上

竪
帳

37
9

1
4
9
‐
７

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
忍
平
御

願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
８
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
８
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御

笠
御
山
方
御
役
所
宛
の
取
繕
用
松
１
本
譲
渡
願
い
一
件
写

し
竪
帳

38
0

14
9‐
8

(C
‐
1
6
6
）

文
政
元
年
　
御
山
立
木
御
下

渡
控
之
内
書
抜
(写

)
文
政
元
年

〔
髙
原
家
〕

立
木
御
下
渡
詳
細
書
上
一
件
写
し

竪
帳

38
1

1
4
9
‐
９

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
百
性
孫
次
郎

乍
恐
御
願
申
上
ル
事
(写

)
嘉
永
２
年
９
月

孫
次
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

嘉
永
２
年
９
月
、
乙
金
村
百
姓
孫
次
郎
よ
り
那
珂
席
田
夜
須

御
笠
御
山
方
御
役
所
宛
の
戸
前
損
繕
用
杉
１
本
譲
渡
一
件

写
し

竪
帳

38
2

14
9‐
1
0

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

)
天
保
６
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
６
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作

次
、
同
村
山
ノ
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所
宛
の
薪
1
1
0
把
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

38
3

14
9‐
1
1

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
８
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
８
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作

次
、
同
村
山
之
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所
宛
の
薪
〆
1
0
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

38
4

14
9‐
1
2

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
９
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
９
年
1
0
月
、
乙
金
村
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作
次
、

同
村
山
之
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御
山
方

御
役
所
宛
　
薪
〆
1
0
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写

竪
帳

38
5

14
9‐
1
3

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
1
1
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
1
1
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作

次
、
山
之
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御
山
方

御
役
所
宛
　
薪
〆
1
0
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

38
6

14
9‐
1
4

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
弘
化
２
年
９
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

弘
化
２
年
９
月
、
乙
金
村
庄
屋
善
一
郎
、
同
村
組
頭
源
六
・
正

右
衛
門
、
同
村
山
之
口
源
次
・
善
右
衛
門
よ
り
那
珂
席
田
夜

須
御
笠
御
山
方
御
役
所
宛
　
薪
〆
6
0
把
譲
渡
願
い
一
件
写

し

竪
帳

38
7

14
9‐
1
5

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
候
事
(写

）
嘉
永
２
年
９
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

嘉
永
２
年
９
月
、
乙
金
村
山
之
口
源
作
、
同
善
右
衛
門
、
組

頭
　
正
右
衛
門
・
源
六
、
同
村
庄
屋
善
一
郎
よ
り
那
珂
席
田

夜
須
御
笠
御
山
方
御
役
所
宛
薪
〆
8
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写

し

竪
帳

こ よ り で 一 括

4
4

大野城市史編さん室調査分 №378～387
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

37
8

1
4
9
‐
６

(C
‐
1
6
6
）

〔
乙
金
村
分
　
材
木
木
数
書

上
〕

〔
江
戸
〕

〔
髙
原
家
〕

乙
金
村
家
作
村
木
分
除
、
〆
元
木
3
2
2
本
の
詳
細
書
上

竪
帳

37
9

1
4
9
‐
７

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
忍
平
御

願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
８
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
８
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御

笠
御
山
方
御
役
所
宛
の
取
繕
用
松
１
本
譲
渡
願
い
一
件
写

し
竪
帳

38
0

14
9‐
8

(C
‐
1
6
6
）

文
政
元
年
　
御
山
立
木
御
下

渡
控
之
内
書
抜
(写

)
文
政
元
年

〔
髙
原
家
〕

立
木
御
下
渡
詳
細
書
上
一
件
写
し

竪
帳

38
1

1
4
9
‐
９

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
百
性
孫
次
郎

乍
恐
御
願
申
上
ル
事
(写

)
嘉
永
２
年
９
月

孫
次
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

嘉
永
２
年
９
月
、
乙
金
村
百
姓
孫
次
郎
よ
り
那
珂
席
田
夜
須

御
笠
御
山
方
御
役
所
宛
の
戸
前
損
繕
用
杉
１
本
譲
渡
一
件

写
し

竪
帳

38
2

14
9‐
1
0

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

)
天
保
６
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
６
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作

次
、
同
村
山
ノ
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所
宛
の
薪
1
1
0
把
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

38
3

14
9‐
1
1

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
８
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
８
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作

次
、
同
村
山
之
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所
宛
の
薪
〆
1
0
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

38
4

14
9‐
1
2

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
９
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
９
年
1
0
月
、
乙
金
村
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作
次
、

同
村
山
之
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御
山
方

御
役
所
宛
　
薪
〆
1
0
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写

竪
帳

38
5

14
9‐
1
3

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
天
保
1
1
年
1
0
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

天
保
1
1
年
1
0
月
、
乙
金
村
庄
屋
忍
平
、
同
村
組
頭
源
六
・
作

次
、
山
之
口
次
七
・
源
次
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御
山
方

御
役
所
宛
　
薪
〆
1
0
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

38
6

14
9‐
1
4

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事
(写

）
弘
化
２
年
９
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

弘
化
２
年
９
月
、
乙
金
村
庄
屋
善
一
郎
、
同
村
組
頭
源
六
・
正

右
衛
門
、
同
村
山
之
口
源
次
・
善
右
衛
門
よ
り
那
珂
席
田
夜

須
御
笠
御
山
方
御
役
所
宛
　
薪
〆
6
0
把
譲
渡
願
い
一
件
写

し

竪
帳

38
7

14
9‐
1
5

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
候
事
(写

）
嘉
永
２
年
９
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

嘉
永
２
年
９
月
、
乙
金
村
山
之
口
源
作
、
同
善
右
衛
門
、
組

頭
　
正
右
衛
門
・
源
六
、
同
村
庄
屋
善
一
郎
よ
り
那
珂
席
田

夜
須
御
笠
御
山
方
御
役
所
宛
薪
〆
8
5
把
譲
渡
願
い
一
件
写

し

竪
帳

こ よ り で 一 括

4
4

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

38
8

14
9‐
1
6

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
御
願
申
上
ル
事

安
政
３
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

安
政
３
年
正
月
、
乙
金
村
山
之
口
与
六
・
源
六
、
組
頭
正
右

衛
門
・
忠
作
、
同
村
庄
屋
善
一
郎
よ
り
那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
山
方
御
役
所
宛
薪
〆
6
0
把
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

38
9

14
9‐
1
7

(C
‐
1
6
6
）

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
山

之
口
乍
恐
薪
御
願
申
上
ル
事

文
化
元
年
1
1
月

〔
髙
原
家
〕

平
井
元
右
衛
門
様
御
役

所
文
化
元
年
1
1
月
、
組
頭
中
・
山
ノ
口
中
よ
り
平
井
元
右
衛
門

様
　
御
役
所
宛
薪
〆
1
5
0
貫
譲
渡
願
い
一
件
写
し

竪
帳

39
0

1
5
0
-
１

(C
-
1
6
8
）

〔
通
達
〕

明
治
2
5
年
1
2
月
1
6
日

第
一
課
(印

)
大
野
村
長

髙
原
善
造
殿

修
猷
館
学
会
開
改
に
伴
う
紙
材
費
の
件
、
明
日
是
非
と
も
皆

済
さ
れ
る
よ
う
　
完
納
出
来
な
い
と
き
は
ま
と
ま
り
居
る
金
だ
け

で
も
持
参
の
う
え
明
日
午
前
1
1
時
出
頭
下
さ
い

39
1

1
5
0
-
２

(C
-
1
6
8
）

〔
通
達
〕

明
治
2
5
年
1
1
月
1
5
日

第
一
課
長
郡
書
記

藤
井
重
利
(印

)
大
野
村
長

髙
原
善
造
殿

修
猷
館
の
紙
材
費
の
件
是
非
と
も
完
納
さ
れ
た
し
と
の
督
促

状

39
2

1
5
0
-
３

(C
-
1
6
8
）

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
３
月
1
2
日

貝
原
友
三
郎
拝
(印

)
髙
原
善
造
殿

学
校
寄
附
金
と
乙
金
校
小
使
に
関
す
る
件

39
3

1
5
0
-
４

(C
-
1
6
8
）

〔
備
忘
〕

孝
子
・
貞
婦
・
義
僕
・
慈
善
家
・
家
業
抜
群
勉
励
者
・
納
税
抜

群
勉
励
者
・
教
育
抜
群
勉
励
者

39
4

1
5
0
-
５

(C
-
1
6
8
）

〔
通
達
〕

明
治
2
5
年
1
0
月
2
5
日

第
一
課
(印

)
御
笠
郡
大
野
村
役
場

御
中

神
宮
・
住
職
・
名
簿
、
御
差
出
の
分
に
つ
い
て
、
左
記
の
通

り
、
明
細
帳
と
不
突
合
に
付
お
調
べ
下
さ
い
　
筒
井
九
郎
神

社
、
神
官
・
名
簿
に
村
社
と
あ
る
も
県
庁
明
細
帳
に
は
無

格
社
と
あ
り
こ
の
件
に
つ
い
て
も
お
調
べ
下
さ
い
。

39
5

1
5
0
-
６

(C
-
1
6
8
）

〔
通
達
〕

明
治
2
5
年
1
1
月
2
5
日

第
一
課

大
野
村
役
場
御
中

1
0
月
2
5
日
付
の
神
官
・
住
職
・
明
細
帳
不
突
合
の
件
に
つ
い

て
今
だ
に
回
答
が
な
く
整
理
上
差
支
え
て
お
り
ま
す
　
至
急

御
回
答
下
さ
い

39
6

1
5
0
-
７

(C
-1
68
)

〔
通
達
〕

明
治
2
5
年
1
1
月
2
2
日

第
一
課
(印

)
大
野
村

村
長
　
髙
原
善
造
殿

貴
村
役
場
庶
務
規
程
認
可
の
件
に
つ
き
、
訣
規
程
中
「
町

村
」
と
あ
る
「
町
字
」
は
誤
り
と
み
な
し
ま
す
　
御
承
知
置
き
下
さ

い

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

4
5

大野城市史編さん室調査分 №388～396

- 79 -- 78 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

39
7

1
5
0
-
８

(C
-1

68
)

〔
通

達
〕

明
治

2
5
年

1
0
月

３
日

第
一

課
(印

)
元

大
日

本
私

立
衛

生
会

員
　

　
髙

原
善

造
殿

貴
所

御
入

会
の

会
費

金
が

未
納

に
付

折
返

し
当

課
へ

ご
送

金
下

さ
い

39
8

1
5
0
-
９

(C
-
1
6
8
）

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

３
月

７
日

第
一

課
(印

)
大

野
村

役
場

御
中

演
習

準
備

費
納

付
金

に
関

す
る

督
促

状

39
9

15
0-

1
0

(C
-1

68
)

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

１
月

2
0
日

第
一

課
(印

)
大

野
村

役
場

御
中

演
習

準
備

費
納

付
金

に
関

す
る

督
促

状

40
0

15
1

(C
-
1
7
0
）

樹
苗

植
立

之
件

(写
)

〔
明

治
〕

〔
髙

原
家

〕
樹

苗
植

立
を

後
年

調
べ

纏
め

た
も

の
の

写
し

　
寸

志
植

の
も

の
２

件
　

弘
化

２
年

仲
島

村
庄

屋
善

一
郎

の
杉

苗
1
0
,0

0
0
本

天
保

1
4
年

乙
金

村
庄

屋
忍

平
の

松
苗

3
,0

0
0
本

の
記

録

40
1

15
2

(C
-
1
7
1
）

〔
墓

碑
書

上
げ

〕
〔
大

正
期

〕
墓

碑
の

大
き

さ
・
俗

名
・
歿

年
等

の
書

上
の

一
部

40
2

15
3

(C
-
1
7
2
）

御
笠

郡
中

村
庄

屋
組

頭
乍

恐
御

願
申

上
ル

口
上

之
覚

文
化

９
年

４
月

中
村

庄
屋

　
惠

内
(印

)
同

村
組

頭
源

助
(印

)　
茂

平
(印

) 
卯

八
(印

)

村
上

又
左

衛
門

様
御

役
所

当
村

抱
唐

山
堤

の
水

取
石

井
手

は
堤

の
下

に
あ

っ
た

も
の

を
、

一
昨

年
春

乙
金

村
よ

り
そ

の
石

井
手

上
に

２
か

所
水

取
の

為
、

新
繰

井
樋

を
掛

け
た

の
で

難
渋

し
て

い
ま

す
　

新
井

樋
は

早
々

取
除

く
よ

う
指

示
し

て
下

さ
い

40
3

1
5
4
-
１

-
１

(C
-
1
7
3
）

御
笠

郡
中

村
百

生
又

次
與

七
仕

上
□

□
之

事
文

化
７

年
午

３
月

中
村

　
　

又
次

同
　

　
 　

與
七

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

殿
同

村
山

ﾉ
口

孫
次

殿

乙
金

村
御

建
山

の
松

枝
を

伐
取

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

の
謝

り
状

　
破

損
激

し
く

不
明

の
部

分
多

い
切

紙

40
4

1
5
4
-
１

-
２

(C
-
1
7
3
）

仕
上

ル
書

物
之

事
文

化
７

年
３

月
中

村
　

□
□

、
同

村
　

□
□

乙
金

村
御

山
ﾉ
内

孫
治

様
私

共
御

立
山

之
内

に
て

松
枝

伐
お

ろ
し

候
処

、
恐

入
奉

り
候

破
損

の
た

め
詳

細
不

明
竪

紙

40
5

1
5
4
-
２

(C
-
1
7
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

組
頭

山
ﾉ
口

乍
恐

薪
□

御
願

申
上

ル
事

文
化

元
年

1
1
月

組
頭

中
　

山
ノ

口
中

平
井

元
右

衛
門

様
御

役
所

「
薪

百
〆

　
組

頭
」
「
同

五
拾

〆
　

山
ノ

口
中

」
　

御
渡

方
願

い
代

金
は

請
求

あ
り

次
第

納
付

し
ま

す

40
6

1
5
5
-
１

(C
-
1
7
4
）

髙
原

善
一

郎
美

正
寄

附
田

畑
事

蹟
天

保
1
2
年

丑
1
2
月

朔
日

願
主

　
髙

原
忍

平
髙

原
善

一
郎

美
正

寄
附

田
畑

事
蹟

を
、

旧
反

別
と

地
租

改
正

反
別

の
２

通
り

に
書

か
れ

て
い

る
。

竪
紙

40
7

1
5
5
-
２

(C
-
1
7
4
）

〔
神

田
御

備
〕

天
保

1
2
年

丑
1
2
月

朔
日

願
主

　
髙

原
忍

平
天

保
1
2
年

中
の

寄
附

の
書

上
　

草
場

の
下

々
畠

　
２

畝
1
4
歩

５
厘

は
神

田
に

　
米

１
俵

は
貧

窮
の

者
へ

　
画

馬
１

つ
の

寄
附

願
い

切
継

紙
(2

枚
継

)

こ よ り

竪
紙

竪
帳

竪
紙

４
枚

切
継

紙
(3

枚
継

)

こ よ り で 一 括

切
紙

竪
紙

竪
紙

4
6

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

40
8

1
5
5
-
３

(C
-
1
7
4
）

高
原

善
一

郎
よ

り
氏

神
江

寄
附

田
畑

明
治

1
0
年

丑
１

月
1
4
日

寄
附

田
畑

の
書

上
　

明
治

1
0
年

１
月

1
4
日

調
べ

竪
紙

40
9

1
5
5
-
４

(C
-
1
7
4
）

〔
備

忘
〕

明
治

元
年

～
８

年
の

草
場

・
山

目
の

石
高

書
上

　
氏

神
へ

の
寄

附
か

と
思

わ
れ

る
横

折

41
0

1
5
5
-
５

(C
-
1
7
4
）

〔
備

忘
〕

〔
明

治
〕
１

０
年

１
月

1
6
日

寄
附

田
畠

２
筆

　
善

造
よ

り
小

作
付

け
方

　
請

持
余

米
は

善
一

郎
へ

預
け

置
く

事
切

紙

41
1

1
5
6
-
１

(C
-1

75
)

覚
記

載
な

し
善

造
米

と
粟

の
数

量
と

名
前

の
書

上

41
2

1
5
6
-
２

(C
-1

75
)

在
院

病
者

概
記

〔
明

治
〕
1
1
月

2
7
日

大
字

白
木

原
　

原
久

吉
大

字
乙

金
髙

原
善

造
殿

小
倉

北
方

豫
病

院
3
8
病

室
　

髙
原

五
郎

他
５

名
の

入
院

病
者

名
の

記
載

あ
り

　
役

場
に

て
取

調
べ

た
が

確
乎

た
る

こ
と

分
か

ら
ず

、
病

者
よ

り
書

類
取

集
め

明
瞭

な
も

の
だ

け
報

告

41
3

15
7

(C
-1

76
)

御
笠

郡
山

田
村

入
百

性
仕

居
料

拝
借

御
願

帳
嘉

永
７

年
1
0
月

山
田

村
組

頭
　

勘
次

(印
)

又
四

郎
(印

)　
定

吉
(印

)
助

役
乙

金
村

庄
屋

　
善

一
郎

(印
)

山
田

村
庄

屋
　

□
□

□

卯
三

郎
外

５
名

の
者

が
馬

代
・
農

具
代

・
家

居
取

続
な

ど
の

理
由

で
合

計
金

3
4
両

の
拝

借
を

願
い

出
た

も
の

　
他

に
半

縄
・
藁

・
松

木
に

つ
い

て
は

決
済

し
て

い
る

41
4

1
5
8
-
１

(C
-
1
7
7
）

〔
書

簡
〕

3
月

2
3
日

内
藤

豊
吉

高
原

善
蔵

様
　

座
下

1
1
日

旅
行

よ
り

帰
宅

の
報

告
　

御
令

閏
様

病
気

の
お

見
舞

旅
行

の
記

念
写

真
進

呈
な

ど

41
5

1
5
8
-
２

(C
-
1
7
7
）

筑
前

福
岡

県
筑

紫
郡

大
野

村
字

乙
金

　
高

原
善

蔵
殿

親
展

　
写

真
在

中
宮

崎
県

日
向

國
北

諸
縣

郡
庄

内
村

拾
七

番
　

内
藤

豊
吉

3
月

2
3
日

内
藤

豊
吉

高
原

善
蔵

殿
1
5
8
-
１

の
手

紙
の

入
っ

て
い

た
封

筒

41
6

1
5
9
‐
１

(C
‐
1
7
8
）

御
笠

郡
乙

金
村

ヨ
リ
仕

上
ル

指
出

ノ
事

天
保

1
2
年

閏
正

月
2
0
日

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

山
ノ

口
　

次
七

　
源

次
御

山
方

御
役

所
当

月
中

の
留

鎌
の

件
に

つ
い

て

41
7

1
5
9
‐
２

(C
‐
1
7
8
）

〔
書

簡
〕

3
月

2
0
日

 粗
酒

１
樽

ご
仏

前
へ

御
供

下
さ

い
 送

籍
証

の
件

、
別

紙
案

差
出

し
ま

す
の

で
ご

検
討

下
さ

い

41
8

16
0

(C
‐
1
7
9
）

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
６

月
４

日
写

茶
の

木
掘

立
に

関
す

る
作

業
の

箇
条

書
き

　
作

業
人

の
飯

米
・
道

具
類

の
事

・
案

内
の

事
そ

の
他

41
9

16
1

(C
‐
1
8
0
）

記
明

治
６

年
７

月
第

十
二

大
区

十
二

小
区

乙
金

村
居

住
　

志
間

廣
(印

)

一
揆

に
付

、
６

月
2
0
日

よ
り

御
笠

郡
雑

掌
隈

へ
出

張
　

同
月

2
4
日

よ
り

黒
田

一
雄

氏
付

添
に

て
夜

須
郡

甘
木

迄
罷

越
　

同
2
5
日

帰
宿

竪
紙

で 一 括

横
帳

竪
帳

横
帳

切
紙

封
筒

竪
紙

切
紙

切
継

紙
(３

枚
継

)

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

4
7

大野城市史編さん室調査分 №397～407

- 81 -- 80 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

39
7

1
5
0
-
８

(C
-1

68
)

〔
通

達
〕

明
治

2
5
年

1
0
月

３
日

第
一

課
(印

)
元

大
日

本
私

立
衛

生
会

員
　

　
髙

原
善

造
殿

貴
所

御
入

会
の

会
費

金
が

未
納

に
付

折
返

し
当

課
へ

ご
送

金
下

さ
い

39
8

1
5
0
-
９

(C
-
1
6
8
）

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

３
月

７
日

第
一

課
(印

)
大

野
村

役
場

御
中

演
習

準
備

費
納

付
金

に
関

す
る

督
促

状

39
9

15
0-

1
0

(C
-1

68
)

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

１
月

2
0
日

第
一

課
(印

)
大

野
村

役
場

御
中

演
習

準
備

費
納

付
金

に
関

す
る

督
促

状

40
0

15
1

(C
-
1
7
0
）

樹
苗

植
立

之
件

(写
)

〔
明

治
〕

〔
髙

原
家

〕
樹

苗
植

立
を

後
年

調
べ

纏
め

た
も

の
の

写
し

　
寸

志
植

の
も

の
２

件
　

弘
化

２
年

仲
島

村
庄

屋
善

一
郎

の
杉

苗
1
0
,0

0
0
本

天
保

1
4
年

乙
金

村
庄

屋
忍

平
の

松
苗

3
,0

0
0
本

の
記

録

40
1

15
2

(C
-
1
7
1
）

〔
墓

碑
書

上
げ

〕
〔
大

正
期

〕
墓

碑
の

大
き

さ
・
俗

名
・
歿

年
等

の
書

上
の

一
部

40
2

15
3

(C
-
1
7
2
）

御
笠

郡
中

村
庄

屋
組

頭
乍

恐
御

願
申

上
ル

口
上

之
覚

文
化

９
年

４
月

中
村

庄
屋

　
惠

内
(印

)
同

村
組

頭
源

助
(印

)　
茂

平
(印

) 
卯

八
(印

)

村
上

又
左

衛
門

様
御

役
所

当
村

抱
唐

山
堤

の
水

取
石

井
手

は
堤

の
下

に
あ

っ
た

も
の

を
、

一
昨

年
春

乙
金

村
よ

り
そ

の
石

井
手

上
に

２
か

所
水

取
の

為
、

新
繰

井
樋

を
掛

け
た

の
で

難
渋

し
て

い
ま

す
　

新
井

樋
は

早
々

取
除

く
よ

う
指

示
し

て
下

さ
い

40
3

1
5
4
-
１

-
１

(C
-
1
7
3
）

御
笠

郡
中

村
百

生
又

次
與

七
仕

上
□

□
之

事
文

化
７

年
午

３
月

中
村

　
　

又
次

同
　

　
 　

與
七

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

殿
同

村
山

ﾉ
口

孫
次

殿

乙
金

村
御

建
山

の
松

枝
を

伐
取

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

の
謝

り
状

　
破

損
激

し
く

不
明

の
部

分
多

い
切

紙

40
4

1
5
4
-
１

-
２

(C
-
1
7
3
）

仕
上

ル
書

物
之

事
文

化
７

年
３

月
中

村
　

□
□

、
同

村
　

□
□

乙
金

村
御

山
ﾉ
内

孫
治

様
私

共
御

立
山

之
内

に
て

松
枝

伐
お

ろ
し

候
処

、
恐

入
奉

り
候

破
損

の
た

め
詳

細
不

明
竪

紙

40
5

1
5
4
-
２

(C
-
1
7
3
）

御
笠

郡
乙

金
村

組
頭

山
ﾉ
口

乍
恐

薪
□

御
願

申
上

ル
事

文
化

元
年

1
1
月

組
頭

中
　

山
ノ

口
中

平
井

元
右

衛
門

様
御

役
所

「
薪

百
〆

　
組

頭
」
「
同

五
拾

〆
　

山
ノ

口
中

」
　

御
渡

方
願

い
代

金
は

請
求

あ
り

次
第

納
付

し
ま

す

40
6

1
5
5
-
１

(C
-
1
7
4
）

髙
原

善
一

郎
美

正
寄

附
田

畑
事

蹟
天

保
1
2
年

丑
1
2
月

朔
日

願
主

　
髙

原
忍

平
髙

原
善

一
郎

美
正

寄
附

田
畑

事
蹟

を
、

旧
反

別
と

地
租

改
正

反
別

の
２

通
り

に
書

か
れ

て
い

る
。

竪
紙

40
7

1
5
5
-
２

(C
-
1
7
4
）

〔
神

田
御

備
〕

天
保

1
2
年

丑
1
2
月

朔
日

願
主

　
髙

原
忍

平
天

保
1
2
年

中
の

寄
附

の
書

上
　

草
場

の
下

々
畠

　
２

畝
1
4
歩

５
厘

は
神

田
に

　
米

１
俵

は
貧

窮
の

者
へ

　
画

馬
１

つ
の

寄
附

願
い

切
継

紙
(2

枚
継

)

こ よ り

竪
紙

竪
帳

竪
紙

４
枚

切
継

紙
(3

枚
継

)

こ よ り で 一 括

切
紙

竪
紙

竪
紙

4
6

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

40
8

1
5
5
-
３

(C
-
1
7
4
）

高
原

善
一

郎
よ

り
氏

神
江

寄
附

田
畑

明
治

1
0
年

丑
１

月
1
4
日

寄
附

田
畑

の
書

上
　

明
治

1
0
年

１
月

1
4
日

調
べ

竪
紙

40
9

1
5
5
-
４

(C
-
1
7
4
）

〔
備

忘
〕

明
治

元
年

～
８

年
の

草
場

・
山

目
の

石
高

書
上

　
氏

神
へ

の
寄

附
か

と
思

わ
れ

る
横

折

41
0

1
5
5
-
５

(C
-
1
7
4
）

〔
備

忘
〕

〔
明

治
〕
１

０
年

１
月

1
6
日

寄
附

田
畠

２
筆

　
善

造
よ

り
小

作
付

け
方

　
請

持
余

米
は

善
一

郎
へ

預
け

置
く

事
切

紙

41
1

1
5
6
-
１

(C
-1

75
)

覚
記

載
な

し
善

造
米

と
粟

の
数

量
と

名
前

の
書

上

41
2

1
5
6
-
２

(C
-1

75
)

在
院

病
者

概
記

〔
明

治
〕
1
1
月

2
7
日

大
字

白
木

原
　

原
久

吉
大

字
乙

金
髙

原
善

造
殿

小
倉

北
方

豫
病

院
3
8
病

室
　

髙
原

五
郎

他
５

名
の

入
院

病
者

名
の

記
載

あ
り

　
役

場
に

て
取

調
べ

た
が

確
乎

た
る

こ
と

分
か

ら
ず

、
病

者
よ

り
書

類
取

集
め

明
瞭

な
も

の
だ

け
報

告

41
3

15
7

(C
-1

76
)

御
笠

郡
山

田
村

入
百

性
仕

居
料

拝
借

御
願

帳
嘉

永
７

年
1
0
月

山
田

村
組

頭
　

勘
次

(印
)

又
四

郎
(印

)　
定

吉
(印

)
助

役
乙

金
村

庄
屋

　
善

一
郎

(印
)

山
田

村
庄

屋
　

□
□

□

卯
三

郎
外

５
名

の
者

が
馬

代
・
農

具
代

・
家

居
取

続
な

ど
の

理
由

で
合

計
金

3
4
両

の
拝

借
を

願
い

出
た

も
の

　
他

に
半

縄
・
藁

・
松

木
に

つ
い

て
は

決
済

し
て

い
る

41
4

1
5
8
-
１

(C
-
1
7
7
）

〔
書

簡
〕

3
月

2
3
日

内
藤

豊
吉

高
原

善
蔵

様
　

座
下

1
1
日

旅
行

よ
り

帰
宅

の
報

告
　

御
令

閏
様

病
気

の
お

見
舞

旅
行

の
記

念
写

真
進

呈
な

ど

41
5

1
5
8
-
２

(C
-
1
7
7
）

筑
前

福
岡

県
筑

紫
郡

大
野

村
字

乙
金

　
高

原
善

蔵
殿

親
展

　
写

真
在

中
宮

崎
県

日
向

國
北

諸
縣

郡
庄

内
村

拾
七

番
　

内
藤

豊
吉

3
月

2
3
日

内
藤

豊
吉

高
原

善
蔵

殿
1
5
8
-
１

の
手

紙
の

入
っ

て
い

た
封

筒

41
6

1
5
9
‐
１

(C
‐
1
7
8
）

御
笠

郡
乙

金
村

ヨ
リ
仕

上
ル

指
出

ノ
事

天
保

1
2
年

閏
正

月
2
0
日

乙
金

村
庄

屋
　

忍
平

山
ノ

口
　

次
七

　
源

次
御

山
方

御
役

所
当

月
中

の
留

鎌
の

件
に

つ
い

て

41
7

1
5
9
‐
２

(C
‐
1
7
8
）

〔
書

簡
〕

3
月

2
0
日

 粗
酒

１
樽

ご
仏

前
へ

御
供

下
さ

い
 送

籍
証

の
件

、
別

紙
案

差
出

し
ま

す
の

で
ご

検
討

下
さ

い

41
8

16
0

(C
‐
1
7
9
）

〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
６

月
４

日
写

茶
の

木
掘

立
に

関
す

る
作

業
の

箇
条

書
き

　
作

業
人

の
飯

米
・
道

具
類

の
事

・
案

内
の

事
そ

の
他

41
9

16
1

(C
‐
1
8
0
）

記
明

治
６

年
７

月
第

十
二

大
区

十
二

小
区

乙
金

村
居

住
　

志
間

廣
(印

)

一
揆

に
付

、
６

月
2
0
日

よ
り

御
笠

郡
雑

掌
隈

へ
出

張
　

同
月

2
4
日

よ
り

黒
田

一
雄

氏
付

添
に

て
夜

須
郡

甘
木

迄
罷

越
　

同
2
5
日

帰
宿

竪
紙

で 一 括

横
帳

竪
帳

横
帳

切
紙

封
筒

竪
紙

切
紙

切
継

紙
(３

枚
継

)

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

4
7

大野城市史編さん室調査分 №408～419

- 81 -- 80 -



大野城市史編さん室調査分 №420～432

- 83 -- 82 -



大野城市史編さん室調査分 №433～445

- 83 -- 82 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

44
6

1
7
0
‐
５

(Ｃ
‐
1
8
9
）

発
端

先
年

御
赦

山
平

次
殿

へ
売

り
渡

し
代

金
不

足
の

件

44
7

17
1

(Ｃ
‐
1
9
0
）

明
治

二
十

九
年

度
分

貸
付

米
ノ

部
〔
明

治
2
9
年

度
〕

明
治

2
9
年

度
分

　
貸

付
米

の
部

　
貸

付
年

度
・
米

員
・
附

記
・

人
名

等
の

書
き

上
げ

44
8

1
7
2
‐
１

(Ｃ
‐
1
9
1
）

〔
断

簡
〕

「
御

笠
郡

　
乙

金
村

庄
屋

」
の

文
字

あ
り

44
9

1
7
2
‐
２

(Ｃ
‐
1
9
1
）

〔
断

簡
〕

「
番

付
有

之
分

伐
取

又
は

寄
木

ﾆ
相

成
無

余
儀

伐
取

候
趣

」
等

の
文

言
が

書
か

れ
て

い
る

45
0

1
7
2
‐
３

(Ｃ
‐
1
9
1
）

〔
断

簡
〕

「
如

何
之

次
第

ニ
而

右
体

伐
取

候
哉

与
重

畳
詮

儀
仕

候
処

雇
入

候
山

伐
之

者
不

勘
弁

ニ
而

伐
替

仕
」
等

の
文

言
が

書
か

れ
て

い
る

45
1

17
3

(C
‐
1
9
2
）

御
笠

郡
筑

紫
村

庄
屋

太
兵

衛
筒

井
村

庄
屋

役
之

節
　

難
渋

百
姓

御
上

納
未

進
□

□
分

捨
切

□
上

帳

弘
化

３
年

２
月

筑
紫

村
庄

屋
太

兵
衛

(印
)

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

俵
高

・
人

名
2
7
名

の
書

上
天

保
９

戌
冬

　
筒

井
村

上
納

未
進

取
替

元
米

　
〆

1
9
5
俵

６
升

５
合

　
天

保
５

年
冬

　
上

大
利

村
利

平
上

納
未

取
替

元
米

　
６

俵

45
2

1
7
4
‐
１

(C
‐
1
9
3
）

十
八

年
度

部
内

費
支

出
計

算
簿

「
金

弐
百

五
拾

九
円

三
拾

八
銭

　
決

議
高

」
の

内
訳

　
書

籍
器

械
費

・
活

版
費

・
営

繕
費

・
役

場
借

宅
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・
消

毒
薬

費
な

ど
2
0
項

目
の

金
高

書
上

　
末

尾
に

「
残

金
８

円
1
3
銭

６
厘

　
萩

尾
四

郎
」
の

受
取

が
あ

る

竪
紙

45
3

1
7
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‐
２
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‐
1
9
3
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費
支

拂
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及
超
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差
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目
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の
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」
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耕
料

・
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械
費
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税
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目
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超
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の
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仕
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０
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節
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仕
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の

表
紙

表
紙

45
5

1
7
5
-
１

(C
‐
1
9
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

よ
り

御
注

進
申

上
ル

事
嘉

永
３

年
５
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３

日
乙

金
村

山
之

口
孫

次
　

善
右
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損
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仕
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伐
取

の
届

竪
紙

45
6

1
7
5
-
２
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８
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仕
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村
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天
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1
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（
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作
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仕
候
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節
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ル
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伐
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0
0
坪

の
内

東
手

２
歩

通
り

文
政

５
年

村
方

貧
民

備
に

根
払

い
御

願
申

上
げ

残
り

８
歩

通
り

の
松

立
て

仕
組

に
よ

り
根

払
い

御
願

申
上

た
一

件
に

つ
い

て
　

後
欠

切
継

紙
（
2
枚

継
）

横
帳

切
紙

切
紙

切
継

紙
（
３

枚
継

）

こ よ り で 一 括

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

5
1

大野城市史編さん室調査分 №446～456

- 85 -- 84 -



大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

44
6

1
7
0
‐
５

(Ｃ
‐
1
8
9
）

発
端

先
年

御
赦

山
平

次
殿

へ
売

り
渡

し
代

金
不

足
の

件

44
7

17
1

(Ｃ
‐
1
9
0
）

明
治

二
十

九
年

度
分

貸
付

米
ノ

部
〔
明

治
2
9
年

度
〕

明
治

2
9
年

度
分

　
貸

付
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付
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又
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ﾆ
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右
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仕
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仕
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須
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簿
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械
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６
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萩
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9
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

山
之

口
御

願
申

上
ル

事
安

政
３

年
８

月
乙

金
村

山
ノ

口
 源

六
　

與
六

組
頭

 忠
作

　
正

右
衛

門
同

村
庄

屋
　

善
一

郎
御

山
方

御
役

所
当

村
抱

唐
山

に
松

喰
虫

が
つ

い
た

の
で

お
仕

組
払

い
渡

方
の

お
願

い
竪

紙

こ

切
紙

切
紙

竪
紙

切
紙

横
帳

こ よ り で 一 括切
継

紙
(2

枚
継

)

5
0

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

45
7

1
7
5
‐
３

(C
‐
1
9
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
仕

上
ル

書
物

年
号

月
日

乙
金

村
庄

□
　

善
□

□
平

井
元

右
衛

門
様

御
役

所

「
上

ノ
山

 伐
除

壱
ヶ

所
　

代
丁

銭
壱

貫
弐

百
文

」
右

の
山

所
杉

植
立

所
に

願
上

げ
　

来
酉

植
立

の
節

は
、

植
賃

私
が

弁
じ

早
速

植
立

致
し

ま
す

竪
紙

45
8

1
7
5
‐
４

(C
‐
1
9
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

山
之

口
頭

取
百

性
　

御
請

申
上

ル
書

物
之

事
文

化
1
0
年

酉
1
2
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

藤
七

・
善

七
同

村
山

之
口

　
孫

次
・
源

五
頭

取
百

性
 利

作
・
伊

作
・
 弥

七

友
納

嘉
市

様
御

役
所

当
村

唐
山

西
半

分
御

仕
組

払
い

御
渡

の
件

　
上

納
銭

は
只

今
２

貫
目

納
め

山
所

半
分

通
り

伐
っ

て
皆

納
す

る
様

命
じ

ら
れ

る
切

紙

45
9

1
7
5
‐
５

(C
‐
1
9
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
　

口
上

之
覚

文
化

1
0
年

７
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

藤
七

　
善

七
友

納
嘉

市
様

御
役

所

当
村

唐
山

「
古

木
通

御
仕

組
拂

」
を

命
じ

ら
れ

て
は

、
落

葉
・

枯
枝

を
田

畠
の

肥
に

替
え

る
事

が
出

来
ず

村
中

難
渋

し
ま

す
「
古

木
通

御
仕

組
拂

」
は

私
共

代
金

上
納

を
以

て
お

渡
し

下
さ

る
よ

う
お

願
い

し
ま

す

切
紙

46
0

1
7
5
‐
６

(C
‐
1
9
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
乍

恐
御

願
申

上
ル

　
口

上
之

覚
寛

政
1
0
年

５
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
天

野
弥

一
左

衛
門

様
御

役
所

去
冬

の
火

災
で

居
家

焼
失

「
当

村
御

立
山

に
て

御
仕

組
拂

悪
木

松
四

百
本

御
渡

し
下

さ
る

様
」
の

お
願

い
切

紙

46
1

1
7
5
‐
７

(C
‐
1
9
4
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

山
之

口
御

願
申

上
候

事

乙
金

村
山

ノ
口

 源
五

 孫
次

同
村

組
頭

 源
内

　
新

九
郎

庄
屋

　
善

四
郎

平
井

元
右

衛
門

様
当

村
抱

唐
山

の
内

、
お

見
分

の
上

御
仕

組
払

い
を

以
て

私
共

へ
御

渡
し

下
さ

い
　

と
の

願
い

　
代

金
は

通
知

書
が

到
着

次
第

支
払

い
ま

す
切

紙

46
2

17
6

(C
‐
1
9
5
）

享
保

弐
酉

十
月

廿
八

日
　

居
屋

敷
数

書
上

ヶ
帳

　
名

元
〔
江

戸
〕

享
保

２
酉

1
0
月

2
8
日

居
屋

敷
数

書
上

ヶ
帳

名
元

　
享

保
1
0
年

1
0
月

元
文

４
年

３
月

四
壁

薮
書

上
帳

名
元

　
享

保
1
8
年

丑
1
0

月
仕

立
名

寄
帳

名
元

　
寛

保
３

年
２

月
屋

敷
名

寄
帳

名
元

46
3

1
7
7
‐
１

(C
‐
1
9
6
）

乙
金

村
山

仕
入

銭
拂

不
足

覚
天

明
５

年
1
1
月

仲
村

兵
次

（
印

）
乙

金
村

庄
屋

　
和

作
殿

「
乙

金
村

山
仕

入
銭

拂
不

足
金

　
六

拾
文

銭
で

弐
貫

百
七

拾
七

匁
五

分
」
の

証
文

46
4

1
7
7
‐
２

(C
‐
1
9
6
）

借
用

證
文

之
事

〔
江

戸
〕
戌

1
2
月

2
8
日

仲
村

兵
次

（
花

押
）

和
作

様
「
一

、
金

壱
両

慥
ニ

借
用

仕
候

」
右

金
御

入
用

次
第

返
納

し
ま

す
　

不
納

の
節

は
田

地
の

庄
屋

受
合

証
文

入
れ

置
ま

す
の

で
返

納
次

第
証

文
お

返
し

下
さ

い
　

と
い

う
借

用
証

46
5

1
7
8
-
１

(C
‐
1
9
7
）

御
笠

郡
乙

金
村

清
吉

孫
四

郎
半

助
組

合
百

姓
中

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

当
村

庄
屋

忍
平

殿
御

證
文

山
古

野
ノ

浦
の

御
除

木
の

内
数

本
を

伐
取

っ
た

事
に

関
す

る
件

46
6

1
7
8
-
２

(C
‐
1
9
7
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

　
忍

平
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

〔
乙

金
村

庄
屋

忍
平

〕

先
祖

が
頂

戴
し

た
御

證
文

山
3
,0

0
0
坪

の
内

東
手

２
歩

通
り

文
政

５
年

村
方

貧
民

備
に

根
払

い
御

願
申

上
げ

残
り

８
歩

通
り

の
松

立
て

仕
組

に
よ

り
根

払
い

御
願

申
上

た
一

件
に

つ
い

て
　

後
欠

切
継

紙
（
2
枚

継
）

横
帳

切
紙

切
紙

切
継

紙
（
３

枚
継

）

こ よ り で 一 括

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

5
1

大野城市史編さん室調査分 №457～466

- 85 -- 84 -



大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

46
7

1
7
8
-
３

(C
‐
1
9
7
）

御
笠
郡
乙
金
村
百
姓
清
吉
孫

四
郎
半
助
御
詮
儀
ニ
付
乍
恐

申
上
ル
口
上
之
覚

庄
屋
忍
平
殿
御
證
文
山
御
仕
組
み
払
い
の
件
　
（
後
欠
の
た

め
詳
細
不
明
）

46
8

1
7
8
-
４

(C
‐
1
9
7
）

〔
断
簡
〕

「
廿
本
程
極
印
相
残
り
候
木
御
詮
儀
」
　
の
件
（
前
欠
・
後
欠

の
た
め
詳
細
は
不
明
）

46
9

1
7
8
-
５

(C
‐
1
9
7
）

御
笠
郡
乙
金
村
清
吉
孫
四
郎

半
助
御
詮
儀
ニ
付
乍
恐
申
上

ル
口
上
之
覚

「
庄
屋
忍
平
殿
御
證
文
山
御
拂
」
の
件
（
後
欠
の
た
め
詳
細

不
明
）

47
0

1
7
8
-
６

(C
‐
1
9
7
）

〔
断
簡
〕

「
翌
亥
三
月
右
百
本
御
極
印
」
の
文
言
あ
り
　
前
半
抹
消
（
前

欠
・
後
欠
の
た
め
詳
細
は
不
明
）

47
1

1
7
9
‐
１

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

亥
２
月

乙
金
村
　
米
2
2
俵
２
斗
２
升
５
合
（
1
4
9
7
人
分
）
の
内
訳
の
書

上

47
2

1
7
9
‐
２

(C
断
簡
)

〔
封
筒
〕

安
政
５
年
午
之
６
月
５
日

[　
　
　
　
　
]村

非
常
備
書
類
　
[　

　
　
　
　
]の

内
安
政
５
年
午

の
６
月
５
日
に
入
れ
る

47
3

1
7
9
‐
３

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

「
三
角
印
　
此
金
子
御
山
代
の
外
雑
用
の
分
兵
次
殿
よ
り
指

出
さ
れ
候
様
申
し
談
　
納
得
の
上
受
取
夫
々
入
目
　
相
仕
廻

候
」
と
あ
る

47
4

1
7
9
‐
４

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

「
一
、
金
子
八
歩
　
代
弐
百
目
」
跡
山
の
件
で
三
太
夫
様
よ
り

私
へ
渡
さ
れ
た
書
付
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
約

束
で
金
子
は
受
取
っ
て
い
ま
せ
ん
　
御
山
代
の
外
諸
入
り
目

彼
是
は
兵
次
殿
よ
り
受
取
り
ま
し
た
（
断
簡
の
た
め
詳
細
不

詳
）

47
5

1
7
9
‐
５

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

「
い
印
　
一
、
銭
百
八
拾
目
　
た
ふ
す
木
取
の
由
に
て
樋
口

弥
右
衛
門
様
」
後
欠

47
6

1
7
9
‐
６

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

前
欠
「
之
内
弐
本
は
其
儘
相
残
居
申
　
振
替
不
申
分
四
拾

七
本
　
番
付
之
内
壱
本
」
後
欠

切
紙

包
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

5
2

大野城市史編さん室調査分 №467～476

- 87 -- 86 -



大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

46
7

1
7
8
-
３

(C
‐
1
9
7
）

御
笠
郡
乙
金
村
百
姓
清
吉
孫

四
郎
半
助
御
詮
儀
ニ
付
乍
恐

申
上
ル
口
上
之
覚

庄
屋
忍
平
殿
御
證
文
山
御
仕
組
み
払
い
の
件
　
（
後
欠
の
た

め
詳
細
不
明
）

46
8

1
7
8
-
４

(C
‐
1
9
7
）

〔
断
簡
〕

「
廿
本
程
極
印
相
残
り
候
木
御
詮
儀
」
　
の
件
（
前
欠
・
後
欠

の
た
め
詳
細
は
不
明
）

46
9

1
7
8
-
５

(C
‐
1
9
7
）

御
笠
郡
乙
金
村
清
吉
孫
四
郎

半
助
御
詮
儀
ニ
付
乍
恐
申
上

ル
口
上
之
覚

「
庄
屋
忍
平
殿
御
證
文
山
御
拂
」
の
件
（
後
欠
の
た
め
詳
細

不
明
）

47
0

1
7
8
-
６

(C
‐
1
9
7
）

〔
断
簡
〕

「
翌
亥
三
月
右
百
本
御
極
印
」
の
文
言
あ
り
　
前
半
抹
消
（
前

欠
・
後
欠
の
た
め
詳
細
は
不
明
）

47
1

1
7
9
‐
１

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

亥
２
月

乙
金
村
　
米
2
2
俵
２
斗
２
升
５
合
（
1
4
9
7
人
分
）
の
内
訳
の
書

上

47
2

1
7
9
‐
２

(C
断
簡
)

〔
封
筒
〕

安
政
５
年
午
之
６
月
５
日

[　
　
　
　
　
]村

非
常
備
書
類
　
[　

　
　
　
　
]の

内
安
政
５
年
午

の
６
月
５
日
に
入
れ
る

47
3

1
7
9
‐
３

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

「
三
角
印
　
此
金
子
御
山
代
の
外
雑
用
の
分
兵
次
殿
よ
り
指

出
さ
れ
候
様
申
し
談
　
納
得
の
上
受
取
夫
々
入
目
　
相
仕
廻

候
」
と
あ
る

47
4

1
7
9
‐
４

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

「
一
、
金
子
八
歩
　
代
弐
百
目
」
跡
山
の
件
で
三
太
夫
様
よ
り

私
へ
渡
さ
れ
た
書
付
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
約

束
で
金
子
は
受
取
っ
て
い
ま
せ
ん
　
御
山
代
の
外
諸
入
り
目

彼
是
は
兵
次
殿
よ
り
受
取
り
ま
し
た
（
断
簡
の
た
め
詳
細
不

詳
）

47
5

1
7
9
‐
５

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

「
い
印
　
一
、
銭
百
八
拾
目
　
た
ふ
す
木
取
の
由
に
て
樋
口

弥
右
衛
門
様
」
後
欠

47
6

1
7
9
‐
６

(C
断
簡
)

〔
断
簡
〕

前
欠
「
之
内
弐
本
は
其
儘
相
残
居
申
　
振
替
不
申
分
四
拾

七
本
　
番
付
之
内
壱
本
」
後
欠

切
紙

包
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

5
2

大野城市史編さん室調査分 №477～488

- 87 -- 86 -



大野城市史編さん室調査分 №489～500

- 89 -- 88 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

50
1

1
8
1
‐
２

-
２

(B
-
2)

〔
依

頼
状

〕
明

治
2
2
年

１
月

2
6
日

福
岡

県
三

池
監

獄
副

典
獄

心
得

河
原

正
治

（
印

）
筑

紫
国

御
笠

郡
筒

井
村

戸
長

役
場

御
中

50
2

1
8
1
-
２

-
３

(B
-
2)

〔
通

知
及

照
会

〕
明

治
2
1
年

1
2
月

1
7
日

福
岡

県
三

池
監

獄
副

典
獄

心
得

河
原

正
治

（
印

）
筑

紫
国

御
笠

郡
筒

井
村

戸
長

役
場

御
中

古
賀

初
太

郎
の

領
置

金
を

郵
便

振
替

で
送

る
の

で
御

下
渡

の
上

は
相

当
印

紙
を

貼
用

し
た

本
人

の
受

領
証

を
送

っ
て

下
さ

い
　

と
の

依
頼

書

50
3

1
8
1
-
２

-
４

(B
-
2)

〔
通

知
〕

明
治

2
2
年

１
月

2
3
日

福
岡

県
御

笠
郡

筒
井

村
戸

長
役

場
福

岡
県

三
池

監
獄

副
典

獄
心

得
　

河
原

正
治

殿

古
賀

初
太

郎
へ

の
領

置
金

の
件

　
金

員
は

本
人

へ
回

送
す

る
筈

の
と

こ
ろ

帰
村

致
さ

ず
、

戸
主

へ
渡

し
置

く
の

で
戸

主
か

ら
本

人
へ

渡
す

よ
う
に

致
し

た
く

　
と

の
通

知
と

伺
書

50
4

1
8
1
‐
２
‐
５

(B
‐
２

）
受

取
証

明
治

2
2
年

2
月

2
2
日

福
岡

県
御

笠
郡

筒
井

村
8
4
1
番

地
　

初
太

郎
戸

主
　

古
賀

才
蔵

福
岡

縣
三

池
監

獄
副

典
獄

心
得

　
河

原
正

治
殿

「
一

金
　

弐
拾

参
円

也
　

右
ハ

弟
　

古
賀

初
太

郎
へ

御
付

興
ﾉ

金
員

本
人

遁
走

ニ
付

代
理

ト
シ

テ
受

取
申

上
候

」
　

と
い

う
受

領
証

50
5

1
8
1
‐
２
‐
６

（
B
‐
２

）
〔
照

会
状

〕
藤

井
郡

書
記

（
印

）
髙

原
村

長
殿

元
牛

頸
村

山
林

売
却

代
未

納
の

件
に

関
す

る
回

答
書

　
金

1
7
円

9
9
銭

　
山

林
売

却
代

の
内

訳
・
差

引
・
渡

過
等

　
朱

書
で

差
引

が
｢渡

過
」
と

な
っ

て
い

る
こ

と
の

説
明

50
6

1
8
1
‐
２
‐
７

(B
-
２

)
〔
報

告
〕

〔
明

治
2
4
年

〕
1
1
月

1
7
日

小
山

田
円

之
助

御
笠

郡
大

野
村

村
長

髙
原

善
造

殿
非

地
価

修
正

運
動

上
に

付
委

員
会

開
会

決
議

事
項

の
報

告

50
7

1
8
1
-
２

-
８

(B
-
２

)
〔
催

促
状

〕
2
4
年

７
月

１
日

第
一

課
（
印

）
大

野
村

役
場

御
中

演
習

準
備

費
納

付
方

に
つ

い
て

の
催

促
状

50
8

1
8
1
-
２

-
９

(B
-
２

)
〔
催

促
状

〕
2
3
年

1
1
月

1
2
日

第
一

科
（
印

）
大

野
村

役
場

御
中

演
習

準
備

費
納

付
方

に
つ

い
て

の
催

促
状

50
9

1
8
1
-
２

-
1
0

(B
-
２

)
〔
記

〕
〔
明

治
〕
2
2
年

２
月

1
8
日

演
習

準
備

費
の

件
に

つ
い

て
催

促
準

備
か

　
2
3
年

２
月

1
8
日

に
決

議
　

本
年

６
月

2
8
日

天
第

4
8
9
号

ヲ
似

テ
照

会

51
0

1
8
1
-
２

-
1
1

(B
-
２

)
窮

身
救

助
願

明
治

2
3
年

1
2
月

2
2
日

福
岡

県
御

笠
郡

大
野

村
大

字
白

木
原

6
7
番

地
 　

　
松

本
兵

蔵
近

隣
保

証
人

　
森

山
庄

太
同

  
  

  
  
  

  
  

 森
山

千
代

吉

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

「
赤

貧
ニ

シ
テ

聊
ノ

資
産

モ
無

之
　

妻
サ

ト
ハ

全
ク

盲
目

ト
相

成
」
　

と
窮

状
を

述
べ

た
救

助
願

い
書

竪
紙

竪
紙

竪
紙

は
が

き

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

5
5

大野城市史編さん室調査分 №501～510
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

51
1

1
8
1
-
２

-
1
2

(B
-
２

)
窮

民
救

助
願

明
治

2
4
年

３
月

2
0
日

福
岡

県
御

笠
郡

大
野

村
大

字
筒

井
8
4
3
番

地
 金

山
卯

八
福

岡
県

知
事

安
場

保
和

殿
「
赤

貧
ニ

テ
毫

モ
資

産
無

之
　

加
之

生
来

廃
疾

ニ
テ

」
　

と
窮

状
を

述
べ

た
救

助
願

い

51
2

1
8
1
-
２

-
1
3

(B
-
２

)
木

屋
掛

料
御

給
興

願
明

治
2
4
年

５
月

2
5
日

福
岡

縣
大

野
村

大
字

筒
井

6
9
2

番
　

　
　

　
　

古
賀

幸
太

郎
隣

保
証

人
　

古
賀

孫
四

郎
同

上
　

　
　

　
早

田
善

左
衛

門
同

上
　

　
　

　
古

賀
戸

蔵

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

「
一

、
金

拾
円

　
私

義
五

月
二

十
四

日
火

災
ニ

罹
り

家
屋

悉
皆

焼
失

仕
候

」
　

と
の

木
屋

掛
料

の
給

与
願

状

51
3

1
8
1
-
２

-
1
4

(B
-
２

)
農

具
料

給
興

願
明

治
2
4
年

５
月

2
5
日

福
岡

県
御

笠
郡

大
野

村
大

字
筒

井
6
9
2
番

　
　

　
 古

賀
幸

太
郎

隣
保

証
人

 　
古

賀
孫

四
郎

同
上

　
　

　
　

早
田

善
左

衛
門

同
上

　
　

　
　

古
賀

戸
蔵

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

「
一

、
金

拾
円

　
私

義
五

月
廿

四
日

火
災

ニ
罹

り
家

屋
及

農
具

共
悉

皆
焼

失
仕

」
に

よ
り

田
畑

１
町

１
反

歩
余

の
小

作
の

た
め

の
農

具
料

給
与

願
い

51
4

1
8
1
-
２

-
1
5

(B
-
２

)
〔
通

達
〕

明
治

2
4
季

６
月

３
日

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
御

笠
郡

大
野

村
古

賀
幸

太
郎

木
屋

掛
料

と
し

て
金

五
円

、
農

具
料

と
し

て
金

九
円

を
支

給
す

る
　

と
い

う
通

達

51
5

1
8
1
-
２

-
1
6

(B
-
２

)
二

十
五

年
九

月
廿

六
日

農
談

会
出

席
員

〔
明

治
〕
2
5
年

９
月

2
6
日

農
談

会
出

席
者

名
の

書
上

51
6

1
8
1
-
２

-
1
7

(B
-
２

)
試

験
ﾉ
件

農
談

会
で

の
話

し
合

い
の

内
容

の
記

録
か

と
思

わ
れ

る
　

試
験

の
件

　
撰

種
　

他

51
7

1
8
1
-
２

-
1
8

(B
-
２

)
〔
照

会
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

６
月

８
日

第
二

課
（
印

）
大

野
村

長
髙

原
善

造
殿

内
務

省
主

管
官

有
地

処
分

の
件

に
つ

い
て

の
照

会
書

51
8

1
8
1
-
２

-
1
9

(B
-
２

)
〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

８
月

1
7
日

第
二

課
（
印

）
大

野
村

役
場

御
中

稲
干

場
払

下
願

の
件

に
付

き
、

明
1
8
日

午
前

1
1
時

迄
に

当
衙

へ
出

頭
さ

れ
た

し
　

と
い

う
通

達

51
9

1
8
1
-
２

-
2
0

(B
-
２

)
〔
照

会
〕

明
治

2
5
年

８
月

１
日

第
二

課
（
印

）
大

野
村

役
場

御
中

本
地

は
稲

干
場

と
し

て
適

当
か

否
か

調
査

の
上

開
墾

着
手

と
成

功
の

期
限

を
知

ら
せ

ら
れ

た
し

52
0

1
8
1
-
２

-
2
1

(B
-
２

)
〔
上

申
〕

明
治

2
5
年

８
月

７
日

大
野

村
大

字
乙

金
髙

原
俊

太
郎

　
（
印

）
村

長
髙

原
善

造
殿

「
官

有
稲

干
場

払
下

願
の

義
却

下
」
は

了
承

し
ま

し
た

が
、

そ
の

理
由

を
問

い
合

わ
せ

る
上

申
書

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

5
6

大野城市史編さん室調査分 №511～520
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

51
1

1
8
1
-
２

-
1
2

(B
-
２

)
窮

民
救

助
願

明
治

2
4
年

３
月

2
0
日

福
岡

県
御

笠
郡

大
野

村
大

字
筒

井
8
4
3
番

地
 金

山
卯

八
福

岡
県

知
事

安
場

保
和

殿
「
赤

貧
ニ

テ
毫

モ
資

産
無

之
　

加
之

生
来

廃
疾

ニ
テ

」
　

と
窮

状
を

述
べ

た
救

助
願

い

51
2

1
8
1
-
２

-
1
3

(B
-
２

)
木

屋
掛

料
御

給
興

願
明

治
2
4
年

５
月

2
5
日

福
岡

縣
大

野
村

大
字

筒
井

6
9
2

番
　

　
　

　
　

古
賀

幸
太

郎
隣

保
証

人
　

古
賀

孫
四

郎
同

上
　

　
　

　
早

田
善

左
衛

門
同

上
　

　
　

　
古

賀
戸

蔵

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

「
一

、
金

拾
円

　
私

義
五

月
二

十
四

日
火

災
ニ

罹
り

家
屋

悉
皆

焼
失

仕
候

」
　

と
の

木
屋

掛
料

の
給

与
願

状

51
3

1
8
1
-
２

-
1
4

(B
-
２

)
農

具
料

給
興

願
明

治
2
4
年

５
月

2
5
日

福
岡

県
御

笠
郡

大
野

村
大

字
筒

井
6
9
2
番

　
　

　
 古

賀
幸

太
郎

隣
保

証
人

 　
古

賀
孫

四
郎

同
上

　
　

　
　

早
田

善
左

衛
門

同
上

　
　

　
　

古
賀

戸
蔵

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
殿

「
一

、
金

拾
円

　
私

義
五

月
廿

四
日

火
災

ニ
罹

り
家

屋
及

農
具

共
悉

皆
焼

失
仕

」
に

よ
り

田
畑

１
町

１
反

歩
余

の
小

作
の

た
め

の
農

具
料

給
与

願
い

51
4

1
8
1
-
２

-
1
5

(B
-
２

)
〔
通

達
〕

明
治

2
4
季

６
月

３
日

福
岡

県
知

事
安

場
保

和
御

笠
郡

大
野

村
古

賀
幸

太
郎

木
屋

掛
料

と
し

て
金

五
円

、
農

具
料

と
し

て
金

九
円

を
支

給
す

る
　

と
い

う
通

達

51
5

1
8
1
-
２

-
1
6

(B
-
２

)
二

十
五

年
九

月
廿

六
日

農
談

会
出

席
員

〔
明

治
〕
2
5
年

９
月

2
6
日

農
談

会
出

席
者

名
の

書
上

51
6

1
8
1
-
２

-
1
7

(B
-
２

)
試

験
ﾉ
件

農
談

会
で

の
話

し
合

い
の

内
容

の
記

録
か

と
思

わ
れ

る
　

試
験

の
件

　
撰

種
　

他

51
7

1
8
1
-
２

-
1
8

(B
-
２

)
〔
照

会
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

６
月

８
日

第
二

課
（
印

）
大

野
村

長
髙

原
善

造
殿

内
務

省
主

管
官

有
地

処
分

の
件

に
つ

い
て

の
照

会
書

51
8

1
8
1
-
２

-
1
9

(B
-
２

)
〔
通

達
〕

〔
明

治
〕
2
5
年

８
月

1
7
日

第
二

課
（
印

）
大

野
村

役
場

御
中

稲
干

場
払

下
願

の
件

に
付

き
、

明
1
8
日

午
前

1
1
時

迄
に

当
衙

へ
出

頭
さ

れ
た

し
　

と
い

う
通

達

51
9

1
8
1
-
２

-
2
0

(B
-
２

)
〔
照

会
〕

明
治

2
5
年

８
月

１
日

第
二

課
（
印

）
大

野
村

役
場

御
中

本
地

は
稲

干
場

と
し

て
適

当
か

否
か

調
査

の
上

開
墾

着
手

と
成

功
の

期
限

を
知

ら
せ

ら
れ

た
し

52
0

1
8
1
-
２

-
2
1

(B
-
２

)
〔
上

申
〕

明
治

2
5
年

８
月

７
日

大
野

村
大

字
乙

金
髙

原
俊

太
郎

　
（
印

）
村

長
髙

原
善

造
殿

「
官

有
稲

干
場

払
下

願
の

義
却

下
」
は

了
承

し
ま

し
た

が
、

そ
の

理
由

を
問

い
合

わ
せ

る
上

申
書

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

5
6

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

52
1
1
8
1
-
２
-
2
2

止
(B
-
２
)
〔
通
達
〕

〔
明
治
〕
2
4
年
1
1
月
1
9
日
太
宰
府
村
長
斎
藤
寿
七

筑
前
国
地
価
調
査
同
盟
会
本
郡
委
員
の
上
京
委
員
諸
費
・

地
租
金
を
本
月
2
2
日
迄
に
当
役
場
へ
御
送
付
さ
れ
た
し
　
と

の
通
達
書

52
2
18
2
(B
-
３
)

〔
雑
記
帳
〕

碁
学
図
説
と
い
う
本
の
白
紙
の
部
分
を
利
用
し
て
作
っ
た
雑

記
帳
で
手
紙
文
の
下
書
き
な
ど
が
書
い
て
あ
る

52
3
18
3
（
B
-
４
)

明
治
六
年
酉
七
月

四
度
目
調
子
根
控

犯
罪
書
　
　
　
　
　
　
村
控

明
治
６
年
酉
７
月

御
笠
郡
乙
金
村

保
長
　
　
髙
原
善
蔵

党
民
一
揆
に
流
言
に
依
り
不
得
止
荷
担
し
１
村
毀
焼
或
は
暴

行
犯
罪
の
者
の
顚
末
書
　
保
長
髙
原
善
造
・
関
忍
平
、
副
戸

長
髙
原
善
郎
の
奥
書
も
あ
る

52
4
18
4
(B
-
5)

[續
文
章
軌
範
評
林
一
二
]

〔
明
治
〕

韓
文
公
・
司
馬
遷
・
韓
非
・
王
陽
明
な
ど
の
漢
文
の
放
胆
文
の

軌
範
集

52
5
18
5
(B
-
6)

養
生
訓
　
八

〔
正
徳
３
癸
己
年
正
月
吉

日
〕

貝
原
益
軒
の
「
養
生
訓
巻
八
」
　
老
い
を
養
う
、
幼
を
養
う
、
鍼

灸
法
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る

52
6
18
6
(B
-
７
)

小
記

癸
酉
1
0
月

｢記
」
地
名
と
番
号
書
き
上
げ
　
｢畑
田
成
｣地
名
畝
高
人
名
書

き
上
げ
　
｢堤
床
溝
床
｣地
名
畝
高
書
上
　
そ
の
他
橋
掛
所
・

荒
地
な
ど
諸
書
上

52
7
18
7
(B
-
8)

日
本
外
史
字
引
大
全
巻
二

岩
井
眞
二
郎
編
輯

日
本
外
史
の
中
の
北
条
氏
・
楠
氏
・
菊
地
氏
・
名
和
氏
・
足
利

氏
に
つ
い
て
の
難
解
文
の
読
み
と
意
味
が
書
か
れ
て
い
る

52
8
18
8
(B
-
９
)

呉
船
録
巻
下

宋
　
范
至
能
　
成
大
著

「
庚
戊
泥
培
ヲ
発
シ
六
十
里
恭
州
ニ
至
ル
」
に
始
る
「
旅
行

記
」
か

52
9
18
9
(B
-
10
)

御
救
米
割
渡
帳

御
笠
郡
乙
金
村
當
田
方
御
救

米
人
別
割
渡
帳

嘉
永
３
年
戌
1
1
月

乙
金
村
組
頭

正
右
衛
門
　
源
六

同
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
席
田
夜
須
御
笠

御
郡
御
役
所

御
救
米
1
0
7
７
俵
の
内
訳
･人
名
・
畝
下
り
･不
足
下
り
・
高
下

り
・
心
付
分
・
助
合
分
　
〆
高
の
書
上

53
0
19
0
(B
-
11
)

周
易
彖
解

明
和
３
丙
戌
年
春
正
月
吉
川
祐
三
著

攝
陽
書
肆
星
文
堂
梓

占
の
本
「
本
変
の
例
　
6
4
卦
」
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
が
書

か
れ
て
い
る

53
1
19
1
(B
-
12
)

諸
米
并
臨
時
切
立
計
算
帳

明
治
５
年
申
1
1
月
2
9
日

｢触
切
立
｣｢
光
雲
神
社
寄
附
米
｣｢
養
育
備
」
そ
の
他
米
高
及

銭
高
書
き
上
げ
　
他
に
「
預
り
米
差
引
」
「
覚
」
御
鷹
飼
郡
切
立

と
し
て
俵
高
書
上
も
あ
る

書
冊

横
帳

竪
帳

竪
帳

小
横
帳

書
冊

書
冊

横
帳

竪
帳

竪
帳

竪
紙

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

5
7

大野城市史編さん室調査分 №521～531
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

53
2
19
2
(B
-
13
)

□
□
新
築
二
係
ル
一
切
入
費

控
□
□
７
年
旧
1
0
月
起
之

「
人
部
控
」
「
石
屋
部
」
「
木
挽
部
」
の
人
数
･名
前
･日
付
の
書

上
　
外
に
「
雑
用
控
｣「
金
員
控
」
と
し
て
銭
高
・
使
用
目
的
･渡

先
名
書
上
　
「
建
築
道
具
一
切
入
用
控
」
「
日
雇
方
控
」
も
あ
り

53
3
19
3
(B
-
14
)

音
註
小
倉
山
房
尺
牘
巻
五

錢
唐
袁
枚
簡
斎
著

山
陰
胡
光
斗
又
廬
箋
釋

答
梁
瑤
峯
司
農
地
他
尺
牘
文
の
問
答
集
の
よ
う
で
あ
る
が
す

べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
（
表
紙
は
破
損
）

53
4
19
4
(B
-
15
)

新
宅
造
営
一
条
諸
口
控
帳

明
治
1
2
年
旧
２
月
起

戸
主
　
髙
原
善
造
3
4
才

別
家
主
　
髙
原
謙
造
2
8
才

新
宅
造
営
に
関
す
る
諸
事
記
載
　
「
入
用
諸
品
」
瓦
･釘
・
葺

草
・
茅
等
の
代
金
日
付
　
「
大
工
の
部
」
大
工
名
前
・
住
所
・
工

数
　
「
賃
金
渡
方
控
」
「
諸
雑
費
の
部
」
「
棟
上
雑
用
」
「
普
請
に

付
他
方
よ
り
来
物
控
」
「
造
営
ニ
付
助
勢
人
之
部
」
　
そ
の
他

53
5
19
5
(B
-
16
)

隨
園
詩
話
　
巻
七

倉
山
居
士
著

漢
文
に
よ
る
詩
話
集

53
6
19
6
(B
-
17
)

隋
園
詩
話
　
巻
十
四

倉
山
居
士
著

漢
文
に
よ
る
詩
話
集

53
7
19
7
(B
-
18
)

相
学
提
要
全

文
化
壬
申
歳
仲
春
下
浣

同
癸
酉
歳
1
1
月
望
上
梓
酒
井
塊
天
□
謹
織

相
学
に
つ
い
て
総
論
に
は
じ
ま
り
、
神
相
・
臥
相
・
病
相
・
行

相
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
書
い
て
あ
る

53
8
19
8
(B
-
19
)

金
繍
策
一

誠
斉
先
生
錦
繍
策
巻
之
一
か
ら
四
ま
で
。
「
宋
季
肝
江
三

策
」
は
富
国
策
・
強
兵
策
・
安
民
策
・
な
ど
漢
文
に
よ
る
文
章

筆
写
本

53
9
19
9
(B
-
20
)

〔
画
帳
〕

寛
政
1
0
季
春
日

武
陽
葛
山
人
書

盆
景
の
模
写
を
集
め
画
帳
に
し
た
も
の
　
淀
川
・
星
合
濱
・
白

河
滝
外
2
2
景
程
　
「
寛
政
戌
午
仲
夏
廣
展
夫
織
」
の
序
文
あ

り

54
0
20
0
(B
-
21
)

〔
増
字
百
倍
　
早
引
節
用
集
〕
庚
辰
春
３
月
　
〔
万
延
元

年
〕

拠
梧
散
人

漢
文
の
音
訓
が
書
か
れ
て
い
る
辞
典
　
数
千
字
蔵
さ
れ
て
い

る

54
1
20
1
(B
-
22
)

〔
書
上
帳
〕

「
古
田
」
「
稲
作
」
「
田
壱
作
」
「
古
畠
」
の
書
上
　
田
畠
の
等
級
・

小
字
名
・
畝
高
・
高
・
名
前
書
上
　
朱
筆
で
訂
正
・
印
付
け
・
抹

消
・
持
主
の
変
更
な
ど
多
々
あ
り

54
2
20
2-
1

(B
-
23
)

明
治
十
九
年
前
期
学
費
数
之

割
無
財
産
欠
損
書
上

〔
明
治
〕
1
9
年
６
月
2
8
日
筒
井
村
外
７
か
村

戸
長
　
髙
原
善
造
（
印
）

「
金
三
円
九
拾
六
銭
八
厘
」
の
内
訳
　
藤
井
渉
他
1
9
名
　
名

前
・
金
高
書
上

竪
紙

こ よ り

書
冊

書
冊

書
冊

竪
帳

書
冊

書
冊

竪
帳

書
冊

横
帳

書
冊

5
8

大野城市史編さん室調査分 №532～542
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

53
2
19
2
(B
-
13
)

□
□
新
築
二
係
ル
一
切
入
費

控
□
□
７
年
旧
1
0
月
起
之

「
人
部
控
」
「
石
屋
部
」
「
木
挽
部
」
の
人
数
･名
前
･日
付
の
書

上
　
外
に
「
雑
用
控
｣「
金
員
控
」
と
し
て
銭
高
・
使
用
目
的
･渡

先
名
書
上
　
「
建
築
道
具
一
切
入
用
控
」
「
日
雇
方
控
」
も
あ
り

53
3
19
3
(B
-
14
)

音
註
小
倉
山
房
尺
牘
巻
五

錢
唐
袁
枚
簡
斎
著

山
陰
胡
光
斗
又
廬
箋
釋

答
梁
瑤
峯
司
農
地
他
尺
牘
文
の
問
答
集
の
よ
う
で
あ
る
が
す

べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
（
表
紙
は
破
損
）

53
4
19
4
(B
-
15
)

新
宅
造
営
一
条
諸
口
控
帳

明
治
1
2
年
旧
２
月
起

戸
主
　
髙
原
善
造
3
4
才

別
家
主
　
髙
原
謙
造
2
8
才

新
宅
造
営
に
関
す
る
諸
事
記
載
　
「
入
用
諸
品
」
瓦
･釘
・
葺

草
・
茅
等
の
代
金
日
付
　
「
大
工
の
部
」
大
工
名
前
・
住
所
・
工

数
　
「
賃
金
渡
方
控
」
「
諸
雑
費
の
部
」
「
棟
上
雑
用
」
「
普
請
に

付
他
方
よ
り
来
物
控
」
「
造
営
ニ
付
助
勢
人
之
部
」
　
そ
の
他

53
5
19
5
(B
-
16
)

隨
園
詩
話
　
巻
七

倉
山
居
士
著

漢
文
に
よ
る
詩
話
集

53
6
19
6
(B
-
17
)

隋
園
詩
話
　
巻
十
四

倉
山
居
士
著

漢
文
に
よ
る
詩
話
集

53
7
19
7
(B
-
18
)

相
学
提
要
全

文
化
壬
申
歳
仲
春
下
浣

同
癸
酉
歳
1
1
月
望
上
梓
酒
井
塊
天
□
謹
織

相
学
に
つ
い
て
総
論
に
は
じ
ま
り
、
神
相
・
臥
相
・
病
相
・
行

相
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
書
い
て
あ
る

53
8
19
8
(B
-
19
)

金
繍
策
一

誠
斉
先
生
錦
繍
策
巻
之
一
か
ら
四
ま
で
。
「
宋
季
肝
江
三

策
」
は
富
国
策
・
強
兵
策
・
安
民
策
・
な
ど
漢
文
に
よ
る
文
章

筆
写
本

53
9
19
9
(B
-
20
)

〔
画
帳
〕

寛
政
1
0
季
春
日

武
陽
葛
山
人
書

盆
景
の
模
写
を
集
め
画
帳
に
し
た
も
の
　
淀
川
・
星
合
濱
・
白

河
滝
外
2
2
景
程
　
「
寛
政
戌
午
仲
夏
廣
展
夫
織
」
の
序
文
あ

り

54
0
20
0
(B
-
21
)

〔
増
字
百
倍
　
早
引
節
用
集
〕
庚
辰
春
３
月
　
〔
万
延
元

年
〕

拠
梧
散
人

漢
文
の
音
訓
が
書
か
れ
て
い
る
辞
典
　
数
千
字
蔵
さ
れ
て
い

る

54
1
20
1
(B
-
22
)

〔
書
上
帳
〕

「
古
田
」
「
稲
作
」
「
田
壱
作
」
「
古
畠
」
の
書
上
　
田
畠
の
等
級
・

小
字
名
・
畝
高
・
高
・
名
前
書
上
　
朱
筆
で
訂
正
・
印
付
け
・
抹

消
・
持
主
の
変
更
な
ど
多
々
あ
り

54
2
20
2-
1

(B
-
23
)

明
治
十
九
年
前
期
学
費
数
之

割
無
財
産
欠
損
書
上

〔
明
治
〕
1
9
年
６
月
2
8
日
筒
井
村
外
７
か
村

戸
長
　
髙
原
善
造
（
印
）

「
金
三
円
九
拾
六
銭
八
厘
」
の
内
訳
　
藤
井
渉
他
1
9
名
　
名

前
・
金
高
書
上

竪
紙

こ よ り

書
冊

書
冊

書
冊

竪
帳

書
冊

書
冊

竪
帳

書
冊

横
帳

書
冊

5
8

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

54
3

20
2-

2
(B

-
23

)

明
治

十
九

年
後

半
期

学
費

戸
数

割
不

納
者

無
財

産
欠

損
金

書
〔
明

治
］
1
9
年

1
1
月

戸
長

　
髙

原
善

造
（
印

）
「
金

四
円

三
拾

銭
七

厘
」
の

内
訳

　
稲

留
吉

次
外

1
9
名

　
名

前
・
金

高
書

上
竪

紙

54
4

20
3

(B
-
24

)
〔
良

移
心

當
流

和
術

心
書

〕
〔
江

戸
〕

紀
宿

禰
林

氏
護

鵬
堂

印
現

著
者

〔
林

十
蔵

信
義

〕

良
移

心
当

流
・
和

術
心

書
序

・
表

目
録

・
表

五
筒

・
裏

五
筒

・
先

之
表

五
筒

・
仕

合
表

五
筒

・
以

呂
波

手
数

五
筒

・
伝

法
等

々
が

書
か

れ
て

い
る

54
5

20
4

（
B

-
2
5
)

〔
受

取
証

〕
明

治
８

年
分

明
治

９
年

分
明

治
1
0
年

分

戸
長

　
髙

原
謙

二
郎

第
八

大
區

一
小

區
　

扱
所

髙
原

善
造

殿
花

田
与

三
兵

衛
殿

髙
原

善
一

郎
殿

明
治

８
年

分
貢

金
受

取
通

　
明

治
９

年
地

券
税

上
納

通
　

明
治

1
0
年

民
費

概
算

課
　

等
の

受
取

の
綴

り

54
6

20
5

（
B

-
2
6
)

部
内

村
費

支
出

明
細

簿
明

治
1
8
年

度
合

金
2
6
9
円

3
8
銭

の
内

訳
書

上
　

筆
耕

料
・
書

籍
器

械
費

・
活

版
費

・
郵

便
費

・
運

搬
費

・
役

場
派

出
所

借
家

料
・
予

備
費

・
衛

生
費

・
種

痘
費

・
会

議
費

・
使

夫
給

　
等

54
7

20
6

（
B

-
2
7
)

下
作

付
卸

帳
〔
嘉

永
７

年
寅

1
1
月

〕
善

二
□

人
別

・
字

別
・
米

高
書

上

54
8

2
0
7
‐
１

（
B

-
2
8
)

〔
包

紙
〕

明
治

1
5
年

旧
６

月
1
9
日

「
善

一
郎

抱
分

年
貢

通
入

」
の

文
字

が
朱

書
き

さ
れ

て
い

る

54
9

2
0
7
-
２

止
（
B

-
2
8
)

〔
善

一
郎

抱
分

年
貢

通
入

〕
嘉

永
５

 子
善

一
郎

嘉
永

５
年

子
・
同

６
年

丑
・
同

７
年

寅
・
安

政
２

年
卯

・
同

３
年

辰
・
　

同
６

年
末

・
天

保
1
5
年

間
分

　
善

一
郎

抱
分

の
年

貢
の

書
上

55
0

20
8

(B
-
29

)

給
与

体
系

に
つ

い
て

銀
行

回
答

　
二

日
間

の
中

央
委

員
会

で
対

策
を

協
議

〔
昭

和
〕
３

月
1
7
日

西
日

本
相

互
銀

行
職

員
組

合
〔
保

管
係

　
席

附
係

〕
〔
組

合
員

殿
〕

給
与

体
系

に
つ

い
て

の
銀

行
の

回
答

と
そ

れ
を

受
け

た
組

合
の

運
動

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等

55
1

20
9

(B
-
30

)
〔
日

記
〕

〔
明

治
〕

１
月

４
日

か
ら

翌
年

１
月

1
3
日

ま
で

の
日

記

55
2

21
0

(B
-
31

)
〔
文

例
集

〕
〔
明

治
以

降
〕

「
約

束
を

断
る

文
」
「
世

話
に

な
り

し
人

に
物

を
贈

る
書

」
「
書

籍
を

注
文

す
る

書
」
な

ど
文

例
集

（
３

）
か

ら
（
1
3
）
ま

で
　

（
１

）
（
２

）
は

欠
損

横
帳

竪
帳

横
帳

堅
紙

（
３

枚
）

で 一 括

竪
帳

横
帳

竪
帳

横
帳

竪
紙

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

5
9

大野城市史編さん室調査分 №543～552
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

55
3

2
1
1
-
１

(B
-
32

)
三

回
分

ヲ
一

期
盛

講
金

割
合

〔
明

治
〕

講
金

割
合

2
6
口

１
口

に
付

８
円

　
掛

金
合

計
金

2
0
8
円

也
　

内
金

３
円

　
銀

座
料

同
３

円
　

座
料

助
合

〆
６

円
　

残
金

2
0
2
円

也
　

取
残

り
３

口
２

割
　

１
口

に
付

金
6
7
円

3
3
銭

３
厘

55
4

2
1
1
-
２

(B
-
32

)
記

明
治

4
0
年

金
３

円
4
0
銭

　
掛

金
内

金
1
5
銭

　
６

月
よ

り
９

月
迄

（
月

１
分

２
厘

）
　

利
子

引
　

残
金

３
円

2
5
銭

　
4
1
年

分
　

残
金

２
円

8
0
銭

4
2
年

分
　

残
金

２
円

3
5
銭

　
〆

８
円

5
8
銭

55
5

2
1
1
-
３

(B
-
32

)
〔
書

簡
〕

明
治

4
0
年

旧
６

月
２

日
関

　
保

太
「
来

ル
旧

本
月

８
日

私
方

仕
立

講
会

座
仕

候
間

仝
日

午
前

1
2
時

御
来

会
被

下
度

右
御

案
内

申
上

候
」
　

出
席

案
内

者
末

永
・
 染

原
・
村

上
・
白

壁
・
森

尾
・
児

島
・
花

田
・
関

民
次

郎

55
6

2
1
1
-
４

(B
-
32

)
講

掛
口

〔
明

治
〕

講
掛

口
人

名
の

書
上

　
髙

原
清

二
郎

他
1
8
名

55
7

2
1
1
-
５

(B
-
32

)
〔
人

名
書

上
〕

〔
明

治
〕

人
名

の
書

上
（
2
1
1
-
４

の
続

き
か

）

55
8

2
1
1
-
６

止
(B

-
32

)
支

拂
口

〔
明

治
〕

金
額

と
名

前
の

書
上

55
9

21
2

(B
-
33

)
養

生
訓

　
巻

第
二

〔
江

戸
〕

養
生

訓
巻

第
二

　
惣

論
下

人
間

が
生

活
す

る
上

に
気

を
付

け
ね

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

詳
細

に
記

さ
れ

て
い

る
　

御
笠

郡
乙

金
村

髙
原

美
信

蔵
書

　
の

印
あ

り

56
0

2
1
3
-
１

(B
-
35

)
薮

反
別

税
銀

帳
明

治
７

年
第

４
月

第
十

二
大

区
十

四
小

区
2
1
3
-
２

～
６

の
表

紙
朱

筆
で

、
「
四

十
壱

号
」
と

書
き

込
み

あ
り

竪
紙

56
1

2
1
3
-
２

(B
-
35

)
〔
薮

反
別

税
銀

帳
〕

御
笠

郡
国

分
村

明
治

５
年

壬
申

６
月

国
分

村
副

戸
長

中
島

久
四

郎
地

番
・
字

・
地

位
・
反

別
・
銀

高
・
地

名
・
苗

字
名

の
書

上
竪

紙

56
2

2
1
3
-
３

(B
-
35

)
〔
薮

反
別

税
銀

帳
〕

御
笠

郡
水

城
村

明
治

５
年

壬
申

６
月

水
城

村
副

戸
長

髙
原

善
蔵

福
岡

御
県

庁
地

番
・
字

・
地

位
・
反

別
・
銀

高
・
地

名
・
苗

字
名

の
書

上
竪

紙

56
3

2
1
3
-
４

(B
-
35

)
〔
薮

反
別

税
銀

帳
〕

御
笠

郡
吉

松
村

明
治

５
年

壬
申

６
月

吉
松

村
副

戸
長

小
島

久
七

地
番

・
字

・
地

位
・
反

別
・
銀

高
・
地

名
・
苗

字
名

の
書

上
竪

紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

堅
紙

書
冊

こ よ り で 一

竪
紙

竪
紙

6
0

大野城市史編さん室調査分 №553～563
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大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

55
3

2
1
1
-
１

(B
-
32

)
三

回
分

ヲ
一

期
盛

講
金

割
合

〔
明

治
〕

講
金

割
合

2
6
口

１
口

に
付

８
円

　
掛

金
合

計
金

2
0
8
円

也
　

内
金

３
円

　
銀

座
料

同
３

円
　

座
料

助
合

〆
６

円
　

残
金

2
0
2
円

也
　

取
残

り
３

口
２

割
　

１
口

に
付

金
6
7
円

3
3
銭

３
厘

55
4

2
1
1
-
２

(B
-
32

)
記

明
治

4
0
年

金
３

円
4
0
銭

　
掛

金
内

金
1
5
銭

　
６

月
よ

り
９

月
迄

（
月

１
分

２
厘

）
　

利
子

引
　

残
金

３
円

2
5
銭

　
4
1
年

分
　

残
金

２
円

8
0
銭

4
2
年

分
　

残
金

２
円

3
5
銭

　
〆

８
円

5
8
銭

55
5

2
1
1
-
３

(B
-
32

)
〔
書

簡
〕

明
治

4
0
年

旧
６

月
２

日
関

　
保

太
「
来

ル
旧

本
月

８
日

私
方

仕
立

講
会

座
仕

候
間

仝
日

午
前

1
2
時

御
来

会
被

下
度

右
御

案
内

申
上

候
」
　

出
席

案
内

者
末

永
・
 染

原
・
村

上
・
白

壁
・
森

尾
・
児

島
・
花

田
・
関

民
次

郎

55
6

2
1
1
-
４

(B
-
32

)
講

掛
口

〔
明

治
〕

講
掛

口
人

名
の

書
上

　
髙

原
清

二
郎

他
1
8
名

55
7

2
1
1
-
５

(B
-
32

)
〔
人

名
書

上
〕

〔
明

治
〕

人
名

の
書

上
（
2
1
1
-
４

の
続

き
か

）

55
8

2
1
1
-
６

止
(B

-
32

)
支

拂
口

〔
明

治
〕

金
額

と
名

前
の

書
上

55
9

21
2

(B
-
33

)
養

生
訓

　
巻

第
二

〔
江

戸
〕

養
生

訓
巻

第
二

　
惣

論
下

人
間

が
生

活
す

る
上

に
気

を
付

け
ね

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

詳
細

に
記

さ
れ

て
い

る
　

御
笠

郡
乙

金
村

髙
原

美
信

蔵
書

　
の

印
あ

り

56
0

2
1
3
-
１

(B
-
35

)
薮

反
別

税
銀

帳
明

治
７

年
第

４
月

第
十

二
大

区
十

四
小

区
2
1
3
-
２

～
６

の
表

紙
朱

筆
で

、
「
四

十
壱

号
」
と

書
き

込
み

あ
り

竪
紙

56
1

2
1
3
-
２

(B
-
35

)
〔
薮

反
別

税
銀

帳
〕

御
笠

郡
国

分
村

明
治

５
年

壬
申

６
月

国
分

村
副

戸
長

中
島

久
四

郎
地

番
・
字

・
地

位
・
反

別
・
銀

高
・
地

名
・
苗

字
名

の
書

上
竪

紙

56
2

2
1
3
-
３

(B
-
35

)
〔
薮

反
別

税
銀

帳
〕

御
笠

郡
水

城
村

明
治

５
年

壬
申

６
月

水
城

村
副

戸
長

髙
原

善
蔵

福
岡

御
県

庁
地

番
・
字

・
地

位
・
反

別
・
銀

高
・
地

名
・
苗

字
名

の
書

上
竪

紙

56
3

2
1
3
-
４

(B
-
35

)
〔
薮

反
別

税
銀

帳
〕

御
笠

郡
吉

松
村

明
治

５
年

壬
申

６
月

吉
松

村
副

戸
長

小
島

久
七

地
番

・
字

・
地

位
・
反

別
・
銀

高
・
地

名
・
苗

字
名

の
書

上
竪

紙

竪
紙

竪
紙

竪
紙

堅
紙

書
冊

こ よ り で 一

竪
紙

竪
紙

6
0

大野城市史編さん室調査分 №564～574

- 95 -- 94 -



大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

57
5
21
7
(B
-
39
)

〔
備
忘
の
綴
り
〕

６
月
８
日
～
1
0
月
1
5
日

畑
詰
村
卯
助
　
他

諸
方
か
ら
の
通
達
等
の
写
し
か
と
思
わ
れ
る
　
内
容
は
立
花

左
近
将
監
様
御
通
行
送
り
人
馬
の
件
・
鯨
油
代
金
納
入
の

件
・
牛
馬
悪
病
流
行
の
件
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

57
6
21
8
(B
-
40
)

〔
文
例
集
〕

「
移
転
祝
に
人
を
招
く
書
」
「
病
気
見
舞
の
書
」
「
仏
事
に
人
を

招
く
書
」
な
ど
文
例
集
（
2
6
）
か
ら
（
4
8
）
ま
で
赤
で
番
号
を
付

け
か
え
が
し
て
あ
る

57
7
21
9
(B
-
41
)

部
内
白
木
原
村
分
村
ノ
請
願

書
ニ
對
ス
ル
上
申
書

瓦
田
村
と
白
木
原
と
の
位
置
は
共
に
県
道
に
沿
っ
て
家
を
接

し
軒
を
連
ね
全
く
１
町
の
形
を
成
し
て
い
る
　
下
書
き
の
た
め

途
中
で
書
き
止
め
て
い
る
の
で
後
は
不
明

57
8
22
0
(B
-
42
)

乙
金
村
田
方
當
荒
畝
高
書
抜

帳
文
政
３
年
辰
８
月

庄
屋
善
蔵

当
荒
・
人
別
・
田
数
・
高
書
上
（
村
中
分
・
無
銘
・
筒
井
村
溝
床

を
含
む
）

57
9
2
2
1
-
１

(B
-
43
)

〔
入
込
人
書
上
〕

〔
當
７
月
〕

肥
後
国
合
志
郡
下
津
久
連
村
出
生
の
者
、
当
７
月
よ
り
入
込

居
者
の
書
上

58
0
2
2
1
-
２

(B
-
43
)

〔
備
忘
〕

表
面
は
長
さ
の
表
に
な
っ
て
い
る
　
裏
面
は
寸
尺
が
書
き
留

め
ら
れ
て
い
る

58
1
22
2
(B
-
44
)

髙
原
謙
蔵
方
差
引
留

〔
明
治
２
１
年
旧
２
月
〕

「
米
弐
俵
」
肥
し
大
豆
代
・
地
方
税
・
山
林
税
・
郡
費
な
ど
金
高

書
上
　
そ
の
他
明
治
2
0
年
分
・
明
治
2
1
年
分
の
書
上
も
あ
り

58
2
22
3
(B
-
45
)

残
木

木
の
所
在
地
と
寸
法
の
書
上
　
１
番
か
ら
4
3
番
ま
で
あ
る
が
、

破
損
の
た
め
全
容
は
不
明

58
3
2
2
4
-
１

(B
-
46
)

上
納
証

明
治
2
4
年
１
月
９
日

大
野
村
大
字
仲
島

村
上
嘉
平
（
印
）

大
野
村
々
長

髙
原
善
造
殿

「
一
、
米
六
俵
貮
升
貮
合
　
右
二
十
三
年
度
大
野
校
下
肥
落

札
代
米
正
ニ
上
納
候
也
」

58
4
2
2
4
-
２

(B
-
46
)

二
十
三
年
分
下
肥
代
受
拂

〔
明
治
〕

１
月
９
日
外
　
米
１
斗
５
升
１
合
　
流
行
病
に
付
き
休
業
2
5
日

分
引
米
６
俵
２
斗
２
合
　
村
上
嘉
平
納
　
内
米
４
俵
　
敷
地
料
　
萩

原
銀
作
渡
　
同
２
俵
　
同
上
　
瀬
里
大
吉
渡
　
同
２
升
２
合

同
上
　
村
田
四
郎
渡

切
継
紙

多
数

竪
紙

横
帳

横
帳

竪
紙

竪
紙
（
６
枚
）

竪
帳

竪
帳

切
紙

竪
紙

6
2

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

58
5

22
5

(B
-
47
)

木
材
代
價
積
書

〔
明
治
〕

白
水
儀
助
他
の
木
材
の
材
料
　
寸
法
・
本
数
・
単
価
の
書
上

58
6

2
2
6
-
１

(B
-
48
)

修
養
雑
誌
　
乃
木
弐

大
正
９
年
２
月
1
1
日
発

行
古
江
椢
堂
編
輯

「
修
養
雑
誌
乃
木
弐
」
の
表
紙
の
み

58
7

2
2
6
-
２

(B
-
48
)

記
〔
明
治
〕
４
月
よ
り
９
月
迄

善
造
殿

民
費
及
び
地
租
・
地
券
税
の
書
上

58
8

2
2
6
-
３

(B
-
48
)

〔
通
達
〕

明
治
８
年
３
月
3
1
日

福
岡
県
令
　
渡
辺
　
清

水
難
火
難
の
者
へ
の
貸
渡
金
　
往
返
日
数
を
除
き
５
日
限
り

受
取
方
出
納
課
に
申
し
立
て
　
別
紙
雛
形
の
通
り
証
書
・
仕

訳
書
差
出
す
べ
し

58
9

2
2
6
-
４

(B
-
48
)

〔
記
〕

善
吉
組
合
・
惣
吉
組
合
・
惣
作
組
合
の
組
合
人
名
前
書
上

「
此
先
御
法
度
筋
行
届
候
様
才
判
仕
る
べ
く
候
」
　
前
欠

59
0

2
2
6
-
５

(B
-
48
)

〔
備
忘
〕

銭
高
・
人
名
書
上
　
「
二
口
〆
壱
貫
百
八
拾
目
　
外
に
　
「
百

五
拾
目
　
村
中
切
立
算
用
相
立
ス
　
山
内
よ
り
相
仕
廻
」
　
と

あ
る
が
片
面
と
の
関
係
は
不
明

59
1

2
2
6
-
６

(B
-
48
)

〔
寺
の
来
歴
写
〕

「
金
龍
寺
　
禅
曹
洞
宗
」
　
そ
の
他
寺
の
来
歴
書
写
し
　
前
欠

後
欠
の
た
め
全
容
不
明

59
2

2
2
7
-
１

(B
-
49
)

花
代

□
□
七
十
五
叟

和
歌
１
首

開
か
ず
に
　
は
る
こ
そ
よ
け
れ
　
ま
ち
し
花
の
　
以
下
破
損
の

た
め
解
読
不
能

59
3

2
2
7
-
２
止

(B
-
49
)

小
倉
山
房
尺
読
巻
五

髙
原
（
康
）
家
文
書
1
9
3
番
（
B
-
1
4
)書

籍
の
表
紙
で
あ
る
　
表

紙
が
破
損
し
て
お
り
整
理
の
段
階
で
は
ぐ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る

59
4

22
8

(E
-1
)

〔
通
達
〕

7
月
2
7
日

宰
府
出
張
　
聴
訟
課

乙
金
村
保
長

髙
原
善
蔵
　
関
忍
平

組
頭
取

船
越
孫
次
郎
　
舟
越
利
平

「
相
尋
儀
有
之
候
条
明
廿
八
日
　
午
前
第
八
時
当
出
張
所

江
可
罷
出
者
也
」

59
5

22
9

(E
-2
)

靖
献
遺
言
　
一
至
四

明
治
２
年
己
巳
再
刻

京
師
　
風
月
堂
梓

「
離
騒
懐
沙
賦
　
屈
平
」
　
「
出
師
表
　
諸
葛
亮
」
　
「
読
史
述

夷
斎
章
　
　
陶
潜
」
　
「
移
蔡
帖
　
顔
眞
卿
」
の
四
巻

竪
紙

竪
紙

横
折

竪
紙

竪
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

書
冊

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

6
3

大野城市史編さん室調査分 №575～584
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大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

57
5
21
7
(B
-
39
)

〔
備
忘
の
綴
り
〕

６
月
８
日
～
1
0
月
1
5
日

畑
詰
村
卯
助
　
他

諸
方
か
ら
の
通
達
等
の
写
し
か
と
思
わ
れ
る
　
内
容
は
立
花

左
近
将
監
様
御
通
行
送
り
人
馬
の
件
・
鯨
油
代
金
納
入
の

件
・
牛
馬
悪
病
流
行
の
件
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

57
6
21
8
(B
-
40
)

〔
文
例
集
〕

「
移
転
祝
に
人
を
招
く
書
」
「
病
気
見
舞
の
書
」
「
仏
事
に
人
を

招
く
書
」
な
ど
文
例
集
（
2
6
）
か
ら
（
4
8
）
ま
で
赤
で
番
号
を
付

け
か
え
が
し
て
あ
る

57
7
21
9
(B
-
41
)

部
内
白
木
原
村
分
村
ノ
請
願

書
ニ
對
ス
ル
上
申
書

瓦
田
村
と
白
木
原
と
の
位
置
は
共
に
県
道
に
沿
っ
て
家
を
接

し
軒
を
連
ね
全
く
１
町
の
形
を
成
し
て
い
る
　
下
書
き
の
た
め

途
中
で
書
き
止
め
て
い
る
の
で
後
は
不
明

57
8
22
0
(B
-
42
)

乙
金
村
田
方
當
荒
畝
高
書
抜

帳
文
政
３
年
辰
８
月

庄
屋
善
蔵

当
荒
・
人
別
・
田
数
・
高
書
上
（
村
中
分
・
無
銘
・
筒
井
村
溝
床

を
含
む
）

57
9
2
2
1
-
１

(B
-
43
)

〔
入
込
人
書
上
〕

〔
當
７
月
〕

肥
後
国
合
志
郡
下
津
久
連
村
出
生
の
者
、
当
７
月
よ
り
入
込

居
者
の
書
上

58
0
2
2
1
-
２

(B
-
43
)

〔
備
忘
〕

表
面
は
長
さ
の
表
に
な
っ
て
い
る
　
裏
面
は
寸
尺
が
書
き
留

め
ら
れ
て
い
る

58
1
22
2
(B
-
44
)

髙
原
謙
蔵
方
差
引
留

〔
明
治
２
１
年
旧
２
月
〕

「
米
弐
俵
」
肥
し
大
豆
代
・
地
方
税
・
山
林
税
・
郡
費
な
ど
金
高

書
上
　
そ
の
他
明
治
2
0
年
分
・
明
治
2
1
年
分
の
書
上
も
あ
り

58
2
22
3
(B
-
45
)

残
木

木
の
所
在
地
と
寸
法
の
書
上
　
１
番
か
ら
4
3
番
ま
で
あ
る
が
、

破
損
の
た
め
全
容
は
不
明

58
3
2
2
4
-
１

(B
-
46
)

上
納
証

明
治
2
4
年
１
月
９
日

大
野
村
大
字
仲
島

村
上
嘉
平
（
印
）

大
野
村
々
長

髙
原
善
造
殿

「
一
、
米
六
俵
貮
升
貮
合
　
右
二
十
三
年
度
大
野
校
下
肥
落

札
代
米
正
ニ
上
納
候
也
」

58
4
2
2
4
-
２

(B
-
46
)

二
十
三
年
分
下
肥
代
受
拂

〔
明
治
〕

１
月
９
日
外
　
米
１
斗
５
升
１
合
　
流
行
病
に
付
き
休
業
2
5
日

分
引
米
６
俵
２
斗
２
合
　
村
上
嘉
平
納
　
内
米
４
俵
　
敷
地
料
　
萩

原
銀
作
渡
　
同
２
俵
　
同
上
　
瀬
里
大
吉
渡
　
同
２
升
２
合

同
上
　
村
田
四
郎
渡

切
継
紙

多
数

竪
紙

横
帳

横
帳

竪
紙

竪
紙
（
６
枚
）

竪
帳

竪
帳

切
紙

竪
紙

6
2

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

宛
　
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

58
5

22
5

(B
-
47
)

木
材
代
價
積
書

〔
明
治
〕

白
水
儀
助
他
の
木
材
の
材
料
　
寸
法
・
本
数
・
単
価
の
書
上

58
6

2
2
6
-
１

(B
-
48
)

修
養
雑
誌
　
乃
木
弐

大
正
９
年
２
月
1
1
日
発

行
古
江
椢
堂
編
輯

「
修
養
雑
誌
乃
木
弐
」
の
表
紙
の
み

58
7

2
2
6
-
２

(B
-
48
)

記
〔
明
治
〕
４
月
よ
り
９
月
迄

善
造
殿

民
費
及
び
地
租
・
地
券
税
の
書
上

58
8

2
2
6
-
３

(B
-
48
)

〔
通
達
〕

明
治
８
年
３
月
3
1
日

福
岡
県
令
　
渡
辺
　
清

水
難
火
難
の
者
へ
の
貸
渡
金
　
往
返
日
数
を
除
き
５
日
限
り

受
取
方
出
納
課
に
申
し
立
て
　
別
紙
雛
形
の
通
り
証
書
・
仕

訳
書
差
出
す
べ
し

58
9

2
2
6
-
４

(B
-
48
)

〔
記
〕

善
吉
組
合
・
惣
吉
組
合
・
惣
作
組
合
の
組
合
人
名
前
書
上

「
此
先
御
法
度
筋
行
届
候
様
才
判
仕
る
べ
く
候
」
　
前
欠

59
0

2
2
6
-
５

(B
-
48
)

〔
備
忘
〕

銭
高
・
人
名
書
上
　
「
二
口
〆
壱
貫
百
八
拾
目
　
外
に
　
「
百

五
拾
目
　
村
中
切
立
算
用
相
立
ス
　
山
内
よ
り
相
仕
廻
」
　
と

あ
る
が
片
面
と
の
関
係
は
不
明

59
1

2
2
6
-
６

(B
-
48
)

〔
寺
の
来
歴
写
〕

「
金
龍
寺
　
禅
曹
洞
宗
」
　
そ
の
他
寺
の
来
歴
書
写
し
　
前
欠

後
欠
の
た
め
全
容
不
明

59
2

2
2
7
-
１

(B
-
49
)

花
代

□
□
七
十
五
叟

和
歌
１
首

開
か
ず
に
　
は
る
こ
そ
よ
け
れ
　
ま
ち
し
花
の
　
以
下
破
損
の

た
め
解
読
不
能

59
3

2
2
7
-
２
止

(B
-
49
)

小
倉
山
房
尺
読
巻
五

髙
原
（
康
）
家
文
書
1
9
3
番
（
B
-
1
4
)書

籍
の
表
紙
で
あ
る
　
表

紙
が
破
損
し
て
お
り
整
理
の
段
階
で
は
ぐ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る

59
4

22
8

(E
-1
)

〔
通
達
〕

7
月
2
7
日

宰
府
出
張
　
聴
訟
課

乙
金
村
保
長

髙
原
善
蔵
　
関
忍
平

組
頭
取

船
越
孫
次
郎
　
舟
越
利
平

「
相
尋
儀
有
之
候
条
明
廿
八
日
　
午
前
第
八
時
当
出
張
所

江
可
罷
出
者
也
」

59
5

22
9

(E
-2
)

靖
献
遺
言
　
一
至
四

明
治
２
年
己
巳
再
刻

京
師
　
風
月
堂
梓

「
離
騒
懐
沙
賦
　
屈
平
」
　
「
出
師
表
　
諸
葛
亮
」
　
「
読
史
述

夷
斎
章
　
　
陶
潜
」
　
「
移
蔡
帖
　
顔
眞
卿
」
の
四
巻

竪
紙

竪
紙

横
折

竪
紙

竪
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

書
冊

大
野
城
市
史
編
さ
ん
室
調
査
分

6
3

大野城市史編さん室調査分 №585～595
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

60
7

2
3
5
-
６

(E
-8

)
〔
書

簡
〕
・
受

取
証

〔
明

治
〕
2
6
年

１
月

2
7
日

書
簡

　
小

野
登

三
郎

平
山

善
三

郎
受

取
証

　
太

宰
府

町
大

町
栗

原
新

太
郎

（
印

）

書
簡

　
髙

原
善

造
殿

受
取

証
　

髙
原

善
造

殿
「
同

志
会

義
捐

金
」
を

此
者

へ
御

渡
し

下
さ

れ
度

し
の

依
頼

状
及

び
「
金

弐
円

封
入

」
の

書
状

に
小

野
登

三
郎

宛
の

受
取

証
竪

帳

60
8

2
3
5
-
７

(E
-8

)
請

取
證

明
治

2
5
年

１
月

2
7
日

外
村

田
友

吉
（
印

）
髙

原
善

造
殿

「
報

労
金

四
円

五
拾

銭
」
の

受
取

証
竪

帳

60
9

23
5-

8
(E

-8
)

〔
書

簡
〕
・
受

取
証

　
〔
明

治
〕
2
5
年

３
月

１
日

受
取

証
　

2
5
年

６
月

５
日

書
簡

　
畑

重
一

郎
受

取
証

大
野

第
一

尋
常

校
訓

導
大

賀
勝

太
郎

（
印

）

書
簡

　
髙

原
善

造
殿

受
取

証
村

長
　

髙
原

善
造

殿

「
大

野
校

備
付

傘
代

寄
附

金
残

金
参

円
拾

七
銭

」
を

関
氏

に
託

し
送

り
ま

す
　

と
の

書
状

と
　

「
金

参
円

拾
七

銭
」
畑

重
一

郎
確

認
の

受
取

証
竪

帳

61
0

2
3
5
-
９

(E
-8

)
証

明
治

2
3
年

1
1
月

2
5
日

勧
業

試
験

場
天

野
末

吉
（
印

）
髙

原
善

造
殿

「
金

壱
円

拾
銭

・
殺

虫
燈

弐
個

代
」
の

受
取

証
竪

帳

61
1

23
5-

1
0

(E
-8

)
林

遠
里

翁
招

待
費

明
治

2
2
年

９
月

「
記

」
「
林

遠
里

農
談

演
説

之
節

諸
費

」
「
目

録
」
と

あ
り

出
銭

・
借

用
・
諸

費
用

等
金

銭
出

納
記

録
竪

帳

61
2

23
5-

1
1

(E
-8

)
証

〔
明

治
〕
1
0
月

3
1
日

高
田

義
夫

（
印

）
髙

原
善

造
殿

「
金

壱
円

也
　

右
殉

難
死

者
祭

典
費

寄
附

金
」
の

領
収

書
竪

帳

61
3

2
3
5
-
1
2
止

(E
-8

)
諸

渡
金

受
取

証
綴

明
治

2
3
年

４
月

2
9
日

外
浅

川
仁

三
次

　
（
印

）
外

大
野

村
々

長
髙

原
善

造
殿

外

鉄
道

線
路

に
係

る
踏

切
修

繕
費

の
受

取
証

５
紙

　
下

大
利

・
白

木
原

・
上

大
利

そ
の

他
　

宛
先

は
大

野
村

々
長

の
外

　
那

珂
御

笠
席

田
郡

長
　

郡
保

宗
殿

宛
の

も
あ

る
竪

帳

61
4

23
6

(E
-9

)
〔
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所
宛

上
申

書
写

綴
〕

〔
江

戸
〕

同
村

庄
屋

　
善

一
郎

外
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

文
化

～
安

政
に

か
け

て
山

方
役

所
へ

乙
金

村
が

提
出

し
た

家
作

材
用

な
ど

諸
々

の
理

由
に

よ
る

伐
木

願
等

上
申

書
1
7

件
分

の
写

し

61
5

23
7

(E
-1

0)
国

有
林

立
木

下
戻

申
請

書
〔
明

治
〕

髙
原

善
造

 　
髙

原
清

次
郎

髙
原

謙
次

郎
　

他
立

木
下

戻
申

請
に

関
す

る
理

由
・
立

証
・
そ

の
事

実
関

係
等

が
詳

細
に

書
か

れ
て

い
る

61
6

23
8

(E
-1

1)
〔
絵

の
印

刷
〕

大
正

７
年

１
月

１
日

市
田

オ
フ

セ
ッ

ト
印

刷
株

式
会

社
東

城
鉦

太
郎

氏
筆

の
原

画
の

印
刷

と
思

わ
れ

る
　

（
昭

和
天

皇
皇

太
子

時
代

の
絵

か
）
　

　
（
九

州
日

報
附

録
）

61
7

23
9-

1
(E

-1
2)

大
野

会
余

興
歌

題
大

正
3
年

7
月

1
9
日

里
水

撰
お

題
　

百
合

の
撰

歌
集

　
善

造
氏

の
作

品
が

秀
作

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

61
8

23
9-

2
(E

-1
2)

〔
短

歌
撰

集
〕

大
正

３
年

新
暦

み
な

月
中

の
頃

家
廼

舎
一

畝
短

歌
1
4
首

り で 一 括

切
紙

竪
帳

竪
帳

切
紙

切
紙

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

6
5

大野城市史編さん室調査分 №596～606

- 99 -- 98 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
宛

　
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

60
7

2
3
5
-
６

(E
-8

)
〔
書

簡
〕
・
受

取
証

〔
明

治
〕
2
6
年

１
月

2
7
日

書
簡

　
小

野
登

三
郎

平
山

善
三

郎
受

取
証

　
太

宰
府

町
大

町
栗

原
新

太
郎

（
印

）

書
簡

　
髙

原
善

造
殿

受
取

証
　

髙
原

善
造

殿
「
同

志
会

義
捐

金
」
を

此
者

へ
御

渡
し

下
さ

れ
度

し
の

依
頼

状
及

び
「
金

弐
円

封
入

」
の

書
状

に
小

野
登

三
郎

宛
の

受
取

証
竪

帳

60
8

2
3
5
-
７

(E
-8

)
請

取
證

明
治

2
5
年

１
月

2
7
日

外
村

田
友

吉
（
印

）
髙

原
善

造
殿

「
報

労
金

四
円

五
拾

銭
」
の

受
取

証
竪

帳

60
9

23
5-

8
(E

-8
)

〔
書

簡
〕
・
受

取
証

　
〔
明

治
〕
2
5
年

３
月

１
日

受
取

証
　

2
5
年

６
月

５
日

書
簡

　
畑

重
一

郎
受

取
証

大
野

第
一

尋
常

校
訓

導
大

賀
勝

太
郎

（
印

）

書
簡

　
髙

原
善

造
殿

受
取

証
村

長
　

髙
原

善
造

殿

「
大

野
校

備
付

傘
代

寄
附

金
残

金
参

円
拾

七
銭

」
を

関
氏

に
託

し
送

り
ま

す
　

と
の

書
状

と
　

「
金

参
円

拾
七

銭
」
畑

重
一

郎
確

認
の

受
取

証
竪

帳

61
0

2
3
5
-
９

(E
-8

)
証

明
治

2
3
年

1
1
月

2
5
日

勧
業

試
験

場
天

野
末

吉
（
印

）
髙

原
善

造
殿

「
金

壱
円

拾
銭

・
殺

虫
燈

弐
個

代
」
の

受
取

証
竪

帳

61
1

23
5-

1
0

(E
-8

)
林

遠
里

翁
招

待
費

明
治

2
2
年

９
月

「
記

」
「
林

遠
里

農
談

演
説

之
節

諸
費

」
「
目

録
」
と

あ
り

出
銭

・
借

用
・
諸

費
用

等
金

銭
出

納
記

録
竪

帳

61
2

23
5-

1
1

(E
-8

)
証

〔
明

治
〕
1
0
月

3
1
日

高
田

義
夫

（
印

）
髙

原
善

造
殿

「
金

壱
円

也
　

右
殉

難
死

者
祭

典
費

寄
附

金
」
の

領
収

書
竪

帳

61
3

2
3
5
-
1
2
止

(E
-8

)
諸

渡
金

受
取

証
綴

明
治

2
3
年

４
月

2
9
日

外
浅

川
仁

三
次

　
（
印

）
外

大
野

村
々

長
髙

原
善

造
殿

外

鉄
道

線
路

に
係

る
踏

切
修

繕
費

の
受

取
証

５
紙

　
下

大
利

・
白

木
原

・
上

大
利

そ
の

他
　

宛
先

は
大

野
村

々
長

の
外

　
那

珂
御

笠
席

田
郡

長
　

郡
保

宗
殿

宛
の

も
あ

る
竪

帳

61
4

23
6

(E
-9

)
〔
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所
宛

上
申

書
写

綴
〕

〔
江

戸
〕

同
村

庄
屋

　
善

一
郎

外
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所

文
化

～
安

政
に

か
け

て
山

方
役

所
へ

乙
金

村
が

提
出

し
た

家
作

材
用

な
ど

諸
々

の
理

由
に

よ
る

伐
木

願
等

上
申

書
1
7

件
分

の
写

し

61
5

23
7

(E
-1

0)
国

有
林

立
木

下
戻

申
請

書
〔
明

治
〕

髙
原

善
造

 　
髙

原
清

次
郎

髙
原

謙
次

郎
　

他
立

木
下

戻
申

請
に

関
す

る
理

由
・
立

証
・
そ

の
事

実
関

係
等

が
詳

細
に

書
か

れ
て

い
る

61
6

23
8

(E
-1

1)
〔
絵

の
印

刷
〕

大
正

７
年

１
月

１
日

市
田

オ
フ

セ
ッ

ト
印

刷
株

式
会

社
東

城
鉦

太
郎

氏
筆

の
原

画
の

印
刷

と
思

わ
れ

る
　

（
昭

和
天

皇
皇

太
子

時
代

の
絵

か
）
　

　
（
九

州
日

報
附

録
）

61
7

23
9-

1
(E

-1
2)

大
野

会
余

興
歌

題
大

正
3
年

7
月

1
9
日

里
水

撰
お

題
　

百
合

の
撰

歌
集

　
善

造
氏

の
作

品
が

秀
作

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

61
8

23
9-

2
(E

-1
2)

〔
短

歌
撰

集
〕

大
正

３
年

新
暦

み
な

月
中

の
頃

家
廼

舎
一

畝
短

歌
1
4
首

り で 一 括

切
紙

竪
帳

竪
帳

切
紙

切
紙

大
野

城
市

史
編

さ
ん

室
調

査
分

6
5

大野城市史編さん室調査分 №607～618

- 99 -- 98 -



大野城市史編さん室調査分 №619～629

- 101 -- 100 -



大野城市史編さん室調査分 №630～640

- 101 -- 100 -



大野城市史編さん室調査分 №641～653

- 103 -- 102 -



大野城市史編さん室調査分 №654～665

- 103 -- 102 -



大野城市史編さん室調査分 №666～676

- 105 -- 104 -



大野城市史編さん室調査分 №677～685

- 105 -- 104 -



大野城市史編さん室調査分 №686～697

- 107 -- 106 -



大野城市史編さん室調査分 №698～708

- 107 -- 106 -



大野城市史編さん室調査分 №709～719

- 109 -- 108 -



大野城市史編さん室調査分 №720～731

- 109 -- 108 -



大野城市史編さん室調査分 №732～744

- 111 -- 110 -



大野城市史編さん室調査分 №745～756

- 111 -- 110 -



大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
　
成
・
発
　
給

宛
　
　
　
所

内
　
　
容

形
　
態

1
1

大
正
三
年
度
小
作
米
合
計
帳

大
正
３
年

〔
髙
原
善
造
〕

大
正
三
年
度
の
小
作
米
の
合
計
と
自
作
米
の
書
上

竪
帳

2
2

〔
家
系
図
〕

〔
善
平
〕

髙
原
道
政
よ
り
達
太
郎
ま
で
の
家
系
世
代
図
を
表
の
形
で
表

し
て
あ
る

切
紙

3
3

髙
原
氏
家
系

〔
江
戸
〕

初
代
平
兵
衛
よ
り
博
多
祇
園
町
養
子
卯
兵
衛
ま
で

竪
帳

4
4

〔
初
代
平
兵
衛
よ
り
三
代
ま
で

の
記
録
〕

初
代
平
兵
衛
と
二
代
善
次
郎
に
つ
い
て
の
記
録
　
三
代
目
は

名
の
み

切
紙

5
5

〔
役
儀
勤
書
　
初
代
よ
り
十
代

ま
で
〕

〔
江
戸
〕

初
代
か
1
0
代
目
ま
で
の
役
儀
勤
務
に
つ
い
て
の
記
録

竪
帳

6
6

〔
役
儀
進
退
の
記
録
〕

〔
江
戸
〕

〔
善
一
郎
〕

４
代
目
善
七
よ
り
９
代
目
善
造
ま
で
の
役
儀
の
記
録

切
継
紙
（
４
枚
継
）

7
7

〔
碑
文
〕

竹
田
定
猗

髙
原
美
正
善
一
郎
の
賛
　
碑
石
に
彫
ら
れ
た
も
の
か

切
継
紙
（
５
枚
継
）

8
8

〔
知
行
状
〕

永
禄
５
年
８
月
1
5
日

山
内
筑
後
守
殿

豊
前
國
規
矩
郡
葛
原
郷
の
内
壱
町
同
郡
柳
郷
の
内
１
町
を

合
力
せ
し
め
る
の
状

切
継
紙
（
２
枚
継
）

9
9

契
約
証

昭
和
1
3
年
1
0
月
2
7
日

國
栄
産
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
　
小
林
正
直
（
印
）

髙
原
悌
次
郎
（
印
）

金
銭
及
び
土
地
貸
借
に
関
す
る
契
約
書

竪
帳

10
10

受
取
証

大
正
４
年
７
月
５
日

田
辺
　
厚

髙
原
善
造
殿

金
1
5
銭
也
の
受
取
　
但
し
共
有
田
登
記
閲
覧
料

切
紙

11
11

維
持
資
金
不
動
産
臺
帳

大
字
乙
金

宮
座
維
持
資
金
明
細
　
田
・
山
林
な
ど

竪
帳

12
12

土
地
所
有
權
移
轉
登
記
申
請

書
昭
和
1
1
年
1
0
月
３
日

売
主
　
髙
原
悌
次
郎

福
岡
区
裁
判
所
二
日
市

出
張
所
御
中

土
地
所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
書
で
物
件
の
所
在
地
・
広
さ

も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
買
い
主
名
と
価
格
金
は
書
か
れ
て
い
な

い
　
売
渡
証
も
同
括
さ
れ
て
い
る

竪
帳

13
13

此
岡
田
地
沿
革
實
誌

明
治
3
9
年
1
0
月
2
4
日

陰
暦
　
９
月
７
日

髙
原
善
造

乙
金
村
字
此
岡
の
位
置
・
等
級
・
そ
の
他
所
有
者
の
変
転
を

経
て
　
和
作
翁
分
地
以
来
百
余
年
の
後
　
明
治
９
年
１
月
に

自
分
の
所
有
に
帰
し
た
経
緯
を
く
わ
し
く
述
べ
た
も
の

竪
帳

14
14

維
持
資
金
不
動
産
臺
帳

村
社
寶
満
神
社

明
治
4
2
年
７
月
2
7
日

熊
本
大
林
区
署
長
　
山
林
技
師

田
中
喜
代
次

福
岡
区
裁
判
所
太
宰
府

出
張
所
御
中

宝
満
神
社
の
維
持
資
金
不
動
産
明
細
と
土
地
所
有
権
移
転

登
記
嘱
託
書
及
び
国
有
林
払
い
下
げ
地
　
賦
租
願
の
綴
り

竪
帳

7
6

大野城市史編さん室調査分 №757～768

- 113 -- 112 -



大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
　
成
・
発
　
給

宛
　
　
　
所

内
　
　
容

形
　
態

1
1

大
正
三
年
度
小
作
米
合
計
帳

大
正
３
年

〔
髙
原
善
造
〕

大
正
三
年
度
の
小
作
米
の
合
計
と
自
作
米
の
書
上

竪
帳

2
2

〔
家
系
図
〕

〔
善
平
〕

髙
原
道
政
よ
り
達
太
郎
ま
で
の
家
系
世
代
図
を
表
の
形
で
表

し
て
あ
る

切
紙

3
3

髙
原
氏
家
系

〔
江
戸
〕

初
代
平
兵
衛
よ
り
博
多
祇
園
町
養
子
卯
兵
衛
ま
で

竪
帳

4
4

〔
初
代
平
兵
衛
よ
り
三
代
ま
で

の
記
録
〕

初
代
平
兵
衛
と
二
代
善
次
郎
に
つ
い
て
の
記
録
　
三
代
目
は

名
の
み

切
紙

5
5

〔
役
儀
勤
書
　
初
代
よ
り
十
代

ま
で
〕

〔
江
戸
〕

初
代
か
1
0
代
目
ま
で
の
役
儀
勤
務
に
つ
い
て
の
記
録

竪
帳

6
6

〔
役
儀
進
退
の
記
録
〕

〔
江
戸
〕

〔
善
一
郎
〕

４
代
目
善
七
よ
り
９
代
目
善
造
ま
で
の
役
儀
の
記
録

切
継
紙
（
４
枚
継
）

7
7

〔
碑
文
〕

竹
田
定
猗

髙
原
美
正
善
一
郎
の
賛
　
碑
石
に
彫
ら
れ
た
も
の
か

切
継
紙
（
５
枚
継
）

8
8

〔
知
行
状
〕

永
禄
５
年
８
月
1
5
日

山
内
筑
後
守
殿

豊
前
國
規
矩
郡
葛
原
郷
の
内
壱
町
同
郡
柳
郷
の
内
１
町
を

合
力
せ
し
め
る
の
状

切
継
紙
（
２
枚
継
）

9
9

契
約
証

昭
和
1
3
年
1
0
月
2
7
日

國
栄
産
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
　
小
林
正
直
（
印
）

髙
原
悌
次
郎
（
印
）

金
銭
及
び
土
地
貸
借
に
関
す
る
契
約
書

竪
帳

10
10

受
取
証

大
正
４
年
７
月
５
日

田
辺
　
厚

髙
原
善
造
殿

金
1
5
銭
也
の
受
取
　
但
し
共
有
田
登
記
閲
覧
料

切
紙

11
11

維
持
資
金
不
動
産
臺
帳

大
字
乙
金

宮
座
維
持
資
金
明
細
　
田
・
山
林
な
ど

竪
帳

12
12

土
地
所
有
權
移
轉
登
記
申
請

書
昭
和
1
1
年
1
0
月
３
日

売
主
　
髙
原
悌
次
郎

福
岡
区
裁
判
所
二
日
市

出
張
所
御
中

土
地
所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
書
で
物
件
の
所
在
地
・
広
さ

も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
買
い
主
名
と
価
格
金
は
書
か
れ
て
い
な

い
　
売
渡
証
も
同
括
さ
れ
て
い
る

竪
帳

13
13

此
岡
田
地
沿
革
實
誌

明
治
3
9
年
1
0
月
2
4
日

陰
暦
　
９
月
７
日

髙
原
善
造

乙
金
村
字
此
岡
の
位
置
・
等
級
・
そ
の
他
所
有
者
の
変
転
を

経
て
　
和
作
翁
分
地
以
来
百
余
年
の
後
　
明
治
９
年
１
月
に

自
分
の
所
有
に
帰
し
た
経
緯
を
く
わ
し
く
述
べ
た
も
の

竪
帳

14
14

維
持
資
金
不
動
産
臺
帳

村
社
寶
満
神
社

明
治
4
2
年
７
月
2
7
日

熊
本
大
林
区
署
長
　
山
林
技
師

田
中
喜
代
次

福
岡
区
裁
判
所
太
宰
府

出
張
所
御
中

宝
満
神
社
の
維
持
資
金
不
動
産
明
細
と
土
地
所
有
権
移
転

登
記
嘱
託
書
及
び
国
有
林
払
い
下
げ
地
　
賦
租
願
の
綴
り

竪
帳

7
6

大野城市の古文書を読む会調査分 №１～14
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№
史
料
番
号

表
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
　
成
・
発
　
給

宛
　
　
　
所

内
　
　
容

形
　
態

15
15

地
所
買
受
証

明
治
1
3
年
～
明
治
4
5
年

髙
原
善
造
（
印
）

地
所
買
い
受
け
証
の
綴
り

竪
帳

16
16

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
1
7
日

髙
原
謙
次
郎

髙
原
善
造
様

来
る
2
1
日
の
共
進
会
で
杉
桧
苗
の
注
文
は
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
そ
の
旨
ご
承
知
下
さ
い
　
竹
原
家
の
家
系
に
つ
い
て

は
功
七
殿
に
一
見
し
て
い
た
だ
き
協
議
し
た
い

切
継
紙
（
２
枚
継
）

17
17

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
忍
平
御

詮
儀
ニ
付
乍
恐
申
上
ル
口
上

之
覺

天
保
1
2
年
６
月

乙
金
村
庄
屋
　
忍
平

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

古
野
の
御
證
文
山
の
松
の
木
紛
失
の
件
に
付
、
そ
の
子
細
と

詫
び
状

竪
帳

18
18

寶
満
宮
御
祭
禮
御
備
物
記

文
化
７
年
午
９
月

乙
金
村
　
宮
座
連
中

「
御
注
連
卸
」
「
祭
礼
」
の
お
備
物
の
記
録
　
明
治
９
年
か
ら
2
0

年
ま
で
の
「
宮
座
順
名
」
明
治
2
1
年
か
ら
4
2
年
ま
で
の
名
前

の
書
上
も
あ
り

竪
帳

19
19

上
申

明
治
4
2
年
５
月
1
3
日

船
越
七
郎
次
（
印
）

船
越
源
太
郎
（
印
）

髙
原
善
造
（
印
）

大
野
村
乙
金
宝
満
神
社
古
記
の
写

「
祭
神
三
座
」
　
「
祭
礼
御
備
物
」
　
「
宮
田
の
事
績
と
慣
例
」

竪
帳

20
20

神
社
財
産
登
録
申
請
書

明
治
4
2
年
１
月
　
日

氏
子
惣
代
　
髙
原
善
造
（
印
）

船
越
源
太
郎
（
印
）

船
越
七
郎
次
（
印
）

福
岡
縣
知
事

寺
原
長
輝
殿

宝
満
神
社
の
財
産
明
細
　
神
殿
・
拝
殿
・
鳥
居
・
燈
籠
な
ど

竪
帳

21
21

〔
官
有
地
の
測
量
図
〕

２
反
８
畝
2
2
歩
の
官
有
地
ほ
か
の
測
量
図

切
紙

22
22

〔
野
鳥
図
〕

田
と
地
番
が
記
さ
れ
て
い
る

切
継
紙
（
３
枚
継
）

23
23

〔
野
鳥
図
〕

此
岡
・
毛
所
の
山
林
・
野
地
・
地
番
が
記
さ
れ
て
い
る

切
継
紙
（
３
枚
継
）

24
24

〔
野
鳥
図
〕

池
・
畑
・
林
な
ど
の
図
面
・
地
番
が
記
さ
れ
て
い
る

切
継
紙
（
２
枚
継
）

25
25

〔
田
・
畑
絵
図
〕

地
名
・
畑
・
面
積
・
小
作
米
の
髙
な
ど
を
記
入
し
た
絵
図

切
紙

26
26

田
畑
小
作
付
臺
帳

上
表
紙
の
み
　
「
田
畑
小
作
付
臺
帳
」
と
あ
る
　
裏
表
紙
中
身

共
に
な
し

竪
紙

27
27

〔
断
簡
〕

裏
表
紙
か

断
簡

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

7
7

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
　
成
・
発
　
給

宛
　
　
　
所

内
　
　
容

形
　
態

28
28

御
宮
用

大
正
４
卯
５
月

印
刷
し
た
洋
紙
で
作
っ
た
袋
　
「
御
宮
用
」
と
上
書
き
あ
り
　
口

の
部
分
に
こ
よ
り
が
つ
い
て
い
る

袋

29
29

〔
断
簡
〕

表
紙
と
罫
紙
２
枚
　
表
に
「
諸
金
受
拂
簿
」
　
と
記
さ
れ
て
い
る

断
簡

30
30

〔
表
紙
〕

紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
何
か
の
表
紙
を
作
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
断
簡

7
8

大野城市の古文書を読む会調査分 №15～27
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大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
　
成
・
発
　
給

宛
　
　
　
所

内
　
　
容

形
　
態

28
28

御
宮
用

大
正
４
卯
５
月

印
刷
し
た
洋
紙
で
作
っ
た
袋
　
「
御
宮
用
」
と
上
書
き
あ
り
　
口

の
部
分
に
こ
よ
り
が
つ
い
て
い
る

袋

29
29

〔
断
簡
〕

表
紙
と
罫
紙
２
枚
　
表
に
「
諸
金
受
拂
簿
」
　
と
記
さ
れ
て
い
る

断
簡

30
30

〔
表
紙
〕

紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
何
か
の
表
紙
を
作
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
断
簡

7
8

大野城市の古文書を読む会調査分 №28～30

- 115 -- 114 -



大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

1
1

〔
墨

書
〕
　

丙
寅

初
秋

髙
原

吉
女

吉
女

８
歳

の
書

 「
秋

光
」

2
２
‐
１

こ
よ

り
証

文
類

（
２

-
２

）
～

（
２

-
2
0
）
ま

で
を

括
っ

て
あ

っ
た

こ
よ

り
こ

よ
り

3
２
‐
２

畠
質

入
受

寄
證

文
之

事
天

保
９

年
戌

３
月

国
分

村
 幸

助
　

受
人

 茂
作

乙
金

村
庄

屋
 忍

平
殿

吉
松

村
庄

屋
 半

右
衛

門
国

分
村

幸
助

畠
質

入
証

文
写

し
を

袋
に

入
れ

て
あ

る
切

継
紙

（
７

枚
継

）

4
２
‐
３

證
文

之
事

天
保

1
5
年

1
2
月

藤
六

　
　

受
人

新
作

善
一

郎
殿

下
々

田
6
畝

１
歩

を
質

物
と

し
て

米
2
俵

を
借

り
た

証
文

　
後

に
永

代
証

文
が

張
り

付
け

て
あ

る
切

継
紙

（
４

枚
継

）

5
２
‐
４

観
世

田
地

書
類

入
〔
天

保
８

年
酉

1
2
月

〕
〔
観

世
庄

屋
永

七
〕

〔
筒

井
庄

屋
善

蔵
殿

〕
観

世
庄

屋
永

七
　

金
５

両
の

受
取

証
文

３
枚

の
他

　
観

世
田

地
書

類
４

点
同

封
切

紙
・
横

帳
・
横

折

6
２
‐
５

永
代

證
文

之
事

萬
延

２
年

申
1
2
月

田
主

 伊
作

證
人

組
頭

取
　

孫
次

郎
善

一
郎

殿
牛

月
 下

々
田

６
畝

１
歩

　
高

５
斗

５
升

７
合

５
勺

を
永

代
貴

殿
へ

売
渡

し
た

こ
と

に
相

違
あ

り
ま

せ
ん

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
2
枚

継
）

7
２
‐
６

證
文

之
事

天
保

1
5
年

辰
1
2
月

善
一

郎
藤

六
殿

牛
月

 下
々

田
６

畝
１

歩
　

高
５

斗
５

升
７

合
５

勺
　

上
記

の
田

を
米

2
俵

の
質

物
と

し
た

こ
と

に
相

違
あ

り
ま

せ
ん

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

8
２
‐
７

質
物

證
文

之
事

嘉
永

５
年

子
ノ

1
2
月

田
主

　
与

八
請

人
　

組
頭

取
 永

吉
庄

屋
 善

一
郎

殿
一

、
米

３
俵

１
斗

６
升

５
合

也
　

一
、

正
銀

1
7
5
匁

也
　

の
米

銭
上

納
に

差
支

え
岸

本
三

下
田

８
畝

1
7
歩

を
来

丑
年

よ
り

来
る

巳
年

ま
で

質
物

に
致

し
ま

す
　

と
い

う
証

文
　

他
２

通
切

継
紙

（
７

枚
継

）

9
２
‐
８

證
文

之
事

天
保

1
5
年

1
2
月

忍
平

　
　

庄
屋

 文
三

郎
組

頭
 源

六
藤

六
殿

一
、

廻
り

町
中

田
４

畝
６

歩
　

高
６

斗
５

升
２

合
　

上
記

の
田

を
質

物
と

し
て

米
３

俵
を

渡
し

た
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

10
２
‐
９
‐
１

永
代

證
文

之
事

明
治

２
年

1
2
月

売
主

 利
作

　
　

請
人

 源
作

善
一

郎
殿

一
、

四
壁

１
か

所
　

地
所

並
び

に
建

木
共

に
代

米
と

し
て

米
２

俵
を

受
取

り
永

代
に

売
渡

し
た

」
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

11
２
‐
９
‐
２

〔
證

文
之

事
〕

弘
化

２
年

巳
1
2
月

借
主

 和
蔵

　
　

　
受

人
 藤

六
組

頭
 源

六
　

　
　

正
右

衛
門

庄
屋

 善
一

郎
殿

一
、

金
２

朱
１

斤
　

の
借

用
書

で
あ

る
が

前
欠

の
た

め
内

容
不

明
切

継
紙

（
３

枚
継

）

12
２
‐
1
0

證
文

之
事

天
保

７
年

申
1
2
月

畠
主

 新
吉

　
　

　
受

人
 孫

四
郎

庄
屋

忍
平

殿
米

２
俵

を
お

ふ
き

下
畠

３
畝

４
歩

の
質

物
と

し
て

受
け

取
っ

た
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

13
２
‐
1
1

證
文

之
事

享
和

３
亥

年
閏

正
月

２
日

組
頭

 源
三

　
　

　
受

人
伊

作
庄

屋
善

四
郎

米
１

俵
１

斗
１

合
　

銭
1
1
7
匁

６
分

７
厘

を
借

用
し

て
い

ま
し

た
が

、
利

分
な

ど
も

払
え

ま
せ

ん
の

で
私

受
持

ち
の

古
野

浦
を

差
上

げ
ま

す
の

で
ご

支
配

下
さ

い
　

と
い

う
証

文
切

継
紙

（
３

枚
継

）

形
　

　
態

半
切

こ よ り で 一 括

1

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

14
２
‐
1
2

證
文

之
事

天
保

９
年

戌
1
1
月

庄
屋

 忍
平

　
　

　
受

人
 源

六
平

作
殿

一
、

牟
田

之
内

　
下

田
4
9
歩

の
田

を
文

化
元

年
大

銭
2
1
0
匁

で
文

化
４

年
６

月
に

質
物

と
し

て
取

り
置

い
て

い
ま

し
た

が
今

度
米

３
俵

を
渡

し
て

永
代

私
が

受
け

取
り

ま
す

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

15
２
‐
1
3

證
文

之
事

文
政

1
3
年

正
月

畠
主

 吉
六

　
　

　
受

人
 作

次
庄

屋
善

蔵
殿

一
、

屋
敷

下
畠

2
4
歩

は
代

銭
5
0
目

と
竹

木
代

2
5
匁

都
合

7
5

匁
受

取
り

ま
し

た
の

で
永

代
貴

方
に

渡
し

ま
す

　
と

い
う

証
文

切
紙

16
２
‐
1
4

永
代

證
文

之
事

天
保

1
3
年

６
月

薮
主

 文
助

受
人

 清
四

郎
忍

平
殿

薮
１

か
所

 無
年

貢
地

　
を

金
１

歩
で

貴
殿

に
売

渡
し

ま
し

た
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
３

枚
継

）

17
2
‐
1
5
‐
１

質
入

證
文

之
事

嘉
永

５
年

子
ノ

1
2
月

田
主

 半
次

受
人

 永
吉

庄
屋

善
一

郎
殿

上
納

米
５

俵
の

内
２

俵
１

斗
６

升
５

合
が

差
支

え
、

中
田

７
畝

７
歩

を
質

物
に

し
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
３

枚
継

）

18
２
‐
1
5
‐
２

〔
證

文
之

事
〕

明
治

３
年

1
1
月

次
吉

受
人

 孫
三

郎
　

　
清

作
善

造
様

一
、

米
５

俵
　

上
納

に
差

支
え

ま
し

た
の

で
代

米
1
0
俵

で
田

地
永

代
貴

殿
に

売
り

渡
し

ま
し

た
　

と
い

う
証

文
切

継
紙

（
２

枚
継

）

19
２
‐
1
6

永
代

證
文

之
事

嘉
永

７
年

寅
1
2
月

売
主

 源
三

　
　

請
人

 忠
作

善
一

郎
殿

一
、

草
場

中
田

2
2
歩

　
高

１
斗

１
升

４
合

の
田

を
米

３
俵

１
斗

６
升

５
合

を
受

取
り

永
代

に
売

り
渡

し
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

20
２
‐
1
7

〔
證

文
綴

り
〕

〔
嘉

永
〕
1
2
月

1
9
日

太
平

善
一

郎
殿

証
文

類
を

処
理

し
た

後
に

残
っ

て
い

た
３

点
の

証
文

を
綴

っ
た

も
の

　
文

久
２

年
の

証
文

２
点

と
嘉

永
５

年
の

証
文

１
点

が
綴

っ
て

あ
る

綴
り

21
２
‐
1
8

證
文

之
事

天
保

1
0
亥

1
2
月

畠
主

 栄
助

庄
屋

忍
平

殿
一

、
ク

サ
バ

中
畠

１
畝

2
8
歩

５
厘

　
高

１
斗

５
升

７
合

の
畠

を
米

２
俵

１
斗

６
升

５
合

の
質

物
に

し
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
2
枚

継
）

22
２
‐
1
9

〔
書

簡
〕

嘉
永

２
年

申
1
2
月

2
6
日

助
次

郎
嘉

一
郎

殿
前

欠
の

た
め

内
容

不
明

切
継

紙
（
２

枚
継

）

23
２
‐
2
0

永
代

證
文

之
事

天
保

1
2
年

丑
1
2
月

平
作

忍
平

殿

一
、

下
田

１
反

６
畝

2
3
歩

　
一

、
中

田
３

畝
２

歩
５

厘
　

の
田

組
み

合
わ

せ
文

政
８

酉
年

　
次

右
衛

門
よ

り
無

代
銭

で
永

代
証

文
を

差
上

げ
て

お
り

ま
し

た
が

こ
の

節
米

５
俵

確
か

に
受

け
取

り
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

24
３

〔
巻

物
〕

明
治

3
7
年

１
月

1
7
日

～
大

正
２

年
１

月
1
9
日

玉
緒

会
　

 中
央

歌
文

会
髙

原
善

造
髙

原
善

造
が

玉
緒

会
よ

り
受

賞
し

た
賞

状
の

綴
り

25
４

〔
墨

書
〕
　

不
詳

不
詳

一
葉

落
知

天
下

秋
　

書
者

名
な

し

26
５

〔
書

簡
集

巻
物

〕
〔
大

正
時

代
〕

愛
国

婦
人

会
長

 下
田

歌
子

他
髙

原
朝

子
様

愛
国

婦
人

会
会

長
よ

り
の

礼
状

　
そ

の
他

千
代

廼
屋

集
を

贈
ら

れ
た

事
へ

の
礼

状
な

ど
1
0
通

を
巻

子
に

仕
立

て
た

も
の

巻
子

半
切

巻
子

こ よ り で 一 括

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
2

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №1～13

- 117 -- 116 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

14
２
‐
1
2

證
文

之
事

天
保

９
年

戌
1
1
月

庄
屋

 忍
平

　
　

　
受

人
 源

六
平

作
殿

一
、

牟
田

之
内

　
下

田
4
9
歩

の
田

を
文

化
元

年
大

銭
2
1
0
匁

で
文

化
４

年
６

月
に

質
物

と
し

て
取

り
置

い
て

い
ま

し
た

が
今

度
米

３
俵

を
渡

し
て

永
代

私
が

受
け

取
り

ま
す

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

15
２
‐
1
3

證
文

之
事

文
政

1
3
年

正
月

畠
主

 吉
六

　
　

　
受

人
 作

次
庄

屋
善

蔵
殿

一
、

屋
敷

下
畠

2
4
歩

は
代

銭
5
0
目

と
竹

木
代

2
5
匁

都
合

7
5

匁
受

取
り

ま
し

た
の

で
永

代
貴

方
に

渡
し

ま
す

　
と

い
う

証
文

切
紙

16
２
‐
1
4

永
代

證
文

之
事

天
保

1
3
年

６
月

薮
主

 文
助

受
人

 清
四

郎
忍

平
殿

薮
１

か
所

 無
年

貢
地

　
を

金
１

歩
で

貴
殿

に
売

渡
し

ま
し

た
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
３

枚
継

）

17
2
‐
1
5
‐
１

質
入

證
文

之
事

嘉
永

５
年

子
ノ

1
2
月

田
主

 半
次

受
人

 永
吉

庄
屋

善
一

郎
殿

上
納

米
５

俵
の

内
２

俵
１

斗
６

升
５

合
が

差
支

え
、

中
田

７
畝

７
歩

を
質

物
に

し
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
３

枚
継

）

18
２
‐
1
5
‐
２

〔
證

文
之

事
〕

明
治

３
年

1
1
月

次
吉

受
人

 孫
三

郎
　

　
清

作
善

造
様

一
、

米
５

俵
　

上
納

に
差

支
え

ま
し

た
の

で
代

米
1
0
俵

で
田

地
永

代
貴

殿
に

売
り

渡
し

ま
し

た
　

と
い

う
証

文
切

継
紙

（
２

枚
継

）

19
２
‐
1
6

永
代

證
文

之
事

嘉
永

７
年

寅
1
2
月

売
主

 源
三

　
　

請
人

 忠
作

善
一

郎
殿

一
、

草
場

中
田

2
2
歩

　
高

１
斗

１
升

４
合

の
田

を
米

３
俵

１
斗

６
升

５
合

を
受

取
り

永
代

に
売

り
渡

し
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

20
２
‐
1
7

〔
證

文
綴

り
〕

〔
嘉

永
〕
1
2
月

1
9
日

太
平

善
一

郎
殿

証
文

類
を

処
理

し
た

後
に

残
っ

て
い

た
３

点
の

証
文

を
綴

っ
た

も
の

　
文

久
２

年
の

証
文

２
点

と
嘉

永
５

年
の

証
文

１
点

が
綴

っ
て

あ
る

綴
り

21
２
‐
1
8

證
文

之
事

天
保

1
0
亥

1
2
月

畠
主

 栄
助

庄
屋

忍
平

殿
一

、
ク

サ
バ

中
畠

１
畝

2
8
歩

５
厘

　
高

１
斗

５
升

７
合

の
畠

を
米

２
俵

１
斗

６
升

５
合

の
質

物
に

し
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
2
枚

継
）

22
２
‐
1
9

〔
書

簡
〕

嘉
永

２
年

申
1
2
月

2
6
日

助
次

郎
嘉

一
郎

殿
前

欠
の

た
め

内
容

不
明

切
継

紙
（
２

枚
継

）

23
２
‐
2
0

永
代

證
文

之
事

天
保

1
2
年

丑
1
2
月

平
作

忍
平

殿

一
、

下
田

１
反

６
畝

2
3
歩

　
一

、
中

田
３

畝
２

歩
５

厘
　

の
田

組
み

合
わ

せ
文

政
８

酉
年

　
次

右
衛

門
よ

り
無

代
銭

で
永

代
証

文
を

差
上

げ
て

お
り

ま
し

た
が

こ
の

節
米

５
俵

確
か

に
受

け
取

り
ま

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
（
２

枚
継

）

24
３

〔
巻

物
〕

明
治

3
7
年

１
月

1
7
日

～
大

正
２

年
１

月
1
9
日

玉
緒

会
　

 中
央

歌
文

会
髙

原
善

造
髙

原
善

造
が

玉
緒

会
よ

り
受

賞
し

た
賞

状
の

綴
り

25
４

〔
墨

書
〕
　

不
詳

不
詳

一
葉

落
知

天
下

秋
　

書
者

名
な

し

26
５

〔
書

簡
集

巻
物

〕
〔
大

正
時

代
〕

愛
国

婦
人

会
長

 下
田

歌
子

他
髙

原
朝

子
様

愛
国

婦
人

会
会

長
よ

り
の

礼
状

　
そ

の
他

千
代

廼
屋

集
を

贈
ら

れ
た

事
へ

の
礼

状
な

ど
1
0
通

を
巻

子
に

仕
立

て
た

も
の

巻
子

半
切

巻
子

こ よ り で 一 括

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
2

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №14～26
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大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

27
６

〔
墨

書
〕

不
詳

泰
明

山
静

松
声

遠
秋

清
泉

菊
香

28
７

諸
願

諸
指

出
控

嘉
永

２
年

酉
正

月
上

大
利

村
庄

屋
太

平
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

山
方

御
役

所
御

笠
郡

上
大

利
村

か
ら

御
山

方
役

所
へ

差
出

し
た

願
い

の
綴

り

29
８

〔
上

納
米

指
閊

書
上

帳
〕

享
保

６
年

1
2
月

2
6
日

乙
金

村
善

市
　

他
5
名

筒
井

村
善

六
殿

乙
金

村
不

作
の

為
上

納
米

差
支

え
　

質
物

に
召

置
く

米
・
年

貢
上

納
米

・
余

米
の

書
上

30
９

〔
墨

書
　

和
歌

一
首

〕
　

不
詳

昌
山

家
夢

　
「
狼

の
す

ご
き

声
さ

へ
聞

な
れ

て
ゆ

め
静

か
な

る
山

住
の

庭
」

31
10

〔
墨

書
　

和
歌

一
首

〕
不

詳
善

造
寄

國
祝

　
「
大

君
の

め
ぐ

み
の

露
に

う
る

を
い

て
ち

り
だ

に
た

ゝ
ぬ

浦
や

す
の

國
」

32
11

野
瀬

家
縁

組
ニ

付
聞

合
件

不
詳

不
詳

野
瀬

家
の

係
累

・
家

産
・
そ

の
他

に
つ

い
て

調
べ

た
こ

と
を

箇
条

書
き

に
し

て
い

る

33
12

蔵
書

目
録

明
治

3
4
年

1
0
月

善
造

　
達

太
郎

蔵
書

の
書

名
・
著

者
・
購

入
年

月
・
購

入
者

な
ど

の
記

録
巻

末
に

掛
物

の
部

も
あ

る

34
13

土
蔵

新
築

ニ
付

諸
入

費
手

間
数

控
張

明
治

1
1
年

寅
８

月
吉

祥
日

髙
原

善
造

加
勢

人
名

前
・
人

数
・
金

額
な

ど
の

書
上

35
14

御
笠

郡
乙

金
村

堤
井

樋
材

木
間

尺
帳

宝
暦

６
年

御
笠

郡
乙

金
村

　
　

庄
屋

和
作

堤
井

樋
に

使
用

の
材

木
書

上
　

他
に

「
御

笠
郡

乙
金

村
堤

井
樋

掛
樋

軸
帳

」
（
天

明
７

年
・
文

化
６

年
・
文

化
1
3
年

）
の

3
冊

同
綴

36
15

〔
墨

書
〕

「
お

ぼ
ろ

げ
に

」
か

ら
は

じ
ま

る
和

歌
１

首
　

作
者

不
詳

37
16

〔
漢

詩
 拓

本
〕

薛
洪

度
の

詩
２

篇
の

拓
本

38
17

御
笠

郡
乙

金
村

田
畠

反
別

並
諸

上
納

書
上

帳
延

享
元

年
９

月
乙

金
村

庄
屋

 善
市

郎
　

他
３

名
永

田
五

郎
大

夫
様

豊
嶋

佐
大

夫
様

田
数

・
反

別
・
徳

米
・
大

豆
・
組

頭
・
村

人
名

の
書

上
　

表
紙

は
洋

紙
で

裏
打

あ
り

39
18

弟
鐘

記
録

鈔
全

乙
金

村
の

由
来

に
つ

い
て

色
々

考
察

を
書

い
た

も
の

　
唐

土
か

ら
来

た
鐘

の
事

・
田

中
道

の
事

・
乙

金
村

東
に

あ
る

松
山

の
事

・
そ

の
他

40
19

地
理

家
相

精
全

図
明

治
2
5
年

壬
辰

夏
６

月
吉

日
緒

方
益

哉
髙

原
善

造
家

の
図

と
方

角
・
家

相
と

そ
の

説
明

半
切

綴
り

竪
帳

半
切

半
切

横
帳

竪
帳

横
帳

竪
帳

半
切

切
紙

竪
帳

竪
帳

切
紙

3

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

41
20

先
祖

年
数

俵
明

治
2
2
年

丑
年

先
祖

の
戒

名
と

死
後

年
数

の
書

上

42
21

〔
封

筒
〕

「
高

原
文

書
仮

目
録

（
稿

）
」
と

書
き

込
み

の
あ

る
福

岡
県

立
図

書
館

の
封

筒

43
22

〔
筒

井
村

堤
普

請
に

関
す

る
書

物
〕

亥
ノ

２
月

筒
井

村
庄

屋
善

六
他

頭
百

姓
３

名
乙

金
村

庄
屋

 善
七

殿
頭

百
姓

衆
中

筒
井

村
堤

普
請

に
使

用
し

た
乙

金
村

の
田

地
の

作
徳

を
筒

井
村

に
納

め
る

た
め

畝
高

徳
米

を
書

き
上

げ
、

相
違

な
く

納
め

る
こ

と
を

約
束

し
た

も
の

44
23

〔
御

願
申

上
ル

事
〕

天
保

２
年

～
1
3
年

乙
金

村
庄

屋
善

蔵
　

組
頭

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
役

所
当

村
窮

民
備

銭
な

ど
の

事
に

つ
い

て
「
庄

屋
・
組

頭
御

願
申

上
ル

事
」
５

紙
を

綴
っ

た
も

の

45
24

御
笠

郡
乙

金
村

中
百

姓
居

屋
敷

数
書

上
帳

享
保

２
年

他
乙

金
庄

屋
善

市
　

同
村

頭
百

姓
麻

生
四

郎
右

衛
門

様
川

崎
傳

次
郎

様
村

中
の

居
屋

敷
の

抱
田

畠
数

・
寸

法
な

ど
の

書
き

上
げ

　
竪

帳
と

の
合

帳

46
25

御
笠

郡
乙

金
村

御
年

貢
幷

諸
上

納
物

村
用

共
書

上
ゲ

帳
元

文
５

年
　

他
乙

金
村

庄
屋

和
作

倉
八

惣
右

衛
門

様
永

田
五

郎
大

夫
様

御
徳

米
・
御

徳
大

豆
そ

の
他

畠
高

な
ど

の
書

き
上

げ
帳

　
４

冊
の

合
冊

47
26

〔
書

簡
断

簡
〕

〔
江

戸
〕
　

菊
月

日
不

詳
貴

様
御

事
近

々
上

方
お

登
り

ご
苦

労
の

こ
と

　
な

ど
と

あ
る

が
前

欠
後

欠
の

た
め

詳
細

不
詳

48
27

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

口
上

之
覚

明
和

７
年

1
0
月

乙
金

村
庄

屋
和

作
同

村
組

頭
新

九
郎

　
　

同
藤

七
永

田
伊

左
衛

門
様

御
役

所

元
文

３
年

に
唐

山
大

堤
が

崩
れ

田
地

４
町

９
反

ほ
ど

大
荒

れ
に

な
っ

た
　

そ
の

後
色

々
手

を
つ

く
し

た
が

、
百

姓
の

痛
み

に
な

る
の

で
永

荒
に

お
立

下
さ

る
様

　
と

の
願

い

49
28

〔
口

上
の

覚
〕

天
保

５
年

1
1
月

筒
井

村
組

頭
伊

六
・
新

助
・
勘

右
衛

門
　

同
村

庄
屋

善
蔵

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

前
欠

の
た

め
詳

細
不

明

50
29

御
笠

郡
乙

金
村

清
吉

孫
四

郎
半

助
組

合
百

姓
中

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
清

吉
組

合
組

頭
取

　
和

蔵
・
藤

六
・
文

蔵
御

證
文

山
古

野
浦

と
い

う
所

を
御

払
い

に
な

り
伐

取
っ

て
い

た
三

人
の

者
共

の
不

行
届

を
わ

び
た

も
の

51
30

〔
書

簡
〕

御
證

文
山

の
西

手
山

境
に

あ
る

松
の

切
株

に
つ

い
て

の
下

書
き

　
　

前
欠

後
欠

の
た

め
詳

細
は

不
詳

52
31

借
用

仕
銭

之
事

寛
政

元
年

酉
７

月
仲

村
善

次
乙

金
善

平
様

「
六

銭
五

百
目

」
米

代
「
廿

弐
匁

五
歩

」
「
金

七
歩

」
 の

借
用

証

53
32

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

弘
化

３
年

８
月

５
日

乙
金

村
組

頭
源

六
・
正

右
衛

門
同

村
庄

屋
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

郡
代

御
役

所
肥

前
の

国
松

浦
郡

福
嶋

村
出

生
の

伊
作

死
去

の
届

か
　

破
損

の
為

詳
細

は
不

明

切
紙

切
紙

切
継

紙
３

枚
継

竪
帳

竪
帳

切
紙

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

切
紙

竪
紙

封
筒

切
継

紙
２

枚
継

綴
り

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
4

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №27～40
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

41
20

先
祖

年
数

俵
明

治
2
2
年

丑
年

先
祖

の
戒

名
と

死
後

年
数

の
書

上

42
21

〔
封

筒
〕

「
高

原
文

書
仮

目
録

（
稿

）
」
と

書
き

込
み

の
あ

る
福

岡
県

立
図

書
館

の
封

筒

43
22

〔
筒

井
村

堤
普

請
に

関
す

る
書

物
〕

亥
ノ

２
月

筒
井

村
庄

屋
善

六
他

頭
百

姓
３

名
乙

金
村

庄
屋

 善
七

殿
頭

百
姓

衆
中

筒
井

村
堤

普
請

に
使

用
し

た
乙

金
村

の
田

地
の

作
徳

を
筒

井
村

に
納

め
る

た
め

畝
高

徳
米

を
書

き
上

げ
、

相
違

な
く

納
め

る
こ

と
を

約
束

し
た

も
の

44
23

〔
御

願
申

上
ル

事
〕

天
保

２
年

～
1
3
年

乙
金

村
庄

屋
善

蔵
　

組
頭

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
役

所
当

村
窮

民
備

銭
な

ど
の

事
に

つ
い

て
「
庄

屋
・
組

頭
御

願
申

上
ル

事
」
５

紙
を

綴
っ

た
も

の

45
24

御
笠

郡
乙

金
村

中
百

姓
居

屋
敷

数
書

上
帳

享
保

２
年

他
乙

金
庄

屋
善

市
　

同
村

頭
百

姓
麻

生
四

郎
右

衛
門

様
川

崎
傳

次
郎

様
村

中
の

居
屋

敷
の

抱
田

畠
数

・
寸

法
な

ど
の

書
き

上
げ

　
竪

帳
と

の
合

帳

46
25

御
笠

郡
乙

金
村

御
年

貢
幷

諸
上

納
物

村
用

共
書

上
ゲ

帳
元

文
５

年
　

他
乙

金
村

庄
屋

和
作

倉
八

惣
右

衛
門

様
永

田
五

郎
大

夫
様

御
徳

米
・
御

徳
大

豆
そ

の
他

畠
高

な
ど

の
書

き
上

げ
帳

　
４

冊
の

合
冊

47
26

〔
書

簡
断

簡
〕

〔
江

戸
〕
　

菊
月

日
不

詳
貴

様
御

事
近

々
上

方
お

登
り

ご
苦

労
の

こ
と

　
な

ど
と

あ
る

が
前

欠
後

欠
の

た
め

詳
細

不
詳

48
27

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

口
上

之
覚

明
和

７
年

1
0
月

乙
金

村
庄

屋
和

作
同

村
組

頭
新

九
郎

　
　

同
藤

七
永

田
伊

左
衛

門
様

御
役

所

元
文

３
年

に
唐

山
大

堤
が

崩
れ

田
地

４
町

９
反

ほ
ど

大
荒

れ
に

な
っ

た
　

そ
の

後
色

々
手

を
つ

く
し

た
が

、
百

姓
の

痛
み

に
な

る
の

で
永

荒
に

お
立

下
さ

る
様

　
と

の
願

い

49
28

〔
口

上
の

覚
〕

天
保

５
年

1
1
月

筒
井

村
組

頭
伊

六
・
新

助
・
勘

右
衛

門
　

同
村

庄
屋

善
蔵

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

前
欠

の
た

め
詳

細
不

明

50
29

御
笠

郡
乙

金
村

清
吉

孫
四

郎
半

助
組

合
百

姓
中

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

４
月

乙
金

村
清

吉
組

合
組

頭
取

　
和

蔵
・
藤

六
・
文

蔵
御

證
文

山
古

野
浦

と
い

う
所

を
御

払
い

に
な

り
伐

取
っ

て
い

た
三

人
の

者
共

の
不

行
届

を
わ

び
た

も
の

51
30

〔
書

簡
〕

御
證

文
山

の
西

手
山

境
に

あ
る

松
の

切
株

に
つ

い
て

の
下

書
き

　
　

前
欠

後
欠

の
た

め
詳

細
は

不
詳

52
31

借
用

仕
銭

之
事

寛
政

元
年

酉
７

月
仲

村
善

次
乙

金
善

平
様

「
六

銭
五

百
目

」
米

代
「
廿

弐
匁

五
歩

」
「
金

七
歩

」
 の

借
用

証

53
32

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

弘
化

３
年

８
月

５
日

乙
金

村
組

頭
源

六
・
正

右
衛

門
同

村
庄

屋
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

郡
代

御
役

所
肥

前
の

国
松

浦
郡

福
嶋

村
出

生
の

伊
作

死
去

の
届

か
　

破
損

の
為

詳
細

は
不

明

切
紙

切
紙

切
継

紙
３

枚
継

竪
帳

竪
帳

切
紙

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

切
紙

竪
紙

封
筒

切
継

紙
２

枚
継

綴
り

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
4

大野城市の古文書を読む会２次調査分№41～53
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大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

54
33

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

奉
願

上
口

上
之

覚
寛

政
７

年
２

月
９

日
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
同

村
組

頭
新

九
郎

　
源

内
天

野
弥

市
兵

衛
様

御
役

所

当
村

抱
御

山
は

表
糟

屋
郡

井
野

村
炭

焼
村

と
尾

根
続

き
な

の
で

そ
の

山
か

ら
猪

が
余

分
に

食
い

出
し

百
姓

が
困

っ
て

い
ま

す
打

ち
払

っ
て

下
さ

い
　

と
い

う
趣

旨
の

願
い

55
34

借
用

仕
銭

之
事

寛
政

８
年

辰
1
2
月

井
相

田
村

忠
吉

同
加

判
津

右
衛

門
乙

金
村

善
四

郎

6
0
文

銭
弐

貫
目

借
用

し
た

事
相

違
あ

り
ま

せ
ん

　
来

巳
1
2
月

ま
で

に
元

銭
に

２
割

５
分

の
利

を
加

え
返

納
し

ま
す

　
万

一
返

納
で

き
な

い
節

は
引

当
田

地
を

永
代

に
お

渡
し

し
ま

す
　

と
い

う
証

文

56
35

吉
田

幸
大

夫
門

松
其

村
山

ニ
而

可
相

渡
證

據
之

事
文

久
元

年
1
2
月

1
0
日

加
藤

平
四

郎
乙

金
村

庄
屋

　
山

之
口

中
門

松
用

の
松

2
0
本

（
三

段
松

・
飾

竹
・
幸

木
共

）
を

渡
し

ま
し

た
　

と
い

う
証

文

57
36

借
用

仕
銭

之
事

享
和

３
年

亥
1
2
月

井
相

田
村

借
主

　
文

□
同

村
請

人
　

茂
三

□
乙

金
村

　
善

四
郎

殿
6
0
文

銭
　

6
0
目

を
借

用
し

ま
し

た
　

子
の

４
月

2
9
日

ま
で

に
返

納
致

し
ま

す
　

万
一

不
納

の
時

は
私

抱
畠

（
５

畝
1
8
歩

・
高

５
斗

１
升

９
合

）
を

売
り

払
い

お
返

し
ま

す
　

と
の

証
文

58
37

〔
書

簡
〕

文
化

1
1
年

７
月

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

　
他

２
名

松
岡

太
郎

左
衛

門
御

役
所

用
水

の
事

に
つ

い
て

中
村

と
の

事
情

を
述

べ
良

き
判

断
を

願
う

も
の

　
前

後
欠

59
38

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

文
化

1
1
年

７
月

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

同
村

組
頭

２
名

松
岡

太
郎

左
衛

門
様

御
役

所
当

村
抱

の
内

唐
山

と
云

う
所

に
築

い
た

中
村

堤
の

こ
と

に
付

こ
れ

ま
で

の
経

緯
な

ど
述

べ
善

処
を

願
う

も
の

60
39

御
笠

郡
山

田
村

庄
屋

組
頭

（
以

下
欠

）
嘉

永
５

年
４

月
山

田
村

組
頭

孫
助

　
他

３
名

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

御
役

所
他

村
に

売
渡

し
た

田
畠

を
請

返
す

た
め

不
足

の
金

子
を

お
渡

し
願

う
も

の
　

上
部

破
損

61
40

〔
断

簡
〕

証
文

の
断

簡
と

思
わ

れ
る

も
の

３
枚

と
付

箋
と

思
わ

れ
る

も
の

２
片

あ
り

62
41

お
こ

さ
ま

が
た

の
徴

兵
保

険
昭

和
富

国
徴

兵
保

険
相

互
会

社
〔
田

中
義

治
〕

保
険

会
社

の
保

険
内

容
の

説
明

書
４

通

63
42

借
用

仕
銭

之
事

天
明

３
年

1
2
月

2
4
日

仲
村

兵
次

　
請

人
源

介
和

作
様

6
0
銭

7
0
目

を
来

辰
の

1
0
月

切
で

元
利

を
返

済
い

た
し

ま
す

万
一

納
め

ら
れ

な
い

節
は

私
抱

　
下

田
２

反
６

畝
の

田
地

を
お

渡
し

し
ま

す
　

と
い

う
証

文

64
43

受
取

証
〔
明

治
〕
1
9
年

３
月

６
日

末
永

仁
三

郎
　

　
原

田
寿

森
山

桂
二

　
　

　
 高

原
善

郎
髙

原
善

造
殿

金
1
4
円

１
銭

５
厘

を
学

校
新

築
費

と
し

て
久

田
氏

よ
り

借
用

し
た

　
と

い
う

証
文

切
継

紙
５

枚
継

切
継

紙
５

枚
継

切
継

紙
４

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

切
紙

竪
紙

切
継

紙
４

枚
継

断
簡

ﾊ
ﾟﾝ

ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ

切
紙

5

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №54～64
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№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

65
44

〔
地
券
断
簡
〕

地
券
用
紙
の
裏
に
字
の
練
習
が
し
て
あ
る

66
45

〔
断
簡
〕

明
治
1
6
年
７
月
1
1
日

真
野
勘
兵
衛

御
笠
那
珂
席
田
郡

郡
長
　
権
藤
貫
一
殿

「
前
書
之
通
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
が
前
後
欠
の
た
め
内
容
不

明

67
46

覚
申
ノ
８
月

「
下
田
七
畝
」
と
「
中
畠
四
畝
」
の
高
と
余
米
の
書
上
　
〆
５
俵

余

68
47

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
申
上
ル
口
上
之
覚

嘉
永
５
年
正
月

乙
金
村
庄
屋
善
四
郎

同
村
組
頭
２
名

天
野
弥
市
兵
衛
様
御
役

所
猪
に
食
い
荒
ら
さ
れ
た
畠
の
事
に
つ
い
て
の
願
い

69
48

當
時
仕
上
證
文
之
事

寛
政
1
2
年
申
ノ
８
月

井
相
田
村
忠
吉

乙
金
村
善
四
郎
様

「
六
拾
文
銭
壱
貫
目
」
の
借
用
証

70
49

御
笠
郡
乙
金
村
百
姓
清
吉
孫

四
郎
半
助
御
詮
儀
ニ
付
乍
恐

申
上
ル
口
上
之
覚

私
共
３
人
は
忍
平
殿
證
文
山
の
御
払
い
木
を
伐
取
っ
て
は
い

な
い
こ
と
の
口
上
書
の
下
書
き

71
50

〔
保
険
案
内
〕

〔
昭
和
〕

富
国
徴
兵
保
険
相
互
会
社

「
出
世
保
険
」
「
富
国
保
険
」
「
利
付
特
別
養
老
保
険
」
の
説
明

書

72
51

〔
断
簡
〕

前
後
欠
の
た
め
不
明

73
52

借
用
仕
銭
之
事

寛
政
８
年
1
1
月
朔
日

井
相
田
村
忠
吉
　
　
伴
右
衛
門

乙
金
村
善
四
郎
殿

「
六
十
文
銭
弐
貫
目
　
壱
貫
目
ニ
付
月
四
合
宛
」
以
上
の
条

件
で
確
か
に
借
用
し
ま
し
た
と
い
う
証
文

74
53

〔
坂
本
村
地
図
　
〕

坂
本
村
の
地
図
の
一
部
分
と
思
わ
れ
る

75
54

〔
口
上
之
覚
〕

天
保
1
2
年
６
月

武
蔵
村
大
庄
屋
　
太
兵
衛

那
珂
席
田
夜
須
御
笠
御

山
方
御
役
所

御
山
方
役
所
へ
差
出
す
上
申
書
の
一
部
分
が
２
枚
同
封
さ

れ
て
い
る
が
前
欠
と
前
後
欠
の
た
め
内
容
不
詳

76
55

〔
断
簡
〕

「
約
束
し
て
い
た
田
舎
行
」
に
つ
い
て
の
書
状
の
断
片
と
思
わ

れ
る

切
継
紙
７
枚
継

切
継
紙
２
枚
継

ﾊ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ

切
紙

断
簡

切
継
紙
２
枚
継

切
紙

切
継
紙
３
枚
継

切
継
紙
２
枚
継

断
簡

切
継
紙
２
枚
継

（
断
簡
）

切
紙

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

6

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №65～76

- 121 -- 120 -



大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

77
56

御
笠

郡
乙

金
村

滞
在

吉
助

筒
井

村
滞

在
力

右
衛

門
御

詮
儀

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
3
年

４
月

1
5
日

乙
金

村
滞

在
 吉

助
筒

井
村

滞
在

　
力

右
衛

門
那

珂
御

□
席

田
夜

須
御

郡
御

役
所

庄
屋

忍
平

殿
證

文
山

の
御

除
木

の
件

に
つ

い
て

申
し

上
げ

る
口

上
書

の
下

書
き

78
57

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

「
田

地
に

引
入

れ
る

水
の

件
に

つ
い

て
」
の

上
申

書

79
58

髙
原

家
先

祖
代

々
芳

名
碑

髙
原

家
代

々
の

戒
名

の
記

録

80
59

證
拠

之
事

享
和

３
亥

1
2
月

2
8
日

井
相

田
村

庄
屋

 文
三

郎
同

村
受

人
 茂

三
郎

乙
金

 善
四

郎
殿

「
六

銭
五

拾
目

」
の

証
文

書

81
60

〔
口

上
之

覚
〕

天
保

３
年

４
月

乙
金

村
山

ノ
口

 源
次

　
次

七
立

花
善

兵
衛

様
「
見

ケ
〆

行
届

不
申

段
重

々
奉

入
恐

候
」
の

文
言

か
ら

謝
罪

の
上

申
書

と
思

わ
れ

る
　

前
欠

の
た

め
内

容
不

詳

82
61

〔
證

文
入

袋
　

證
文

２
通

〕
文

化
元

年
６

月
９

日
天

保
９

年
戌

1
2
月

借
主

　
文

吉
　

　
請

人
　

文
三

売
主

　
平

作
　

　
受

人
　

源
六

善
四

郎
殿

庄
屋

 忍
平

①
「
一

、
６

０
文

銭
２

１
０

目
」
　

右
の

銭
を

受
取

っ
た

上
は

今
年

１
２

月
限

り
元

利
無

滞
返

済
し

ま
す

」
　

②
「
一

、
６

銭
２

１
０

匁
右

の
銭

確
か

に
受

取
　

拙
者

田
地

文
化

元
年

に
質

物
に

し
た

田
に

米
３

俵
を

受
取

り
　

永
代

に
売

渡
し

ま
し

た
」
　

①
の

証
文

と
②

の
証

文
は

同
じ

田
を

質
物

と
し

た
証

文
な

の
で

同
袋

し
た

と
思

わ
れ

る

83
6
2
‐
１

借
用

仕
證

文
之

事
嘉

永
３

年
戌

1
2
月

井
相

田
村

養
育

方
　

又
三

郎
受

人
同

村
　

善
次

郎
武

田
文

平
様

小
山

田
茂

作
様

「
金

三
拾

両
」
の

借
用

証
切

継
紙

３
枚

継

84
6
2
‐
２

米
借

用
仕

證
文

之
事

嘉
永

４
年

８
月

山
田

村
庄

屋
太

平
　

他
２

名
「
米

八
拾

俵
」
の

借
用

証
　

乙
金

村
大

庄
屋

髙
原

善
七

郎
の

奥
書

あ
り

切
継

紙
３

枚
継

85
63

御
笠

郡
筒

井
村

滞
在

肥
前

國
嶋

原
御

領
高

来
郡

出
生

力
右

衛
門

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

忍
平

殿
の

證
文

山
の

根
払

い
の

件
に

つ
い

て
の

口
上

の
覚

中
途

破
損

・
後

欠
に

付
詳

細
不

明

86
64

〔
小

字
別

人
別

記
録

帳
〕

小
字

と
人

名
の

書
上

　
他

に
「
無

燈
」
数

字
な

ど
の

書
き

込
み

あ
り

　
別

に
白

紙
の

黒
罫

紙
同

封

切
継

紙
1
枚

継

切
継

紙
2
枚

継

切
紙

切
継

紙
2
枚

継
（
断

簡
）

　
切

継
ぎ

３
枚

継
切

紙

包 紙 で 一 括

切
継

紙
３

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

竪
紙

7

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №77～86

- 123 -- 122 -



№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

87
65

證
文

延
享

５
年

辰
３

月
2
4
日

瓦
田

村
庄

屋
 源

作
同

村
組

頭
５

名
乙

金
村

善
市

郎
殿

組
頭

衆
中

当
村

抱
長

谷
と

い
う

所
の

堤
築

立
の

件
に

つ
い

て
の

証
文

瓦
田

村
庄

屋
よ

り
乙

金
村

庄
屋

へ
の

「
覚

」
も

あ
る

88
66

〔
覚

〕
文

政
４

巳
５

月
調

米
・
銭

の
算

用
書

き
上

げ
　

「
井

相
田

指
引

」
な

ど
あ

り
　

前
欠

89
67

〔
證

文
〕

天
和

３
年

時
枝

左
平

太
筒

井
村

庄
屋

善
六

殿
乙

金
村

善
七

殿
前

欠
　

溝
床

に
し

た
「
弐

畝
九

歩
」
　

の
田

に
対

し
年

貢
を

上
納

し
そ

れ
ぞ

れ
の

名
当

て
に

相
渡

す
と

い
う

証
文

90
68

〔
上

申
書

〕
古

野
浦

證
文

山
の

除
木

に
関

す
る

上
申

書
の

一
部

91
69

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
　

３
月

２
日

兵
次

善
四

郎
様

上
部

破
損

に
付

不
明

部
分

が
多

い
が

手
紙

の
返

事
　

山
銭

又
は

杉
板

の
代

金
に

関
す

る
手

紙
の

よ
う

で
あ

る

92
7
0
‐
１

筒
井

村
ひ

へ
の

隈
堤

仕
掛

溝
太

メ
溝

床
證

拠
之

事
文

化
1
3
年

子
1
2
月

筒
井

村
庄

屋
善

六
他

与
頭

３
名

乙
金

村
庄

屋
 善

蔵
殿

ひ
え

の
隈

堤
の

溝
床

の
た

め
の

年
貢

１
俵

１
升

９
合

を
上

納
す

る
た

め
の

証
文

93
7
0
‐
２

筒
井

村
敵

塔
堤

仕
掛

溝
掘

次
溝

床
證

拠
之

事
享

和
２

年
壬

戌
正

月
筒

井
村

庄
屋

善
六

他
組

頭
３

名
乙

金
村

庄
屋

 善
四

郎
他

組
頭

２
名

筒
井

村
敵

塔
堤

仕
掛

溝
・
掘

次
溝

の
た

め
の

上
納

米
銭

２
斗

２
升

の
証

拠

94
71

〔
書

簡
〕

卯
４

月
御

笠
郡

仲
村

庄
屋

曽
平

和
七

家
内

判
 笠

次
の

請
負

銭
不

納
に

つ
い

て
の

件

95
72

〔
材

木
の

件
〕

材
木

の
件

で
の

上
申

書
の

下
書

き
の

断
片

を
集

め
て

こ
よ

り
で

ま
と

め
た

も
の

と
思

わ
れ

る

96
73

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

口
上

之
覚

寛
政

５
年

４
月

1
2
日

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

同
村

組
頭

新
九

郎
　

 同
源

内
天

野
弥

市
兵

衛
様

御
役

所
猪

が
麦

作
を

食
い

荒
ら

す
の

で
打

ち
払

っ
て

下
さ

い
　

と
い

う
願

い

97
74

〔
書

物
之

事
〕

享
和

３
亥

ノ
２

月
久

次
　

　
次

吉
庄

屋
　

善
四

郎
殿

金
銭

出
納

の
状

況
の

記
録

98
75

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
５

年
３

月
乙

金
村

庄
屋

善
四

郎
同

村
組

頭
 新

九
郎

　
　

源
内

天
野

弥
市

兵
衛

様
御

役
所

当
村

は
猪

の
喰

出
が

多
く

四
季

明
を

し
た

年
は

被
害

が
少

な
か

っ
た

の
で

村
人

が
そ

れ
を

願
っ

て
い

ま
す

の
で

そ
の

通
り

仰
せ

付
け

く
だ

さ
い

　
と

い
う

願
い

99
76

請
取

５
月

2
3
日

井
相

田
 文

三
郎

乙
金

 善
市

郎
様

「
米

拾
俵

」
分

と
代

金
「
弐

両
」
の

受
け

取
り

切
継

紙
2
枚

継

切
継

紙
２

枚
継

切
紙

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
４

枚
継

切
紙

９
片

（
断

簡
）

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

切
紙

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
8

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №87～99

- 123 -- 122 -



大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

10
0

77
拙

者
抱

田
質

物
ニ

召
置

受
取

申
銭

之
事

享
和

３
年

亥
1
2
月

2
4
日

井
相

田
村

庄
屋

 文
三

郎
證

人
 茂

三
郎

乙
金

村
庄

屋
 善

四
郎

「
上

田
１

畝
８

歩
・
上

田
２

畝
1
2
歩

・
下

畠
３

畝
2
7
歩

」
を

質
物

と
し

て
「
代

銭
8
5
0
目

」
の

受
け

取
り

10
1

78
〔
戒

名
書

上
〕

髙
原

善
造

墓
地

に
あ

る
墓

の
戒

名
書

上

10
2

79
井

相
田

村
百

姓
連

判
借

用
銭

年
賦

證
文

之
事

享
和

元
年

酉
ノ

４
月

井
相

田
村

連
判

中
乙

金
村

 善
四

郎
殿

天
明

８
申

年
に

１
貫

目
借

用
し

た
残

り
2
6
6
匁

７
分

を
酉

年
か

ら
亥

年
に

か
け

払
う

　
と

い
う

証
文

10
3

80
〔
筒

井
村

ひ
へ

の
隈

堤
費

地
の

畝
高

米
之

覚
〕

文
政

４
年

巳
８

月
筒

井
庄

屋
 善

六
乙

金
村

庄
屋

 善
蔵

殿
筒

井
村

ひ
え

の
隈

仕
掛

溝
土

手
広

め
の

た
め

の
田

数
１

畝
1
0
歩

半
 高

１
斗

５
升

７
合

の
上

納
覚

書
　

下
書

き
　

後
欠

10
4

81
借

用
仕

銭
之

事
寛

政
1
2
年

申
ノ

８
月

井
相

田
村

 借
主

忠
吉

乙
金

村
 善

四
郎

殿
一

、
6
0
文

銭
7
0
0
目

を
来

酉
ノ

９
月

元
利

を
払

い
ま

す
　

万
一

支
払

い
が

で
き

な
い

場
合

は
私

の
田

畠
を

引
き

上
げ

て
下

さ
い

　
と

い
う

借
用

証
文

10
5

82
〔
神

田
余

米
〕

弘
化

３
年

1
0
月

乙
金

村
組

頭
 正

右
衛

門
　

源
六

同
村

庄
屋

 善
一

郎
那

珂
席

田
夜

須
御

笠
御

郡
代

役
所

前
欠

の
為

詳
細

は
不

明
だ

が
神

田
余

米
に

つ
い

て
の

上
申

書
と

思
わ

れ
る

10
6

83
〔
書

簡
〕

２
月

2
5
日

御
屋

敷
山

代
の

件
に

つ
い

て
の

書
状

だ
が

宛
名

・
差

出
人

の
名

が
書

か
れ

て
い

な
い

10
7

84
證

文
之

事
文

化
３

年
７

月
1
3
日

井
相

田
庄

屋
 文

三
郎

同
村

組
頭

 文
次

　
助

市
受

人
加

判
 忠

吉
乙

金
庄

屋
 善

四
郎

殿
銭

3
0
目

但
し

利
月

２
歩

の
借

金
を

当
秋

の
忠

吉
の

年
貢

に
立

用
す

る
の

で
忠

吉
立

合
加

判
し

ま
す

10
8

85
石

碑
石

碑
の

番
号

・
高

さ
・
姓

名
・
年

月
日

な
ど

わ
か

る
範

囲
で

記
録

さ
れ

て
い

る

10
9

86
證

拠
之

事
文

化
元

年
７

月
井

相
田

村
茂

三
郎

乙
金

村
庄

屋
 善

四
郎

殿
田

数
・
米

高
・
畠

数
・
作

高
の

書
上

　
余

米
６

俵
を

間
違

い
な

く
上

納
の

覚
書

11
0

87
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
乍

恐
御

願
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

３
年

７
月

３
日

乙
金

村
組

頭
 和

作
　

次
右

衛
門

同
村

庄
屋

 善
蔵

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
郡

代
御

役
所

益
兵

衛
と

い
う

男
が

證
文

山
で

働
い

て
い

る
う

ち
気

分
が

悪
く

な
り

死
ん

で
し

ま
い

ま
し

た
　

持
ち

物
も

な
く

国
許

も
わ

か
ら

な
い

の
で

処
分

し
て

も
よ

ろ
し

い
で

し
ょ

う
か

　
と

い
う

お
尋

ね
の

上
申

書

11
1

88
〔
書

簡
〕

前
欠

で
詳

細
は

不
明

だ
が

亀
吉

よ
り

の
借

用
金

の
件

の
よ

う
で

あ
る

11
2

89
御

笠
郡

乙
金

村
山

之
口

御
詮

儀
ニ

付
乍

恐
御

願
申

上
口

上
之

覚

庄
屋

忍
平

殿
御

證
文

山
古

野
浦

の
除

木
松

1
0
0
本

に
関

す
る

経
緯

の
書

上
　

下
書

き

切
継

紙
２

枚
継

切
紙

切
継

紙
３

枚
継

切
継

紙
３

枚
継

切
継

紙
４

枚
継

切
紙

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
２

枚
継

切
紙

切
紙

罫
紙

9

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №100～112
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大野城市の古文書を読む会２次調査分 №113～124
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大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

12
5

1
0
0
‐
３

借
用

證
文

之
事

寛
政

８
年

辰
1
2
月

1
2
日

筒
井

村
甚

次
　

請
合

与
八

　
清

作
山

師
 源

右
衛

門
殿

乙
金

村
孫

蔵
殿

６
銭

１
貫

6
0
0
目

の
借

用
証

文
　

利
月

２
歩

　
来

２
月

切
切

継
紙

３
枚

継

12
6

10
1

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
御

願
申

上
ル

口
上

之
覚

御
證

文
山

の
松

木
伐

り
払

い
の

件
の

よ
う

で
あ

る
が

、
後

欠
・

虫
損

の
た

め
詳

細
は

不
明

12
7

10
2

借
用

仕
證

拠
之

事
享

和
３

年
亥

ノ
1
2
月

井
相

田
村

 茂
三

郎
乙

金
 善

四
郎

殿
一

、
６

銭
1
0
0
目

　
但

し
利

米
３

俵
　

上
記

の
金

 来
９

月
切

元
利

共
返

済
し

ま
す

　
万

一
返

済
で

き
な

い
と

き
は

拙
者

抱
え

田
地

の
う

ち
上

田
６

反
を

差
上

げ
ま

す
　

と
い

う
借

用
証

文

12
8

10
3

勅
諭

明
治

1
4
年

1
0
月

1
2
日

福
岡

日
々

新
聞

社
京

都
新

聞
よ

り
抜

粋
し

国
会

開
設

勅
詔

の
全

文
と

し
て

掲
載

し
た

も
の

が
誤

り
だ

っ
た

の
で

取
り

消
し

お
詫

び
の

号
外

12
9

10
4

〔
證

拠
之

事
〕

享
和

３
亥

1
2
月

2
4
日

井
相

田
村

庄
屋

 文
三

郎
同

村
組

頭
 文

次
乙

金
村

庄
屋

 善
四

郎
殿

天
明

８
申

年
に

連
判

し
た

借
用

銭
の

返
済

が
済

ま
な

い
の

で
、

渡
し

た
田

畠
の

書
上

証
文

13
0

10
5

御
笠

郡
筒

井
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
事

文
政

４
年

８
月

筒
井

村
庄

屋
 善

六
同

村
組

頭
 金

次
　

勘
右

衛
門

那
珂

席
田

夜
須

御
笠

御
免

方
御

役
所

当
村

ひ
え

の
隈

の
堤

水
溝

筋
は

乙
金

村
抱

の
内

を
通

っ
て

い
る

所
の

水
引

が
悪

い
の

で
溝

掘
り

を
や

り
直

し
ま

し
た

　
そ

こ
で

畝
高

・
御

年
貢

・
作

徳
米

な
ど

が
変

り
ま

し
た

の
で

、
後

年
違

乱
の

な
い

様
に

し
て

く
だ

さ
い

と
い

う
上

申
書

13
1

10
6

〔
木

に
関

す
る

申
上

〕
前

後
欠

の
た

め
詳

細
不

明

13
2

10
7

御
笠

郡
乙

金
村

山
ノ

口
源

次
次

平
御

詮
議

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
3
年

4
月

1
5
日

乙
金

村
山

ノ
口

 源
次

　
次

七
立

花
善

兵
衛

様

御
證

文
山

古
野

浦
と

い
う

所
の

松
木

1
0
0
本

は
御

除
木

に
な

っ
て

い
ま

し
た

の
に

当
村

清
吉

・
孫

四
郎

・
半

助
の

３
人

が
切

り
取

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

誠
に

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

　
と

い
う

詫
び

の
上

申
書

13
3

10
8

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

忍
平

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

證
文

山
松

木
伐

り
払

い
の

件
に

付
御

除
木

切
り

取
り

の
次

第
に

つ
い

て
申

上
げ

る
口

上
の

覚
　

後
欠

の
た

め
作

成
者

・
作

成
年

月
日

な
ど

不
明

13
4

10
9

御
笠

郡
乙

金
村

滞
在

肥
後

國
天

草
出

生
吉

助
詮

議
ニ

付
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

4
月

1
5
日

乙
金

村
滞

在
 吉

助
立

花
善

兵
衛

様
去

る
戌

冬
忍

平
殿

御
證

文
山

御
払

い
に

雇
わ

れ
た

が
番

付
分

は
伐

ら
な

い
よ

う
に

言
わ

れ
た

の
に

伐
っ

た
事

情
の

上
申

書

13
5

11
0

利
附

特
別

養
老

仁
寿

生
命

保
険

株
式

会
社

利
付

特
別

養
老

保
険

の
案

内
　

保
険

料
表

付

切
紙

切
継

紙
２

枚
継

切
継

紙
2
枚

継

切
紙

切
継

紙
3
枚

継

折
本

一 括

切
紙

切
紙

切
紙

切
継

紙
３

枚
継

11

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

13
6

11
1

大
野
小
学
校
へ
招
か
れ
度
る

時
与
免
る

〔
明
治
〕
4
3
年
５
月
2
6
日

善
造

明
治
4
3
年
５
月
2
6
日
大
野
小
学
校
へ
招
か
れ
た
時
に
作
ら

れ
た
和
歌
　
小
学
生
の
成
長
を
め
で
る
歌

13
7

11
2

端
午
の
節
句

〔
大
正
〕
　
５
月
５
日

祖
父
　
〔
髙
原
善
造
〕

孫
の
成
長
を
喜
び
端
午
の
節
句
を
祝
う
和
歌

13
8

11
3

第
三
回
内
國
勧
業
博
覧
會
場

全
圖

明
治
2
3
年
３
月
2
4
日
印

刷
東
京
市
日
本
橋
区
横
山
町
２
-
1
2

田
村
茂
太
郎

博
覧
会
会
場
全
図
　
印
刷
か
　
２
枚
あ
り

13
9

11
4

社
頭
祈
世

不
詳

茂
世
　
〔
末
永
〕

和
歌
３
首

14
0

11
5

詔
勅

明
治
3
7
年
２
月

〔
明
治
天
皇
〕

〔
国
民
〕

日
露
戦
争
開
戦
の
詔
勅
　
博
多
岸
原
明
治
堂
の
印
あ
り

14
1

11
6

〔
七
五
調
の
詩
十
四
篇
〕

不
詳

従
三
位
千
家
尊
福
　
詠

七
五
調
の
詩
1
4
編

敬
愛
す
べ
し
・
信
義
を
守
る
べ
し
な
ど
題
名
が
付
い
て
い
る

14
2

11
7

〔
漢
詩
〕

左
園
書

遊
人
に
贈
る
漢
詩

14
3

11
8

如
太
古

甲
寅
８
月

民
国
岳
州
潘
鼎
新

髙
原
大
人
正

扁
額
用
に
「
如
太
古
」
と
書
か
れ
た
文
字
　
中
国
人
の
書
か

14
4

11
9

蒼
雪
齏

不
詳

不
詳

不
詳

扁
額
用
に
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
モ
ス
グ
リ
ー
ン

の
字
で
詳
細
は
不
明

14
5

12
0

日
光
山
陽
明
門
之
圖

〔
明
治
1
8
年
２
月
９
日
〕

御
届

銀
座
二
丁
目
　
写
真
石
版
社
製

作
「
日
光
山
陽
明
門
」
の
写
真
を
印
刷
し
た
も
の
　
色
刷

14
6

12
1

〔
大
正
天
皇
の
葬
礼
の
絵
〕

昭
和
２
年
２
月

亀
井
実
　
謹
写

大
正
天
皇
の
葬
礼
の
絵

14
7

12
2

〔
茂
世
歌
集
〕

明
治
4
0
年
1
1
月
2
4
日

茂
世
　
〔
末
永
〕

明
治
4
0
年
1
1
月
2
4
日
高
原
家
に
て
詠
め
る
歌
　
明
治
3
6
年
８

月
９
日
（
立
秋
）
玉
緒
会
の
記
録
を
継
ぎ
足
し
て
あ
る

14
8

12
3

〔
和
歌
一
首
〕

大
正
3
年
1
1
月
7
日

七
十
八
叟
　
茂
世

大
正
３
年
1
1
月
７
日
青
島
陥
落
せ
し
時
　
「
幾
ば
く
の
み
軍
し

人
の
血
に
か
へ
て
け
ふ
あ
を
し
ま
を
攻
落
し
け
む
」
と
あ
る

14
9

12
4

〔
俳
句
集
の
断
簡
〕

句
集
の
一
部
か
と
思
わ
れ
る
が
前
後
欠
と
破
損
の
為
読
め
ず

15
0

12
5

〔
梅
の
絵
〕

不
詳

朝
鮮
火
画
師
　
蕉
山
写

梅
の
花
の
絵

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
継
紙
３
枚
継

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

12

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №125～135

- 127 -- 126 -



№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

13
6

11
1

大
野
小
学
校
へ
招
か
れ
度
る

時
与
免
る

〔
明
治
〕
4
3
年
５
月
2
6
日

善
造

明
治
4
3
年
５
月
2
6
日
大
野
小
学
校
へ
招
か
れ
た
時
に
作
ら

れ
た
和
歌
　
小
学
生
の
成
長
を
め
で
る
歌

13
7

11
2

端
午
の
節
句

〔
大
正
〕
　
５
月
５
日

祖
父
　
〔
髙
原
善
造
〕

孫
の
成
長
を
喜
び
端
午
の
節
句
を
祝
う
和
歌

13
8

11
3

第
三
回
内
國
勧
業
博
覧
會
場

全
圖

明
治
2
3
年
３
月
2
4
日
印

刷
東
京
市
日
本
橋
区
横
山
町
２
-
1
2

田
村
茂
太
郎

博
覧
会
会
場
全
図
　
印
刷
か
　
２
枚
あ
り

13
9

11
4

社
頭
祈
世

不
詳

茂
世
　
〔
末
永
〕

和
歌
３
首

14
0

11
5

詔
勅

明
治
3
7
年
２
月

〔
明
治
天
皇
〕

〔
国
民
〕

日
露
戦
争
開
戦
の
詔
勅
　
博
多
岸
原
明
治
堂
の
印
あ
り

14
1

11
6

〔
七
五
調
の
詩
十
四
篇
〕

不
詳

従
三
位
千
家
尊
福
　
詠

七
五
調
の
詩
1
4
編

敬
愛
す
べ
し
・
信
義
を
守
る
べ
し
な
ど
題
名
が
付
い
て
い
る

14
2

11
7

〔
漢
詩
〕

左
園
書

遊
人
に
贈
る
漢
詩

14
3

11
8

如
太
古

甲
寅
８
月

民
国
岳
州
潘
鼎
新

髙
原
大
人
正

扁
額
用
に
「
如
太
古
」
と
書
か
れ
た
文
字
　
中
国
人
の
書
か

14
4

11
9

蒼
雪
齏

不
詳

不
詳

不
詳

扁
額
用
に
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
モ
ス
グ
リ
ー
ン

の
字
で
詳
細
は
不
明

14
5

12
0

日
光
山
陽
明
門
之
圖

〔
明
治
1
8
年
２
月
９
日
〕

御
届

銀
座
二
丁
目
　
写
真
石
版
社
製

作
「
日
光
山
陽
明
門
」
の
写
真
を
印
刷
し
た
も
の
　
色
刷

14
6

12
1

〔
大
正
天
皇
の
葬
礼
の
絵
〕

昭
和
２
年
２
月

亀
井
実
　
謹
写

大
正
天
皇
の
葬
礼
の
絵

14
7

12
2

〔
茂
世
歌
集
〕

明
治
4
0
年
1
1
月
2
4
日

茂
世
　
〔
末
永
〕

明
治
4
0
年
1
1
月
2
4
日
高
原
家
に
て
詠
め
る
歌
　
明
治
3
6
年
８

月
９
日
（
立
秋
）
玉
緒
会
の
記
録
を
継
ぎ
足
し
て
あ
る

14
8

12
3

〔
和
歌
一
首
〕

大
正
3
年
1
1
月
7
日

七
十
八
叟
　
茂
世

大
正
３
年
1
1
月
７
日
青
島
陥
落
せ
し
時
　
「
幾
ば
く
の
み
軍
し

人
の
血
に
か
へ
て
け
ふ
あ
を
し
ま
を
攻
落
し
け
む
」
と
あ
る

14
9

12
4

〔
俳
句
集
の
断
簡
〕

句
集
の
一
部
か
と
思
わ
れ
る
が
前
後
欠
と
破
損
の
為
読
め
ず

15
0

12
5

〔
梅
の
絵
〕

不
詳

朝
鮮
火
画
師
　
蕉
山
写

梅
の
花
の
絵

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
継
紙
３
枚
継

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

12

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №136～150

- 127 -- 126 -



大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

15
1

12
6

(2
0)

帝
国

陸
海

軍
人

ニ
贈

リ
タ

ル
勅

語
明

治
3
8
年

1
0
月

1
6
日

〔
明

治
天

皇
〕

帝
国

陸
海

軍
人

日
清

・
日

露
戦

争
後

に
陸

海
軍

人
に

宛
て

た
勅

語

15
2

12
7

(2
1)

〔
墨

画
二

点
〕

不
詳

不
詳

水
墨

画
と

版
画

　
版

画
は

二
見

ヶ
浦

の
よ

う
で

あ
る

が
作

者
不

詳

15
3

12
8

(2
2)

乙
酉

冬
日

雩
峯

「
乙

酉
冬

日
」
　

と
題

し
た

水
墨

画

15
4

12
9

(2
3)

〔
墨

書
〕

清
撫

松
草

〔
髙

原
善

一
郎

美
正

〕
乙

金
の

髙
原

家
を

訪
れ

た
時

、
風

景
や

歓
待

を
よ

ろ
こ

ん
で

書
い

た
漢

詩

15
5

13
0

(2
4)

奉
納

笠
句

集
歳

在
庚

辰
仲

冬
下

澣
□

遊
不

詳
奉

納
笠

句
3
0
首

15
6

13
1

(2
5)

御
笠

郡
乙

金
村

立
山

證
拠

之
事

寛
保

2
1
年

５
月

2
1
日

田
代

半
七

　
外

４
名

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

乙
金

村
立

山
証

拠
４

点
　

「
堺

松
」
「
古

の
ゝ

う
ら

（
2
点

）
」
「
入

道
」
の

坪
数

・
名

前
の

書
上

15
7

13
2

(2
6)

〔
墨

書
〕

廣
田

徳
平

　
松

園
　

房
女

扁
額

の
為

の
書

２
枚

　
掛

け
軸

用
の

書
２

枚
　

松
園

の
書

の
１

枚
（
和

歌
）
は

破
れ

て
２

枚
と

な
っ

て
い

る

15
8

13
3

（
A

1
)

〔
国

風
社

短
歌

集
〕

明
治

4
4
年

２
月

他
善

造
　

謙
次

郎
　

徳
太

郎
　

他
兼

題
　

「
夏

越
祓

」
「
春

氷
」
「
橋

邊
霧

」
「
手

」
な

ど
を

題
材

に
詠

ん
だ

国
風

社
和

歌
集

15
9

13
4

（
A

2
)

御
令

書
〔
明

治
〕
　

午
６

月
御

笠
郡

乙
金

村
髙

原
善

造
窮

民
救

の
た

め
「
米

壱
俵

・
粟

三
俵

」
 を

差
出

し
た

た
め

、
御

酒
御

吸
物

を
頂

戴
し

た
　

そ
の

他
任

命
書

な
ど

６
件

16
0

13
5

（
A

3
)

〔
玉

緒
会

和
歌

集
〕

明
治

4
0
年

３
月

1
0
日

他
〔
玉

緒
会

〕
　

末
永

茂
世

　
撰

明
治

4
0
年

３
月

1
0
日

よ
り

大
正

２
年

７
月

ま
で

の
計

８
回

の
玉

緒
会

に
出

品
さ

れ
た

歌
の

記
録

　
「
黄

金
」
「
泊

夢
」
「
船

中
霧

」
「
菅

公
」
な

ど
兼

題
に

よ
る

和
歌

を
ま

と
め

た
も

の
　

上
位

入
賞

者
は

天
地

人
及

び
一

段
よ

ろ
し

き
な

ど
と

し
て

記
録

16
1

13
6

（
A

4
)

〔
書

簡
集

〕
〔
大

正
〕

髙
原

朝
子

様
髙

原
善

造
氏

逝
去

の
お

悔
み

及
び

「
千

代
廼

舎
集

」
贈

呈
の

御
礼

状
な

ど
1
0
通

を
巻

物
に

仕
立

て
た

も
の

16
2

13
7

（
A

6
)

〔
玉

緒
会

和
歌

集
〕

明
治

3
5
年

９
月

～
同

3
9

年
７

月
〔
玉

緒
会

〕
玉

緒
会

例
会

の
記

録
　

各
年

度
会

員
の

歌
を

記
録

　
上

位
入

賞
の

作
品

を
別

に
書

き
上

げ
　

題
は

「
燈

」
「
朝

靏
」
「
船

中
友

」
な

ど
1
7
あ

り
　

墨
江

会
の

分
も

あ
る

16
3

13
8

（
A

8
)

〔
感

謝
状

・
委

員
嘱

託
状

〕
明

治
3
8
年

４
月

　
ほ

か
〔
愛

国
婦

人
会

・
そ

の
他

〕
髙

原
ア

サ
殿

愛
国

婦
人

会
そ

の
他

婦
人

会
よ

り
の

感
謝

状
・
委

員
嘱

託
状

な
ど

を
巻

物
に

仕
立

て
た

も
の

　
書

簡
３

通
・
和

歌
も

あ
る

巻
物

巻
物

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
継

紙
３

枚
継

切
継

紙
２

枚
継

巻
物

巻
物

巻
物

切
紙

４
枚

巻
物

13

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №151～163
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大野城市の古文書を読む会２次調査分 №164～177

- 129 -- 128 -



大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

17
8

15
3

（
Ｂ
８
‐
６
）

〔
歌
会
の
記
録
〕

〔
明
治
～
大
正
〕

善
造

歌
会
の
記
録
　
1
7
首

17
9

15
4

（
Ｂ
９
‐
１
）

〔
歌
会
の
記
録
〕

〔
明
治
～
大
正
〕

善
造
　
他

「
新
年
風
・
雨
窓
読
書
・
籬
菊
」
な
ど
を
題
材
に
和
歌
を
詠
ん

だ
も
の
　
1
8
1
首
あ
る

18
0

１
５
５

（
Ｂ
９
‐
２
）

〔
歌
会
の
記
録
〕

大
正
２
年
８
月
　
他

瀬
里
重
規
　
代
筆

小
林
作
次
郎

「
馬
上
夕
立
・
新
樹
妨
日
・
冨
士
初
日
」
な
ど
2
7
2
首
収
録
さ

れ
て
い
る

18
1

15
6

（
Ｂ
９
‐
３
）

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
６
月
2
8
日

瀬
利

髙
原
尊
兄

御
賢
詠
の
草
稿
は
川
波
君
へ
送
付
い
た
し
ま
し
た
の
で
左
様

御
承
知
置
下
さ
い

18
2

15
7

（
Ｂ
９
‐
４
）

〔
歌
会
の
記
録
〕

〔
明
治
〕
　
1
1
月
献
詠

他
善
造
　
他

「
岡
時
雨
」
　
「
故
吉
田
菊
子
嬢
の
御
霊
に
さ
ゝ
げ
ま
つ
る
」

な
ど
２
１
２
首
収
録
さ
れ
て
い
る

18
3

15
8

（
Ｂ
９
‐
５
）

〔
書
簡
〕

不
詳

髙
原
善
造

前
野
準
三
先
生

先
に
委
嘱
の
書
画
帖
、
恐
縮
な
が
ら
お
断
わ
り
申
上
げ
度
そ

の
責
塞
と
し
て
和
歌
数
首
を
認
め
差
し
上
げ
ま
す
の
で
お
受

け
取
り
下
さ
い

18
4

15
9

（
Ｂ
1
5
）

〔
短
冊
〕

〔
明
治
～
大
正
〕

善
造
　
朝
子
　
他

髙
原
善
造
・
朝
子
そ
の
他
の
人
の
短
冊
　
1
4
点

18
5

16
0

（
Ｂ
雑
）

西
洋
乗
馬
具
定
價
表

〔
大
正
〕

永
井
次
平

鞍
之
部
・
腹
帯
之
部
な
ど
の
値
段
表
　
小
袋
・
厄
除
御
札
・
お

守
り
な
ど
同
封
　
損
耗
激
し
い

18
6

16
1

（
Ｃ
３
‐
１
)

〔
書
簡
〕

２
月
1
1
日

〔
能
勢
〕
　
定

善
造
兄

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
と
無
理
な
願
い
を
快
く
引
き
受
け
て
下

さ
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
の
手
紙

18
7

16
2

（
Ｃ
３
‐
２
)

〔
書
簡
〕

1
0
月
2
2
日

丸
田
拝

髙
原
善
蔵
様
　
（
封
筒
）

過
日
は
ご
普
請
中
お
伺
い
し
て
御
供
応
に
あ
ず
か
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
　
お
約
束
の
鮑
と
奈
良
漬
け
１
つ
送
り
ま
す

18
8

16
3

（
Ｃ
３
‐
３
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
９
月
1
0
日

丸
田

髙
原
君

御
来
臨
の
御
礼
と
弟
帰
朝
の
知
ら
せ

18
9

16
4

（
Ｃ
３
‐
４
)

除
票
ノ
起
ル
原
因

戸
長
を
辞
す
る
理
由

19
0

16
5

（
Ｃ
３
‐
５
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
６
月
2
4
日

小
野
隆
助

髙
原
善
蔵
殿

帝
国
議
会
閉
会
に
よ
り
早
速
帰
郷
す
べ
き
と
こ
ろ
妻
病
気
の

た
め
延
引
し
た
が
本
月
末
又
は
来
月
早
々
に
帰
郷
す
る
こ
と

の
知
ら
せ

19
1

16
6

（
Ｃ
３
‐
６
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
３
月
1
0
日

森
山
省
三
　
（
封
筒
）

戸
長
　
髙
原
善
蔵
殿

教
員
採
用
の
御
礼
と
明
1
1
日
1
2
時
ご
ろ
出
校
し
ま
す
と
い
う

知
ら
せ

切
継
紙
（
2
枚
継
）

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

切
紙

短
冊
１
４
点

切
紙

切
紙
1
1
枚

切
紙

竪
帳
３
点

切
紙

切
紙
９
点

15

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

19
2

16
7

（
Ｃ
３
‐
７
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
２
月
1
5
日

原
三
信

髙
原
善
蔵
様

八
反
田
の
借
宅
が
空
き
家
に
な
っ
た
の
で
留
守
番
の
為
能

勢
老
母
を
置
く
事
に
し
ま
し
た
　
し
ば
ら
く
の
間
お
き
ん
様
を

お
遣
わ
し
下
さ
い

19
3

16
8

（
Ｃ
３
‐
８
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
1
0
月
1
7
日

〔
能
勢
〕
　
定

善
造
君

姪
と
老
母
に
対
す
る
配
慮
の
御
礼
と
病
気
見
舞
い
の
手
紙

19
4

16
9

（
Ｃ
３
‐
９
‐
１
)
〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
1
3
年
1
0
月
1
5
日

末
永
茂
世

髙
原
善
四
郎
様
　
髙
原
謙

次
郎
様

妹
の
離
縁
状
と
一
緒
に
品
物
差
引
目
録
を
送
ら
れ
た
が
受
け

る
気
は
な
い
　
ま
た
小
児
は
今
少
し
生
母
に
養
育
さ
せ
た
い
。

19
5

17
0

（
Ｃ
３
‐
９
‐
２
)
覚

〔
明
治
〕
　
1
2
年
1
2
月

か
ね
　
成
巳
屋

髙
原
様

衣
類
・
薬
な
ど
品
物
と
金
額
の
書
き
上
げ
　
請
取
な
ど
４
紙
を

こ
よ
り
で
一
括

19
6

17
1

（
Ｃ
３
‐
1
0
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
３
月
2
2
日

丸
田
拝

乙
金
村
に
て
　
髙
原
謙
次

郎
遠
路
来
訪
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
原
兄
が
帰
ら
れ
た
時
に
挨

拶
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
の
お
詫
び
の
手
紙

19
7

17
2

（
Ｃ
３
‐
1
1
)

〔
書
簡
〕

明
治
2
5
年
７
月
３
日

小
野
隆
助

髙
原
善
蔵
殿

本
日
頃
は
帰
郷
の
途
に
つ
く
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
妻
の
病

気
が
全
快
し
ま
せ
ん
の
で
当
地
出
発
が
遅
れ
ま
す
　
髙
原
謙

二
郎
・
村
田
副
四
郎
両
氏
を
始
め
、
そ
の
他
の
人
に
も
お
伝

え
く
だ
さ
い

19
8

17
3

（
Ｃ
３
‐
1
2
)

預
り
手
形

卯
1
2
月
2
9
日

和
作

忍
平
殿

一
、
米
壱
俵
　
右
は
追
々
手
元
よ
り
差
引
き
し
て
孫
四
郎
に

お
渡
し
い
た
し
ま
す
　
と
い
う
証
文
　
他
に
２
通
の
証
文
が
綴

ら
れ
て
い
る

19
9

17
4

（
Ｃ
３
‐
1
3
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
1
0
月
2
9
日

山
口
県
吉
敷
郡
佐
山
村
よ
り
　
高

野
清
太
郎

福
岡
県
御
笠
郡
乙
金
村

関
與
八
殿
に
て
　
辻
岡
與

介

倅
与
吉
が
徴
兵
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
事
に
つ
い
て
の
相

談
の
手
紙
　
そ
の
他
４
通

20
0

17
5

（
Ｃ
３
‐
1
4
)

〔
書
簡
〕

第
1
2
月
５
日

丸
田
頼
定

髙
原
謙
次
郎

「
能
勢
」
の
件
に
つ
い
て
徳
島
裁
判
所
を
出
て
、
萌
入
院
所

へ
発
足
の
報
告

20
1

17
6

（
Ｃ
３
‐
1
5
)

〔
書
簡
〕

明
治
3
3
年
1
月
2
0
日

髙
原
善
造

上
野
熊
吉
殿

妹
リ
ヨ
殿
を
拙
者
方
へ
召
使
の
相
談
を
受
け
た
が
、
そ
の
件

に
つ
き
都
合
な
ど
承
り
た
い
　
の
手
紙

20
2

17
7

（
Ｃ
３
‐
1
6
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
1
5
年
１
月
2
7
日

〔
能
勢
〕
　
定

善
造
殿

若
儀
、
咽
喉
の
病
気
に
依
り
遂
に
死
去
し
た
こ
と
の
知
ら
せ

20
3

17
8

（
Ｃ
３
‐
1
7
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
２
月
９
日

能
勢
定

善
造
様
　
謙
造
様

若
儀
の
病
中
死
去
そ
の
他
に
つ
い
て
ご
厚
情
を
賜
っ
た
こ
と

へ
の
お
礼
の
手
紙

切
紙

罫
紙

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
紙

切
紙

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
紙

綴
り

竪
帳

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分
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№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

19
2

16
7

（
Ｃ
３
‐
７
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
２
月
1
5
日

原
三
信

髙
原
善
蔵
様

八
反
田
の
借
宅
が
空
き
家
に
な
っ
た
の
で
留
守
番
の
為
能

勢
老
母
を
置
く
事
に
し
ま
し
た
　
し
ば
ら
く
の
間
お
き
ん
様
を

お
遣
わ
し
下
さ
い

19
3

16
8

（
Ｃ
３
‐
８
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
1
0
月
1
7
日

〔
能
勢
〕
　
定

善
造
君

姪
と
老
母
に
対
す
る
配
慮
の
御
礼
と
病
気
見
舞
い
の
手
紙

19
4

16
9

（
Ｃ
３
‐
９
‐
１
)
〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
1
3
年
1
0
月
1
5
日

末
永
茂
世

髙
原
善
四
郎
様
　
髙
原
謙

次
郎
様

妹
の
離
縁
状
と
一
緒
に
品
物
差
引
目
録
を
送
ら
れ
た
が
受
け

る
気
は
な
い
　
ま
た
小
児
は
今
少
し
生
母
に
養
育
さ
せ
た
い
。

19
5

17
0

（
Ｃ
３
‐
９
‐
２
)
覚

〔
明
治
〕
　
1
2
年
1
2
月

か
ね
　
成
巳
屋

髙
原
様

衣
類
・
薬
な
ど
品
物
と
金
額
の
書
き
上
げ
　
請
取
な
ど
４
紙
を

こ
よ
り
で
一
括

19
6

17
1

（
Ｃ
３
‐
1
0
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
３
月
2
2
日

丸
田
拝

乙
金
村
に
て
　
髙
原
謙
次

郎
遠
路
来
訪
し
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
原
兄
が
帰
ら
れ
た
時
に
挨

拶
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
の
お
詫
び
の
手
紙

19
7

17
2

（
Ｃ
３
‐
1
1
)

〔
書
簡
〕

明
治
2
5
年
７
月
３
日

小
野
隆
助

髙
原
善
蔵
殿

本
日
頃
は
帰
郷
の
途
に
つ
く
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
妻
の
病

気
が
全
快
し
ま
せ
ん
の
で
当
地
出
発
が
遅
れ
ま
す
　
髙
原
謙

二
郎
・
村
田
副
四
郎
両
氏
を
始
め
、
そ
の
他
の
人
に
も
お
伝

え
く
だ
さ
い

19
8

17
3

（
Ｃ
３
‐
1
2
)

預
り
手
形

卯
1
2
月
2
9
日

和
作

忍
平
殿

一
、
米
壱
俵
　
右
は
追
々
手
元
よ
り
差
引
き
し
て
孫
四
郎
に

お
渡
し
い
た
し
ま
す
　
と
い
う
証
文
　
他
に
２
通
の
証
文
が
綴

ら
れ
て
い
る

19
9

17
4

（
Ｃ
３
‐
1
3
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
1
0
月
2
9
日

山
口
県
吉
敷
郡
佐
山
村
よ
り
　
高

野
清
太
郎

福
岡
県
御
笠
郡
乙
金
村

関
與
八
殿
に
て
　
辻
岡
與

介

倅
与
吉
が
徴
兵
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
事
に
つ
い
て
の
相

談
の
手
紙
　
そ
の
他
４
通

20
0

17
5

（
Ｃ
３
‐
1
4
)

〔
書
簡
〕

第
1
2
月
５
日

丸
田
頼
定

髙
原
謙
次
郎

「
能
勢
」
の
件
に
つ
い
て
徳
島
裁
判
所
を
出
て
、
萌
入
院
所

へ
発
足
の
報
告

20
1

17
6

（
Ｃ
３
‐
1
5
)

〔
書
簡
〕

明
治
3
3
年
1
月
2
0
日

髙
原
善
造

上
野
熊
吉
殿

妹
リ
ヨ
殿
を
拙
者
方
へ
召
使
の
相
談
を
受
け
た
が
、
そ
の
件

に
つ
き
都
合
な
ど
承
り
た
い
　
の
手
紙

20
2

17
7

（
Ｃ
３
‐
1
6
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
1
5
年
１
月
2
7
日

〔
能
勢
〕
　
定

善
造
殿

若
儀
、
咽
喉
の
病
気
に
依
り
遂
に
死
去
し
た
こ
と
の
知
ら
せ

20
3

17
8

（
Ｃ
３
‐
1
7
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
２
月
９
日

能
勢
定

善
造
様
　
謙
造
様

若
儀
の
病
中
死
去
そ
の
他
に
つ
い
て
ご
厚
情
を
賜
っ
た
こ
と

へ
の
お
礼
の
手
紙

切
紙

罫
紙

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
紙

切
紙

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
紙

綴
り

竪
帳

切
紙

切
継
紙
（
2
枚
継
）

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分
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大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分

№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

20
4

17
9

（
Ｃ
３
‐
1
8
)

口
演

〔
明
治
〕
　
４
月
2
9
日

〔
能
勢
〕
　
定

乙
金
村
　
髙
原
明
兄

暴
風
雨
の
中
御
来
駕
の
お
礼
と
２
月
の
内
訓
は
６
月
に
改

正
、
重
雄
の
論
議
が
適
当
と
考
え
る
の
で
よ
く
お
読
み
く
だ
さ

い

20
5

18
0

（
Ｃ
３
‐
1
9
)

〔
書
簡
〕

6
月
2
8
日

滞
留
の
お
礼
と
お
産
見
舞
い
に
粗
品
を
送
っ
た
　
と
い
う
手

紙

20
6

18
1

（
Ｃ
３
‐
2
0
)

十
八
歳
男
子
運
気

〔
明
治
〕
1
1
月

高
山
大
造

1
8
歳
男
子
運
気
大
玄
田
之
賁
　
1
1
月
採
筮
　
高
山
大
造

20
7

18
2

（
Ｃ
３
‐
2
1
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
正
月
1
9
日

高
山
大
造

髙
原
善
造
様

髙
原
善
造
氏
よ
り
の
手
紙
に
対
す
る
返
書
（
1
8
歳
男
子
の
運

気
に
つ
い
て
）
旧
冬
南
の
方
は
大
凶
な
の
で
祈
祷
な
ど
す
る

と
良
い
　
又
婦
人
の
病
気
は
薬
を
作
っ
て
近
日
送
り
ま
す

20
8

18
3

（
Ｃ
３
‐
2
2
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
５
月
2
0
日

能
勢
定

髙
原
善
蔵
様

前
欠
　
貴
兄
妹
君
を
拙
弟
に
配
偶
婚
姻
相
調
っ
た
こ
と
の
お

礼
の
手
紙

20
9

18
4

（
Ｃ
３
‐
2
3
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
６
月

大
造

善
一
郎
様

「
一
、
銀
弐
拾
七
匁
　
一
拾
匁
」
確
か
に
受
納
致
し
ま
し
た

21
0

18
5

（
Ｃ
３
‐
2
4
)

〔
書
簡
〕

1
2
月
2
8
日

乙
金
　
善
一
郎
　
（
端
裏
）

立
花
寺
　
卯
平
　
（
端
裏
）

先
夜
お
願
い
申
上
げ
た
百
疋
を
こ
の
人
に
お
渡
し
下
さ
い

21
1

18
6

（
Ｃ
３
‐
2
5
)

〔
書
簡
〕

〔
江
戸
〕
極
月
2
7
日

宮
内
自
圓

大
庄
屋
　
宇
平
様

借
り
て
い
た
金
子
が
年
内
に
返
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
の
詫
び
状

21
2

18
7

（
Ｃ
３
‐
2
6
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
７
月
1
2
日

善
一
郎

父
上
様

暑
中
休
暇
帰
省
の
た
め
6
0
銭
ほ
ど
お
送
り
く
だ
さ
い
（
後
欠
）

21
3

18
8

（
Ｃ
７
)

〔
墨
書
〕

〔
明
治
〕

海
妻
甘
蔵

7
0
才
・
7
2
才
・
7
5
才
に
な
ら
れ
た
折
々
に
所
感
を
述
べ
ら
れ
た

書
か
と
思
わ
れ
る
。

21
4

18
9

（
Ｃ
９
)

〔
書
簡
〕

〔
明
治
〕
　
２
月
2
1
日

朝
野
熊
次
郎

髙
原
尊
兄
様

過
日
髙
原
家
へ
逗
留
し
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の

手
紙

21
5

19
0

（
Ｃ
3
4
)

〔
抜
抄
の
綴
〕

明
治
3
6
年
1
1
月
3
0
日

髙
原
善
造
　
他

髙
原
善
七
郎
美
徳
に
つ
い
て
の
太
宰
府
の
中
邨
徳
山
が
所

撰
記
文
の
抜
抄
　
髙
原
善
造
記
　
「
五
卿
小
記
」
髙
原
善
郎

記
の
抜
抄
ほ
か

21
6

19
1

（
Ｃ
5
8
‐
１
)

〔
包
紙
・
紐
〕

明
治
３
年

C
-
5
8
（
１
～
６
）
を
包
ん
だ
封
紙
と
紐
　
包
紙
に
「
善
一
郎
退
身

願
」
と
貼
付
あ
り

切
紙

切
紙
４
紙

切
継
紙
（
２
枚
継
）

竪
帳

包
紙
・
紐

切
紙

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
紙

切
紙

切
紙

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
紙

切
紙
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№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

21
7

19
2

（
Ｃ
5
8
‐
２
)

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
善
一
郎

乍
恐
御
願
申
上
ル
事

安
政
４
年
1
2
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
郡
代
御
役
所

天
保
４
年
1
0
月
よ
り
当
村
庄
屋
役
を
2
4
年
勤
め
た
が
病
の
た

め
諸
事
行
届
き
兼
ね
る
の
で
当
役
御
免
の
お
願
い
申
し
上

げ
る
　
奥
書
あ
り

21
8

19
3

（
Ｃ
5
8
‐
３
)

御
笠
郡
筒
井
山
田
仲
嶋
畑
詰

那
珂
郡
麦
野
井
相
田
五
ケ
村

庄
屋
中
乍
恐
奉
伺
口
上
之
覚

弘
化
２
年
３
月

仲
嶋
村
庄
屋
善
一
郎
　
外

山
田
村
・
井
相
田
村
・
麦
野
村
・

筒
井
村
の
各
庄
屋

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
郡
代
御
役
所

筒
井
村
抱
川
土
手
が
洪
水
の
た
め
度
々
破
損
　
土
手
筋
強

め
の
普
請
を
思
い
立
っ
た
の
で
費
用
に
当
て
る
た
め
の
米
切

立
の
願
い
と
俵
数
書
上
　
封
筒
は
別
件
の
も
の
と
思
わ
れ
る

21
9

19
4

（
Ｃ
5
8
‐
４
)

覚
嘉
永
７
年
寅
８
月

庄
屋
　
善
一
郎

組
頭
　
庄
右
衛
門
殿

拙
者
多
病
の
た
め
諸
調
べ
方
行
届
き
兼
ね
る
の
で
、
自
分
在

役
中
、
手
伝
い
苦
労
代
と
し
て
年
米
１
俵
１
斗
６
升
５
合
を
庄

衛
門
へ
相
渡
す
と
い
う
覚

22
0

19
5

（
Ｃ
5
8
‐
５
)

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
善
一
郎

乍
恐
御
願
申
上
ル
事

安
政
３
年
４
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
郡
代
御
役
所

庄
屋
役
退
身
願
い
　
大
庄
屋
善
七
郎
の
奥
書
あ
り

22
1

19
6

（
Ｃ
5
8
‐
６
)

米
粟
救
渡
控

明
治
３
年

米
粟
の
俵
数
・
名
前
・
月
日
の
書
上

22
2

19
7

（
Ｃ
6
3
)

〔
村
継
〕

明
治
６
年
７
月
1
7
日

林
太
蔵
大
丞

乙
・
中
・
畑
・
仲
・
山
・
筒
保

長
中

党
民
が
県
庁
内
に
乱
入
の
件
に
つ
い
て
御
達
の
綴
り

22
3

19
8

（
Ｃ
7
0
)

證
拠
之
事

嘉
永
７
年
1
2
月

武
田
文
平
一
族
　
嶋
伊
平
　
青

木
平
朔
　
谷
新

大
庄
屋
　
髙
原
善
七
郎
殿

他
４
名

金
三
拾
両
と
米
3
0
俵
の
1
0
か
年
年
賦
の
借
用
証
文

22
4

19
9

（
Ｃ
9
9
‐
１
)

乙
金
村
御
免
上
リ
之
覚

寅
２
月
　
〔
江
戸
〕

乙
金
村
御
免
用
　
田
数
・
徳
米
な
ど
の
書
上

22
5

20
0

（
Ｃ
9
9
‐
２
)

御
笠
郡
筒
井
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
申
上
ル
事

文
政
４
年
巳
８
月

筒
井
村
庄
屋
　
善
六
　
　
同
村
組

頭
金
次
・
直
次
・
助
右
衛
門

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
免
方
御
役
所

享
和
２
年
と
文
化
1
3
年
に
溝
土
手
築
堀
広
め
等
を
し
た
と
き

に
生
じ
た
費
地
の
御
年
貢
米
と
作
徳
米
共
に
同
村
よ
り
御
願

申
上
げ
た
通
り
に
軸
帳
を
書
き
直
し
て
下
さ
い
　
と
の
願
い

22
6

20
1

（
Ｃ
1
0
0
)

御
笠
郡
中
村
堤
築
添
御
立
置

御
□
□
□
被
仰
付
同
郡
乙
金

村
田
地
之
内
水
溜
り
費
え
申

分
仲
村
田
地
之
内
右
之
代
地

御
渡
シ
被
成
請
取
申
上
ル
畝

数
之
事

元
禄
1
1
年
３
月
2
8
日

乙
金
村
庄
屋
　
勘
六

同
村
頭
百
姓
　
４
名

時
枝
次
右
衛
門
様

山
本
六
郎
兵
衛
様

仲
村
堤
水
溜
り
に
乙
金
村
田
地
が
費
地
に
な
っ
た
の
で
合
計

２
反
４
畝
1
4
歩
を
渡
し
た
証
文

22
7

20
2

（
Ｃ
1
0
6
‐
１
)

御
笠
郡
乙
金
村
百
姓
傳
吉
乍

恐
御
願
申
上
ル
口
上
之
覚

寛
政
９
年
７
月

乙
金
村
百
姓
　
傳
吉

天
野
弥
一
左
衛
門
様
御

役
所

寛
政
元
年
糀
室
を
御
願
申
上
げ
商
売
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

近
年
は
損
耗
に
て
糀
が
出
来
ず
病
身
に
な
り
ま
し
た
の
で
糀

室
を
止
め
さ
せ
て
下
さ
い
　
と
い
う
願
い

22
8

20
3

（
Ｃ
1
0
6
‐
２
)

〔
覚
〕

「
御
蔵
納
」
「
知
行
所
務
分
引
」
な
ど
銀
高
・
俵
数
の
書
き
上
げ

前
欠
の
た
め
詳
細
は
不
明

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
紙

横
帳

切
紙

切
継
紙
（
４
枚
継
）

横
帳

竪
帳

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
継
紙
（
３
枚
継
）

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分
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№
史
料
番
号

表
　
　
　
　
題

年
　
月
　
日

作
成
・
発
給

　
宛
　
所

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

形
　
　
態

21
7

19
2

（
Ｃ
5
8
‐
２
)

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
善
一
郎

乍
恐
御
願
申
上
ル
事

安
政
４
年
1
2
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
郡
代
御
役
所

天
保
４
年
1
0
月
よ
り
当
村
庄
屋
役
を
2
4
年
勤
め
た
が
病
の
た

め
諸
事
行
届
き
兼
ね
る
の
で
当
役
御
免
の
お
願
い
申
し
上

げ
る
　
奥
書
あ
り

21
8

19
3

（
Ｃ
5
8
‐
３
)

御
笠
郡
筒
井
山
田
仲
嶋
畑
詰

那
珂
郡
麦
野
井
相
田
五
ケ
村

庄
屋
中
乍
恐
奉
伺
口
上
之
覚

弘
化
２
年
３
月

仲
嶋
村
庄
屋
善
一
郎
　
外

山
田
村
・
井
相
田
村
・
麦
野
村
・

筒
井
村
の
各
庄
屋

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
郡
代
御
役
所

筒
井
村
抱
川
土
手
が
洪
水
の
た
め
度
々
破
損
　
土
手
筋
強

め
の
普
請
を
思
い
立
っ
た
の
で
費
用
に
当
て
る
た
め
の
米
切

立
の
願
い
と
俵
数
書
上
　
封
筒
は
別
件
の
も
の
と
思
わ
れ
る

21
9

19
4

（
Ｃ
5
8
‐
４
)

覚
嘉
永
７
年
寅
８
月

庄
屋
　
善
一
郎

組
頭
　
庄
右
衛
門
殿

拙
者
多
病
の
た
め
諸
調
べ
方
行
届
き
兼
ね
る
の
で
、
自
分
在

役
中
、
手
伝
い
苦
労
代
と
し
て
年
米
１
俵
１
斗
６
升
５
合
を
庄

衛
門
へ
相
渡
す
と
い
う
覚

22
0

19
5

（
Ｃ
5
8
‐
５
)

御
笠
郡
乙
金
村
庄
屋
善
一
郎

乍
恐
御
願
申
上
ル
事

安
政
３
年
４
月

乙
金
村
庄
屋
　
善
一
郎

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
郡
代
御
役
所

庄
屋
役
退
身
願
い
　
大
庄
屋
善
七
郎
の
奥
書
あ
り

22
1

19
6

（
Ｃ
5
8
‐
６
)

米
粟
救
渡
控

明
治
３
年

米
粟
の
俵
数
・
名
前
・
月
日
の
書
上

22
2

19
7

（
Ｃ
6
3
)

〔
村
継
〕

明
治
６
年
７
月
1
7
日

林
太
蔵
大
丞

乙
・
中
・
畑
・
仲
・
山
・
筒
保

長
中

党
民
が
県
庁
内
に
乱
入
の
件
に
つ
い
て
御
達
の
綴
り

22
3

19
8

（
Ｃ
7
0
)

證
拠
之
事

嘉
永
７
年
1
2
月

武
田
文
平
一
族
　
嶋
伊
平
　
青

木
平
朔
　
谷
新

大
庄
屋
　
髙
原
善
七
郎
殿

他
４
名

金
三
拾
両
と
米
3
0
俵
の
1
0
か
年
年
賦
の
借
用
証
文

22
4

19
9

（
Ｃ
9
9
‐
１
)

乙
金
村
御
免
上
リ
之
覚

寅
２
月
　
〔
江
戸
〕

乙
金
村
御
免
用
　
田
数
・
徳
米
な
ど
の
書
上

22
5

20
0

（
Ｃ
9
9
‐
２
)

御
笠
郡
筒
井
村
庄
屋
組
頭
乍

恐
御
願
申
上
ル
事

文
政
４
年
巳
８
月

筒
井
村
庄
屋
　
善
六
　
　
同
村
組

頭
金
次
・
直
次
・
助
右
衛
門

那
珂
・
席
田
・
夜
須
・
御
笠

御
免
方
御
役
所

享
和
２
年
と
文
化
1
3
年
に
溝
土
手
築
堀
広
め
等
を
し
た
と
き

に
生
じ
た
費
地
の
御
年
貢
米
と
作
徳
米
共
に
同
村
よ
り
御
願

申
上
げ
た
通
り
に
軸
帳
を
書
き
直
し
て
下
さ
い
　
と
の
願
い

22
6

20
1

（
Ｃ
1
0
0
)

御
笠
郡
中
村
堤
築
添
御
立
置

御
□
□
□
被
仰
付
同
郡
乙
金

村
田
地
之
内
水
溜
り
費
え
申

分
仲
村
田
地
之
内
右
之
代
地

御
渡
シ
被
成
請
取
申
上
ル
畝

数
之
事

元
禄
1
1
年
３
月
2
8
日

乙
金
村
庄
屋
　
勘
六

同
村
頭
百
姓
　
４
名

時
枝
次
右
衛
門
様

山
本
六
郎
兵
衛
様

仲
村
堤
水
溜
り
に
乙
金
村
田
地
が
費
地
に
な
っ
た
の
で
合
計

２
反
４
畝
1
4
歩
を
渡
し
た
証
文

22
7

20
2

（
Ｃ
1
0
6
‐
１
)

御
笠
郡
乙
金
村
百
姓
傳
吉
乍

恐
御
願
申
上
ル
口
上
之
覚

寛
政
９
年
７
月

乙
金
村
百
姓
　
傳
吉

天
野
弥
一
左
衛
門
様
御

役
所

寛
政
元
年
糀
室
を
御
願
申
上
げ
商
売
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

近
年
は
損
耗
に
て
糀
が
出
来
ず
病
身
に
な
り
ま
し
た
の
で
糀

室
を
止
め
さ
せ
て
下
さ
い
　
と
い
う
願
い

22
8

20
3

（
Ｃ
1
0
6
‐
２
)

〔
覚
〕

「
御
蔵
納
」
「
知
行
所
務
分
引
」
な
ど
銀
高
・
俵
数
の
書
き
上
げ

前
欠
の
た
め
詳
細
は
不
明

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
継
紙
（
２
枚
継
）

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
紙

横
帳

切
紙

切
継
紙
（
４
枚
継
）

横
帳

竪
帳

切
継
紙
（
３
枚
継
）

切
継
紙
（
３
枚
継
）

大
野
城
市
の
古
文
書
を
読
む
会
調
査
分
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大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

22
9

20
4

（
Ｃ

1
0
6
‐
３

)
御

笠
郡

乙
金

村
庄

屋
組

頭
申

上
ル

口
上

之
覚

享
和

３
年

８
月

1
9
日

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
組

頭
源

三
・
次

吉
村

上
清

内
様

御
役

所
当

村
の

者
と

金
隈

村
の

者
と

の
争

い
事

に
関

し
て

の
経

過
と

博
多

へ
の

往
来

差
支

え
無

き
よ

う
に

　
と

の
願

い
　

下
書

き
か

23
0

20
5

（
Ｃ

1
0
6
‐
４

)
〔
書

簡
〕

閏
８

月
1
1
日

　
〔
江

戸
〕

乙
金

村
善

四
郎

坂
本

村
左

七
様

当
村

の
犬

が
瓦

田
村

の
牛

に
噛

み
つ

い
た

件
に

つ
き

、
猟

師
中

よ
り

弁
償

の
事

は
承

知
し

ま
し

た
の

で
話

し
合

い
の

為
に

良
吉

様
の

お
出

で
を

願
う

手
紙

23
1

20
6

（
Ｃ

1
0
6
‐
５

)
〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
　

５
日

善
七

　
（
端

裏
）

和
作

殿
　

（
端

裏
）

本
朝

申
遣

し
お

い
た

口
上

書
の

下
書

き
早

々
に

お
渡

し
く

だ
さ

い
　

又
卯

平
殿

に
相

談
が

あ
る

の
で

お
出

で
を

願
う

文

23
2

20
7

（
Ｃ

1
0
6
‐
６

)
急

觸
〔
江

戸
〕
　

1
0
月

５
日

大
庄

屋
　

善
七

瓦
田

・
乙

金
両

村
役

人
中

組
合

百
姓

爰
元

出
方

の
件

に
つ

き
今

日
は

出
方

に
及

ば
ず

近
日

中
に

又
知

ら
せ

ま
す

。

23
3

20
8

（
Ｃ

1
0
6
‐
７

)
〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
　

５
日

善
七

乙
金

・
瓦

田
百

姓
中

乙
金

・
瓦

田
組

合
百

姓
中

へ
今

日
呼

び
出

し
て

お
い

た
が

、
今

日
は

出
る

に
及

ば
ず

　
の

知
ら

せ

23
4

20
9

（
Ｃ

1
0
6
‐
８

)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
評

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

1
0
月

乙
金

村
源

六
・
作

次
同

村
庄

屋
□

□
筒

井
村

庄
屋

和
作

立
花

善
兵

衛
様

当
村

与
吉

と
瓦

田
村

喜
四

郎
が

猟
場

で
出

合
い

両
人

共
獲

物
も

な
く

別
れ

て
帰

っ
て

い
た

こ
と

に
つ

い
て

瓦
田

村
又

右
衛

門
が

当
村

平
作

方
に

参
り

い
さ

か
い

に
な

っ
て

い
る

　
こ

の
両

人
を

厳
し

く
評

議
し

て
ほ

し
い

23
5

21
0

（
Ｃ

1
0
6
‐
９

)
御

笠
郡

乙
金

村
百

姓
與

吉
乍

恐
申

上
候

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

1
0
月

乙
金

村
百

姓
与

吉
立

花
善

兵
衛

様
瓦

田
村

庄
屋

喜
四

郎
が

鉄
砲

を
打

っ
た

こ
と

に
関

す
る

件
に

つ
い

て
の

口
上

の
覚

23
6

21
1

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
0
)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
4
年

1
1
月

乙
金

村
組

頭
　

作
次

・
源

六
同

村
庄

屋
　

文
三

郎
魚

住
三

郎
八

様
瓦

田
村

庄
屋

喜
四

郎
当

村
沖

坂
に

て
鉄

砲
を

打
っ

た
こ

と
に

関
し

て
の

御
詮

議
に

つ
い

て
役

所
へ

の
伺

い
書

23
7

21
2

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
1
)

寺
往

来
手

形
天

保
７

年
申

年
２

月
大

濱
浦

圓
妙

寺
秀

圓
国

々
御

関
所

御
役

人
衆

中

男
１

人
　

千
蔵

　
讃

州
大

濱
浦

宗
門

の
儀

、
代

々
真

言
宗

円
妙

寺
旦

那
で

あ
り

ま
す

が
、

こ
の

度
四

国
巡

拝
し

ま
す

の
で

万
一

病
死

な
ど

し
ま

し
た

ら
宜

し
く

お
取

り
計

ら
い

く
だ

さ
い

23
8

21
3

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
2
)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
４

年
1
1
月

1
7
日

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

同
村

組
頭

　
新

五
郎

・
源

内
天

野
弥

市
兵

衛
様

御
役

所
当

村
正

栄
寺

の
僧

　
跡

継
ぎ

の
件

に
つ

い
て

の
口

上
の

覚

23
9

21
4

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
3
)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

御
注

進
申

上
ル

事
天

保
７

年
1
0
月

1
6
日

乙
金

村
組

頭
 作

次
・
源

六
同

村
庄

屋
　

忍
平

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

郡
御

役
所

当
村

抱
唐

山
荒

手
谷

と
申

す
所

で
死

者
有

り
と

い
う

届
　

所
持

品
の

書
上

と
通

古
賀

村
大

庄
屋

善
次

の
奥

書
あ

り

24
0

21
5

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
4
)

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
文

化
９

年
２

月
乙

金
村

□
□

　
大

庄
屋

　
貞

吉
下

大
利

村
大

庄
屋

　
佐

作
村

上
又

左
衛

門
様

御
役

所

新
堤

築
立

の
お

願
い

に
つ

い
て

の
口

上
の

覚
え

と
思

わ
れ

る
が

　
後

欠
の

た
め

詳
細

は
不

明
　

下
書

き
と

思
わ

れ
る

も
の

前
欠

の
も

の
２

紙
同

封

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
紙

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
５

枚
継

）

切
継

紙
（
６

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
紙

切
紙

切
紙

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
５

枚
継

）

19

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

24
1

21
6

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
5
)

御
笠

郡
乙

金
村

忠
助

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
享

和
３

年
８

月
乙

金
村

忠
助

村
上

清
内

様
御

役
所

糀
室

商
売

の
た

め
の

糀
室

壱
坪

御
免

の
願

い
　

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

と
組

頭
２

名
の

奥
書

あ
り

24
2

21
7

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
6
)

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
　

８
月

2
8
日

茂
太

夫
善

四
郎

殿
美

酒
一

瓶
戴

い
た

こ
と

へ
の

お
礼

と
席

田
村

金
隈

村
と

の
往

還
差

し
止

め
の

件
に

つ
い

て
の

相
談

及
び

策
略

24
3

21
8

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
7
)

席
田

郡
金

隈
村

庄
屋

組
頭

申
上

ル
口

上
之

覚
享

和
３

年
８

月
金

隈
村

庄
屋

儀
六

村
上

清
内

様
御

役
所

乙
金

村
・
金

隈
村

・
仲

村
な

ど
の

若
者

が
博

多
へ

行
っ

た
帰

り
に

悪
口

雑
言

い
た

し
た

の
で

今
後

こ
う

い
う

こ
と

が
な

い
よ

う
に

、
通

路
を

畑
詰

村
通

り
に

仰
付

け
下

さ
い

24
4

21
9

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
8
)

〔
石

井
樋

築
立

の
件

に
つ

い
て

の
口

上
之

覚
〕

文
政

５
年

４
月

乙
金

村
組

頭
 藤

七
・
□

七
同

村
庄

屋
　

善
蔵

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
石

井
樋

築
立

の
件

で
田

地
提

供
に

つ
い

て
の

協
議

報
告

の
よ

う
で

あ
る

が
破

損
の

た
め

詳
細

不
明

24
5

22
0

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

１
)

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

平
作

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

1
0
月

乙
金

村
百

姓
　

平
作

立
花

善
兵

衛
様

猟
に

つ
い

て
詮

議
を

受
け

た
平

作
の

口
上

の
覚

　
破

損
と

書
き

込
み

多
く

不
明

部
分

多
し

24
6

22
1

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

２
)

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

平
作

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
3
年

1
0
月

乙
金

村
百

姓
　

平
作

立
花

善
兵

衛
様

瓦
田

村
庄

屋
喜

四
郎

が
鉄

砲
猟

し
た

こ
と

に
関

す
る

口
上

の
覚

え
　

下
書

き
か

と
思

わ
れ

る

24
7

22
2

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

３
)

御
笠

郡
乙

金
村

与
吉

平
作

組
合

百
姓

中
御

評
議

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
3
年

1
0
月

平
作

与
吉

組
合

立
花

善
兵

衛
様

喜
四

郎
が

鉄
砲

筒
を

持
っ

て
い

た
事

に
つ

い
て

評
議

に
関

す
る

口
上

の
覚

24
8

22
3

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

４
）

御
笠

郡
乙

金
村

与
吉

平
作

両
人

組
合

中
御

評
議

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
4
年

1
1
月

乙
金

村
与

吉
組

合
　

桂
七

　
弥

吉
　

藤
六

平
作

組
合

　
惣

作
　

半
助

　
忠

作
魚

住
三

郎
八

様
瓦

田
村

庄
屋

喜
四

郎
が

鉄
砲

打
ち

の
件

に
つ

い
て

当
村

与
吉

と
平

作
よ

り
申

上
る

口
上

の
覚

24
9

22
4

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

１
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
瓦

田
村

庄
屋

喜
四

郎
が

鉄
砲

を
持

っ
て

い
た

事
に

つ
い

て
の

口
上

の
覚

　
下

書
き

か

25
0

22
5

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

２
）

諸
願

入
用

入
袋

文
化

９
年

申
２

月
年

月
日

と
表

題
の

み
　

中
味

な
し

25
1

22
6

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

３
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
1
0
年

正
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

次
吉

天
野

弥
一

左
衛

門
様

当
村

源
内

倅
が

内
記

様
へ

御
奉

公
の

願
い

控
山

口
村

大
庄

屋
の

奥
書

あ
り

　
破

損
大

25
2

22
7

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

４
）

与
吉

平
作

御
詮

議
書

類
天

保
1
3
年

1
0
月

書
類

入
れ

の
封

筒
か

包
紙

か
不

明
　

中
味

な
し

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
紙

切
継

紙
（
２

枚
継

）

封
筒

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
20
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

24
1

21
6

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
5
)

御
笠

郡
乙

金
村

忠
助

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
享

和
３

年
８

月
乙

金
村

忠
助

村
上

清
内

様
御

役
所

糀
室

商
売

の
た

め
の

糀
室

壱
坪

御
免

の
願

い
　

乙
金

村
庄

屋
善

四
郎

と
組

頭
２

名
の

奥
書

あ
り

24
2

21
7

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
6
)

〔
書

簡
〕

〔
江

戸
〕
　

８
月

2
8
日

茂
太

夫
善

四
郎

殿
美

酒
一

瓶
戴

い
た

こ
と

へ
の

お
礼

と
席

田
村

金
隈

村
と

の
往

還
差

し
止

め
の

件
に

つ
い

て
の

相
談

及
び

策
略

24
3

21
8

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
7
)

席
田

郡
金

隈
村

庄
屋

組
頭

申
上

ル
口

上
之

覚
享

和
３

年
８

月
金

隈
村

庄
屋

儀
六

村
上

清
内

様
御

役
所

乙
金

村
・
金

隈
村

・
仲

村
な

ど
の

若
者

が
博

多
へ

行
っ

た
帰

り
に

悪
口

雑
言

い
た

し
た

の
で

今
後

こ
う

い
う

こ
と

が
な

い
よ

う
に

、
通

路
を

畑
詰

村
通

り
に

仰
付

け
下

さ
い

24
4

21
9

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
8
)

〔
石

井
樋

築
立

の
件

に
つ

い
て

の
口

上
之

覚
〕

文
政

５
年

４
月

乙
金

村
組

頭
 藤

七
・
□

七
同

村
庄

屋
　

善
蔵

那
珂

・
席

田
・
夜

須
・
御

笠
御

免
方

御
役

所
石

井
樋

築
立

の
件

で
田

地
提

供
に

つ
い

て
の

協
議

報
告

の
よ

う
で

あ
る

が
破

損
の

た
め

詳
細

不
明

24
5

22
0

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

１
)

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

平
作

御
詮

議
ニ

付
乍

恐
申

上
ル

口
上

之
覚

天
保

1
3
年

1
0
月

乙
金

村
百

姓
　

平
作

立
花

善
兵

衛
様

猟
に

つ
い

て
詮

議
を

受
け

た
平

作
の

口
上

の
覚

　
破

損
と

書
き

込
み

多
く

不
明

部
分

多
し

24
6

22
1

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

２
)

御
笠

郡
乙

金
村

百
姓

平
作

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
3
年

1
0
月

乙
金

村
百

姓
　

平
作

立
花

善
兵

衛
様

瓦
田

村
庄

屋
喜

四
郎

が
鉄

砲
猟

し
た

こ
と

に
関

す
る

口
上

の
覚

え
　

下
書

き
か

と
思

わ
れ

る

24
7

22
2

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

３
)

御
笠

郡
乙

金
村

与
吉

平
作

組
合

百
姓

中
御

評
議

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
3
年

1
0
月

平
作

与
吉

組
合

立
花

善
兵

衛
様

喜
四

郎
が

鉄
砲

筒
を

持
っ

て
い

た
事

に
つ

い
て

評
議

に
関

す
る

口
上

の
覚

24
8

22
3

（
Ｃ

1
0
6
‐
1
9
‐

４
）

御
笠

郡
乙

金
村

与
吉

平
作

両
人

組
合

中
御

評
議

ニ
付

乍
恐

申
上

ル
口

上
之

覚
天

保
1
4
年

1
1
月

乙
金

村
与

吉
組

合
　

桂
七

　
弥

吉
　

藤
六

平
作

組
合

　
惣

作
　

半
助

　
忠

作
魚

住
三

郎
八

様
瓦

田
村

庄
屋

喜
四

郎
が

鉄
砲

打
ち

の
件

に
つ

い
て

当
村

与
吉

と
平

作
よ

り
申

上
る

口
上

の
覚

24
9

22
4

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

１
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
瓦

田
村

庄
屋

喜
四

郎
が

鉄
砲

を
持

っ
て

い
た

事
に

つ
い

て
の

口
上

の
覚

　
下

書
き

か

25
0

22
5

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

２
）

諸
願

入
用

入
袋

文
化

９
年

申
２

月
年

月
日

と
表

題
の

み
　

中
味

な
し

25
1

22
6

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

３
）

御
笠

郡
乙

金
村

庄
屋

組
頭

乍
恐

御
願

申
上

ル
口

上
之

覚
寛

政
1
0
年

正
月

乙
金

村
庄

屋
　

善
四

郎
同

村
組

頭
　

次
吉

天
野

弥
一

左
衛

門
様

当
村

源
内

倅
が

内
記

様
へ

御
奉

公
の

願
い

控
山

口
村

大
庄

屋
の

奥
書

あ
り

　
破

損
大

25
2

22
7

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
0
‐

４
）

与
吉

平
作

御
詮

議
書

類
天

保
1
3
年

1
0
月

書
類

入
れ

の
封

筒
か

包
紙

か
不

明
　

中
味

な
し

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
紙

切
継

紙
（
２

枚
継

）

封
筒

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
４

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

切
継

紙
（
２

枚
継

）

切
継

紙
（
３

枚
継

）

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
20

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №241～252
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

26
6

24
1

（
Ｇ

６
）

〔
正

栄
寺

過
去

帳
當

村
分

写
〕

弘
化

３
丙

午
閏

５
月

中
旬

正
栄

寺
過

去
帳

よ
り

当
村

分
を

写
し

た
も

の
　

寛
文

1
1
年

辛
亥

よ
り

文
政

元
年

戊
寅

ま
で

の
1
4
7
年

間
の

も
の

26
7

24
2

（
Ｇ

７
）

〔
御

觸
状

写
集

〕
文

化
２

丑
８

月
２

日
よ

り
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

　
他

村
上

清
内

様
御

役
所

「
横

死
の

者
に

対
す

る
取

扱
い

の
達

」
　

そ
の

他
触

状
の

写
し

集

26
8

24
3

（
Ｇ

８
）

〔
書

道
作

品
集

〕
不

詳
不

詳
書

道
作

品
を

横
に

並
べ

裏
打

ち
し

巻
物

風
に

ま
と

め
た

も
の

26
9

24
4

（
Ｇ

1
7
）

〔
学

務
委

員
任

命
書

・
村

会
議

員
当

選
証

・
感

謝
状

〕
明

治
1
6
年

７
月

５
日

～
明

治
4
4
年

９
月

2
0
日

那
珂

・
御

笠
・
席

田
郡

役
所

　
他

髙
原

善
蔵

　
髙

原
達

太
郎

御
笠

郡
第

一
学

区
学

務
委

員
任

命
書

・
大

野
村

村
会

議
員

当
選

証
・
寄

贈
に

対
す

る
感

謝
状

・
な

ど
多

数
　

裏
打

ち
し

て
巻

物
に

し
て

あ
る

27
0

24
5

（
Ｇ

1
9
）

〔
申

渡
　

他
〕

〔
江

戸
時

代
〕

権
九

郎
　

岸
原

七
太

夫
肥

塚
次

郎
右

衛
門

　
他

乙
金

村
庄

屋
 善

一
郎

忍
平

永
納

銀
5
0
0
目

を
差

出
志

を
立

て
た

事
は

奇
特

で
あ

る
　

と
脇

差
を

帯
び

る
事

を
許

さ
れ

た
賞

状
を

始
め

2
0
点

の
褒

状
を

貼
り

合
わ

せ
て

巻
物

に
し

た
も

の

27
1

24
6

（
1
9
）

〔
肖

像
画

〕
大

正
６

年
尚

美
堂

画
店

明
治

天
皇

の
大

喪
の

礼
の

後
殉

死
し

た
乃

木
大

将
夫

妻
の

絵
姿

　
「
忠

勇
義

烈
噫

乃
木

将
軍

夫
妻

」
と

題
さ

れ
て

い
る

切
紙

巻
物

巻
物

巻
物

竪
帳

竪
帳

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
22

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分

№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

25
3

22
8

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
1
）

〔
断

簡
四

紙
〕

享
和

３
年

　
　

寛
政

９
年

天
明

４
年

1
2
月

〔
受

人
　

乙
金

村
喜

作
〕

〔
借

主
　

仲
村

善
作

〕
〔
乙

金
村

和
作

殿
〕

断
簡

３
枚

と
そ

の
う

ち
の

１
枚

が
入

れ
ら

れ
て

い
た

袋
１

枚
　

断
簡

に
書

か
れ

て
い

る
内

容
は

不
詳

25
4

22
9

（
Ｃ

1
0
6
‐
2
2
）

〔
名

前
の

列
記

〕
〔
江

戸
〕
　

1
1
月

７
日

組
頭

　
作

次
乙

金
村

　
与

吉
・
平

作
　

組
合

惣
代

　
惣

作
・
忠

作
・
半

助
・
権

七
・
弥

吉
・
藤

六
　

同
村

組
頭

　
作

次

25
5

23
0

（
Ｃ

1
3
0
）

筑
前

國
御

笠
郡

乙
金

村
溜

井
并

新
溝

敷
潰

地
反

別
税

額
取

調
帳

　
控

明
治

1
1
年

1
0
月

第
八

大
區

　
壱

小
區

「
乙

金
村

字
通

谷
新

溜
井

築
願

書
類

入
」
の

中
に

筑
前

の
国

御
笠

郡
乙

金
村

溜
井
幷

新
溝

敷
潰

地
反

別
税

額
取

調
帳

と
新

溝
敷

潰
地

の
２

通
が

入
っ

て
い

る
　

図
面

も
あ

る

25
6

23
1

（
Ｄ

２
）

〔
短

冊
〕

〔
明

治
〕

善
造

「
冬

懐
旧

」
と

い
う

題
名

の
和

歌
１

首
　

「
こ

の
世

に
は

い
ま

は
な

ぎ
さ

の
友

ち
ど

り
わ

れ
の

み
ひ

と
り

し
の

び
ね

に
な

く
」

25
7

23
2

（
Ｄ

３
）

〔
無

尽
期

〕
明

治
癸

未
首

夏
下

浣
六

十
五

叟
無

物
庵

　
梅

村
撰

俳
句

会
の

記
録

か
　

梅
村

の
6
5
歳

を
祝

う
句

会
と

考
え

ら
れ

る
が

、
前

欠
の

た
め

詳
細

不
明

25
8

23
3

（
Ｄ

９
）

老
松

神
社

奉
納

折
句

集
明

治
1
6
年

未
□

月
中

旬
茂

竹
園

瓢
箪

老
松

神
社

1
2
0
句

の
俳

句
が

収
め

ら
れ

て
い

る
　

裏
面

に
高

原
善

造
の

サ
イ

ン
が

あ
る

25
9

23
4

（
Ｄ

1
0
）

〔
墨

書
〕

小
貮

小
貮

書
の

漢
文

　
前

欠
・
後

欠
　

６
紙

継
の

横
書

き

26
0

23
5

（
Ｄ

1
1
）

〔
墨

書
〕

不
詳

漢
文

を
墨

書
し

た
も

の
８

紙
　

襖
か

屏
風

を
剥

が
し

た
も

の
か

と
思

わ
れ

る

26
1

23
6

（
Ｇ

１
）

〔
大

野
会

和
歌

集
〕

〔
明

治
～

大
正

〕
善

造
　

謙
次

郎
　

他
大

野
会

第
1
6
回

の
歌

集
　

大
野

会
和

歌
兼

題
（
初

秋
・
笛

）
吉

田
一

畝
・
茂

世
 撰

　
7
7
首

あ
り

26
2

23
7

（
Ｇ

２
）

〔
玉

緒
会

 兼
題

出
詠

皆
勤

賞
〕
明

治
3
7
年

１
月

1
7
日

～
大

正
２

年
１

月
1
9
日

玉
緒

会
髙

原
善

造
玉

緒
会

の
兼

題
・
出

詠
・
皆

勤
の

賞
状

な
ど

９
枚

を
貼

付
し

た
巻

物

26
3

23
8

（
Ｇ

３
）

〔
戸

長
拝

命
〕

明
治

９
年

～
明

治
1
6
年

福
岡

県
髙

原
善

造
「
戸

長
」
「
副

戸
長

」
を

命
ず

る
辞

令
９

紙
　

裏
打

・
巻

物
仕

立

26
4

23
9

（
Ｇ

４
）

〔
玉

緒
会

歌
集

〕
明

治
4
1
年

９
月

1
3
日

他
善

造
　

謙
次

郎
　

他
玉

緒
会

の
和

歌
を

巻
物

に
仕

立
て

た
も

の
　

和
歌

1
4
7
首

26
5

24
0

（
Ｇ

５
）

〔
申

渡
・
寸

志
差

出
〕

文
政

７
年

申
２

月
申

渡
1
3
通

・
寸

志
指

出
・
窮

民
救

済
に

関
す

る
褒

状
４

通
・
若

殿
様

初
入

の
寸

志
差

上
２

通
な

ど
総

計
3
0
点

を
巻

物
に

仕
立

て
た

も
の

切
継

紙
（
９

枚
継

）

切
継

紙
（
８

枚
継

）

切
継

紙
（
６

枚
継

）

短
冊

切
紙

８
紙

断
簡

横
折

竪
帳

巻
物

巻
物

巻
物

巻
物

巻
物

21

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №253～265
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№
史

料
番

号
表

　
　

　
　

題
年

　
月

　
日

作
成

・
発

給
　

宛
　

所
内

　
　

　
　

　
　

　
　

　
容

形
　

　
態

26
6

24
1

（
Ｇ

６
）

〔
正

栄
寺

過
去

帳
當

村
分

写
〕

弘
化

３
丙

午
閏

５
月

中
旬

正
栄

寺
過

去
帳

よ
り

当
村

分
を

写
し

た
も

の
　

寛
文

1
1
年

辛
亥

よ
り

文
政

元
年

戊
寅

ま
で

の
1
4
7
年

間
の

も
の

26
7

24
2

（
Ｇ

７
）

〔
御

觸
状

写
集

〕
文

化
２

丑
８

月
２

日
よ

り
乙

金
村

庄
屋

　
善

四
郎

　
他

村
上

清
内

様
御

役
所

「
横

死
の

者
に

対
す

る
取

扱
い

の
達

」
　

そ
の

他
触

状
の

写
し

集

26
8

24
3

（
Ｇ

８
）

〔
書

道
作

品
集

〕
不

詳
不

詳
書

道
作

品
を

横
に

並
べ

裏
打

ち
し

巻
物

風
に

ま
と

め
た

も
の

26
9

24
4

（
Ｇ

1
7
）

〔
学

務
委

員
任

命
書

・
村

会
議

員
当

選
証

・
感

謝
状

〕
明

治
1
6
年

７
月

５
日

～
明

治
4
4
年

９
月

2
0
日

那
珂

・
御

笠
・
席

田
郡

役
所

　
他

髙
原

善
蔵

　
髙

原
達

太
郎

御
笠

郡
第

一
学

区
学

務
委

員
任

命
書

・
大

野
村

村
会

議
員

当
選

証
・
寄

贈
に

対
す

る
感

謝
状

・
な

ど
多

数
　

裏
打

ち
し

て
巻

物
に

し
て

あ
る

27
0

24
5

（
Ｇ

1
9
）

〔
申

渡
　

他
〕

〔
江

戸
時

代
〕

権
九

郎
　

岸
原

七
太

夫
肥

塚
次

郎
右

衛
門

　
他

乙
金

村
庄

屋
 善

一
郎

忍
平

永
納

銀
5
0
0
目

を
差

出
志

を
立

て
た

事
は

奇
特

で
あ

る
　

と
脇

差
を

帯
び

る
事

を
許

さ
れ

た
賞

状
を

始
め

2
0
点

の
褒

状
を

貼
り

合
わ

せ
て

巻
物

に
し

た
も

の

27
1

24
6

（
1
9
）

〔
肖

像
画

〕
大

正
６

年
尚

美
堂

画
店

明
治

天
皇

の
大

喪
の

礼
の

後
殉

死
し

た
乃

木
大

将
夫

妻
の

絵
姿

　
「
忠

勇
義

烈
噫

乃
木

将
軍

夫
妻

」
と

題
さ

れ
て

い
る

切
紙

巻
物

巻
物

巻
物

竪
帳

竪
帳

大
野

城
市

の
古

文
書

を
読

む
会

調
査

分
22

大野城市の古文書を読む会２次調査分 №266～271
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髙原（康）家書誌目録





№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

１
31

4
印

刷
本

標
記

増
補

　
　

十
八

史
略

７
冊

十
八

史
略

を
摘

録
し

て
初

学
者

の
読

本
と

し
た

書
明

治
2
2
年

1
0
月

再
校

　
岩

垣
東

園
発

行
　

出
雲

寺
文

次
郎

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

２
31

5
印

刷
本

弘
道

館
記

述
義

　
（
上

・
下

）
２

冊
水

戸
藩

の
建

学
精

神
の

書
江

戸
時

代
藤

田
東

湖
  

著
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

３
31

6
印

刷
本

國
史

略
５

冊
神

代
か

ら
後

陽
成

天
皇

ま
で

の
漢

文
に

よ
る

歴
史

書
文

政
1
0
年

夏
５

月
皇

都
　

五
車

樓
 梓

　
　

　
京

都
　

菱
屋

孫
兵

衛
江

戸
　

須
原

屋
伊

八
　

　
　

大
坂

　
塩

屋
喜

助
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

４
31

7
印

刷
本

駿
台

雑
話

５
冊

室
鳩

巣
著

　
見

聞
に

こ
と

よ
せ

て
道

義
と

学
問

を
説

い
た

も
の

享
保

・
寛

延
時

代
鳩

巣
し

る
す

東
都

書
肆

　
崇

文
堂

日
本

橋
南

三
丁

目
　

前
川

六
左

衛
門

水
濡

れ
に

よ
り

開
扉

不
能

　
全

５
冊

の
内

４
冊

は
く

っ
つ

い
て

い
る

５
31

8
印

刷
本

唐
詩

選
解

　
（
上

・
中

・
下

）
３

冊
漢

詩
に

つ
い

て
の

解
説

書
天

明
・
寛

政
時

代
日

本
橋

　
小

林
新

兵
衛

 梓
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

６
31

9
印

刷
本

詩
經

　
（
上

・
下

）
２

冊
中

国
最

古
の

詩
集

〔
江

戸
時

代
〕

孔
子

の
編

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

７
32

0
印

刷
本

織
田

信
長

譜
　

全
１

冊
織

田
信

長
の

系
譜

明
暦

４
年

５
月

吉
日

荒
川

四
郎

左
衛

門
　

板
行

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

８
32

1
印

刷
本

豊
臣

秀
吉

譜
　

（
上

・
中

・
下

）
３

冊
豊

臣
秀

吉
の

一
代

記
寛

永
・
明

暦
時

代
羅

山
子

道
春

函
三

子
守

勝
荒

川
四

郎
左

衛
門

　
梓

行
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

９
32

2
印

刷
本

京
都

将
軍

家
譜

　
（
上

・
下

）
２

冊
足

利
尊

氏
よ

り
義

昭
ま

で
の

系
譜

明
暦

４
年

初
春

羅
山

子
道

春
向

陽
軒

春
斎

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

10
32

3
印

刷
本

鎌
倉

将
軍

家
譜

　
全

１
冊

鎌
倉

将
軍

執
権

の
歴

史
寛

永
1
8
年

８
月

道
春

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

11
32

4
手

写
本

海
國

兵
談

４
冊

ロ
シ

ア
の

南
下

に
対

し
て

海
国

と
し

て
の

軍
備

に
つ

い
て

の
考

え
方

を
著

し
た

も
の

天
明

６
年

夏
仙

台
　

工
藤

球
卿

 撰
林

子
平

　
自

序
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

12
32

5
印

刷
本

草
字

彙
６

冊
草

書
体

の
字

を
集

め
た

も
の

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

破
損

甚
大

で
３

冊
ず

つ
袋

入
り

13
32

6
印

刷
本

易
經

集
註

1
1
冊

易
学

の
注

釈
本

寛
文

４
年

９
月

野
田

庄
右

衛
門

　
開

板
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

14
32

7
印

刷
本

補
義

荘
子

因
　

（
１

巻
～

６
巻

）
６

冊
荘

周
著

の
思

想
書

寛
政

９
年

春
平

安
書

肆
　

風
月

庄
左

衛
門

大
坂

書
林

　
泉

本
八

兵
衛

尾
州

書
房

　
風

月
孫

助
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

1
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

15
32

8
印

刷
本

運
気

論
　

（
上

・
中

・
下

）
２

冊
開

運
・
方

位
学

な
ど

寛
文

１
１

年
５

月
二

条
鶴

谷
町

　
田

原
仁

左
衛

門
　

ほ
か

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

16
32

9
印

刷
本

標
注

令
義

解
校

本
　

（
１

～
６

）
６

冊
古

代
よ

り
の

官
職

に
つ

い
て

の
解

説
元

治
紀

元
甲

子
春

日
本

橋
　

須
原

屋
茂

兵
衛

同
　

　
　

　
山

代
屋

佐
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

17
33

0
印

刷
本

古
易

断
　

（
１

～
1
0
）

1
0
冊

新
井

白
蛾

の
著

で
占

術
の

書
安

永
５

年
３

月
京

二
条

通
　

 野
田

藤
八

同
　

　
　

　
　

　
武

邨
喜

兵
衛

高
麗

橋
　

　
　

浅
埜

弥
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

18
33

1
印

刷
本

筑
前

國
續

風
土

記
５

冊
博

多
・
宗

像
・
古

戦
場

・
糟

屋
郡

な
ど

の
記

述
〔
江

戸
時

代
〕

〔
貝

原
益

軒
　

編
〕

〔
竹

田
定

直
　

校
訂

〕
破

損
甚

大
開

扉
不

能
の

た
め

詳
細

不
明

19
33

2
印

刷
本

二
十

七
松

堂
文

集
　

（
１

～
1
0
）

1
0
冊

中
国

の
文

集
文

久
２

年
仲

秋
山

田
次

郎
八

　
校

點
書

林
　

　
京

三
条

升
屋

丁
出

雲
寺

文
次

郎
ほ

か
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

20
33

3
印

刷
本

保
元

物
語

　
（
巻

１
～

巻
３

）
３

冊
保

元
の

乱
の

顚
末

を
画

い
た

軍
記

物
語

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

21
33

4
印

刷
本

平
治

物
語

　
（
第

１
～

第
３

）
３

冊
平

治
の

乱
の

顚
末

を
画

い
た

軍
記

物
語

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

22
33

5
印

刷
本

校
訂

　
日

本
外

史
　

（
巻

１
～

巻
2
2
）

1
2
冊

源
平

か
ら

徳
川

氏
に

至
る

武
家

の
興

亡
を

各
家

別
に

記
し

た
も

の
明

治
８

年
1
0
月

出
版

人
　

従
五

位
松

平
直

方
　

蔵
版

安
芸

　
　

　
頼

久
太

郎
　

著
川

越
　

　
　

保
岡

元
吉

　
校

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

23
33

6
印

刷
本

和
事

始
　

（
巻

１
～

巻
６

・
付

）
７

冊
日

本
の

事
始

め
に

つ
い

て
記

し
た

も
の

元
禄

1
0
年

４
月

松
下

見
林

橘
　

諸
生

 序
倭

漢
事

始
序

　
貝

原
篤

信
 書

大
和

事
始

凡
例

 筑
州

福
岡

貝
原

好
古

 識
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

24
33

7
印

刷
本

中
華

事
始

　
（
巻

１
～

巻
６

）
６

冊

中
華

に
お

け
る

物
事

の
始

ま
り

を
集

め
「
か

な
」
で

書
い

た
も

の
「
動

植
物

」
「
佛

家
門

」
「
天

地
門

」
そ

の
他

元
禄

1
0
年

夏
５

月

平
安

城
書

林
　

長
尾

平
兵

衛
同

　
　

水
谷

小
兵

衛
同

　
　

上
島

瀬
平

同
　

　
大

井
七

郎
兵

衛
大

和
事

始
凡

例

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

25
33

8
印

刷
本

木
曽

路
名

所
圖

會
　

（
１

・
２

・
４

・
６

・
７

）
大

和
名

所
圖

會
　

（
巻

６
）

６
冊

名
所

・
古

跡
・
神

社
・
仏

閣
・
そ

の
他

の
由

来
や

物
産

な
ど

を
記

し
風

景
画

を
描

き
添

え
た

地
誌

文
化

２
年

３
月

大
坂

書
林

　
　

和
泉

屋
源

七
　

他
４

名
京

都
書

林
　

　
小

川
多

左
衛

門
　

他
６

名
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

26
33

9
印

刷
本

讀
史

贅
議

　
（
乾

・
坤

）
２

冊
歴

史
上

の
人

物
に

つ
い

て
書

い
た

も
の

癸
丑

新
鐫

齋
藤

竹
堂

　
著

　
古

香
書

蔵
　

版
三

都
書

林
　

出
雲

寺
文

次
郎

　
他

1
4
名

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

27
34

0
印

刷
本

易
學

類
篇

　
（
巻

上
・
巻

中
・
巻

下
）

３
冊

易
学

の
書

明
和

年
間

新
井

白
蛾

　
著

浪
華

書
林

　
　

　
　

鈴
木

七
右

衛
門

松
平

平
四

郎
　

　
　

浅
野

弥
兵

衛

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

題
箋

破
損

（
上

・
下

）

28
34

1
手

写
本

戸
次

軍
談

　
（
２

・
３

・
５

～
1
2
）

1
0
冊

軍
記

物
享

保
３

年
～

４
年

髙
原

善
七

 之
写

大
坂

呉
服

町
淀

屋
橋

筋
　

深
江

屋
太

郎
兵

衛
京

富
小

路
通

竹
屋

町
角

　
教

来
寺

彌
兵

衛
髙

原
美

信
・
乙

善
の

蔵
書

印
あ

り

29
34

2
印

刷
本

諸
國

奇
談

東
遊

記
後

編
　

（
１

～
３

）
５

冊
諸

国
遍

歴
の

記
録

寛
政

９
年

橘
南

谿
　

著
長

肆
　

　
 勝

村
治

右
衛

門
同

　
　

　
　

梶
川

七
良

兵
衛

同
　

　
　

　
吉

田
善

造

絵
入

り
　

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

30
34

3
印

刷
本

國
新

板
義

経
記

　
（
１

～
８

）
８

冊
源

義
経

物
語

寛
文

1
0
年

吉
野

屋
惣

兵
衛

　
板

絵
入

り
物

語
　

題
箋

破
損

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

31
34

4
印

刷
本

庭
訓

往
来

抄
　

（
巻

上
・
巻

中
・
巻

下
）

３
冊

書
簡

文
範

例
の

注
釈

書
〔
江

戸
時

代
〕

柳
枝

軒
 蔵

版
髙

原
善

造
・
美

信
の

蔵
書

印
あ

り
題

箋
破

損

32
34

5
印

刷
本

新
刻

改
正

　
孟

子
　

後
藤

點
（
１

～
４

）
４

冊
孟

子
の

言
行

録
明

治
1
4
年

原
板

　
佐

土
原

学
習

館
出

版
人

　
本

城
小

兵
衛

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

33
34

6
印

刷
本

新
刻

改
正

　
論

語
　

後
藤

點
（
１

～
４

）
４

冊
孔

子
の

言
行

録
〔
明

治
1
5
年

〕
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り
巻

末
に

「
明

治
１

５
年

１
２

月
高

原
達

太
郎

」
と

あ
る

34
34

7
印

刷
本

新
刻

改
正

　
大

學
　

後
藤

點
（
全

）
１

冊
儒

教
の

経
書

明
治

1
4
年

佐
土

原
藩

 蔵
版

後
藤

柴
山

先
生

定
點

と
あ

る

35
34

8
印

刷
本

新
刻

改
正

　
中

庸
　

後
藤

點
（
全

）
２

冊
儒

教
の

解
説

書
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

36
34

9
印

刷
本

書
經

　
再

刻
　

後
藤

點
　

（
天

・
地

）
２

冊
中

国
最

古
の

経
典

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

37
35

0
印

刷
本

論
語

徴
　

（
甲

・
丙

～
癸

）
９

冊
論

語
の

注
釈

書
天

文
５

年
武

江
書

林
　

松
本

新
六

　
梓

行
物

茂
卿

著
　

　
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

38
35

1
印

刷
本

栗
山

文
集

５
冊

漢
文

集
〔
江

戸
後

期
〕

〔
作

者
　

柴
野

栗
山

〕
破

損
甚

大
開

扉
不

能
の

た
め

詳
細

不
明

39
35

2
印

刷
本

續
文

章
規

範
評

林
２

冊
文

集
明

治
９

年
藍

田
東

亀
年

 補
訂

　
　

男
惟

和
 参

校
出

版
人

　
　

高
橋

種
香

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

40
35

3
印

刷
本

古
易

断
外

篇
　

上
彖

傳
・
下

彖
傳

　
（
１

～
６

）
６

冊
運

勢
・
吉

凶
の

判
断

文
政

４
年

大
坂

書
肆

　
　

井
狩

佐
吉

同
　

　
　

　
　

　
　

浅
野

弥
兵

衛
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

3

- 141 -- 140 -



№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

15
32

8
印

刷
本

運
気

論
　

（
上

・
中

・
下

）
２

冊
開

運
・
方

位
学

な
ど

寛
文

１
１

年
５

月
二

条
鶴

谷
町

　
田

原
仁

左
衛

門
　

ほ
か

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

16
32

9
印

刷
本

標
注

令
義

解
校

本
　

（
１

～
６

）
６

冊
古

代
よ

り
の

官
職

に
つ

い
て

の
解

説
元

治
紀

元
甲

子
春

日
本

橋
　

須
原

屋
茂

兵
衛

同
　

　
　

　
山

代
屋

佐
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

17
33

0
印

刷
本

古
易

断
　

（
１

～
1
0
）

1
0
冊

新
井

白
蛾

の
著

で
占

術
の

書
安

永
５

年
３

月
京

二
条

通
　

 野
田

藤
八

同
　

　
　

　
　

　
武

邨
喜

兵
衛

高
麗

橋
　

　
　

浅
埜

弥
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

18
33

1
印

刷
本

筑
前

國
續

風
土

記
５

冊
博

多
・
宗

像
・
古

戦
場

・
糟

屋
郡

な
ど

の
記

述
〔
江

戸
時

代
〕

〔
貝

原
益

軒
　

編
〕

〔
竹

田
定

直
　

校
訂

〕
破

損
甚

大
開

扉
不

能
の

た
め

詳
細

不
明

19
33

2
印

刷
本

二
十

七
松

堂
文

集
　

（
１

～
1
0
）

1
0
冊

中
国

の
文

集
文

久
２

年
仲

秋
山

田
次

郎
八

　
校

點
書

林
　

　
京

三
条

升
屋

丁
出

雲
寺

文
次

郎
ほ

か
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

20
33

3
印

刷
本

保
元

物
語

　
（
巻

１
～

巻
３

）
３

冊
保

元
の

乱
の

顚
末

を
画

い
た

軍
記

物
語

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

21
33

4
印

刷
本

平
治

物
語

　
（
第

１
～

第
３

）
３

冊
平

治
の

乱
の

顚
末

を
画

い
た

軍
記

物
語

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

22
33

5
印

刷
本

校
訂

　
日

本
外

史
　

（
巻

１
～

巻
2
2
）

1
2
冊

源
平

か
ら

徳
川

氏
に

至
る

武
家

の
興

亡
を

各
家

別
に

記
し

た
も

の
明

治
８

年
1
0
月

出
版

人
　

従
五

位
松

平
直

方
　

蔵
版

安
芸

　
　

　
頼

久
太

郎
　

著
川

越
　

　
　

保
岡

元
吉

　
校

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

23
33

6
印

刷
本

和
事

始
　

（
巻

１
～

巻
６

・
付

）
７

冊
日

本
の

事
始

め
に

つ
い

て
記

し
た

も
の

元
禄

1
0
年

４
月

松
下

見
林

橘
　

諸
生

 序
倭

漢
事

始
序

　
貝

原
篤

信
 書

大
和

事
始

凡
例

 筑
州

福
岡

貝
原

好
古

 識
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

24
33

7
印

刷
本

中
華

事
始

　
（
巻

１
～

巻
６

）
６

冊

中
華

に
お

け
る

物
事

の
始

ま
り

を
集

め
「
か

な
」
で

書
い

た
も

の
「
動

植
物

」
「
佛

家
門

」
「
天

地
門

」
そ

の
他

元
禄

1
0
年

夏
５

月

平
安

城
書

林
　

長
尾

平
兵

衛
同

　
　

水
谷

小
兵

衛
同

　
　

上
島

瀬
平

同
　

　
大

井
七

郎
兵

衛
大

和
事

始
凡

例

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

25
33

8
印

刷
本

木
曽

路
名

所
圖

會
　

（
１

・
２

・
４

・
６

・
７

）
大

和
名

所
圖

會
　

（
巻

６
）

６
冊

名
所

・
古

跡
・
神

社
・
仏

閣
・
そ

の
他

の
由

来
や

物
産

な
ど

を
記

し
風

景
画

を
描

き
添

え
た

地
誌

文
化

２
年

３
月

大
坂

書
林

　
　

和
泉

屋
源

七
　

他
４

名
京

都
書

林
　

　
小

川
多

左
衛

門
　

他
６

名
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

26
33

9
印

刷
本

讀
史

贅
議

　
（
乾

・
坤

）
２

冊
歴

史
上

の
人

物
に

つ
い

て
書

い
た

も
の

癸
丑

新
鐫

齋
藤

竹
堂

　
著

　
古

香
書

蔵
　

版
三

都
書

林
　

出
雲

寺
文

次
郎

　
他

1
4
名

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

27
34

0
印

刷
本

易
學

類
篇

　
（
巻

上
・
巻

中
・
巻

下
）

３
冊

易
学

の
書

明
和

年
間

新
井

白
蛾

　
著

浪
華

書
林

　
　

　
　

鈴
木

七
右

衛
門

松
平

平
四

郎
　

　
　

浅
野

弥
兵

衛

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

題
箋

破
損

（
上

・
下

）

28
34

1
手

写
本

戸
次

軍
談

　
（
２

・
３

・
５

～
1
2
）

1
0
冊

軍
記

物
享

保
３

年
～

４
年

髙
原

善
七

 之
写

大
坂

呉
服

町
淀

屋
橋

筋
　

深
江

屋
太

郎
兵

衛
京

富
小

路
通

竹
屋

町
角

　
教

来
寺

彌
兵

衛
髙

原
美

信
・
乙

善
の

蔵
書

印
あ

り

29
34

2
印

刷
本

諸
國

奇
談

東
遊

記
後

編
　

（
１

～
３

）
５

冊
諸

国
遍

歴
の

記
録

寛
政

９
年

橘
南

谿
　

著
長

肆
　

　
 勝

村
治

右
衛

門
同

　
　

　
　

梶
川

七
良

兵
衛

同
　

　
　

　
吉

田
善

造

絵
入

り
　

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

30
34

3
印

刷
本

國
新

板
義

経
記

　
（
１

～
８

）
８

冊
源

義
経

物
語

寛
文

1
0
年

吉
野

屋
惣

兵
衛

　
板

絵
入

り
物

語
　

題
箋

破
損

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

31
34

4
印

刷
本

庭
訓

往
来

抄
　

（
巻

上
・
巻

中
・
巻

下
）

３
冊

書
簡

文
範

例
の

注
釈

書
〔
江

戸
時

代
〕

柳
枝

軒
 蔵

版
髙

原
善

造
・
美

信
の

蔵
書

印
あ

り
題

箋
破

損

32
34

5
印

刷
本

新
刻

改
正

　
孟

子
　

後
藤

點
（
１

～
４

）
４

冊
孟

子
の

言
行

録
明

治
1
4
年

原
板

　
佐

土
原

学
習

館
出

版
人

　
本

城
小

兵
衛

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

33
34

6
印

刷
本

新
刻

改
正

　
論

語
　

後
藤

點
（
１

～
４

）
４

冊
孔

子
の

言
行

録
〔
明

治
1
5
年

〕
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り
巻

末
に

「
明

治
１

５
年

１
２

月
高

原
達

太
郎

」
と

あ
る

34
34

7
印

刷
本

新
刻

改
正

　
大

學
　

後
藤

點
（
全

）
１

冊
儒

教
の

経
書

明
治

1
4
年

佐
土

原
藩

 蔵
版

後
藤

柴
山

先
生

定
點

と
あ

る

35
34

8
印

刷
本

新
刻

改
正

　
中

庸
　

後
藤

點
（
全

）
２

冊
儒

教
の

解
説

書
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

36
34

9
印

刷
本

書
經

　
再

刻
　

後
藤

點
　

（
天

・
地

）
２

冊
中

国
最

古
の

経
典

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

37
35

0
印

刷
本

論
語

徴
　

（
甲

・
丙

～
癸

）
９

冊
論

語
の

注
釈

書
天

文
５

年
武

江
書

林
　

松
本

新
六

　
梓

行
物

茂
卿

著
　

　
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

38
35

1
印

刷
本

栗
山

文
集

５
冊

漢
文

集
〔
江

戸
後

期
〕

〔
作

者
　

柴
野

栗
山

〕
破

損
甚

大
開

扉
不

能
の

た
め

詳
細

不
明

39
35

2
印

刷
本

續
文

章
規

範
評

林
２

冊
文

集
明

治
９

年
藍

田
東

亀
年

 補
訂

　
　

男
惟

和
 参

校
出

版
人

　
　

高
橋

種
香

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

40
35

3
印

刷
本

古
易

断
外

篇
　

上
彖

傳
・
下

彖
傳

　
（
１

～
６

）
６

冊
運

勢
・
吉

凶
の

判
断

文
政

４
年

大
坂

書
肆

　
　

井
狩

佐
吉

同
　

　
　

　
　

　
　

浅
野

弥
兵

衛
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

3
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

41
35

4
印

刷
本

翻
刻

左
繡

　
（
貫

名
苞

校
訂

増
加

左
繡

）
1
6
冊

春
秋

左
氏

伝
の

注
解

書
嘉

永
～

安
政

須
静

堂
課

本
三

都
書

肆
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

42
35

5
印

刷
本

大
和

名
所

圖
会

　
添

上
郡

　
（
巻

之
一

・
巻

之
二

）
２

冊
名

所
・
旧

跡
・
景

勝
地

の
由

緒
来

歴
な

ど
〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

絵
入

り

43
35

6
印

刷
本

孟
子

　
（
巻

７
～

巻
1
4
）

２
冊

孟
子

の
言

行
録

正
徳

元
年

京
三

条
通

嶌
　

辻
勘

重
郎

 開
版

44
35

7
印

刷
本

日
本

文
鈔

　
（
上

・
中

・
下

）
３

冊
寛

文
の

注
釈

書
享

和
元

年
五

雲
源

先
生

 編
輯

皇
都

書
林

　
菱

屋
孫

兵
衛

　
野

田
藤

八
　

　
林

権
兵

衛
　

林
伊

兵
衛

髙
原

善
造

・
済

勝
館

山
内

の
蔵

書
印

あ
り

45
35

8
印

刷
本

征
韓

偉
略

　
（
１

～
５

）
５

冊
秀

吉
の

朝
鮮

の
役

天
保

２
年

川
口

長
孺

　
著

書
林

　
河

内
屋

茂
兵

衛
　

北
島

順
四

郎
　

西
宮

弥
兵

衛

髙
原

善
造

・
済

勝
館

山
内

の
蔵

書
印

あ
り

　
題

箋
破

損

46
35

9
印

刷
本

日
本

略
史

　
（
巻

之
一

上
・
巻

之
一

下
）

２
冊

歴
史

書
　

（
小

学
校

用
）

明
治

2
0
年

池
園

訒
発

行
　

　
吉

田
利

行
著

・
編

輯
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り
題

箋
破

損

47
36

0
印

刷
本

珎
術

萬
寶

全
書

　
（
目

録
　

２
～

５
）

６
冊

珎
術

・
奇

術
〔
江

戸
時

代
〕

大
坂

書
林

　
文

英
堂

心
斎

橋
筋

　
伊

丹
屋

善
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

48
36

1
印

刷
本

春
秋

１
冊

歴
史

書
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

49
36

2
印

刷
本

改
正

音
訓

　
易

経
（
乾

・
坤

）
　

　
　

　
　

再
刻

後
藤

點
２

冊
古

代
中

国
の

占
筮

寛
政

年
間

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

50
36

3
印

刷
本

改
正

音
訓

　
禮

記
　

再
刻

後
藤

點
　

（
元

・
亨

）
４

冊
儒

者
の

古
礼

に
関

す
る

書
安

政
２

年
平

安
書

肆
　

　
北

村
四

郎
兵

衛
東

都
書

肆
　

　
須

原
屋

茂
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

51
36

4
印

刷
本

嚶
鳴

館
遺

草
）
　

（
１

～
３

・
５

・
６

）
５

冊
平

洲
先

生
の

遺
訓

天
保

年
間

男
徳

昌
 謹

識
門

人
西

條
上

田
節

 書
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

52
36

5
印

刷
本

二
禮

童
覧

　
（
上

・
下

）
２

冊
葬

祭
に

関
す

る
書

元
禄

年
間

姉
小

路
堀

河
東

入
町

　
中

川
茂

兵
衛

 板
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

53
36

6
印

刷
本

古
今

集
　

遠
鏡

　
（
１

・
３

・
７

）
３

冊
古

今
和

歌
集

の
口

語
文

に
よ

る
注

釈
書

〔
江

戸
時

代
〕

〔
本

居
宣

長
 著

〕
　

54
36

7
手

写
本

介
石

記
２

冊
赤

穂
義

士
物

語
〔
江

戸
時

代
〕

〔
髙

原
善

造
 写

之
〕

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

41
35

4
印

刷
本

翻
刻

左
繡

　
（
貫

名
苞

校
訂

増
加

左
繡

）
1
6
冊

春
秋

左
氏

伝
の

注
解

書
嘉

永
～

安
政

須
静

堂
課

本
三

都
書

肆
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

42
35

5
印

刷
本

大
和

名
所

圖
会

　
添

上
郡

　
（
巻

之
一

・
巻

之
二

）
２

冊
名

所
・
旧

跡
・
景

勝
地

の
由

緒
来

歴
な

ど
〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

絵
入

り

43
35

6
印

刷
本

孟
子

　
（
巻

７
～

巻
1
4
）

２
冊

孟
子

の
言

行
録

正
徳

元
年

京
三

条
通

嶌
　

辻
勘

重
郎

 開
版

44
35

7
印

刷
本

日
本

文
鈔

　
（
上

・
中

・
下

）
３

冊
寛

文
の

注
釈

書
享

和
元

年
五

雲
源

先
生

 編
輯

皇
都

書
林

　
菱

屋
孫

兵
衛

　
野

田
藤

八
　

　
林

権
兵

衛
　

林
伊

兵
衛

髙
原

善
造

・
済

勝
館

山
内

の
蔵

書
印

あ
り

45
35

8
印

刷
本

征
韓

偉
略

　
（
１

～
５

）
５

冊
秀

吉
の

朝
鮮

の
役

天
保

２
年

川
口

長
孺

　
著

書
林

　
河

内
屋

茂
兵

衛
　

北
島

順
四

郎
　

西
宮

弥
兵

衛

髙
原

善
造

・
済

勝
館

山
内

の
蔵

書
印

あ
り

　
題

箋
破

損

46
35

9
印

刷
本

日
本

略
史

　
（
巻

之
一

上
・
巻

之
一

下
）

２
冊

歴
史

書
　

（
小

学
校

用
）

明
治

2
0
年

池
園

訒
発

行
　

　
吉

田
利

行
著

・
編

輯
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り
題

箋
破

損

47
36

0
印

刷
本

珎
術

萬
寶

全
書

　
（
目

録
　

２
～

５
）

６
冊

珎
術

・
奇

術
〔
江

戸
時

代
〕

大
坂

書
林

　
文

英
堂

心
斎

橋
筋

　
伊

丹
屋

善
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

48
36

1
印

刷
本

春
秋

１
冊

歴
史

書
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

49
36

2
印

刷
本

改
正

音
訓

　
易

経
（
乾

・
坤

）
　

　
　

　
　

再
刻

後
藤

點
２

冊
古

代
中

国
の

占
筮

寛
政

年
間

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

50
36

3
印

刷
本

改
正

音
訓

　
禮

記
　

再
刻

後
藤

點
　

（
元

・
亨

）
４

冊
儒

者
の

古
礼

に
関

す
る

書
安

政
２

年
平

安
書

肆
　

　
北

村
四

郎
兵

衛
東

都
書

肆
　

　
須

原
屋

茂
兵

衛
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

51
36

4
印

刷
本

嚶
鳴

館
遺

草
）
　

（
１

～
３

・
５

・
６

）
５

冊
平

洲
先

生
の

遺
訓

天
保

年
間

男
徳

昌
 謹

識
門

人
西

條
上

田
節

 書
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

52
36

5
印

刷
本

二
禮

童
覧

　
（
上

・
下

）
２

冊
葬

祭
に

関
す

る
書

元
禄

年
間

姉
小

路
堀

河
東

入
町

　
中

川
茂

兵
衛

 板
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

53
36

6
印

刷
本

古
今

集
　

遠
鏡

　
（
１

・
３

・
７

）
３

冊
古

今
和

歌
集

の
口

語
文

に
よ

る
注

釈
書

〔
江

戸
時

代
〕

〔
本

居
宣

長
 著

〕
　

54
36

7
手

写
本

介
石

記
２

冊
赤

穂
義

士
物

語
〔
江

戸
時

代
〕

〔
髙

原
善

造
 写

之
〕

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

55
36

8
印

刷
本

〔
紫

文
製

綿
〕
　

（
１

・
２

・
６

・
７

・
８

）
５

冊
源

氏
物

語
よ

り
抜

輯
し

た
も

の
文

化
1
4
年

大
坂

書
林

　
 今

津
屋

辰
三

郎
同

　
　

　
　

　
　

加
賀

屋
善

蔵
同

　
　

　
　

　
　

河
内

屋
源

七
郎

同
　

　
　

　
　

　
伊

丹
屋

善
兵

衛

題
箋

の
文

字
が

不
鮮

明
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り
ほ

か
に

阿
波

岐
曽

能
蔵

書
印

あ
り

56
36

9
印

刷
本

養
生

訓
　

巻
三

２
冊

健
康

に
関

す
る

書
〔
江

戸
時

代
〕

〔
貝

原
益

軒
〕

表
紙

欠

57
37

0
印

刷
本

伊
勢

物
語

抄
　

（
上

・
下

）
２

冊
伊

勢
物

語
の

注
釈

書
延

宝
年

間
書

林
堂

大
坂

御
堂

前
　

雛
屋

六
兵

衛
京

　
両

替
屋

半
兵

衛
　

　
山

本
七

郎
兵

衛
戸

部
尚

書
在

判
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

58
37

1
印

刷
本

両
宮

案
内

記
　

（
巻

上
・
巻

下
）

２
冊

伊
勢

両
宮

に
つ

い
て

の
案

内
記

寛
永

４
年

９
月

書
林

　
藤

原
長

兵
衛

同
　

　
今

井
喜

兵
衛

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

59
37

2
印

刷
本

圓
機

活
法

　
（
初

巻
～

2
4
巻

）
2
0
冊

詩
作

の
為

古
典

古
事

成
句

な
ど

集
め

た
も

の
寛

文
1
3
年

洛
陽

寺
町

通
本

能
寺

前
　

八
尾

甚
四

郎
友

春
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り
木

箱
入

り

60
37

3
印

刷
本

初
學

知
要

　
（
巻

上
・
巻

中
・
巻

下
）

３
冊

教
育

の
基

礎
に

つ
い

て
元

禄
1
1
年

寺
町

五
条

上
ル

町
　

葛
西

市
郎

兵
衛

貝
原

篤
信

編
錄

　
蔵

書
印

あ
り

61
37

4
印

刷
本

朱
子

家
訓

抄
　

（
上

・
中

・
下

）
３

冊
朱

熹
の

教
え

寛
文

２
年

八
尾

官
兵

衛
　

梓
刊

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

62
37

5
印

刷
本

大
略

天
學

名
目

鈔
　

全
１

冊
天

文
学

及
び

暦
学

の
初

歩
享

保
1
5
年

1
1
月

江
府

書
林

　
嵩

山
房

　
小

林
新

兵
衛

　
梓

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

63
37

6
印

刷
本

〔
標

疏
箋

注
蒙

求
校

本
〕
（
巻

上
・
巻

下
）

２
冊

漢
文

で
書

か
れ

た
児

童
用

教
科

書
明

治
1
7
年

８
月

同
志

出
版

舎
蔵

反
刻

人
　

柏
原

政
治

郎
蔵

書
印

あ
り

64
37

7
印

刷
本

正
文

章
規

範
評

林
　

（
巻

２
・
巻

４
）

２
冊

科
挙

の
受

験
者

の
た

め
に

名
家

の
文

を
集

め
た

も
の

明
治

９
年

鹿
児

島
県

刊
行

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

65
37

8
印

刷
本

萬
物

怪
異

瓣
断

　
（
１

～
３

）
３

冊
日

蝕
月

蝕
な

ど
の

天
異

の
こ

と
の

他
妖

星
の

事
な

ど
不

詳
西

川
如

見
著

石
梁

斉
古

川
氏

刊
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

66
37

9
印

刷
本

〔
天

經
或

問
〕

２
冊

天
文

学
享

保
年

間
嵩

山
房

 梓
題

箋
破

損
の

た
め

書
扉

で
書

誌
名

を
書

く
　

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

67
38

0
印

刷
本

日
本

外
史

補
　

（
１

～
1
4
）

９
冊

源
平

よ
り

徳
川

ま
で

の
武

家
の

興
亡

を
各

家
別

に
記

し
た

も
の

嘉
永

３
年

〔
頼

山
陽

著
〕
　

岡
田

氏
 蔵

版
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

68
38

1
印

刷
本

筑
前

國
孝

子
良

民
傳

（
前

編
上

・
前

編
下

・
後

編
）

３
冊

筑
前

国
の

孝
子

や
良

民
の

話
を

集
め

た
も

の
寛

保
３

年
珎

上
堂

和
田

一
信

 圖
画

平
安

柳
枝

軒
　

茨
城

方
道

 梓
行

筑
州

九
九

翁
竹

田
定

直
手

書

5
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

69
38

2
印

刷
本

農
家

訓
　

（
上

・
下

）
２

冊
農

民
の

心
得

・
用

心
に

つ
い

て
書

い
た

も
の

天
明

４
年

３
月

山
名

文
成

 著
摂

陽
大

坂
順

慶
町

５
丁

目
書

林
柏

屋
與

左
衛

門
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

70
38

3
印

刷
本

方
鑒

秘
訣

集
成

３
冊

年
月

日
方

位
な

ど
の

吉
凶

に
つ

い
て

文
政

６
年

1
2
月

江
戸

書
林

　
須

原
屋

茂
兵

衛
大

坂
書

林
　

藤
尾

弥
兵

衛
蔵

書
印

あ
り

71
38

4
印

刷
本

俳
諧

あ
す

な
ら

ふ
　

（
上

・
下

）
２

冊
俳

諧
の

た
め

の
用

語
集

嘉
永

年
間

越
谷

秀
真

　
著

大
坂

書
林

　
藤

屋
卯

三
郎

　
河

内
屋

喜
兵

衛
河

内
屋

太
助

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

72
38

5
印

刷
本

小
學

句
読

（
小

學
巻

１
～

巻
６

）
４

冊
文

字
の

訓
点

と
字

書
の

韻
書

に
関

す
る

学
問

天
和

３
年

江
戸

日
本

橋
　

須
原

屋
茂

兵
衛

ほ
か

６
店

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

73
38

6
印

刷
本

古
易

断
時

言
　

（
巻

１
～

４
）

４
冊

運
勢

吉
凶

の
判

断
明

和
年

間
新

井
白

蛾
 著

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

74
38

7
印

刷
本

日
本

林
制

史
資

料
　

（
福

岡
藩

・
厳

原
藩

）
１

冊
農

林
省

編
纂

資
料

昭
和

５
年

８
月

農
林

省
編

纂
　

朝
陽

会
 発

行
農

林
省

山
林

局
よ

り
贈

呈
さ

れ
た

も
の

75
38

8
印

刷
本

孫
子

國
字

解
　

（
１

～
1
3
）

1
3
冊

兵
法

書
を

平
易

に
書

い
た

も
の

寛
延

３
年

江
戸

京
書

林
　

　
松

本
善

兵
衛

　
三

崎
三

郎
兵

衛
　

　
出

雲
寺

文
治

郎

76
38

9
印

刷
本

續
近

時
記

略
　

（
１

～
４

）
４

冊
近

頃
の

出
来

事
明

治
９

年
３

月
菊

池
純

著
　

　
京

都
　

津
逮

堂
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

77
3
9
0
-
１

手
写

本
関

ヶ
原

軍
記

大
成

1
1
冊

豊
臣

太
閤

天
下

平
治

よ
り

伏
見

落
城

ま
で

〔
江

戸
時

代
〕

紫
陽

處
士

島
村

枚
叔

謙
氏

 識
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

78
3
9
0
-
２

手
写

本
関

ヶ
原

軍
記

大
成

1
2
冊

加
州

大
聖

寺
城

攻
め

よ
り

東
西

二
軍

会
議

ま
で

〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

蔵
書

印
あ

り

79
3
9
0
-
３

手
写

本
関

ヶ
原

軍
記

大
成

1
0
冊

内
府

公
岡

山
御

出
馬

よ
り

義
光

父
子

追
撃

ま
で

〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

蔵
書

印
あ

り

80
3
9
0
-
４

手
写

本
関

ヶ
原

軍
記

大
成

1
2
冊

羽
州

酒
田

城
攻

め
よ

り
上

杉
・

佐
竹

御
免

評
ま

で
文

化
５

年
南

筑
山

人
　

北
筑

御
笠

郡
乙

金
村

長
髙

原
□

四
郎

包
紙

に
明

治
２

５
年

秋
９

月
２

８
日

関
忍

平
７

２
歳

造
と

あ
る

81
39

1
印

刷
本

樂
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読
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８
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軒
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原

篤
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時

八
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一

書
房

　
柳
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軒
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善

造
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書
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あ
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2
印

刷
本

職
原

鈔
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・
下
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２

冊
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を
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詳
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

書誌目録 №69～82

№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

83
39

3
印

刷
本

和
俗

童
子

訓
　

（
巻

１
・
巻

２
・
巻

４
・
巻

５
）

４
冊

子
供

の
教

育
論

江
戸

時
代

貝
原

篤
信

 編
錄

髙
原

善
造

・
斉

勝
館

山
内

の
蔵

書
印

あ
り

84
39

4
印

刷
本

大
和

俗
訓

　
（
巻

１
・
巻

２
・
巻

６
・
巻

７
・
巻

８
）

３
冊

修
身

・
礼

儀
な

ど
の

事
を

婦
女

子
の

た
め

に
書

い
た

も
の

宝
永

６
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篤
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茨
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叢
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録

し
た

も
の

文
政

1
2
年

９
月

東
條
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右
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述
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蒙
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梓
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岡
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を
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４
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造
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落
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２
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３
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岡
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光
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追
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５
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７

２
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６
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年

七
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有
九
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柳
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軒
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版
書

林
　

茨
城

多
左

衛
門

髙
原

善
造

美
信

の
蔵

書
印

あ
り

85
39

5
印

刷
本

義
經

勲
功

圖
會

前
編

　
（
巻

１
～

巻
５

）
５

冊
源

義
経

の
軍

記
絵

文
政

８
年

３
月

京
都

　
法

橋
西

村
中

和
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同
　

　
井

上
治

兵
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 鐫
江

戸
　

須
原
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勝

館
山

内
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の
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書
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あ
り
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39
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阪
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明
治

1
4
年
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月

編
集

人
　

水
口

龍
之

介
出

版
人

　
吉

岡
平

助

87
39

7
印

刷
本

先
哲

叢
談

４
冊

江
戸

時
代

の
儒

学
者

・
文

人
の

経
歴

・
性

行
を

記
録

し
た

も
の

文
政

1
3
年

９
月

江
戸

書
林

　
慶

元
堂

　
擁

萬
堂
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行

念
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原
先

生
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髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

88
39
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叢
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編

４
冊

江
戸

時
代

の
儒

学
者

・
文

人
の

経
歴

・
性

行
を

記
録
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條
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彫
工
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兵
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書
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京

都
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右
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他
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原

善
造
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勝
館

山
内

の
蔵

書
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あ
り

89
39
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印
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乾

・
坤
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政
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あ
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方
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述
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書
き
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め

た
も

の
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８
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2
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発
行
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書
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彙
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註

蒙
求

校
本

　
（
上

）
１

冊
中

国
の

児
童

用
教

科
書

明
治

1
7
年

1
0
月

同
志

出
版

舎
 蔵

梓
西

播
　

岡
白

駒
先

生
 箋

註
長

州
　

佐
々

木
向

陽
先

生
 標

疏
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

93
40

3
印

刷
本

〔
女

小
學

〕
１

冊
女

の
生

き
る

心
得

不
詳

不
詳

94
40

4
印

刷
本

日
本

略
史

　
（
巻

之
四

）
１

冊
関

ヶ
原

か
ら

藩
を

廃
し

て
県

を
置

く
ま

で
明

治
1
5
年

９
月

2
6
日

出
版

人
　

京
都

府
平

民
　

寺
田

熊
次

郎
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

95
40

5
印

刷
本

萬
通

字
林

玉
編

１
冊

漢
字

を
集

め
て

解
釈

し
た

書
不

詳
不

詳
前

欠
後

欠
の

た
め

出
版

社
な

ど
不

詳

7

書誌目録 №83～95
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

96
40

6
印

刷
本

圖
説

教
授

　
家

相
大

全
　

（
上

・
中

・
下

）
３

冊
家

の
位

置
・
方

向
・
間

取
り

な
ど

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
吉

凶
寛

政
1
2
年

冬
松

浦
久

信
　

著
述

同
　

　
國

祐
 校

訂
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

97
40

7
印

刷
本

〔
女

實
語

教
〕

１
冊

女
の

生
き

方
心

得
嘉

永
３

年
庚

戌
歳

土
州

高
知

　
田

村
屋

源
右

衛
門

同
　

 瀬
戸

屋
才

助
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

98
4
0
8
-
１

印
刷

本
〔
清

狂
詩

鈔
〕

１
冊

吉
田

松
陰

先
生

評
明

治
己

巳
年

初
春

製
本

所
　

四
条

通
御

旅
町

　
田

中
屋

治
兵

衛
松

下
邨

熟
 蔵

版
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

99
4
0
8
-
２

印
刷

本
殉

難
前

草
　

全
１

冊
幕

末
の

殉
難

者
の

辞
世

を
集

め
た

も
の

慶
応

戊
辰

夏
皇

都
書

舗
　

　
文

正
堂

 梓
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
0

4
0
8
-
３

印
刷

本
〔
行

餘
集

　
全

〕
１

冊
高

山
彦

九
郎

な
ど

1
0
名

の
和

歌
を

集
め

た
も

の
慶

応
新

刻
葎

屋
蔵

　
梓

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

10
1

4
09

印
刷

本
布

令
字

瓣
１

冊
公

令
御

触
面

の
中

か
ら

難
解

な
文

字
を

抽
出

し
た

文
字

の
和

解

明
治

５
壬

申
２

月
上

梓

大
坂

心
斎

橋
通

南
　

大
野

木
市

兵
衛

同
所

　
　

松
村

九
兵

衛
同

北
九

太
郎

町
　

　
　

柳
原

喜
兵

衛

10
2

4
10

印
刷

本
元

寇
記

念
　

日
蓮

銅
像

誌
　

全
１

冊
日

蓮
上

人
と

元
寇

及
び

そ
の

伝
記

明
治

3
7
年

1
0
月

発
起

者
　

佐
野

前
励

師
編

述
　

　
小

野
学

鶯

10
3

4
11

印
刷

本
〔
萬

寶
鄙

事
記

　
巻

一
〕

１
冊

衣
服

の
取

り
扱

い
方

や
家

の
手

入
れ

の
仕

方
に

つ
い

て
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
4

4
12

印
刷

本
今

書
　

（
上

・
下

）
２

冊
天

皇
の

祖
先

の
事

が
書

い
て

あ
る

よ
う

で
あ

る
文

久
３

癸
亥

年
８

月
蒲

生
君

平
君

 著
述

筒
井

西
司

 校
合
幷

蔵
版

日
本

橋
通

　
播

磨
屋

勝
五

郎
 発

行
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
5

4
13

印
刷

本
菅

公
略

傳
１

冊
菅

原
道

真
の

伝
記

不
詳

武
蔵

江
戸

　
渡

辺
□

 敬
書

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

10
6

4
14

印
刷

本
靖

献
遺

言
講

義
　

全
１

冊
屈

原
・
孔

明
・
陶

淵
明

・
顔

真
卿

等
の

遺
言

に
つ

い
て

の
考

え
を

書
い

て
あ

る
慶

応
３

年
丁

卯
正

月
江

戸
日

本
橋

　
須

原
屋

茂
兵

衛
　

外
９

名
京

二
条

衣
棚

　
風

月
堂

庄
左

衛
門

　
梓

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

10
7

4
15

印
刷

本
怪

異
辡

談
　

（
四

）
１

冊
怪

し
い

こ
と

不
思

議
な

こ
と

を
集

め
た

物
語

集
不

詳
長

崎
西

川
　

求
林

斎
如

見
 編

輯
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
8

4
16

手
写

本
詠

草
　

一
１

冊
明

治
3
5
年

～
4
2
年

ま
で

の
短

歌
や

今
様

な
ど

の
詠

草
集

明
治

3
5
年

５
月

3
1
日

～
明

治
4
2
年

分
富

永
亀

雄
君

ほ
か

10
9

4
17

印
刷

本
呉

子
國

字
解

　
（
上

・
中

）
２

冊
呉

子
の

兵
法

書
天

明
戊

辰
之

初
春

東
山

先
生

口
授

　
池

元
久

 筆
受

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

書誌目録 №96～109
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

96
40

6
印

刷
本

圖
説

教
授

　
家

相
大

全
　

（
上

・
中

・
下

）
３

冊
家

の
位

置
・
方

向
・
間

取
り

な
ど

の
あ

り
方

に
つ

い
て

の
吉

凶
寛

政
1
2
年

冬
松

浦
久

信
　

著
述

同
　

　
國

祐
 校

訂
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

97
40

7
印

刷
本

〔
女

實
語

教
〕

１
冊

女
の

生
き

方
心

得
嘉

永
３

年
庚

戌
歳

土
州

高
知

　
田

村
屋

源
右

衛
門

同
　

 瀬
戸

屋
才

助
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

98
4
0
8
-
１

印
刷

本
〔
清

狂
詩

鈔
〕

１
冊

吉
田

松
陰

先
生

評
明

治
己

巳
年

初
春

製
本

所
　

四
条

通
御

旅
町

　
田

中
屋

治
兵

衛
松

下
邨

熟
 蔵

版
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

99
4
0
8
-
２

印
刷

本
殉

難
前

草
　

全
１

冊
幕

末
の

殉
難

者
の

辞
世

を
集

め
た

も
の

慶
応

戊
辰

夏
皇

都
書

舗
　

　
文

正
堂

 梓
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
0

4
0
8
-
３

印
刷

本
〔
行

餘
集

　
全

〕
１

冊
高

山
彦

九
郎

な
ど

1
0
名

の
和

歌
を

集
め

た
も

の
慶

応
新

刻
葎

屋
蔵

　
梓

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

10
1

4
09

印
刷

本
布

令
字

瓣
１

冊
公

令
御

触
面

の
中

か
ら

難
解

な
文

字
を

抽
出

し
た

文
字

の
和

解

明
治

５
壬

申
２

月
上

梓

大
坂

心
斎

橋
通

南
　

大
野

木
市

兵
衛

同
所

　
　

松
村

九
兵

衛
同

北
九

太
郎

町
　

　
　

柳
原

喜
兵

衛

10
2

4
10

印
刷

本
元

寇
記

念
　

日
蓮

銅
像

誌
　

全
１

冊
日

蓮
上

人
と

元
寇

及
び

そ
の

伝
記

明
治

3
7
年

1
0
月

発
起

者
　

佐
野

前
励

師
編

述
　

　
小

野
学

鶯

10
3

4
11

印
刷

本
〔
萬

寶
鄙

事
記

　
巻

一
〕

１
冊

衣
服

の
取

り
扱

い
方

や
家

の
手

入
れ

の
仕

方
に

つ
い

て
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
4

4
12

印
刷

本
今

書
　

（
上

・
下

）
２

冊
天

皇
の

祖
先

の
事

が
書

い
て

あ
る

よ
う

で
あ

る
文

久
３

癸
亥

年
８

月
蒲

生
君

平
君

 著
述

筒
井

西
司

 校
合
幷

蔵
版

日
本

橋
通

　
播

磨
屋

勝
五

郎
 発

行
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
5

4
13

印
刷

本
菅

公
略

傳
１

冊
菅

原
道

真
の

伝
記

不
詳

武
蔵

江
戸

　
渡

辺
□

 敬
書

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

10
6

4
14

印
刷

本
靖

献
遺

言
講

義
　

全
１

冊
屈

原
・
孔

明
・
陶

淵
明

・
顔

真
卿

等
の

遺
言

に
つ

い
て

の
考

え
を

書
い

て
あ

る
慶

応
３

年
丁

卯
正

月
江

戸
日

本
橋

　
須

原
屋

茂
兵

衛
　

外
９

名
京

二
条

衣
棚

　
風

月
堂

庄
左

衛
門

　
梓

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

10
7

4
15

印
刷

本
怪

異
辡

談
　

（
四

）
１

冊
怪

し
い

こ
と

不
思

議
な

こ
と

を
集

め
た

物
語

集
不

詳
長

崎
西

川
　

求
林

斎
如

見
 編

輯
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

10
8

4
16

手
写

本
詠

草
　

一
１

冊
明

治
3
5
年

～
4
2
年

ま
で

の
短

歌
や

今
様

な
ど

の
詠

草
集

明
治

3
5
年

５
月

3
1
日

～
明

治
4
2
年

分
富

永
亀

雄
君

ほ
か

10
9

4
17

印
刷

本
呉

子
國

字
解

　
（
上

・
中

）
２

冊
呉

子
の

兵
法

書
天

明
戊

辰
之

初
春

東
山

先
生

口
授

　
池

元
久

 筆
受

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

11
0

4
18

印
刷

本
和

歌
呉

竹
集

　
（
上

・
中

・
下

）
３

冊
和

歌
を

作
る

上
で

必
要

な
用

語
を

集
め

た
書

　
言

葉
よ

せ
寛

政
７

年
乙

卯
９

月
文

久
３

年
癸

亥
７

月
浪

華
書

林
　

伊
丹

屋
善

兵
衛

同
　

河
内

屋
源

七
郎

11
1

4
19

印
刷

本
日

本
外

史
字

引
大

全
　

　
巻

四
１

冊
言

葉
の

説
明

明
治

1
2
年

２
月

出
版

編
輯

人
　

岩
井

真
二

郎
出

版
人

　
岡

島
真

七
　

ほ
か

2
名

11
2

4
20

印
刷

本
〔
日

本
外

史
字

類
大

全
〕

１
冊

日
本

外
史

の
為

の
字

書
明

治
4
4
年

1
1
月

3
0

日
発

行

纂
輯

者
　

大
阪

市
　

河
村

與
一

郎
発

行
者

　
大

阪
市

　
石

田
忠

兵
衛

専
賣

所
　

福
岡

市
　

積
善

社
本

店

11
3

4
21

印
刷

本
隨

園
詩

話
　

（
巻

6
・
巻

1
1
・
巻

1
3
）

３
冊

詩
に

つ
い

て
の

評
論

不
詳

不
詳

11
4

4
22

印
刷

本
〔
雅

俗
要

文
略

解
標

識
幷

ニ
自

他
稱

謂
ノ

瓣
〕

１
冊

１
月

か
ら

1
2
月

ま
で

の
手

紙
文

と
そ

れ
に

答
え

る
書

　
他

に
雑

事
の

文
天

保
辛

丑
春

日
松

軒
靖

書
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

11
5

4
23

印
刷

本
大

日
本

史
名

稱
訓

１
冊

大
日

本
史

名
称

の
読

み
方

文
久

壬
戌

夏
香

取
　

　
伊

能
頴

則
　

（
凡

例
）

西
京

六
角

通
　

茨
城

多
左

衛
門

　
他

4
名

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

11
6

4
24

自
筆

本
〔
和

歌
集

〕
１

冊
玉

緒
会

兼
題

（
橋

上
落

葉
・
漁

火
連

浪
）

大
正

４
年

1
2
月

〔
髙

原
善

造
 編

輯
〕

11
7

4
25

印
刷

本
神

秘
口

伝
　

家
相

圖
解

全
書

１
冊

家
相

を
図

解
し

て
説

明
大

正
1
1
年

１
月

1
2
日

著
作

者
　

藤
川

悟
山

発
行

者
　

吉
村

藤
作

発
行

所
　

心
友

社
カ

バ
ー

付

11
8

4
26

印
刷

本
本

佐
錄

１
冊

家
老

佐
渡

守
本

多
正

信
論

天
明

７
年

丁
未

冬
1
1

月
越

中
　

山
本

中
部

 謹
校

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

11
9

4
27

手
写

本
九

州
地

土
記

　
全

１
冊

中
世

時
代

の
九

州
の

地
域

別
に

書
か

れ
た

城
主

と
家

老
ほ

か
の

経
緯

享
保

1
0
己

巳
７

月
1
2

日
松

本
氏

よ
り

 写
之

明
治

1
5
年

5
0
ば

か
り

の
人

品
の

人
携

え
来

た
の

で
1
0
銭

に
て

求
む

　
善

造
と

あ
る

12
0

4
28

手
写

本
孝

團
扇

物
語

　
全

１
冊

孝
行

児
の

物
語

集
文

化
元

年
春

髙
原

善
造

 写
之

12
1

4
29

手
写

本
歌

〔
林

〕
　

　
三

１
冊

玉
緒

会
会

員
の

歌
集

　
大

正
３

年
の

勅
題

詠
進

歌
あ

り
明

治
4
5
年

～
大

正
２

年
玉

緒
会

 奥
点

12
2

4
30

印
刷

本
東

京
新

繁
盛

記
　

三
編

１
冊

新
橋

鉄
道

・
芝

増
上

寺
山

内
な

ど
の

こ
と

明
治

７
年

８
月

刻
成

服
部

誠
一

　
著

発
行

書
林

　
京

橋
銀

座
　

山
城

屋
政

吉
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

9

書誌目録 №110～122
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

12
3

4
31

自
筆

本
唐

船
記

１
冊

享
保

5
年

唐
船

打
ち

潰
時

の
記

録
の

写
し

〔
江

戸
時

代
〕

髙
原

義
武

 写

12
4

4
32

手
写

本
和

漢
三

才
圖

畫
抜

抄
１

冊
図

説
も

あ
る

百
科

事
典

安
政

５
年

春
髙

原
善

一
郎

 手
写

　
4
7
歳

12
5

4
33

印
刷

本
〔
易

学
通

解
〕

２
冊

易
の

研
究

解
釈

本
文

化
庚

午
夏

６
月

井
田

亀
學

先
生

　
著

大
坂

書
林

　
星

文
堂

江
戸

書
林

　
北

林
堂

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

12
6

4
34

印
刷

本
〔
大

和
廻

り
記

〕
１

冊
大

和
廻

り
記

元
禄

９
年

上
元

日
貝

原
篤

信
　

記

12
7

4
35

印
刷

本
岐

曽
路

の
記

　
木

曽
・
木

曽
上

・
木

曽
下

１
冊

木
曽

路
旅

の
記

　
絵

入
り

宝
永

６
年

孟
春

の
日

益
軒

　
貝

原
篤

信
記

12
8

4
36

印
刷

本
音

註
　

小
倉

山
房

尺
牘

　
（
巻

三
　

巻
四

）
１

冊
書

簡
集

〔
明

治
時

代
〕

銭
唐

袁
枚

簡
斎

　
著

山
陰

胡
斗

又
蘆

箋
　

釈
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

12
9

4
37

印
刷

本
肺

病
予

防
療

養
教

則
１

冊
肺

病
に

つ
い

て
の

予
防

の
仕

方
や

療
養

法
に

つ
い

て
書

か
れ

て
い

る

大
正

1
1
年

６
月

2
5
日

発
行

著
者

　
原

　
栄

発
行

者
　

永
井

幸
一

郎
発

行
所

　
吐

鳳
堂

書
店

13
0

4
38

手
写

本
弁

慶
状

１
冊

西
塔

武
蔵

坊
弁

慶
最

期
書

捨
て

の
一

通
不

詳
不

詳

13
1

4
39

印
刷

本
易

原
圖

略
説

引
　

全
１

冊
陰

陽
・
大

極
の

こ
と

な
ど

天
保

1
0
己

亥
年

1
1

月

龍
山

谷
川

順
祐

信
甫

　
著

発
行

書
肆

　
　

江
戸

　
須

原
茂

兵
衛

　
京

都
出

雲
寺

文
治

郎
　

　
大

坂
　

浅
野

弥
兵

衛
　

仝
橋

本
徳

兵
衛

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
2

4
40

印
刷

本
歴

代
名

家
文

鈔
　

天
１

冊
法

孝
孺

・
蘇

轍
の

考
え

を
書

い
て

あ
る

慶
応

丙
寅

年
屈

蠖
堂

蔵
版

小
河

蔵
書

の
朱

印
あ

り

13
3

4
41

印
刷

本
老

子
經

國
字

解
　

（
上

・
中

・
下

）
３

冊
老

子
経

の
解

釈
本

文
化

６
年

春
３

月
再

刻
金

蘭
斉

　
著

心
斎

橋
南

　
大

坂
書

林
　

敦
賀

屋
九

兵
衛

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
4

4
42

印
刷

本
禮

記
月

令
諺

解
　

（
上

・
下

）
２

冊
年

間
の

行
事

・
諺

な
ど

集
め

た
も

の
天

和
３

癸
亥

８
月

大
坂

　
本

屋
五

兵
衛

　
板

行
山

本
洞

雲
　

諺
解

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
5

4
43

印
刷

本
牧

民
心

鑑
　

（
上

・
下

）
１

冊
地

方
長

官
の

心
得

及
び

職
務

規
定

寛
政

1
1
年

刊
寛

永
５

年
重

刊
官

版
書

籍
発

行
所

　
　

東
都

横
山

町
御

書
物

師
　

出
雲

寺
萬

次
郎

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
6

4
44

印
刷

本
楠

正
成

一
巻

の
書

　
全

１
冊

楠
正

成
の

生
き

方
の

手
本

〔
明

治
時

代
〕

皇
都

書
林

　
丁

子
屋

源
次

郎
　

他
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

書誌目録 №123～136

№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

13
7

4
45

印
刷

本
日

露
大

戦
史

　
全

　
賜

天
覧

１
冊

日
露

戦
争

戦
記

明
治

4
0
年

９
月

1
0
日

大
成

社
編

輯
部

 編
纂

発
行

所
　

大
成

社

13
8

4
46

印
刷

本
論

孟
鈔

本
１

冊
旧

制
中

学
校

・
師

範
学

校
及

び
高

等
女

学
校

向
け

の
漢

文
教

科
書

の
た

め
の

論
語

大
正

５
年

１
月

3
0
日

編
者

　
　

 児
島

献
吉

郎
発

行
所

　
光

風
館

書
店

13
9

4
47

印
刷

本
孝

經
孔

傳
　

全
１

冊
古

文
孝

經
孔

傳
寛

政
６

年
申

寅
1
1
月

書
肆

嵩
山

房
　

　
小

林
新

兵
衛

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

14
0

4
48

印
刷

本
京

都
名

勝
一

覧
圖

會
１

冊
京

都
名

所
案

内
本

　
絵

入
り

明
治

1
9
年

４
月

1
9
日

編
集

人
　

樺
井

達
之

輔
出

版
人

　
風

月
庄

左
衛

門

14
1

4
49

手
写

本
長

明
山

居
記

　
全

１
冊

鴨
長

明
の

「
方

丈
記

」
の

写
し

明
和

５
戊

子
弥

生
上

旬
不

詳
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

14
2

4
50

自
筆

本
草

稿
　

明
治

4
5
年

１
月

１
日

起
同

５
月

2
7

日
ニ

至
１

冊
年

賀
状

に
添

書
文

明
治

4
5
年

１
月

起
〔
髙

原
善

造
 著

〕

14
3

4
51

印
刷

本
發

明
　

麦
作

改
良

新
書

１
冊

麦
作

改
良

法
に

つ
い

て
明

治
2
2
年

1
0
月

2
4

日
出

版
発

行
兼

印
刷

者
　

林
斧

介
著

作
者

　
　

斉
藤

司

14
4

4
5
2
-
１

印
刷

本
天

保
六

乙
未

年
分

　
〔
発

句
集

〕
１

冊
発

句
集

　
天

保
６

乙
未

年
分

〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

末
尾

に
明

治
２

年
巳

５
月

東
京

芝
金

杦
に

於
い

て
求

む
　

髙
原

善
造

と
あ

る

14
5

4
5
2
-
２

印
刷

本
四

季
發

句
集

　
全

１
冊

暉
雪

庵
評

月
次

三
句

合
〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

末
尾

に
明

治
２

年
巳

５
月

2
5
日

東
京

芝
金

杦
街

骨
董

肆
　

價
3
8
0
孔

　
髙

原
善

造
と

あ
る

14
6

4
53

印
刷

本
天

文
義

論
　

（
上

巻
・
下

巻
）

２
冊

天
文

に
つ

い
て

の
弁

論
集

不
詳

求
林

斎
　

西
川

先
生

 著
柳

枝
軒

　
刊

行
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り
（
上

巻
と

下
巻

を
一

括
）

14
7

4
5
4
-
１

印
刷

本
〔
本

朝
語

園
　

巻
の

十
〕

１
冊

日
本

記
・
古

事
記

な
ど

歴
史

書
物

語
な

ど
集

め
た

も
の

宝
永

３
丙

戌
年

２
月

梓
行

京
都

三
条

通
升

屋
町

　
出

雲
寺

和
泉
堟

 板
表

紙
破

損
の

た
め

詳
細

不
明

　
欄

外
に

書
込

み
多

数
あ

り

14
8

4
5
4
-
２

印
刷

本
本

朝
語

園
巻

第
四

目
録

　
全

１
冊

詩
歌

に
関

す
る

逸
話

を
集

め
た

も
の

〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

上
部

に
墨

書
の

書
込

み
多

数
あ

り

14
9

4
55

印
刷

本
曽

我
物

語
　

（
巻

一
）

１
冊

曽
我

兄
弟

の
軍

記
物

語
不

詳
不

詳

15
0

4
56

印
刷

本
見

立
算

法
　

規
矩

文
等

集
　

巻
下

１
冊

物
の

は
か

り
方

　
計

算
の

方
法

享
保

７
年

壬
寅

1
2
月

吉
日

丹
州

篠
山

　
万

尾
六

兵
衛

時
春

 著
江

戸
日

本
橋

南
　

小
川

彦
九

郎
 板

行
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

15
1

4
57

手
写

本
益

軒
先

生
年

譜
１

冊
益

軒
2
歳

か
ら

5
5
歳

ま
で

の
略

歴
を

書
い

た
も

の
〔
江

戸
時

代
〕

貝
原

好
古

　
編

撰
万

延
元

年
庚

申
冬

1
5
歳

高
原

善
造

 写
之

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

1
1
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

12
3

4
31

自
筆

本
唐

船
記

１
冊

享
保

5
年

唐
船

打
ち

潰
時

の
記

録
の

写
し

〔
江

戸
時

代
〕

髙
原

義
武

 写

12
4

4
32

手
写

本
和

漢
三

才
圖

畫
抜

抄
１

冊
図

説
も

あ
る

百
科

事
典

安
政

５
年

春
髙

原
善

一
郎

 手
写

　
4
7
歳

12
5

4
33

印
刷

本
〔
易

学
通

解
〕

２
冊

易
の

研
究

解
釈

本
文

化
庚

午
夏

６
月

井
田

亀
學

先
生

　
著

大
坂

書
林

　
星

文
堂

江
戸

書
林

　
北

林
堂

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

12
6

4
34

印
刷

本
〔
大

和
廻

り
記

〕
１

冊
大

和
廻

り
記

元
禄

９
年

上
元

日
貝

原
篤

信
　

記

12
7

4
35

印
刷

本
岐

曽
路

の
記

　
木

曽
・
木

曽
上

・
木

曽
下

１
冊

木
曽

路
旅

の
記

　
絵

入
り

宝
永

６
年

孟
春

の
日

益
軒

　
貝

原
篤

信
記

12
8

4
36

印
刷

本
音

註
　

小
倉

山
房

尺
牘

　
（
巻

三
　

巻
四

）
１

冊
書

簡
集

〔
明

治
時

代
〕

銭
唐

袁
枚

簡
斎

　
著

山
陰

胡
斗

又
蘆

箋
　

釈
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

12
9

4
37

印
刷

本
肺

病
予

防
療

養
教

則
１

冊
肺

病
に

つ
い

て
の

予
防

の
仕

方
や

療
養

法
に

つ
い

て
書

か
れ

て
い

る

大
正

1
1
年

６
月

2
5
日

発
行

著
者

　
原

　
栄

発
行

者
　

永
井

幸
一

郎
発

行
所

　
吐

鳳
堂

書
店

13
0

4
38

手
写

本
弁

慶
状

１
冊

西
塔

武
蔵

坊
弁

慶
最

期
書

捨
て

の
一

通
不

詳
不

詳

13
1

4
39

印
刷

本
易

原
圖

略
説

引
　

全
１

冊
陰

陽
・
大

極
の

こ
と

な
ど

天
保

1
0
己

亥
年

1
1

月

龍
山

谷
川

順
祐

信
甫

　
著

発
行

書
肆

　
　

江
戸

　
須

原
茂

兵
衛

　
京

都
出

雲
寺

文
治

郎
　

　
大

坂
　

浅
野

弥
兵

衛
　

仝
橋

本
徳

兵
衛

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
2

4
40

印
刷

本
歴

代
名

家
文

鈔
　

天
１

冊
法

孝
孺

・
蘇

轍
の

考
え

を
書

い
て

あ
る

慶
応

丙
寅

年
屈

蠖
堂

蔵
版

小
河

蔵
書

の
朱

印
あ

り

13
3

4
41

印
刷

本
老

子
經

國
字

解
　

（
上

・
中

・
下

）
３

冊
老

子
経

の
解

釈
本

文
化

６
年

春
３

月
再

刻
金

蘭
斉

　
著

心
斎

橋
南

　
大

坂
書

林
　

敦
賀

屋
九

兵
衛

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
4

4
42

印
刷

本
禮

記
月

令
諺

解
　

（
上

・
下

）
２

冊
年

間
の

行
事

・
諺

な
ど

集
め

た
も

の
天

和
３

癸
亥

８
月

大
坂

　
本

屋
五

兵
衛

　
板

行
山

本
洞

雲
　

諺
解

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
5

4
43

印
刷

本
牧

民
心

鑑
　

（
上

・
下

）
１

冊
地

方
長

官
の

心
得

及
び

職
務

規
定

寛
政

1
1
年

刊
寛

永
５

年
重

刊
官

版
書

籍
発

行
所

　
　

東
都

横
山

町
御

書
物

師
　

出
雲

寺
萬

次
郎

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

13
6

4
44

印
刷

本
楠

正
成

一
巻

の
書

　
全

１
冊

楠
正

成
の

生
き

方
の

手
本

〔
明

治
時

代
〕

皇
都

書
林

　
丁

子
屋

源
次

郎
　

他
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

13
7

4
45

印
刷

本
日

露
大

戦
史

　
全

　
賜

天
覧

１
冊

日
露

戦
争

戦
記

明
治

4
0
年

９
月

1
0
日

大
成

社
編

輯
部

 編
纂

発
行

所
　

大
成

社

13
8

4
46

印
刷

本
論

孟
鈔

本
１

冊
旧

制
中

学
校

・
師

範
学

校
及

び
高

等
女

学
校

向
け

の
漢

文
教

科
書

の
た

め
の

論
語

大
正

５
年

１
月

3
0
日

編
者

　
　

 児
島

献
吉

郎
発

行
所

　
光

風
館

書
店

13
9

4
47

印
刷

本
孝

經
孔

傳
　

全
１

冊
古

文
孝

經
孔

傳
寛

政
６

年
申

寅
1
1
月

書
肆

嵩
山

房
　

　
小

林
新

兵
衛

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

14
0

4
48

印
刷

本
京

都
名

勝
一

覧
圖

會
１

冊
京

都
名

所
案

内
本

　
絵

入
り

明
治

1
9
年

４
月

1
9
日

編
集

人
　

樺
井

達
之

輔
出

版
人

　
風

月
庄

左
衛

門

14
1

4
49

手
写

本
長

明
山

居
記

　
全

１
冊

鴨
長

明
の

「
方

丈
記

」
の

写
し

明
和

５
戊

子
弥

生
上

旬
不

詳
髙

原
善

造
蔵

書
の

印
あ

り

14
2

4
50

自
筆

本
草

稿
　

明
治

4
5
年

１
月

１
日

起
同

５
月

2
7

日
ニ

至
１

冊
年

賀
状

に
添

書
文

明
治

4
5
年

１
月

起
〔
髙

原
善

造
 著

〕

14
3

4
51

印
刷

本
發

明
　

麦
作

改
良

新
書

１
冊

麦
作

改
良

法
に

つ
い

て
明

治
2
2
年

1
0
月

2
4

日
出

版
発

行
兼

印
刷

者
　

林
斧

介
著

作
者

　
　

斉
藤

司

14
4

4
5
2
-
１

印
刷

本
天

保
六

乙
未

年
分

　
〔
発

句
集

〕
１

冊
発

句
集

　
天

保
６

乙
未

年
分

〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

末
尾

に
明

治
２

年
巳

５
月

東
京

芝
金

杦
に

於
い

て
求

む
　

髙
原

善
造

と
あ

る

14
5

4
5
2
-
２

印
刷

本
四

季
發

句
集

　
全

１
冊

暉
雪

庵
評

月
次

三
句

合
〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

末
尾

に
明

治
２

年
巳

５
月

2
5
日

東
京

芝
金

杦
街

骨
董

肆
　

價
3
8
0
孔

　
髙

原
善

造
と

あ
る

14
6

4
53

印
刷

本
天

文
義

論
　

（
上

巻
・
下

巻
）

２
冊

天
文

に
つ

い
て

の
弁

論
集

不
詳

求
林

斎
　

西
川

先
生

 著
柳

枝
軒

　
刊

行
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り
（
上

巻
と

下
巻

を
一

括
）

14
7

4
5
4
-
１

印
刷

本
〔
本

朝
語

園
　

巻
の

十
〕

１
冊

日
本

記
・
古

事
記

な
ど

歴
史

書
物

語
な

ど
集

め
た

も
の

宝
永

３
丙

戌
年

２
月

梓
行

京
都

三
条

通
升

屋
町

　
出

雲
寺

和
泉
堟

 板
表

紙
破

損
の

た
め

詳
細

不
明

　
欄

外
に

書
込

み
多

数
あ

り

14
8

4
5
4
-
２

印
刷

本
本

朝
語

園
巻

第
四

目
録

　
全

１
冊

詩
歌

に
関

す
る

逸
話

を
集

め
た

も
の

〔
江

戸
時

代
〕

不
詳

上
部

に
墨

書
の

書
込

み
多

数
あ

り

14
9

4
55

印
刷

本
曽

我
物

語
　

（
巻

一
）

１
冊

曽
我

兄
弟

の
軍

記
物

語
不

詳
不

詳

15
0

4
56

印
刷

本
見

立
算

法
　

規
矩

文
等

集
　

巻
下

１
冊

物
の

は
か

り
方

　
計

算
の

方
法

享
保

７
年

壬
寅

1
2
月

吉
日

丹
州

篠
山

　
万

尾
六

兵
衛

時
春

 著
江

戸
日

本
橋

南
　

小
川

彦
九

郎
 板

行
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

15
1

4
57

手
写

本
益

軒
先

生
年

譜
１

冊
益

軒
2
歳

か
ら

5
5
歳

ま
で

の
略

歴
を

書
い

た
も

の
〔
江

戸
時

代
〕

貝
原

好
古

　
編

撰
万

延
元

年
庚

申
冬

1
5
歳

高
原

善
造

 写
之

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

1
1
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

15
2

4
58

印
刷

本
讀

書
楯

序
・
心

畫
規

範
　

（
全

）
１

冊
教

養
と

し
て

読
む

べ
き

本
と

そ
れ

を
簡

単
に

説
明

し
た

も
の

〔
江

戸
時

代
〕

貝
原

益
軒

篤
信

　
撰

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

読
書

楯
序

・
心

畫
規

範
を

合
綴

15
3

4
59

印
刷

本
天

經
或

問
註

解
圖

巻
１

冊
天

文
学

の
図

解
説

明
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

15
4

4
60

印
刷

本
大

人
摂

生
小

兒
養

育
心

得
　

全
１

冊
小

児
養

育
の

心
得

明
治

3
4
年

1
1
月

京
都

市
下

京
区

　
石

田
勝

秀

15
5

4
61

印
刷

本
北

蝦
夷

新
志

１
冊

北
海

道
の

奥
地

な
ど

巡
視

し
た

地
誌

見
聞

記
慶

応
丁

卯
仲

冬
岡

本
文

平
　

著
発

行
　

江
戸

日
本

橋
通

　
須

原
屋

茂
兵

衛
髙

原
善

造
及

び
松

隈
氏

の
蔵

書
印

あ
り

15
6

4
62

手
写

本
朗

詠
集

　
全

１
冊

朗
詠

集
の

読
み

下
し

文
政

1
0
年

６
月

2
8
日

髙
原

和
作

　
書

15
7

4
63

手
写

本
〔
百

人
一

首
師

説
抄

〕
１

冊
小

倉
百

人
一

首
に

つ
い

て
の

解
説

書
明

治
９

年
壬

申
５

月
吉

日
半

十
郎

　
写

之
門

人
正

郷
　

所
持

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

15
8

4
64

印
刷

本
蒙

需
訟

師
比

小
畜

１
冊

易
と

卦
の

解
説

書
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

15
9

4
65

印
刷

本
古

今
集

　
上

１
冊

古
今

和
歌

集
の

上
巻

不
詳

不
詳

16
0

4
66

印
刷

本
残

る
こ

と
の

葉
１

冊
小

山
筧

重
徳

歌
集

大
正

４
年

７
月

編
集

兼
発

行
　

小
山

律
子

16
1

4
67

印
刷

本
和

漢
年

契
１

冊
和

漢
の

帝
王

に
つ

い
て

系
図

年
号

な
ど

と
索

引
寛

政
９

年
丁

巳
年

寛
政

元
年

己
酉

3
月

　
津

國
高

昶
　

識
新

橋
　

京
都

　
額

田
正

三
郎

　
他

5
名

髙
原

善
造

・
済

□
館

山
内

の
蔵

書
印

あ
り

　
題

箋
破

損
の

た
め

表
題

は
半

分
不

明

16
2

4
68

印
刷

本
〔
相

學
瓣

蒙
　

巻
之

上
　

巻
之

下
〕

２
冊

頭
眉

目
鼻

な
ど

形
に

よ
り

吉
凶

を
占

う
　

又
手

相
骨

格
な

ど
も

寛
政

戊
午

春
３

月

潜
龍

堂
　

　
井

田
亀

學
長

秀
　

述
浪

華
書

林
　

松
村

九
兵

衛
平

安
書

林
　

勝
村

治
右

衛
門

　
他

2
名

江
府

書
林

　
西

村
源

六

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

上
巻

下
巻

を
紺

糸
で

一
括

16
3

4
69

印
刷

本
小

學
地

誌
要

略
外

國
誌

　
（
上

巻
・
下

巻
）

２
冊

世
界

の
地

理
明

治
2
0
年

1
2
月

編
纂

者
　

大
槻

修
二

出
版

人
　

関
谷

末
松

發
兌

　
　

 文
榮

堂
上

巻
下

巻
を

一
括

16
4

4
70

手
写

本
三

禮
口

訣
１

冊
食

事
の

時
の

作
法

　
茶

席
の

作
法

な
ど

不
詳

不
詳

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

湿
気

に
よ

り
開

扉
不

能
の

部
分

あ
り

16
5

4
71

印
刷

本
〔
歌

人
百

家
帖

小
傳

〕
１

冊
有

名
歌

人
の

短
冊

写
真

と
そ

の
略

歴
の

解
説

大
正

２
年

３
月

編
輯

兼
発

行
者

　
　

野
崎

英
夫

発
行

所
　

 中
央

歌
文

會
百

人
は

三
条

西
實

隆
か

ら
本

居
豊

頴
・
高

崎
正

風
ま

で

16
6

4
72

印
刷

本
史

疑
１

冊
徳

川
家

康
の

事
蹟

真
偽

の
考

察
明

治
3
5
年

４
月

融
軒

　
村

岡
素

一
郎

　
著

発
行

　
東

京
市

京
橋

区
日

吉
町

　
民

友
社

と
じ

金
具

が
欠

落
し

て
い

た
の

で
綴

じ
直

し
た
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№
史
料
番
号

種
　
類

表
　
　
　
　
　
　
　
題

冊
　
数

内
　
　
　
容

年
　
　
代

著
　
　
者
・
版
　
　
元

備
　
　
　
　
考

15
2

4
58

印
刷

本
讀

書
楯

序
・
心

畫
規

範
　

（
全

）
１

冊
教

養
と

し
て

読
む

べ
き

本
と

そ
れ

を
簡

単
に

説
明

し
た

も
の

〔
江

戸
時

代
〕

貝
原

益
軒

篤
信

　
撰

髙
原

善
造

蔵
書

の
印

あ
り

読
書

楯
序

・
心

畫
規

範
を

合
綴

15
3

4
59

印
刷

本
天

經
或

問
註

解
圖

巻
１

冊
天

文
学

の
図

解
説

明
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
美

信
の

蔵
書

印
あ

り

15
4

4
60

印
刷

本
大

人
摂

生
小

兒
養

育
心

得
　

全
１

冊
小

児
養

育
の

心
得

明
治

3
4
年

1
1
月

京
都

市
下

京
区

　
石

田
勝

秀

15
5

4
61

印
刷

本
北

蝦
夷

新
志

１
冊

北
海

道
の

奥
地

な
ど

巡
視

し
た

地
誌

見
聞

記
慶

応
丁

卯
仲

冬
岡

本
文

平
　

著
発

行
　

江
戸

日
本

橋
通

　
須

原
屋

茂
兵

衛
髙

原
善

造
及

び
松

隈
氏

の
蔵

書
印

あ
り

15
6

4
62

手
写

本
朗

詠
集

　
全

１
冊

朗
詠

集
の

読
み

下
し

文
政

1
0
年

６
月

2
8
日

髙
原

和
作

　
書

15
7

4
63

手
写

本
〔
百

人
一

首
師

説
抄

〕
１

冊
小

倉
百

人
一

首
に

つ
い

て
の

解
説

書
明

治
９

年
壬

申
５

月
吉

日
半

十
郎

　
写

之
門

人
正

郷
　

所
持

髙
原

善
造

の
蔵

書
印

あ
り

15
8

4
64

印
刷

本
蒙

需
訟

師
比

小
畜

１
冊

易
と

卦
の

解
説

書
不

詳
不

詳
髙

原
善

造
の

蔵
書

印
あ

り

15
9

4
65

印
刷

本
古

今
集

　
上

１
冊

古
今

和
歌

集
の

上
巻

不
詳

不
詳

16
0
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あ と が き 

私どもが大野城市の市史編さん室を手伝うようになって、髙原（康）家文書 

の原本に出会ってから本年で 17 年目になります。途中、髙原家の靖子夫人のご

実父のご病気、ご不幸があったりして中断はしたものの、ようやくこの『調査

報告書』が刊行の運びとなりました。 

中途半端のままで終わらせたくない。その一念で頑張ってやり終えましたが、

いま振り返るとアッという間だったような、これで終わるとなると寂しいよう

な、感慨深いものがあります。 

髙原家については、私どもも古文書の講座などで馴染みがあったせいか、こ

どものころから存じ上げていたような懐かしさがあります。それはひとえに髙

原家 11 代善造さんの俳句の中の気取りのない田舎の情景や家族のやすらぎ、ま

た父君 10 代善一郎さんの日記の中で、下女がこっそりお米を盗んだときも、年

季が明けるまで黙って使い続けられた、そのやさしさ。髙原家のみなさんとて

も温厚なお人柄のように思われました。 

古文書の調査で髙原家に伺うと靖子夫人がいつも快くお出迎え下さって、美

味しいお抹茶やコーヒーをいただいたこと、車の都合がつかないときなど作業

場所の市役所まで送り迎えをしていただいたことなどもありました。 

最後になりましたが、本報告書の作成にあたりましては、本当に長い間ふる

さと文化財課の歴代の課長さんをはじめ、職員の方々には大変なご支援やご協

力をいただきましたこと、深く感謝申し上げます。（三砂千代子 記） 
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